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ɺϥΦεɺλΠɺΧϯϘδΞɺϕτφϜͷϝίϯՏྲྀ
Ҭ �ΧࠃͰɺެతؔػͱຽؒۀاʹΑͬͯɺਫɺɺྛɺ߭ͱ͍ͬͨࣗવݯࢿͷ֫ಘʹؔ࿈
ͨ͠։ൃɾ͕ࢿ·͢·͢Μʹͳ͍ͬͯΔɻຊຽؒۀاɺϝίϯՏྲྀҬΛڅڙݯࢿɺੜ
ͷྗͰɺಛʹӡ༌ަ௨ɾిྗۀاΊɺͱڧΛ͍ͬͦ͏Δ͢ࢹͱͯ͠ॏࢢɺൢചڌ࢈
Ͱͷج൫උΛਐΊ͍ͯΔɻ
ଜͷ͍ߴͷґଘ͕ݯࢿΔɻࣗવ͍ͯ͠ߦͷྼԽ͕ਐݯࢿࣗવڥಈͷӄͰɺ׆ࡁܦͳൃ׆
ਓͼͱ΄ͲශࠔԽ͠ɺࢢ෦ͰൃࡁܦలͷԸܙΛड͚Δதڃ֊࢈ͱͷ͕͍͕֨ࠩͯͬΔɻੜ׆Λ͔ڴ
͞Εͨਓͼͱͷൃڧ·ΓɺશੈքͰߴ·Δഁڥյ্ࡁܦͷෆެฏʹର͢Δ൷ҙࣝखͬ
ͯɺ֤ͰਫɾྛɾͳͲͷར༻ΛΊ͙ΔʗຽؒηΫλʔͱॅݩຽͱͷฆ૪͕ܹԽ͍ͯ͠Δɻ
ϝίϯՏྲྀҬͰɺڥอશͱΑΓɺࡁܦ։ൃͷརӹ͕ྲྀҬॾࠃͰ͍͔ʹެਖ਼ʹ͞ΕΔ͔͕ɺ
ͰҎ্ʹେ͖ͳ՝ͱͯ͠ු্͍ͯ͠Δɻ·ࠓ
։ൃʹΑΔڥࣾձͷѱӨڹΛະવʹ͗ɺൃੜͨ͠ඃʹରԠ͢ΔͨΊʹɺઌਐࠃۀͷ
ؔػࡍࠃɺ͞·͟·ͳڥɾࣾձอޢࡦ

JJ

ج४Λඋ͖ͯͨ͠ɻ͜Εɺࠓ·Ͱ։ൃʹΑΔ
ඃΛड͚ͨਓͨͪͷ͍ۤݧܦΛɺࢢຽάϧʔϓʢ$JWJM�4PDJFUZ�0SHBOJ[BUJPO ʹ $40ʣू͕ऀڀݚΊɺ
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ຊใࠂॻʰະདྷʹ͚ͨࡦఏݴͷՄੑͱํੑʱɺ͜ͷΑ͏ͳϝίϯՏྲྀҬͷݱঢ়ͱະདྷΛɺ
ೋͭͷ׆ಈΛ௨ͯ͠ɺྲྀҬ͓Αͼ౦ΞδΞͷࢢຽࣾձͷਓͼͱͱٞ͠ͳ͕Βɺ·ͱΊͨهͰ͋Δɻ
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๏ՈͱڞʹɺλΠͱΧϯϘδΞͰ։ൃͷඃΛड͚͍ͯΔॅຽΛ๚ͨ͠ϑΟʔϧυௐࠪͰ͋Δɻ
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͜ͷΛआΓͯਂ͓͘ྱΛਃ্͛͠Δɻ·ͨɺຊใࠂॻͰհͨ͠ݟΛ·ͱΊΔͨΊͷௐࠪձ߹
։࠵ʹ͋ͨͬͯɺࡾҪۚجڥ࢈ͷࢧԉ͍͍͍ͨͩͯΔɻͨͩ͠ɺใࠂॻͷݟղओுɺ͢
ͯϝίϯɾΥονͷͷͰ͋ΓɺॿஂମͱແؔͰ͋Δ͜ͱΛ͓அΓ͓ͯ͘͠ɻϫʔΫγϣ
οϓɺϑΟʔϧυௐࠪɺଟ͘ͷํʑͷྗڠͳ͠ʹΓཱͨͳ͔ͬͨɻಛʹɺۤ ͍͠ಆ͍ͱੜ׆ͷதɺ
ຽͷΈͳ͞ΜɺॅڹΛड͚ೖΕͯ͘ΕͨλΠɾύΫϜϯμϜͱγϦϯτϯμϜͷӨͪͨࢲΛׂ͍ͯؒ࣌
ͰίʔσΟωʔτΛͯͩͬͨ͘͠͞ํʑɺΧϯϘδΞͷηαϯԼྲྀݱ �μϜͱεϨϙοΫԼྲྀ �μ
ϜͷӨॅڹຽͷΈͳ͞Μɺ�4 ՏอશωοτϫʔΫͷΈͳ͞Μʹɺͻͱ͔ͨͳΒ͵͓ੈʹͳͬͨɻ
ಈΛ௨ͯ͠ɺগ͠׆ͷͪͨࢲͷޙࠓͰ͋Δ͕ɺ͍ࢥಈΛ͢Δͨͼʹɺฦͤͳ͍ԸΛड͚ΔΑ͏ͳ׆
͓ͣͭฦ͍͚ͯ͠͠Εͱ͍ͯ͑ߟΔɻ

J　ҎԼ、ʮビルマʯで౷Ұした。

JJ　ʮ環境保ޢʯの対には人ؒもؚ·Εるが、ʮ環境・社会Өڹʯに対応ͤ͞るためにも、ҎԼでは、ししʮ環境・社会保ޢʯとซهし

ている。͜͜でのʮ社会保ޢʯはҰൠ的なҙຯで、開ൃにおける social protection とはඞͣしもҰகしない。
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ୈ̍ষɹϝίϯՏྲྀҬͷࣗવڥͱࣾձঢ়گ

ɹͪͨࢲಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓϝίϯɾΥονɺϝίϯՏྲྀҬʹݶఆͨ͠׆ಈΛ͖ͨͯͬߦɻͦΕ
ɺϝίϯՏͷ๛͔ͳࣗવͱ͕ڥਓͼͱͷΒ͠Λ͍͑ͯ͞͞Δ͜ͱʹՁΛݟग़͠ɺ·ͨɺཧ
తɾྺ 1͕ຊͱ͔͔ΘΓ͕ਂ͍ɺͱ͍͏ೋͭͷཧ༝ʹΑΔɻ͜ۀࣄతʹ͜ͷҬͰͷ։ൃ࢙ ͷষͰɺ
ঢ়ΛݱͷࠃใɺྲྀҬͱຊͱͷؔΘΓɺྲྀҬ֤ૅجಈͷͰ͋ΔϝίϯՏྲྀҬʹؔ͢Δ׆ͷͪͨࢲ
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Λܗ͠ɺϥΦεࠃʹೖΔɻ࠶ͼ
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ੈք ��� Տɺބ��Λཏ͢Δσʔλϕʔε 'JTI#BTF ͷొใʢ���� ʣʹΑΔͱɺϝίϯ
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΅ΔͱݟΒΕ͍͕ͯͨɺࡏݱͰɺ୶ਫڕͰ 8�� छɺҰ࣌తʹϝίϯՏޱۙΛར༻͢ΔւͷڕΛ
;͘Ίͯɺ11�� छఔ͕ੜଉ͍ͯ͠Δͱ༧͞Ε͍ͯΔ �ɻྨڕͷ΄͔ʹɺ�ສछͷ২ɺ���
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̍� ̎��ࣗવݯࢿʹґଘ͢ΔਓͼͱͷΒ͠
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ͨɻ͜ΕΒͷ࢈ɺޙड़ͷΑ͏ʹɺϥΦεΧϯϘδΞͷଜ෦Ͱɺॏཁͳۚݱऩೖͷखஈͱͳ
͍ͬͯΔɻ·ͨɺϝίϯՏͱͭͳ͕ΓɺӍقͱقסͰͦͷ໘ੵʹେ͖ͳมಈΛͤݟΔτϯϨαοϓބ
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Δϝίϯσϧλɺੈք༗ͷถͷੜ࢈Ͱ͋Δɻ͜ͷϝίϯՏͷԸܙΛड͚ͯΒ͢ྲྀҬਓޱɺ
�ઍສਓʹͷ΅ΔͱΈΒΕ͍ͯΔɻ
ϝίϯՏྲྀҬʹଟछଟ༷ͳ͕ڕੜଉ͓ͯ͠ΓɺਓͼͱʹΑΔར༻ΜͰ͋ΔɻϝίϯՏྲྀҬ
ͷั֫ۀړͷߴ֫ړɺؒ �1�ԯʙ �8 ԯυϧ � ͷࡁܦՁ͕͋ΓɺখചՁ֨Ͱɺ��ԯʙ ��ԯ
υϧʹͳΔɻྫ͑ɺΧϯϘδΞͰɺཆ৩Λ;͘Ίͨ୶ਫڕͷੜྔ࢈ɺࠃ૯ੜ࢈ʢ(%1ʣͷ
11�� ʙ 1�ˋɺ·ͨɺ8ʙ 1�ˋΛΊΔͱ͞Ε͍ͯΔ �ɻখنͳऀۀړͷ࣮ଶΛͱΒ͑Δͷࠔ
Ͱ͋Γɺ͜ΕΒͷࣈͯ͢ਪ͕ͩܭɺෆेͳσʔλ͔ΒͰɺϝίϯՏͷۀړͷࡁܦతͳॏ
ཁੑ͕͏͔͕͑Δɻ

·ͨɺϥΦεͷଜͰɺ��� छྨͷඇ࢈ྛࡐʢ/PO�5JNCFS�'PSFTU�1SPEVDU ʹ /5'1ʣ� ͕ར
༻͞Ε͍ͯΔ͜ͱ͕໌Β͔ͱͳ͍ͬͯΔɻ/5'1 ͷछྨଟछଟ༷ͰɺਫੜಈʢڕɺΧΤϧɺΤϏɺ
ΧλπϜϦɺͳͲʣੜಈʢௗɺ͛ͬࣃಈʣྛ࢈ͱΈͳ͞ΕΔɻ͜ΕΒɺʑͷ৯ࣄ
ʹ͓͚ΔॏཁͳλϯύΫݯͱͳ͍ͬͯΔ 8ɻ͓ʹۀར༻͞Ε͍ͯΔ/5'1  �� छྨͰɺ/5'1 ɺ
ଜʹ͓͚Δओཁͳऩೖݯͱͳ͍ͬͯΔɻ৯ɺࠃࢢͰചങ͞ΕɺҩༀͷͱͱͳΔༀ
εύΠεͳͲɺۙྡࠃͰ͋ΔλΠɺதࠃɺϕτφϜͳͲʹ༌ग़͞Ε͍ͯΔɻ҆ଉ߳ʢ͋Μͦ͘͜͏
ʗ͋Μͦͬ͜͏ʣɺ߳ਫͷݪྉͱͯ͠ϑϥϯεʹɺ߳ʢ͜͏΅͘ʣɺຊΞϥϒॾࠃʹ༌
ग़͞Ε͍ͯΔ �ɻ
తͳՁ͚ͩͰͳ͍ɻ��΄Ͳલ·ͰɺϥΦεதೆ෦λΠ౦ࡁܦͷɺ͕ͭ࣋࢈ྛڕ
෦Λ;͘Ή͍ҬͰɺڕɺίϝɺྛ࢈ɺԘͱ͍ͬͨ࢈ͷʑަߦ͕ΘΕ͍ͯͨɻ΄΅ࣗࣗڅ
ͷΒ͠Λ͍ͯͨ࣌͠ɺਓͼͱ৯ྉΛ֬อ͢ΔͨΊʹɺ࠾औʹ͔ͳΓͷؒ࣌Λׂ͍͍ͯͨɻ
ͷͨڕ෭৯Λೖख͢Δͷ͕͘͠ͳΔɻҰํɺʹظΓͷൟמͷଜͰɺా২͑Ҵۀͳੜ͓͕ۀ
͘͞ΜัΕΔԊ͍ͷଜམͰɺڕΛԘ௮͚ͷൃ߬৯ׯʹՃ͠ɺඞཁͳͷͱަ͢Δश׳
͕͋ͬͨɻۚݱΛհͨ͠ࢢͰͷऔҾ͕ͳ͔ͬͨ࣌ɺ৯ྉ͜ͷΑ͏ͳʑަͱ͍͏खஈͰҬ
ʹྲྀ௨͍ͯͨ͠ɻҬͷಛ࢈ॏཁͰɺ͜ΕΒΛͯͬ࣋ɺΓ߹͍ະͷॴΛ๚ͶͯަΛ
ΊΔ͜ͱ͕ɺ౦λΠϥΦεதೆ෦ͷϥΦຽͷਓͨͪͷؒͰɺࣾձతɾจԽతΛݟɺ͍ߦ
ʹॏཁͳ͜ͱͱ͑ߟΒΕ͍ͯͨɻ
ϝίϯՏͷ࠷ԼྲྀɺՏ͕ʹޱΔϝίϯσϧλɺڊେͰංཊͳ࣪ଳΛܗ͍ͯ͠Δɻσϧλ
 ΓɺϕτφϜશମͷ͕ͨ·ʹݝ�1 ��ˋʹ͋ͨΔ 18�� ສਓͷਓޱΛ๊͍͑ͯΔɻ૯໘ੵɺ
�ສ ����ὕͰɺ͜ͷ͏ͪ ��� ສᶨͱͯ͠ར༻͞Ε͍ͯΔɻσϧλͰੜ͞࢈ΕΔओཁͳ࡞
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ୈ̍ষɹϝίϯՏྲྀҬͷࣗવڥͱࣾձঢ়گ

ɹͪͨࢲಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓϝίϯɾΥονɺϝίϯՏྲྀҬʹݶఆͨ͠׆ಈΛ͖ͨͯͬߦɻͦΕ
ɺϝίϯՏͷ๛͔ͳࣗવͱ͕ڥਓͼͱͷΒ͠Λ͍͑ͯ͞͞Δ͜ͱʹՁΛݟग़͠ɺ·ͨɺཧ
తɾྺ 1͕ຊͱ͔͔ΘΓ͕ਂ͍ɺͱ͍͏ೋͭͷཧ༝ʹΑΔɻ͜ۀࣄతʹ͜ͷҬͰͷ։ൃ࢙ ͷষͰɺ
ঢ়ΛݱͷࠃใɺྲྀҬͱຊͱͷؔΘΓɺྲྀҬ֤ૅجಈͷͰ͋ΔϝίϯՏྲྀҬʹؔ͢Δ׆ͷͪͨࢲ
ಈ͖͔ͯͨ͠׆ɺͲ͏͠ࢦԿΛͪͨࢲಈ͖ͷதͰɺܠΔɻͦͷ্ͰɺͰɺͦ͏ͨ͠എ͢؍֓
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লʣɺϏϧϚɺϥΦεɺλΠɺΧϯϘ
δΞɺϕτφϜͷ Λ௨աͯ͠ࠃ͔�
ւʹୡ͢ΔࡍࠃՏͰ͋ΔɻྲྀҬ໘ੵ
ɺຊͷࠃʢ�� ສ ����ὕʣͷ
ೋഒΛ্ճΔ �� ສ ����ὕͰɺશ
 ����ᶳʹٴͿ �ɻதࠃΛྲྀΕΔ
ϝίϯՏͷ্ྲྀ෦ʮᖬᕨߐʯͱ
Λग़ΔͱɺϥΦεͱࠃΕΔɻதݺ
ϏϧϚͷڥࠃɺϥΦεͱλΠͷڥࠃ
Λܗ͠ɺϥΦεࠃʹೖΔɻ࠶ͼ
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φւʹ͙ɻΧϯϘδΞͰಉࠃΛ͢ΔτϯϨαοϓބͱͭͳ͕͍ͬͯΔɻϕτφϜͰʮ
ཾʯͱݺΕɺੈք࠷େͷถͷੜ࢈ͷͻͱͭͰ͋ΔϝίϯσϧλΛܗ͍ͯ͠Δɻ
ੈք ��� Տɺބ��Λཏ͢Δσʔλϕʔε 'JTI#BTF ͷొใʢ���� ʣʹΑΔͱɺϝίϯ
ՏͰɺΞϚκϯՏͷ 1��1 छʹ͙࣍ �81 छͷڕछ͕֬ೝ͞Ε͓ͯΓɺੈքୈ �Ґͷྨڕͷଟ༷ੑ
Λ͍ͯͬތΔɻੈքࣗવอجޢ ʢۚ8PSME�8JMEMJGF�'VOE ʹ88'ʣͷใࠂʹΑΔͱɺϝίϯՏྲྀҬͰɺ
͜͜ 1�Ͱ ��� छҎ্ͷڕͷ৽छ͕ൃ͞ݟΕ͍ͯΔɻաڈʹɺϝίϯՏͷڕछ 1��� छʹͷ
΅ΔͱݟΒΕ͍͕ͯͨɺࡏݱͰɺ୶ਫڕͰ 8�� छɺҰ࣌తʹϝίϯՏޱۙΛར༻͢ΔւͷڕΛ
;͘Ίͯɺ11�� छఔ͕ੜଉ͍ͯ͠Δͱ༧͞Ε͍ͯΔ �ɻྨڕͷ΄͔ʹɺ�ສछͷ২ɺ���
छͷᄡೕྨɺ1��� छͷௗྨɺ8�� छͷᗡʢʣྨͱ྆ੜྨ͕ੜଉ͢Δ �ʮੜଟ༷ੑͷϗοτε
ϙοτʯͰ͋Δɻ

̍� ̎��ࣗવݯࢿʹґଘ͢ΔਓͼͱͷΒ͠

্ྲྀͷַࢁ෦Λͷ͚ͧɺϝίϯՏͷࣗવਓΛ͚ͭͤدͳ͍ͷͰͳ͘ɺΉ͠ΖɺਓͷΒ͠
ʹඇৗʹ͍ۙɻՏͷڕͷ๛͞ɺྲྀҬͷଟ͘ͷଜམʹۀړΛൃୡͤ͞ɺϞϯεʔϯͷӨڹͰੜ͡Δ
ɻ͖ͨͯ͑ࢧऔʕ͕ͦͷΒ͠Λ࠾ɾ์ɺ২ۀͰͷ؛ʕՏۀͷਫҐࠩΛར༻ͨ͠ੜقͱӍقס
·ͨɺྲྀҬͷྛ͔Β࠾औͰ͖ΔࡊࢁɺΩϊίྨɺथӷͳͲਓͼͱͷ৯ྉ೩ྉɺༀͱͳ͖ͬͯ
ͨɻ͜ΕΒͷ࢈ɺޙड़ͷΑ͏ʹɺϥΦεΧϯϘδΞͷଜ෦Ͱɺॏཁͳۚݱऩೖͷखஈͱͳ
͍ͬͯΔɻ·ͨɺϝίϯՏͱͭͳ͕ΓɺӍقͱقסͰͦͷ໘ੵʹେ͖ͳมಈΛͤݟΔτϯϨαοϓބ
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ถͰɺϕτφϜͷࠄੜྔ࢈ͷ ��ˋΛΊΔɻ·ͨɺϕτφϜͷྔ֫ړͷ 8�ˋɺՌथੜྔ࢈ͷ
��ˋΛσϧλଳ͕͓ͯ͠څڙΓɺࠃͷ৯ྐ͚ͩڅڙͰͳ͘ɺ༌ग़ʹॏཁͳׂΛՌ͍ͨͯ͠
Δ 1�ɻ͜ͷΑ͏ʹɺϝίϯՏྲྀҬͷڥɺͦ͜ͰΒ͢ਓͼͱͷੜ׆ͱີʹ݁ͼ͖ͭɺͦΕΛࢧ
͍͑ͯΔͷͰ͋Δɻ

̍� ̏��ຊͱͷؔ

ຊͱϝίϯՏྲྀҬͷࠃʑɺ͔͘ݹΒަқͰ͖͕ͨͯͬܨɻ·ͨɺୈೋੈ࣍քେઓҎલɺຊ͕
ఱવݯࢿͷ֬อΛΊ͟͠ɺϝίϯՏྲྀҬΛ;͘Ή౦ೆΞδΞ֤ࣄ܉ʹࠃతʹਐग़ͨ͠ྺ࢙͋Δɻ
ཧతͳҐஔ͔ؔΒɺࡏݱɺϝίϯՏྲྀҬຊͷۀʹͱͬͯॏཁͳੜڌ࢈ɾࢢͰ͋Γɺ
Ε͍ͯΔɻ࣋͞ͼ͖͕ͭҡ͍݁ڧʹతࡁܦ
ΠϯυγφͰଓ͍ͨઓཚʹऴූࢭΛଧͬͨΧϯϘδΞฏཱ͕ͯ͠Ҏ߱ɺຊ 1���
ॳ಄ΑΓɺ։ൃԉॿͷͰੵۃతʹ͜ͷҬʹؔΘ͖ͬͯͨɻΞδΞ։ൃۜߦʢ"TJBO�
%FWFMPQNFOU�#BOL ʹ "%#ʣͳͲΛ௨ͨ͠ଟؒࠃͷ։ൃԉॿʢ0⒏DJBM�%FWFMPQNFOU�"TTJTUBODF
ʹ 0%"ʣͰࢧԉΛ࣮͖ͨͯ͠ࢪ΄͔ɺϥΦεɺΧϯϘδΞɺϕτφϜʹͱͬͯೋ0%ؒࠃ"ͷ࠷େͷ
ఏࠃڙͰ͋Γଓ͚͍ͯΔɻ
ϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃͷྺ࢙Λ;Γฦͬͯɺຊͷਂ͍͔͔ΘΓ͕ͯݟͱΕΔɻ1��� ʹϝί
ϯՏྲྀࢧʹ͓͚ΔਫྗൃిμϜ܈։ൃͷܭըΛཱҊͨ͠ͷɺຊͷίϯαϧλϯτձࣾɺຊӦ
Ͱ͋Δɻ1��� ʙ 1��� ʹɺͦͷҊʹԊͬͯɺຊͷ0%" ʹΑΔμϜݐઃ͕ۀࣄλΠ
ϥΦεͰ࣮͞ࢪΕͨɻຊͷͱຽؒۀاɺϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃʹେ͖ͳӨྗڹΛٴ΅͢ΞΫ
λʔͰ͋ͬͨɻ

̍� ̐��มΘΔ։ൃͷओମ

�1 ɺࢿͷԉॿࠃେ͖͘มΘ͖ͬͯͨɻத͕گΒɺϝίϯՏྲྀҬΛऔΓ·͘ঢ়͔ࠒΛܴ͑ͨلੈ
Α͏ʹͳ͖͔ͬͯͨΒͩɻྫ͑ɺϥΦεʹରͭ࣋͢Λྗڹͷ0%"͕ϝίϯՏྲྀҬͰେ͖ͳӨࠃؖ
Δதࠃͷࢿɺ��1� ʹ �� ԯυϧʹୡͨ͠ 11ɻؖࠃͷ 0%"૯ֹɺن·ͩຊͷ 1�ͷ
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ࠉ 環境・社会上の問題 開発・援助をめࡄる情ໃ 市民社会の特ᚩ

୰
ᅜ
协
㞼
༡
卐

▽メコン河上流（瀾滄江）でのダ

ム建設で環境・社会影響が発生す

るྍ⬟性が高い

▽瀾滄江におけるダム開発が進行（ₔ‴・

大ᮅᒣ・ᬒὥ・ᑠ‴が✌働）している

▽周辺国（ビルマ・ラオス・カンボジア）

への㎰業投資が拡大している

▽国内で✌働中／建設ண定のダムについて、

下流国から影響への懸念のኌが高まってい

る

▽政≧ἣにより、国内での CSO による監視活動が㞴

しい

▽開発・環境問題に関する情報がᚓにくい

▽国内の NGO は、海外の௳監視より、政府／企業と

の対ヰをඃ先させている

▽ NGO の働きかけで、政府が、海外事業の環境保護ᣦ

㔪などをస成した

▽政府・民間の海外投資による㈇の影響が、国内で報

道されるようになってきた

▽ྖἲを活用した、国内での環境・公害問題へのྲྀり

組ࡳが活発になってきた

ࣅ
ࣝ
࣐

▽計画・進行中の多数の開発事業

で、環境◚ቯやᅵ地用などが発

生しており、ᚋも増࠼る見㎸ࡳ

▽少数民族のໃ力地で、国㌷との

㌷事⾪✺により⣮த≧ែが続いて

いるᕞがある。特に、ኳ↛資※を

有する地域での対❧が⃭化してい

る

▽ኳ↛資※などの開発に投・融資する海外

資本が増࠼てきた

民化ࠖの動きにᛂし、政府や国際ࠕ▽

機関が援助を本格的に再開しつつある

▽環境・社会影響を㜵Ṇし、⿕害住民に⿵

ൾするἲ・政策的ᯟ組ࡳが⬤弱である

▽全国でᅵ地用問題が表㠃化し、住民もኌをあࡆる

ようになってきた

▽⣮த地域以外では、以前と比べると、住民が開発事

業への反対を表明できるようになってきた

▽環境・社会保護のᯟ組ࡳがᮍ整備で、活用できる手

段が限られている

▽⣮த地域の≧ἣには大きな変化がない

ࣛ
࢜
ࢫ

▽Ỉ力発電事業の影響で、住民の

生計がᝏ化している

▽㖔ᒣ開発、㒔市化、ダム建設に

よるỈ㉁ởᰁ・ᗣ⿕害が懸念さ

れる

▽瀾滄江ダム建設が原ᅉと見られ

る河ᓊᾐ㣗・生ែ⣔への影響が発

生している

▽産業用植林・金స物᱂ᇵ（プ

ランࢸーシࣙン、ዎ⣙᱂ᇵ）によ

って、住民のᅵ地や᳃林が失ࢃれ

ている

▽ὥỈ・ᖸࡤつがᜏᖖ化している

▽住民・企業・政府関係者による

㐪ἲఆ᥇（特に、ローࢬウッド）

が拡大している

▽政府が強ᶒ化している

▽ 2020 年までのᚋ発開発㏵上国（/HDVW�

DHYHORSHG� CRXQWU\ 㸻 /DC）⬺༷が国ᐙᝒ㢪

となっている

▽ GDP 成㛗⋡ �㸣以上を⥔持する一方で、成

㛗を支࠼る海外投資がᅵ地ዣを深刻化さ

せている

▽ナムトン 2（NT2）以降、ダム建設が目

ⓑᢲしとなっている

▽ NT2 の計画・ᑂ査㐣⛬で成❧した環境影

響ホ౯（E,A）や住民移㌿政策などが㑂Ᏺさ

れていない

▽中国・ベトナム・タイなどの資金でイン

フラ、プランࢸーシࣙン開発が拡大してい

る

▽日本の民間企業がỈ力発電㒊㛛に投資を

開始した

▽政府が、下流本流ダム（サイヤブリダム、

ドンサ࣍ンダム）を強力に推進している

▽植林事業など、REDD ＋に関連する援助が

増大している

▽援助౫Ꮡ・ở⫋体㉁が延している

▽自↛資※が㎰ᮧの生活にྍḞにもかか

開発の影響が⪃៖されない、ࡎらࢃ

▽住民が開発事業の㈇の影響に関する情報にアクセス

することが㞴しい

▽影響住民からのኌがあがるようになったが、まとま

った運動には結実していない

▽⌧地で活動する多くの NGO は、政府のᖸ΅・弾圧を

㆙ᡄして自重することが多い。

▽ᅵ地・᳃林問題では、NGO と政府関係者の対ヰの機

会が拡大しつつあったが、2012 年、スイス NGO ௦表

の国外強制㏥ཤおよび社会活動ᐙのㄏᣂ事௳ᚋ、急⃭

に⦰ᑠしてしまった

▽ 2012 年ᮎ以降、政府が CSO への監視を強化した

▽㎰ᮧ㒊の相ᢇ助が減㏥しつつある

▽ NPA（NRQ�PUR㸚W� AVVRFLDWLRQ）の認証௳数が増加

している

▽ NPA が、タイのダム反対運動の中で始まったࠕ住民

による調査ࠖと類ఝの調査を実することに、強い関

心を♧している
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ࢱ


▽㐣ཤの大規模開発が引き起こし

た環境・社会影響が解決していな

い

▽本流上・中流開発による環境・

社会影響に対して、㎰ᮧ㒊の住民

が懸念を表明している

▽工業団地の拡大やⅆ力発電ᡤの

建設が、地域住民のᗣや生計手

段にᝏ影響をもたらしている

▽工業化に伴うỈ㊊やỈをめࡄ

る⣮தが発生している

▽住民と政府・民間企業との間で、

ᅵ地をめࡄる⣮தが⃭化している

▽ἲᚊ・制ᗘは比較的整っている

が、十分に機⬟しているとは言࠼

ない

▽ὥỈやᖸࡤつがᜏᖖ化・⃭化し

ている

▽‴ᓊ㒊のᾐ㣗が深刻化している

▽民間ᑟ（,PP など）の大規模開発が進ࢇ

でいる

▽日本の民間企業が、電力開発事業に資本

ཧ加している

▽タイ発電公社（EGAT）が、電力㟂要を㐣

にண している

▽周辺国からの電力輸ධが増加している

▽政府が、原子力発電計画を推進しようと

している

▽再生ྍ⬟࢚ネルࢠーの新規開発がᚤ増し

ている

ー効⋡化の₯ᅾ力が高いࢠネル࢚▽

▽官民をあࡆて、周辺国の大規模開発への

資金・ᢏ⾡援助が目❧つ

▽ 2011 年の大ὥỈの影響で、流域間ᑟỈ事

業など、㐣ཤのỈ資※開発事業が活して

いる

▽アジアึの、住民の要ồによるダムのỈ

㛛㒊分開ᨺ（パクムンダム）が実⌧してい

る

▽タクシン政ᶒへのホ౯をめࡄり、市民社会に対❧が

続いている

▽市民社会の関心が、政対❧や⤒῭対策に向いてい

る

▽大Ꮫ関係者が NGO と連ᦠし、住民が┤㠃する問題を

解決する役割の一端をᢸっている

▽強力なリーダーに⋡いられた住民団体が、NGO や⊂❧

機関の支援をཷけながら、政府に圧力を加࠼、ㆡṌや

解決を引き出す活動戦略が☜❧している

▽ྖἲ手段による解決への期ᚅが高い

▽ NGO が流域の市民社会間の流・協働をಁす役割を

ᢸっている

▽本流中・下流ダムに対して市民社会の懸念が高まり、

民間銀行への働きかけも始まっている

▽政府・民間の海外投資に対する市民社会の関心・懸

念が高まっている

▽環境保全に関ࢃる住民団体が多ᵝ化している（ᚑ᮶

の㎰民組織に、地方㒔市中間ᒙが加ࢃるなど）

࢝
ࣥ
࣎
ࢪ


▽大規模開発、⤒῭ᅵ地ㆡΏ（コ

ンセッシࣙン）、㒔市化と再開発、

投機目的のᅵ地ᅖ㎸ࡳなどに伴う

❧㏥きで、全国的に、多くの住民

が住ᒃや生計手段を喪失している

▽政府がᅵ地・᳃林用ᶒを海外

企業にㆡΏすることで、住民が自

↛資※へのアクセスや生計手段を

喪失している

▽東北㒊のメコン河支流上流（3S

地域）で、ベトナム㡿内のỈ力発

電開発によるὥỈやỈ㉁ᝏ化など

の環境・社会上の問題が解決して

いない

▽国内外でのỈ力発電開発により、

環境・社会影響が発生している

▽ኳ↛資※（▼Ἔ、ኳ↛࢞ス、㖔物）

開発の加速により、環境・社会影

響の懸念が高まっている

▽インフラ開発、㎰⸆用などに

よって、トンレサップ†のỈ産資

※がຎ化している。Ỉ産資※の減

少や㈋ᅔが、⋓、㐪ἲ⁺業、ỏ

℃原でのఆ᥇を助㛗している

▽先住・少数民族、㈋ᅔᒙ、㞀害者、

ዪ性の世帯などの社会的弱者が

多く、開発による⿕害のしࢃᐤせ

をཷけている

▽フンセン政ᶒによる市民活動ᐙ、ジャー

ナリストなどへの弾圧が⃭化している

▽ 2013 年 � ᭶の総㑅ᣲで、㔝党／ᩆ民党が

㌍進した。フンセン政ᶒのᇶ┙がᦂらྍࡄ

⬟性がある一方、ᇶ┙ᅛめのために強◳手

段をとるྍ⬟性もある

▽政府は開発援助に౫Ꮡし、ở⫋体㉁が組

織全体に延している

▽開発機関と国間援助により、ྛ地で

通⥙の建設・改ಟ事業が進行している

▽トンレサップ†周辺の開発が進行してい

る

▽下流セサン 2 ダムなど、中国・ベトナム

の援助・投資により大規模開発（特にỈ力

発電）が進行している

▽外国資本によるᅵ地ྲྀᚓが増加している

▽開発事業に限らࡎ、政府の意ᛮ決定（外

政策など）に中国が強い影響力を持って

いる

▽国内でも、本流ダム計画が進行するྍ⬟

性がある

▽ே口の大㒊分が㎰ᮧ㒊にᬽらし、自↛資

※౫Ꮡ型の生活をႠࢇでいるにも関ࢃらࡎ、

開発の影響があまり⪃៖されていない

▽政府が、サイヤブリダム建設に対して、

公式に懸念・反対を表明している

▽ྖἲが機⬟全を起こし、国民の制ᗘに対する信

ឤが延している

▽ NGO やメディアによる政府批判はྍ⬟であるが、限

定的である

▽⌧地 NGO は、開発機関を自国政府に圧力をかける手

段として認識している

▽ NGO が、政府・国際機関による援助政策స成・改定

のプロセスに関与するࢳャンネルを持っている

▽政府と NGO との間にே事上の ᮶がある

▽政府が国民に対して提౪すべきᇶ本的なサービスを、

NGO が開発事業として実する傾向が強い

▽ NGO 間のセクターูネットワークが☜❧している

▽大規模開発への対ᛂにおいては、NGO より住民の方が

先㗦的な❧場をとることが多く、NGO の⌧≧ᢕᥱ・戦略

❧にㄢ題がある
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▽大規模開発により住民（特に先

住・少数民族）が生計手段を喪失

する問題が深刻化している

▽産業用植林が増大している

▽デルタ地帯での塩害が拡大して

いる

▽著しい報道規制があり、集会・

言論の自由が規制・弾圧されてい

る

▽国内資金によるインフラ整備が増加して

いる

▽日本などが原発建設計画を支援している

▽日本政府の電力セクターへの援助の割合

が高い

▽日本の民間企業（銀行など）の電力セク

ター投資への関心が高い

▽ベトナム電力総公社（EVN）やベトナム民

間企業による周辺国の電力セクターへの投

資が旺盛である

▽植林事業など、REDD ＋に関連する援助が

増大している

▽政府が、サイヤブリダム建設に対して、

公式に懸念・反対を表明している

▽本流ダム開発に関する批判、アドボカシーに強い関心が

ある

▽ベトナム政府・民間が引き起こす国内外での問題に対す

るアドボカシーはそれほど活発ではない

▽研究者は、開発問題への関心が高く、NGO とも協働して

いる

▽共産党関係のメディアでも、ダムの問題点が報じられる

▽市民がブログを通して情報を活発に発信する

流

域

／

越

境

問

題

▽瀾滄江ダム建設・上流浚渫に伴

う下流への影響が懸念される

▽ベトナム・ラオスでの支流ダム

開発によるカンボジアへの影響が

懸念される

▽怒江／サルウィン川流域開発に

よる下流への影響が懸念される

▽本流中・下流でのダム建設によ

る流域全体への影響が懸念される

▽流域全体の魚類や希少生物が減

少している

▽中国・ベトナム・タイからの開

発資金・投資による流域国での環

境・社会影響が発生している

▽ 2015 年の ASEAN 共同体（AEC）結成を前に、

ヒトとモノの移動が加速し、域内投資が活

発化している

▽メコン河委員会（MRC）の調査には重要な

ものもあるが、流域管理に果たす役割は限

定的である

▽ MRC が委託した戦略的環境アセスメント

（SEA）において、本流ダム建設の 10 年延期

が提言され、世界銀行や米国政府が支持を

表明した

▽タイ電力公社（EGAT）はサルウィン川ダ

ム開発を積極的に推進している

▽本流中・下流ダム計画が急速に進行し、

ラオス政府がサイヤブリダム建設に着工し

た

▽新興援助国への対抗を口実に、開発機関

や先進工業国政府が、環境・社会保護政策

の運用を弱めようとする動きがある

▽タイ発電公社の子会社やタイの民間銀行

が、流域国のダム開発に活発に出資してい

る

▽アジア開発銀行がアジア債券市場を拡大

することや通貨統合に積極的である

▽ 3S（セサン川・スレポック川・セコン川）問題を発端に、

国際 NGO・カンボジア政府・3S 地域の NGO と住民との間で

ネットワークができたが、問題解決には結びついていない

▽北タイの住民グループが、中国／下流本流ダムの影響を

継続的に監視し、東北タイの住民とネットワークを拡大し

ている

▽タイ・カンボジア・ベトナムの NGO と国際 NGO が中心と

なり、本流中・下流ダム開発監視・反対キャンペーンを開

始・継続している

▽タイの NGO が、タイの開発資金によって周辺国で発生す

る環境・社会影響（本流下流ダム以外）の監視を本格化さ

せている

▽中国の NGO は、海外での自国の開発資金の流れに関心を

持ちはじめたが、継続的に活動できる団体が見あたらない

▽中国・ベトナムの開発が下流に及ぼす影響について、両

国の NGO と認識が十分に共有されていない

▽以前と比べると、開発機関を監視してきた国際 NGO の中

国に対する関心が低下した。一方で、ビルマへの関心が高

まった

▽政府機関の環境・社会保護政策の活用・有効性や政策改

定への関与に疑問を持つ住民組織・NGO も多く、政策を活

用するケースが限定的である

日

本

該当項目なし （メコン河流域に対して）

▽ ODA が日本企業への支援を強める傾向に

ある（海外投融資の再開、官民パートナー

シップ（PPP）型協力準備調査など）

▽インフラの海外輸出、原発輸出政策が継

続されている

▽気候変動問題に対する ODA・公的資金が増

大している

▽メコン首脳・外相会議が定例化している

▽メコン河流域開発における日本政府の関

心／プレゼンスが相対的に低下している

▽原発やパッケージ型インフラ輸出に対して懸念を持つ

NGO・市民が比較的多い

▽公的資金の無駄に対する批判的検証が定着している

▽ ODA に対して批判的な見方がある一方で、国益重視の意

見も強い

▽東日本大震災・原発事故以降、海外の問題への関心が低

下している
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▽㐣ཤの大規模開発が引き起こし

た環境・社会影響が解決していな

い

▽本流上・中流開発による環境・

社会影響に対して、㎰ᮧ㒊の住民

が懸念を表明している

▽工業団地の拡大やⅆ力発電ᡤの

建設が、地域住民のᗣや生計手

段にᝏ影響をもたらしている

▽工業化に伴うỈ㊊やỈをめࡄ

る⣮தが発生している

▽住民と政府・民間企業との間で、

ᅵ地をめࡄる⣮தが⃭化している

▽ἲᚊ・制ᗘは比較的整っている

が、十分に機⬟しているとは言࠼

ない

▽ὥỈやᖸࡤつがᜏᖖ化・⃭化し

ている

▽‴ᓊ㒊のᾐ㣗が深刻化している

▽民間ᑟ（,PP など）の大規模開発が進ࢇ

でいる

▽日本の民間企業が、電力開発事業に資本

ཧ加している

▽タイ発電公社（EGAT）が、電力㟂要を㐣

にண している

▽周辺国からの電力輸ධが増加している

▽政府が、原子力発電計画を推進しようと

している

▽再生ྍ⬟࢚ネルࢠーの新規開発がᚤ増し

ている

ー効⋡化の₯ᅾ力が高いࢠネル࢚▽

▽官民をあࡆて、周辺国の大規模開発への

資金・ᢏ⾡援助が目❧つ

▽ 2011 年の大ὥỈの影響で、流域間ᑟỈ事

業など、㐣ཤのỈ資※開発事業が活して

いる

▽アジアึの、住民の要ồによるダムのỈ

㛛㒊分開ᨺ（パクムンダム）が実⌧してい

る

▽タクシン政ᶒへのホ౯をめࡄり、市民社会に対❧が

続いている

▽市民社会の関心が、政対❧や⤒῭対策に向いてい

る

▽大Ꮫ関係者が NGO と連ᦠし、住民が┤㠃する問題を

解決する役割の一端をᢸっている

▽強力なリーダーに⋡いられた住民団体が、NGO や⊂❧

機関の支援をཷけながら、政府に圧力を加࠼、ㆡṌや

解決を引き出す活動戦略が☜❧している

▽ྖἲ手段による解決への期ᚅが高い

▽ NGO が流域の市民社会間の流・協働をಁす役割を

ᢸっている

▽本流中・下流ダムに対して市民社会の懸念が高まり、

民間銀行への働きかけも始まっている

▽政府・民間の海外投資に対する市民社会の関心・懸

念が高まっている

▽環境保全に関ࢃる住民団体が多ᵝ化している（ᚑ᮶

の㎰民組織に、地方㒔市中間ᒙが加ࢃるなど）

࢝
ࣥ
࣎
ࢪ


▽大規模開発、⤒῭ᅵ地ㆡΏ（コ

ンセッシࣙン）、㒔市化と再開発、

投機目的のᅵ地ᅖ㎸ࡳなどに伴う

❧㏥きで、全国的に、多くの住民

が住ᒃや生計手段を喪失している

▽政府がᅵ地・᳃林用ᶒを海外

企業にㆡΏすることで、住民が自

↛資※へのアクセスや生計手段を

喪失している

▽東北㒊のメコン河支流上流（3S

地域）で、ベトナム㡿内のỈ力発

電開発によるὥỈやỈ㉁ᝏ化など

の環境・社会上の問題が解決して

いない

▽国内外でのỈ力発電開発により、

環境・社会影響が発生している

▽ኳ↛資※（▼Ἔ、ኳ↛࢞ス、㖔物）

開発の加速により、環境・社会影

響の懸念が高まっている

▽インフラ開発、㎰⸆用などに

よって、トンレサップ†のỈ産資

※がຎ化している。Ỉ産資※の減

少や㈋ᅔが、⋓、㐪ἲ⁺業、ỏ

℃原でのఆ᥇を助㛗している

▽先住・少数民族、㈋ᅔᒙ、㞀害者、

ዪ性の世帯などの社会的弱者が

多く、開発による⿕害のしࢃᐤせ

をཷけている

▽フンセン政ᶒによる市民活動ᐙ、ジャー

ナリストなどへの弾圧が⃭化している

▽ 2013 年 � ᭶の総㑅ᣲで、㔝党／ᩆ民党が

㌍進した。フンセン政ᶒのᇶ┙がᦂらྍࡄ

⬟性がある一方、ᇶ┙ᅛめのために強◳手

段をとるྍ⬟性もある

▽政府は開発援助に౫Ꮡし、ở⫋体㉁が組

織全体に延している

▽開発機関と国間援助により、ྛ地で

通⥙の建設・改ಟ事業が進行している

▽トンレサップ†周辺の開発が進行してい

る

▽下流セサン 2 ダムなど、中国・ベトナム

の援助・投資により大規模開発（特にỈ力

発電）が進行している

▽外国資本によるᅵ地ྲྀᚓが増加している

▽開発事業に限らࡎ、政府の意ᛮ決定（外

政策など）に中国が強い影響力を持って

いる

▽国内でも、本流ダム計画が進行するྍ⬟

性がある

▽ே口の大㒊分が㎰ᮧ㒊にᬽらし、自↛資

※౫Ꮡ型の生活をႠࢇでいるにも関ࢃらࡎ、

開発の影響があまり⪃៖されていない

▽政府が、サイヤブリダム建設に対して、

公式に懸念・反対を表明している

▽ྖἲが機⬟全を起こし、国民の制ᗘに対する信

ឤが延している

▽ NGO やメディアによる政府批判はྍ⬟であるが、限

定的である

▽⌧地 NGO は、開発機関を自国政府に圧力をかける手

段として認識している

▽ NGO が、政府・国際機関による援助政策స成・改定

のプロセスに関与するࢳャンネルを持っている

▽政府と NGO との間にே事上の ᮶がある

▽政府が国民に対して提౪すべきᇶ本的なサービスを、

NGO が開発事業として実する傾向が強い

▽ NGO 間のセクターูネットワークが☜❧している

▽大規模開発への対ᛂにおいては、NGO より住民の方が

先㗦的な❧場をとることが多く、NGO の⌧≧ᢕᥱ・戦略

❧にㄢ題がある
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$PPQFSBUJPO�"HFODZ ʹ +*$"ʣͷ։ൃ
ٻͷ९कΛࡦޢɾࣾձอڥɺʹؔػԉ/(0͕ɺ͜͏ͨ͠։ൃࢧΛड͚ͨॅຽڹΑͬͯӨʹۀࣄ
ΊΒΕΔΑ͏ใఏڙॿݴΛ͍ߦ 1�ɺಉ࣌ʹɺ։ൃؔػΛ͢Δຊɾࡒলʹఆٞڠظ 1�

ͷΛ௨ͯ͠ۀࣄͷΛ͑ɺվળղܾΛଅ͢ͳͲͷྗΛॏͶ͖ͯͨɻ
ຊʹ͓͍ͯɺϝίϯՏྲྀҬॾࠃͰͷݧܦΛ܇ڭԽͯ͠ɺ0%"ࡦ׆ۀاಈͷެతࢧԉΛࠨ
ӈ͢ΔڥɾࣾձྀࡦͷվળΛಇ͖͔͚͖ͯͨɻ·ͨɺࢢຽࣾձʹରͯ͠ɺྲྀҬͰͷ։ൃʹؔ
͢ΔใɾੳΛެ։ηϛφʔిࢠഔମΛ௨ͯ͠ఆظతʹ͑ɺࢢຽͷҙࣝΛ͢ىשΔ͜ͱʹΊ
͍ͯΔɻͨͩ͠ɺ࠷͕ͪͨࢲ༏ઌͷ՝ͱ͍ͯ͠Δͷɺ͋͘·ͰݱͰͷڥɺࣾձɺਓݖͷ
ճආͱܰݮͰ͋Δɻ
͜͜Ͱ·ͱΊͨϏδϣϯɺ׆ಈɺΞϓϩʔνɺ࣌ݱͰ༗ޮͰ͋Γɺޙࠓͪͨࢲͷ׆ಈͷࠜ
Δ͍ͯ͑ߟΛͳ͢ͱװ 18ɻಉ࣌ʹɺۙͷྲྀҬͷݱঢ়ɺͱΓΘ͚։ൃओମͷܶతͳมԽΛ৫ΓࠐΜͰɺ
ͷ՝ͱͳۓͱͬͯ٤ʹݮͰͷճආͱܰݱಈํ๏Λ͍͔ʹਐԽͤͯ͞Ώ͔͕͘ɺ׆ಈઓུ׆
͍ͬͯΔɻ͜͜ʹɺʮະདྷͷలʯΛ·ͱΊΔʹͨͬࢸಈ͕ػଘ͍ͯ͠ࡏΔɻ
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̍� ̓��͋ΒͨͳऔΓΈʹ͚ͯ

͜ͷɺϝίϯɾΥονɺैདྷͷ׆ಈʹऔΓΉҰํͰɺʮηʔϒɾβɾϝίϯ࿈߹ʯʢ4BWF�
UIF�.FLPOH�$PBMJUJPO ʹ 4U.ʣͱ໋໊͞ΕͨྲྀҬࢢຽࣾձωοτϫʔΫͷ׆ಈʹੵۃతʹࢀՃ͍ͯ͠
Δ 1�ɻ͜ͷ࿈߹ɺ/(0ɺྲྀҬॅຽɺऀڀݚɺδϟʔφϦετɺܳज़ՈʗΞʔςΟετͳͲɺϝίϯ
Տͷ࣋ଓՄͳൃలΛ͢ࢦਓͼͱͷ؇͔ͳωοτϫʔΫͰ͋ΔɻωοτϫʔΫͰɺಛʹɺຊྲྀ
μϜͷݐઃܭըʹࢢຽࣾձͱͯ͠Ͳ͏ରॲ͢Δ͔Λॏཁͳ՝ͱ͍ͯ͠ΔɻͦͷͨΊɺఆظతͳձ߹
Ͱͷใަঢ়گੳɺڞಉߦಈɾઓུͷࡦఆɺϝίϯՏҕһձʢ.FLPOH�3JWFS�$PNNJTTJPO ʹ
.3$ʣ�� ͷಇ͖͔͚ɺࢢຽͷҙࣝىשΛతͱͨࣸ͠ਅలͳͲ֤छΠϕϯτئॺ໊ͷݺͼ͔͚
ͳͲɺͳμϜݐઃΛ͞ڐͳ͍ͨΊͷ͞·͟·ͳ׆ಈΛ͍ͯͬߦΔɻ
ຊྲྀμϜݐઃܭըʹ͍ͭͯɺࠓͷͱ͜Ζɺຊɾۀاੈքۜߦɺ"%# ͱ͍ͬͨؔػࡍࠃ
ͷతͳؔ༩ΒΕ͓ͯΒͣɺओͳ։ൃओମɺྲྀҬ֤ࠃ͓Αͼ৽ࠃڵͷۀاɾۜஂߦͰ͋
Δɻ͕ͨͬͯ͠ɺηʔϒɾβɾϝίϯ࿈߹ͷ׆ಈʹࢀՃ͢Δ͜ͱͰɺϝίϯɾΥονͷ׆ಈͷ͋Β
ͨͳํੑ໌Β͔ʹͰ͖Δͱ͍ͯ͑ߟΔɻ͕ͪͨࢲɺηʔϒɾβɾϝίϯ࿈߹ͷҰһͱͯ͠ੵۃత
ʹओಋͨ͠׆ಈʹɺ��1�  1� ݄ɺ౦ژͰ։ࡍࠃͨ͠࠵ϫʔΫγϣοϓʮϝίϯՏྲྀҬʹ͓͚Δ
ʯ�1͚ͯʹஙߏຽࣾձωοτϫʔΫͷࢢΔ౦ΞδΞٞ͢ڠཧΛݯࢿଓՄͳࣗવ࣋ ͕͋Γɺηʔ
ϒɾβɾϝίϯ࿈߹ʹࢀՃ͍ͯ͠Δॅຽஂମɺ/(0ɺऀڀݚΒΛট͍͠ɺຊྲྀμϜͷऔΓΈʹ
ʮϝίϯͷະདྷɺݴষͷୈ̎ষͰհ͢Δ΄͔ɺୈ̐ষͷఏ࣍ͨ͠ɻٞͷ༰ɺٞʹൃ׆͍ͯͭ
ʯʹө͚ͯ͞ʹԽڧຽωοτϫʔΫͷࢢΔ౦ΞδΞ͢ূݕͷະདྷʙϝίϯՏྲྀҬ։ൃΛͪͨࢲ
Ε͍ͯΔɻ·ͨɺಛʹɺ౦ΞδΞͷࢢຽࣾձͱͷωοτϫʔΫԽͰɺதࠃͱؖࠃͷ/(0ɺ๏Ոɺ
δϟʔφϦετΒͱɺλΠɺΧϯϘδΞͷ։ൃݱΛ๚ͶΔڞಉϑΟʔϧυௐࠪΛ࣮ͨ͠ࢪɻୈ̏ষ
Ͱɺ͜ͷௐࠪͷ݁ՌΛհ͢Δɻ

【脚注】

1　 ʮ開ൃʯには͞·͟·なҙຯがある。ࢲたͪが活動対とするʮ開ൃʯは、水力ൃి所のݐઃといったج൫උや大なϓランテーγ

ϣン（࢈業২林）のӦなど、大نな開ൃ事業をࢦす。

�　 .ekong River Commission 	.RC
� ����� OvervieX of the )ydrology of the .ekong Basin� � ท http���XXX�mekonginfo�org�assets�

midocs����1����inland�Xaters�overvieX�of�the�hydrology�of�the�mekong�Casin�pdf

�　 International Center for &nvironmental .anagement 	IC&.
� ��1�� .ekong River Commission 	.RC
 4trategic &nvironmental 

"ssessment 	4&"
 for )ydropoXer on the .ekong .ainstream� Fisheries Baseline "ssessment Working 1aper� Vientiane -ao 1%R� .RC� 

http���XXX�mrcmekong�org�aCout�the�mrc�programmes�initiative�on�sustainaCle�hydropoXer�strategic�environmental�assessment�

of�mainstream�dams�

�　 Thompson C� ����� First Contact in the Greater .ekong� World Wildlife Fund 	WWF
 Greater .ekong 1rogramme�

�　 ҎԼ、ʮドルʯはถドルをࢦす。

��ग़　IC&.���1ط 　�

�　 NTF1 のఆٛをめ͙っては、͞ ·͟·なٞがあるが、͜ ͜では、ࡐを;く·ない森林༝དྷの࢈で、人ؒが利༻しているものをࢦす。

�　 Foppes J� and 4� ,etphanh� ����� NTF1 Use and )ousehold Food 4ecurity in -ao 1%R� Forest Research Centre 	FRC
 and 4NV 

Netherlands %evelopment Organization�　http���XXX�mekonginfo�org�mrc@en�docliC�nsf���BC�%1������B�C"B�����1������"C���

�FI-&�FU--T&9T�pdf

�　 National "griculture and Forestry Research Institute 	N"FRI
 National "griculture and Forestry &Ytension 4ervice 	N"F&4
 and 

National University of -ao 1%R 	NUO-
� ����� Improving -ivelihoods in the Uplands of the -ao 1%R Volume �� Options and Opportunities� 

Vientiane -ao 1%R� N"FRI�

1�　 .ekong Watch -ivelihoods and &nvironmental Issues in Vietnam’s .ekong River %elta�　（日本ޠɿhttp���XXX�mekongXatch�org�

1�

̍� ̒��ϝίϯɾΥονͷ͜Ε·ͰͷऔΓΈ

ϝίϯɾΥονɺʮϝίϯՏྲྀҬͷࠃʑʹॅΉਓͼͱ͕։ൃͷฐΛ͜͏ΉΔ͜ͱͳ͘ɺҬͷ
ࣗવڥͱͦ͜ʹࠜͨ͟͠ੜ༷ࣜ׆ͷ๛͔͞ΛڗडͰ͖Δ͜ͱʯ1� Λ׆ͯ͠ࢦಈ͍ͯ͠Δɻ͜ͷϏδ
ϣϯΛ࣮͢ݱΔͨΊʹɺʢ1ʣϝίϯՏྲྀҬͷਓͼͱͱࣗવݯࢿͱͷͭͳ͕Γʹؔ͢ΔௐࠪϓϩδΣΫτɺ
ʢ�ʣॅຽͷੜ׆ࣗવݯࢿͷΞΫηεʹѱӨڹΛྗڠࡁܦ͢΅ٴɾࢿͷࢹɺʢ�ʣϝίϯՏྲྀҬ
ɺؔػ༥ۚؒࠃɺଟؔػɺʢ�ʣىשɾҙࣝڙຽʹ͑Δใఏࢢͱ։ൃʹؔ͢ΔΛຊͷڥͷࠃ
ຽؒۀاʹର͢ΔࡦఏݴɺΛ࣮͍ͯ͠ࢪΔɻ
ϝίϯՏྲྀҬ֤ࠃͷঢ়گɺࢢຽࣾձͷಛʹରԠͯ͠ɺΞϓϩʔνΞτϓοτʹҧ͍͕͋Δ
ͷͷɺͪͨࢲͷ׆ಈʹɺجຊతͳύλʔϯ͕͋ΔɻͦΕɺݱͷਓͼͱͷΒࣗ͠વݯࢿར༻
ʹ͍ͭͯɺ࣮ௐࠪͳͲΛ௨ͯ͡ཧղɾه͠ɺڥɾࣾձ্ͷඃΛͨΒ͢։ൃ͕ۀࣄຊ֨Խ͠
ͨ߹ʹɺӨॅڹຽॅຽΛࢧԉ͢Δ֎ͷ/(0ɺऀڀݚͱͯ͠ྗڠɺۀࣄͱڥɾࣾձӨڹɺ։
ൃओମͱۚࢿͷྲྀΕɺద༻Մͳڥɾࣾձอޢࡦͱҧͷ࣮ଶΛੳ͠ɺͦͷੳΛ༻͍ͯɺ
ຊɺԉॿؔػɺຽؒۀاͳͲʹಇ͖͔͚Δͱ͍͏ͷͩɻ
ΞϓϩʔνΞτϓοτͷҧ͍ͱɺྫ͑ɺλΠͰɺݱॅຽ/(0͕ɺࣗࠃͷຽؒ
ʹࣗΒಇ͖͔͚Δ͜ͱ͕ՄͰ͋ΔɻͪͨࢲɺͦͷதͰɺ։ൃʹؔ͢ΔݱௐࠪΛ͍ߦɺॅຽ
ࢧԉ/(0ͱٞڠΛॏͶɺݱͰಘͨใΛຊޠͰൃ৴͠ɺຊͷؔऀͷཧղΛਂΊɺؔػ
ۀاͳͲͷ։ൃओମʹಇ͖͔͚͖ͯͨɻ
͔͠͠ɺϥΦεͰɺํߦ
ࡦಇͰɺதԝͷ։ൃڠͱऀڀݚ
ௐࠪڀݚͷ݁ՌΛΠϯϓοτ͢Δɺ
͋Δ͍ɺࠃʹว͢ࡏΔ๛͔ͳࣗવ
ཧͷ࣮ଶΛөݯࢿଓՄͳ࣋ڥ
૾จهʹࣈ͠ɺʮϥΦεͷͭ࣋๛
͔͞Λେʹ͖͢ʯͱ͍͏ϙδςΟ
ϒͳϝοηʔδΛൃ͢Δ͜ͱͰɺ
ɾࣾڥ ձӨڹͷݒ೦Λ͖ͨͯ͠ىשɻ
ΧϯϘδΞͰɺؔػࡍࠃͱͷٞڠʹ
తͳۃੵ /(0 ͷ׆ಈΛഎܠʹɺ"%#
ߏػྗڠࡍࠃʢ+BQBO�*OUFSOBUJPOBM�
$PPQFSBUJPO�"HFODZ ʹ +*$"ʣͷ։ൃ
ٻͷ९कΛࡦޢɾࣾձอڥɺʹؔػԉ/(0͕ɺ͜͏ͨ͠։ൃࢧΛड͚ͨॅຽڹΑͬͯӨʹۀࣄ
ΊΒΕΔΑ͏ใఏڙॿݴΛ͍ߦ 1�ɺಉ࣌ʹɺ։ൃؔػΛ͢Δຊɾࡒলʹఆٞڠظ 1�

ͷΛ௨ͯ͠ۀࣄͷΛ͑ɺվળղܾΛଅ͢ͳͲͷྗΛॏͶ͖ͯͨɻ
ຊʹ͓͍ͯɺϝίϯՏྲྀҬॾࠃͰͷݧܦΛ܇ڭԽͯ͠ɺ0%"ࡦ׆ۀاಈͷެతࢧԉΛࠨ
ӈ͢ΔڥɾࣾձྀࡦͷվળΛಇ͖͔͚͖ͯͨɻ·ͨɺࢢຽࣾձʹରͯ͠ɺྲྀҬͰͷ։ൃʹؔ
͢ΔใɾੳΛެ։ηϛφʔిࢠഔମΛ௨ͯ͠ఆظతʹ͑ɺࢢຽͷҙࣝΛ͢ىשΔ͜ͱʹΊ
͍ͯΔɻͨͩ͠ɺ࠷͕ͪͨࢲ༏ઌͷ՝ͱ͍ͯ͠Δͷɺ͋͘·ͰݱͰͷڥɺࣾձɺਓݖͷ
ճආͱܰݮͰ͋Δɻ
͜͜Ͱ·ͱΊͨϏδϣϯɺ׆ಈɺΞϓϩʔνɺ࣌ݱͰ༗ޮͰ͋Γɺޙࠓͪͨࢲͷ׆ಈͷࠜ
Δ͍ͯ͑ߟΛͳ͢ͱװ 18ɻಉ࣌ʹɺۙͷྲྀҬͷݱঢ়ɺͱΓΘ͚։ൃओମͷܶతͳมԽΛ৫ΓࠐΜͰɺ
ͷ՝ͱͳۓͱͬͯ٤ʹݮͰͷճආͱܰݱಈํ๏Λ͍͔ʹਐԽͤͯ͞Ώ͔͕͘ɺ׆ಈઓུ׆
͍ͬͯΔɻ͜͜ʹɺʮະདྷͷలʯΛ·ͱΊΔʹͨͬࢸಈ͕ػଘ͍ͯ͠ࡏΔɻ



1�

platform�Cp�Kapanese����pdf　ӳޠɿhttp���XXX�mekongXatch�org�platform�Cp�english����pdf）

11　 lChinese investment rises in -aosz� Vientiane Times� ��1��1���

1�　 日本қৼڵ機構 �ʮؖ国の O%" 政策とؖ国ا業のւ外 C4R 政策ʯ�　ग़൛ෆ໌

1�　 http���XXX�mekongXatch�org�report�tC�loXer�html　など参রの͜と。

1�　 環境社会配ྀガイドラインにͭいては、ͪ͜らのメコン・Υッチのαイトなどを参রの͜と。http���XXX�mekongXatch�org�

activity�policy�html

1�　 メコン・Υッチのビジϣンにͭいては、http���XXX�mekongXatch�org�aCout�vision�html を参র

1�　 ྫとして、"%B が༥ࢿするమಓ࿏ઢ改म事業のॅ民Ҡసに対する働き͔けがある。ৄしくは、http���XXX�mekongXatch�org�

report�camCodia�G.4RailXay�html 参র

1�　 1���  � と（は、大ଂল࣌）লࡒ、݄ NGO のؒでൃしたఆظ会合。主な目的は、多国ؒ開ൃۜ行やೋ国ؒ O%" の事業や政

策に関し、日本政と NGO ʗࢢ民とのؒでใやҙݟのަをଅ進し、政による政策ܾఆのಁ໌ੑをߴめる͜とにある。ৄしくは、

http���XXX�Kacses�org�sdap�mof� を参র。

1�　 メコン・Υッチの活動の全にͭいては、ຖ、日・ӳ྆言ޠで公දしている࣍活動ใࠂॻを参র。日本ޠは、http���XXX�

mekongXatch�org�aCout�report�html で、ӳޠは、http���XXX�mekongXatch�org�english�aCout�indeY�html�4&C� で、ӾཡՄ

1�　 ৄしくは、http���XXX�savethemekong�org� を参র

��　 1��� 、メコンՏのڞಉཧなどを໋に、ラオス、タイ、カンボジア、ベトナムのԼྲྀ͔࢛国がઃཱした政ؒ機関

�1　 ӳݪޠは、l&staClishing &ast�"sia Civil 4ociety NetXork to %iscuss 4ustainaCle Natural Resources .anagement in .ekongz
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ୈ̎ষɹࡍࠃϫʔΫγϣοϓɾઓུձ߹ͷՌͱ܇ڭ

�ɺ��1ͪͨࢲ  1� ݄ɺ౦ژͰɺࡍࠃϫʔΫγϣοϓʮϝίϯՏྲྀҬʹ͓͚Δ࣋ଓՄͳࣗવ
ɻ͜ͷձ߹Ͱͨ͠࠵ʯΛ։͚ͯʹஙߏຽࣾձωοτϫʔΫͷࢢΔ౦ΞδΞٞ͢ڠཧΛݯࢿ 8͔
ɺॅऀʣ͔Βɺ/(0ؔࠃɺΦʔετϥϦΞ͓ΑͼຊࠃɺถࠃɺϝίϯՏྲྀҬࠃɺؖࠃʢதࠃ
ຽදɺऀڀݚɺδϟʔφϦετΒΛট͖ɺʢ1ʣྲྀҬࠃɺຊɺதࠃɺؖࠃɺԤถؒͷࢢຽωοτ
ϫʔΫͷڧԽɺʢ�ʣຊͷࡁܦʮൃలʯͷ܇ڭͱɺຽؒۀاɺࢢຽࣾձͷྲྀҬ։ൃʹ͓͚Δ
ׂͷڞ༗ɺʢ�ʣྲྀҬͷ࣋ଓతͳࣗવݯࢿར༻ͱͦͷ્ཁҼʹ͍ͭͯɺ֤ࠃͷࢢຽ͕ڞಉͰऔΓ
Ή͖՝ͷ໌֬ԽɺΛओͳతͱͯ͠ɺใަͱٞΛͨͬߦɻ·ͨɺϝίϯՏྲྀҬͰͷμϜ։
ൃΛத৺՝ͱͨ͠ઓུձ߹Λ։͠࠵ɺϫʔΫγϣοϓͷ݁Ռͱ߹Θͤͯɺຊͷ֎লʹࢢຽ͔Β
ͷఏݴΛఏग़ͨ͠ɻ

༰ࢪ࣮
˙ ��1�  1� ݄ 1�ʢਫʣ
ຽࢢΔ౦ΞδΞٞ͢ڠཧΛݯࢿଓՄͳࣗવ࣋ϫʔΫγϣοϓʮϝίϯՏྲྀҬʹ͓͚Δࡍࠃ
ωοτϫʔΫͷߏஙʹ͚ͯʯ
˙ ��1�  1� ݄ 1�ʢʣɹઓུձ߹ʮ4BWF�UIF�.FLPOH�4USBUFHZ�%JTDVTTJPOʯ
˙ ��1�  1� ݄ 1��ʢۚʣӃηϛφʔʮϝίϯՏྲྀҬ։ൃͷݱঢ়ͱະདྷʙϝίϯͱ౦ΞδΞͷࢢຽ
ωοτϫʔΫͱຊͷׂʢ֎লޙԉʣʯ

* なお参加団体については巻末付録を参照。

̎� ̍��ϝίϯՏྲྀҬ͕໘͢Δ՝

ϫʔΫγϣοϓͰɺ·ͣɺϥΦεɺλΠɺΧϯϘδΞɺϕτφϜͷࢀՃऀ͕ɺ֤ࠃͷ࣋ଓతͳࣗ
વݯࢿར༻ͱͦͷ્ཁҼɺՏ։ൃ͕ਓͼͱͷΒ͠ʹ༩͑ΔӨڹɺࢢຽࣾձͷऔΈʹ͍ͭͯใ
ࠃɺ͍ؖͯͭʹಈࢿͷࠃର͢Δதʹࠃಈ͢Δ/(0͔ΒɺϝίϯՏྲྀҬ׆Ͱࠃɺதʹ࣍ɻͨ͠ࠂ
ͷ/(0͔Βɺؖࠃͷ0%"ΛΊ͙Δಈ͖ͱ/(0ͷׂʹ͍ͭͯใ͕ͨͬ͋ࠂɻϝίϯɾΥονɺ
"%# ͷࢧԉۀࣄͷӨڹௐࠪɺ+*$"ɺߦۜྗڠࡍࠃʢ+BQBO�#BOL�GPS�*OUFSOBUJPOBM�$PPQFSBUJPO ʹ
+#*$ʣͷڥɾࣾձྀج४ͷվળʹ͚ͨಇ͖͔͚ͱՌΛใ͠ࠂɺԉॿࠃʹର͢Δఏ׆ݴಈ
ͷҰྫΛࣔͨ͠ɻ
༗ɾڞຽࣾձ͕ԿΛ͖͔͢ΛࢢͱྲྀҬશମ͕໘͢ΔΛཧ͠ɺࠃΛड͚ɺྲྀҬ֤ࠂผใࠃ
ਂԽ͢ΔͨΊɺҎԼͷʹ͍ͭͯɺখάϧʔϓͰ౼Λͨͬߦɻ

1 ϝίϯՏྲྀҬ֤ࠃͱྲྀҬશମ͕໘͢Δ՝Կ͔ʁɹͦͷཁҼԿ͔ʁ
2 ॅຽͷੜ׆Λଚॏͨࣗ͠વݯࢿཧΛ࣮͢ݱΔͨΊʹɺࢢຽࣾձ͕ͳ͖͢͜ͱԿ͔ʁ
ɺͲ͏͢ΕޮՌతʹରԠͰ͖Δ͔ʁ͍ͯͭʹڹɾࣾձӨڥΛӽ͑Δڥࠃ 3
4 ྲྀҬ֎ͷࢢຽࣾձωοτϫʔΫΛڧԽ͢ΔͨΊʹඞཁͳ͜ͱԿ͔ʁ

ྲྀҬ֤ࠃͱྲྀҬશମ๊͕͑Δͱͯ͠ɺ։ൃࡦʹॅຽͷࣗͭ࣋વݯࢿར༻ʹؔ͢Δ͕ݟө
͞Ε͍ͯͳ͍͕ࢦఠ͞ΕͨɻࢢຽࣾձͷରԠͱͯ͠ɺऀڀݚͱ࿈͠ܞɺՊֶతࠜڌͱͳΔใΛ
ऩू͢Δ͜ͱɺ౦λΠͰߦΘΕ͍ͯΔΑ͏ʹɺॅຽࣗʹΑΔௐࠪΛ௨ͯ͠ҬʹΘΔܙ
ใΛ·ͱΊΔ׆ಈɺͦͯ͠ɺௐࠪͷ݁ՌΛެͷͰٞ͠ɺܾࡦఆऀʹ͑Δ͜ͱ͕͋͛ΒΕͨɻ

1�

platform�Cp�Kapanese����pdf　ӳޠɿhttp���XXX�mekongXatch�org�platform�Cp�english����pdf）

11　 lChinese investment rises in -aosz� Vientiane Times� ��1��1���

1�　 日本қৼڵ機構 �ʮؖ国の O%" 政策とؖ国ا業のւ外 C4R 政策ʯ�　ग़൛ෆ໌

1�　 http���XXX�mekongXatch�org�report�tC�loXer�html　など参রの͜と。

1�　 環境社会配ྀガイドラインにͭいては、ͪ͜らのメコン・Υッチのαイトなどを参রの͜と。http���XXX�mekongXatch�org�

activity�policy�html

1�　 メコン・Υッチのビジϣンにͭいては、http���XXX�mekongXatch�org�aCout�vision�html を参র

1�　 ྫとして、"%B が༥ࢿするమಓ࿏ઢ改म事業のॅ民Ҡసに対する働き͔けがある。ৄしくは、http���XXX�mekongXatch�org�

report�camCodia�G.4RailXay�html 参র

1�　 1���  � と（は、大ଂল࣌）লࡒ、݄ NGO のؒでൃしたఆظ会合。主な目的は、多国ؒ開ൃۜ行やೋ国ؒ O%" の事業や政

策に関し、日本政と NGO ʗࢢ民とのؒでใやҙݟのަをଅ進し、政による政策ܾఆのಁ໌ੑをߴめる͜とにある。ৄしくは、

http���XXX�Kacses�org�sdap�mof� を参র。

1�　 メコン・Υッチの活動の全にͭいては、ຖ、日・ӳ྆言ޠで公දしている࣍活動ใࠂॻを参র。日本ޠは、http���XXX�

mekongXatch�org�aCout�report�html で、ӳޠは、http���XXX�mekongXatch�org�english�aCout�indeY�html�4&C� で、ӾཡՄ

1�　 ৄしくは、http���XXX�savethemekong�org� を参র

��　 1��� 、メコンՏのڞಉཧなどを໋に、ラオス、タイ、カンボジア、ベトナムのԼྲྀ͔࢛国がઃཱした政ؒ機関

�1　 ӳݪޠは、l&staClishing &ast�"sia Civil 4ociety NetXork to %iscuss 4ustainaCle Natural Resources .anagement in .ekongz



1�

·ͨɺө૾ιʔγϟϧϝσΟΞͱ͍ͬͨɺ͋Βͨͳୡखஈͷ׆༻ΛఏҊ͢ΔࢀՃऀଟ͔ͬͨɻ
ͦͷࡍɺதࠃͰπΟολʔɺλΠͰϑΣΠεϒοΫͳͲɺ֤ࠃͰӨྗڹͷ͋ΔϝσΟΞʹཹҙ͢
ΔඞཁΛࢦఠ͢Δ͕͋ͬͨɻ
ؔ͢ʹڹΛӽ͑ΔӨڥࠃʹଘͷ๏੍खଓ͖طͱͯ͠ɺࡦͷରڹɾࣾձӨڥΛӽ͑Δڥࠃ
ΔௐࠪΛ͚ٛΔ͜ͱɺ͕ൃੜͨ͠ࡍʹղܾͷࠜڌͱͳΔࡍࠃ๏Λඋ͢ΔΑ͏ಇ͖͔͚Δ
͜ͱɺ·ͨɺӨڹͷൃੜݯͱͳ͍ͬͯΔࠃͱɺӨڹΛड͚ΔࠃͱͷࢢຽࣾձͷؒͰɺ৴པͰ͖Δωο
τϫʔΫΛߏங͠ɺͯ͠ྗڠʹऔΓΉ͜ͱͳͲ͕͕͋ͬͨɻ
͞Βʹɺͦ͏ͨ͠ωοτϫʔΫͷڧԽʹ͚ͯɺӨ͢ࡏݦ͕ڹΔݱͰڞಉௐࠪΛ࣮͠ࢪɺࣗવࢿ
༗Λ༰қʹ͢ΔσڞΔ͜ͱɺใ͢ࢄ༁֦ͯ͠ʹޠݴ༗͢Δ͜ͱɺใΛ֤ڞར༻։ൃΛݯ
ʔλϕʔεΛ࡞͢Δ͜ͱͳͲͷఏҊ͋ͬͨɻ

̎� ̎ɽઓུձ߹Ͱͷٞͱ֎লͷఏݴ

ೋؒʹΘͨͬͨઓུձ߹ͰɺࢀՃऀͷ࠷େͷݒ೦Ͱ͋ΔϝίϯՏຊྲྀɺྲྀࢧͰͷμϜݐઃΛΊ
͙ͬͯɺʢ1ʣηʔϒɾβɾϝίϯ࿈߹ʹΑΔΩϟϯϖʔϯΛڧԽɾൃలͤ͞Δํࡦɺʢ�ʣྲྀҬͷ
ɺಛʹɺʮάϦʔϯɾϝࡦԉࢧಈɺʢ�ʣຊͷϝίϯՏྲྀҬ։ൃ׆ͱਓͼͱͷΒ͠ΛकΔڥ
ίϯɾΠχγΞςΟϒʯ.3$ͷࡒࢧԉ 1 ʹযΛ͋ͯͯٞͨ͠ɻ͢Ͱʹݐઃࣄͷ࢝·ͬ
͍ͯΔϥΦεɾαΠϠϒϦμϜʹରͯ͠ɺͱΓΘ͚ଟ͘ݒ೦ͷ͕͕͋ͬͨɻٞͷ݁Ռɺ1�
݄ 1� ɺϝίϯՏྲྀҬ։ൃࢧԉΛ୲͢Δຊͷ֎লදͱͷެ։ٞڠͷ੮ͰࢀՃऀʹհ͠ɺ
༰ΛΊ͙ͬͯҙަݟΛͨͬߦ �ɻٞڠ༰ɺޙɺఏݴͱͯ͠จॻԽ͠ɺా؛จ༤֎େਉʢ
ʣʹఏग़ͨ࣌͠ �ɻఏݴͷࢠࠎɺҎԼͷ௨ΓͰ͋Δɻ

1 ϝίϯՏຊྲྀͰͷμϜݐઃɺՏ༝དྷͷࣗવݯࢿʹґଘ͢ΔྲྀҬॅຽͷੜ׆Λࠜఈ͔Βഁյ͠ɺ
ͱΓΘ͚ශࠔͷ׆ࡁܦಈ৯ྐͷ҆શอোΛ͔ͨ͢ڴΊɺࠜຊతͳ͕ߟ࠶ඞཁͰ͋Δɻ

2 .3$͕ఆΊΔՃໍؒࠃͰͷٞڠखଓ͖ेʹػ͓ͯ͠Βͣɺ͜Ε·ͰͷܦҢΛ܇ڭԽ͠ɺख
ଓ͖ࣗମΛվળ͢Δඞཁ͕͋Δɻ

3 ��1�  1݄ 1� ɺ1� ʹϥΦεͰ։͞࠵ΕΔ.3$ ධٞձͰɺຊ͕ղܾʹ͚
ۚࢿʹΔՃௐࠪؔ͢ʹڹతͳׂΛՌ͖ͨ͢Ͱ͋Δɻ۩ମతʹɺʢ1ʣຊྲྀμϜͷӨۃੵͯ
ԉॿΛ࣮͢ࢪΔ߹ɺBʣॅຽࢢຽࣾձ͕ௐࠪΛΊ͙ΔࢀʹٞڠՃͰ͖Δ͜ͱɺCʣՃໍࠃ
͕μϜܭըʹର͢ΔࡦஅΛԼͨ͢Ίʹ༗ӹɾ༗ޮͰ͋Δ͜ͱɺDʣՃௐ͕ࠪྃ͢Δ·Ͱɺ
ଞͷຊྲྀμϜͷٞڠखଓ͖Λ։࢝͠ͳ͍͜ͱΛ݅ͱ͖͢Ͱ͋Δɻ·ͨɺʢ�ʣ.3$ ͕ɺϥΦ
εʹରͯ͠ɺαΠϠϒϦμϜͷݐઃࣄΛͪʹதͤ͞ࢭɺՃໍؒࠃͰͷ߹ҙܗͷͨΊͷ
։͢ΔΑ͏ಇ͖͔͚Δ͖Ͱ͋Δɻ࠶Λٞڠ

̎� ̏��Ռͱ܇ڭ

ྲྀҬ͔ࠃΒͷࢀՃऀͷใࠂͰɺϝίϯՏຊྲྀμϜݐઃܭըɺͱΓΘ͚ɺݐઃ͕࢝ࣄ·͍ͬͯΔ
αΠϠϒϦμϜͷӨڹͱɺͦͷରࢢ͕ࡦຽࣾձͷڞ௨՝Ͱ͋Δ͕͋ΒͨΊͯ֬ೝ͞Εͨɻ·ͨɺ
ଞͷຊྲྀμϜͱྲྀࢧͰͷμϜ։ൃͷਐঢ়گͱରԠʹؔ৺͕ू·ͬͨɻྲྀࢧ։ൃͰɺΧϯϘδΞ
ͷ/(0ͱॅຽද͔Βɺಉࠃ౦෦ͰਐΉηαϯԼྲྀ �μϜݐઃܭըͷӨڹʹ͍ͭͯใ͕͋ࠂΓɺ
ϝίϯՏྲྀҬશମʹਙେͳӨڹΛٴ΅ͨ͢Ί �ɺޙࠓɺࢢຽࣾձͰਅʹٞ͢Δඞཁੑ͕ڧௐ͞Εͨɻ
ྲྀҬશମͷ՝ͱͯ͠ɺμϜݐઃʹΑΔੜଶഁܥյ͕Ҿ͖ྨڕ͢ىͷݮগɺϝίϯσϧλʹਫ
ӫཆ͕ྲྀೖ͠ʹ͘͘ͳΔ͜ͱͰѱԽ͢ΔԘʹΑΔۀඃڧ͕ௐ͞Εɺ͋Βͨͳͱͯ͠ɺ
։ൃɺܖ๏ɺࡁܦίϯηογϣϯʹΑΔऩୣɾฆ૪ͷසൃ͕͞Εͨɻ·ͨɺྲྀҬ



1�

։ൃͰӨྗڹΛ૿͢৽ࠃڵͷɾ͕ۀاɺچདྷͷઌਐࠃۀɾۀاɺؔػࡍࠃͱൺͯ͠ɺࢢ
ຽࣾձͱͷରʹফۃతͳ͕ࢦఠ͞Εͨɻ
ຊྲྀμϜͰඃऀͷཱʹ͋ΔϕτφϜ͕ɺࣗྖࠃͷதԝߴͰͷμϜ։ൃʹΑͬͯɺΧϯ
ϘδΞ౦෦ͷॅຽͷੜ׆Λ͔͢ڴՃऀʹͳ͍ͬͯΔɻ͜͜ʹݦஶʹݱΕ͍ͯΔΑ͏ʹɺΛ
ղܾ͢ΔͨΊʹɺ֤ࠃɾؒͷརظతͳརӹΛӽ͑ͨʮྲྀҬશମͱੈ࣍ʹର͢Δҙࣝɾ
ɾϏδϣϯΛࢢͭ࣋ຽͱͯ͠ͷΞΠσϯςΟςΟʯʢJEFOUJUZ�BT�DJUJ[FOT�XJUI�SFHJPOBM�BOE�JOUFS�
HFOFSBUJPOBM�TFOTJUJWJUJFT�SFTQPOTJCJMJUJFT�BOE�WJTJPOTʣͷҭ͕ෆՄܽͰ͋Δɻ͜͏ͨ͠ΞΠσϯς
ΟςΟͷৢɺຽؒۀاΑΓɺ֤ࠃͷࢢຽࣾձؒͷؔݱ࣮͍ߴ͍͓ͦͯ͜ʹͷՄੑΛൿ
Ί͍ͯΔɻࠓճͷձ߹ͰɺΧϯϘδΞ͔Βͷใࠂʹରͯ͠ɺϕτφϜͷࢀՃऀ͔Βղܾʹ͚
ಇʹͭͳ͕͍ͬͯ͘ڠͷੵΈॏͶ͕ɺྲྀҬશମͰͷྗڠʑͷݸͷਃ͠ग़͕͋ͬͨɻͦ͏ͨ͠ྗڠͨ
ͩΖ͏ɻ
தࠃɾ͔ؖࠃΒͷࢀՃ͕ಘΒΕͨ͜ͱͰɺωοτϫʔΫͷ֦େͱͱʹɺ۩ମతͳڞಉߦಈʢ
ຊɾ֎লͷఏݴɺྲྀҬͰͷڞಉௐࠪʣʹͭͳ͕ͬͨɻؖࠃͷ /(0͔Βɺຊͷ /(0
ʹΑΔຊͱͷٞڠ։ൃؔػͷڥɾࣾձอجޢ४ͷڧԽͱ͍ͬͨऔΈʹͯ͠ɺؖࠃͰ
ಉ༷ͷऔΓΈΛݕ౼͍ͨ͠ͱ͍͕ͬͨฉ͔Εͨɻؖࠃ0%"ͷΈΛຊʹ฿͓ͬͯΓɺ
ʗϝίϯՏ্ྲྀͰͷμߐͰɺᖬᕨࠃΑ͏ͩɻҰํɺத͍ಇͰ͖Δڠ༗ɾڞຽͰࢢͷؒࠃ྆
Ϝ։ൃ͕ԼྲྀҬٴʹࠃ΅͢Өڹʹ͍ͭͯɺࠃͰٞ͢Δ͜ͱ͕͘͠ͳ͍ͬͯΔ༷ࢠͰ͢Β͋Δɻ
தࠃͷࢀՃऀͷҙݟͰɺਫྗൃిηΫλʔʹݶఆͤͣɺதࠃʹͱͬͯѻ͍͍͢ςʔϚͰɺதࠃɺ
తͳޮՌΛͨΒ͢ɺظӌԕͰ͋Γͳ͕ΒɺݟձΛ֦େͯ͠Ώ͘͜ͱ͕ɺҰػɺ/(0ͱରͷۀا
ͱ͍͏ҙݟͰ͋ͬͨɻ
ຊʹؔͯ͠ɺ֎লͱͷެ։ٞڠͷͰɺྲྀҬͷॅຽ/(0ͷΛຊͷ୲ऀʹ
͑ΒΕͨ͜ͱ͕ՌͰ͋ΔɻैདྷɺओྲྀΛΊͨຊͷ0%"ࡦͷ൷ΑΓɺຊ͕ੵ
తʹՌׂ͖ͨ͢ʹ͍ͭͯఏҊཱ͕͕ͬͨ͞ΕΔɻຊ͕.3$ʹΑΔຊྲྀμϜͷۃ
ӨڹௐࠪʹۚࢿఏڙΛܾఆ͢ΔࡍʹɺӨڹௐࠪʹ͋ͨͬͯɺेશͳॅຽࢀՃΛอো͢Δ͜ͱɺϥΦ
εʹαΠϠϒϦμϜͷݐઃࣄΛதͤ͞ࢭΔ͜ͱɺଞͷຊྲྀμϜܭըʹ͍ͭͯ.3$ͰٞڠΛ։
Ͱ͋ΔɻྫܕΊͨͷɺͦͷయٻͳ͍͜ͱΛ࢝͠

ʲ٭ʳ

1　 .RC が、日本政に対して、��11  1� ݄のཧ事会で合ҙした本ྲྀダムのӨڹ調査へのࡒ政支援をཁしている。

�　 ʮӃ内セϛナー・メコンՏྲྀҬ開ൃの現ঢ়とະདྷʙメコンと౦アジアのࢢ民ネットワークと日本のׂʯhttp���XXX�mekongXatch�

org�events�lecture�1���1�1�1��html を参র。外ল͔らは、南౦アジアୈҰ՝Ԙాਸ߂、国際ڠ力ࠇہੴ྄の྆՝ิࠤ（いͣΕも࣌）

がग़੮。Ұൠࢢ民も �� 名参加した。

�　 提言の全จ（ӳޠ）は、http���XXX�mekongXatch�org�1%F�C4O@.ekong%am-etter@to@GoJ�pdf を参র

�　 ྲྀҬ全体でྨڕが 
���1	 �がある。ৄしくは、Guy ;iv et�alࢉࢼগするとのݮˋ��� Trading�o⒎ Fish Biodiversity Food 4ecurity and 

)ydropoXer in the .ekong River Basin� 1N"4 1�� 	1�
 �������1� を参র

1�

·ͨɺө૾ιʔγϟϧϝσΟΞͱ͍ͬͨɺ͋Βͨͳୡखஈͷ׆༻ΛఏҊ͢ΔࢀՃऀଟ͔ͬͨɻ
ͦͷࡍɺதࠃͰπΟολʔɺλΠͰϑΣΠεϒοΫͳͲɺ֤ࠃͰӨྗڹͷ͋ΔϝσΟΞʹཹҙ͢
ΔඞཁΛࢦఠ͢Δ͕͋ͬͨɻ
ؔ͢ʹڹΛӽ͑ΔӨڥࠃʹଘͷ๏੍खଓ͖طͱͯ͠ɺࡦͷରڹɾࣾձӨڥΛӽ͑Δڥࠃ
ΔௐࠪΛ͚ٛΔ͜ͱɺ͕ൃੜͨ͠ࡍʹղܾͷࠜڌͱͳΔࡍࠃ๏Λඋ͢ΔΑ͏ಇ͖͔͚Δ
͜ͱɺ·ͨɺӨڹͷൃੜݯͱͳ͍ͬͯΔࠃͱɺӨڹΛड͚ΔࠃͱͷࢢຽࣾձͷؒͰɺ৴པͰ͖Δωο
τϫʔΫΛߏங͠ɺͯ͠ྗڠʹऔΓΉ͜ͱͳͲ͕͕͋ͬͨɻ
͞Βʹɺͦ͏ͨ͠ωοτϫʔΫͷڧԽʹ͚ͯɺӨ͢ࡏݦ͕ڹΔݱͰڞಉௐࠪΛ࣮͠ࢪɺࣗવࢿ
༗Λ༰қʹ͢ΔσڞΔ͜ͱɺใ͢ࢄ༁֦ͯ͠ʹޠݴ༗͢Δ͜ͱɺใΛ֤ڞར༻։ൃΛݯ
ʔλϕʔεΛ࡞͢Δ͜ͱͳͲͷఏҊ͋ͬͨɻ

̎� ̎ɽઓུձ߹Ͱͷٞͱ֎লͷఏݴ

ೋؒʹΘͨͬͨઓུձ߹ͰɺࢀՃऀͷ࠷େͷݒ೦Ͱ͋ΔϝίϯՏຊྲྀɺྲྀࢧͰͷμϜݐઃΛΊ
͙ͬͯɺʢ1ʣηʔϒɾβɾϝίϯ࿈߹ʹΑΔΩϟϯϖʔϯΛڧԽɾൃలͤ͞Δํࡦɺʢ�ʣྲྀҬͷ
ɺಛʹɺʮάϦʔϯɾϝࡦԉࢧಈɺʢ�ʣຊͷϝίϯՏྲྀҬ։ൃ׆ͱਓͼͱͷΒ͠ΛकΔڥ
ίϯɾΠχγΞςΟϒʯ.3$ͷࡒࢧԉ 1 ʹযΛ͋ͯͯٞͨ͠ɻ͢Ͱʹݐઃࣄͷ࢝·ͬ
͍ͯΔϥΦεɾαΠϠϒϦμϜʹରͯ͠ɺͱΓΘ͚ଟ͘ݒ೦ͷ͕͕͋ͬͨɻٞͷ݁Ռɺ1�
݄ 1� ɺϝίϯՏྲྀҬ։ൃࢧԉΛ୲͢Δຊͷ֎লදͱͷެ։ٞڠͷ੮ͰࢀՃऀʹհ͠ɺ
༰ΛΊ͙ͬͯҙަݟΛͨͬߦ �ɻٞڠ༰ɺޙɺఏݴͱͯ͠จॻԽ͠ɺా؛จ༤֎େਉʢ
ʣʹఏग़ͨ࣌͠ �ɻఏݴͷࢠࠎɺҎԼͷ௨ΓͰ͋Δɻ

1 ϝίϯՏຊྲྀͰͷμϜݐઃɺՏ༝དྷͷࣗવݯࢿʹґଘ͢ΔྲྀҬॅຽͷੜ׆Λࠜఈ͔Βഁյ͠ɺ
ͱΓΘ͚ශࠔͷ׆ࡁܦಈ৯ྐͷ҆શอোΛ͔ͨ͢ڴΊɺࠜຊతͳ͕ߟ࠶ඞཁͰ͋Δɻ

2 .3$͕ఆΊΔՃໍؒࠃͰͷٞڠखଓ͖ेʹػ͓ͯ͠Βͣɺ͜Ε·ͰͷܦҢΛ܇ڭԽ͠ɺख
ଓ͖ࣗମΛվળ͢Δඞཁ͕͋Δɻ

3 ��1�  1݄ 1� ɺ1� ʹϥΦεͰ։͞࠵ΕΔ.3$ ධٞձͰɺຊ͕ղܾʹ͚
ۚࢿʹΔՃௐࠪؔ͢ʹڹతͳׂΛՌ͖ͨ͢Ͱ͋Δɻ۩ମతʹɺʢ1ʣຊྲྀμϜͷӨۃੵͯ
ԉॿΛ࣮͢ࢪΔ߹ɺBʣॅຽࢢຽࣾձ͕ௐࠪΛΊ͙ΔࢀʹٞڠՃͰ͖Δ͜ͱɺCʣՃໍࠃ
͕μϜܭըʹର͢ΔࡦஅΛԼͨ͢Ίʹ༗ӹɾ༗ޮͰ͋Δ͜ͱɺDʣՃௐ͕ࠪྃ͢Δ·Ͱɺ
ଞͷຊྲྀμϜͷٞڠखଓ͖Λ։࢝͠ͳ͍͜ͱΛ݅ͱ͖͢Ͱ͋Δɻ·ͨɺʢ�ʣ.3$ ͕ɺϥΦ
εʹରͯ͠ɺαΠϠϒϦμϜͷݐઃࣄΛͪʹதͤ͞ࢭɺՃໍؒࠃͰͷ߹ҙܗͷͨΊͷ
։͢ΔΑ͏ಇ͖͔͚Δ͖Ͱ͋Δɻ࠶Λٞڠ

̎� ̏��Ռͱ܇ڭ

ྲྀҬ͔ࠃΒͷࢀՃऀͷใࠂͰɺϝίϯՏຊྲྀμϜݐઃܭըɺͱΓΘ͚ɺݐઃ͕࢝ࣄ·͍ͬͯΔ
αΠϠϒϦμϜͷӨڹͱɺͦͷରࢢ͕ࡦຽࣾձͷڞ௨՝Ͱ͋Δ͕͋ΒͨΊͯ֬ೝ͞Εͨɻ·ͨɺ
ଞͷຊྲྀμϜͱྲྀࢧͰͷμϜ։ൃͷਐঢ়گͱରԠʹؔ৺͕ू·ͬͨɻྲྀࢧ։ൃͰɺΧϯϘδΞ
ͷ/(0ͱॅຽද͔Βɺಉࠃ౦෦ͰਐΉηαϯԼྲྀ �μϜݐઃܭըͷӨڹʹ͍ͭͯใ͕͋ࠂΓɺ
ϝίϯՏྲྀҬશମʹਙେͳӨڹΛٴ΅ͨ͢Ί �ɺޙࠓɺࢢຽࣾձͰਅʹٞ͢Δඞཁੑ͕ڧௐ͞Εͨɻ
ྲྀҬશମͷ՝ͱͯ͠ɺμϜݐઃʹΑΔੜଶഁܥյ͕Ҿ͖ྨڕ͢ىͷݮগɺϝίϯσϧλʹਫ
ӫཆ͕ྲྀೖ͠ʹ͘͘ͳΔ͜ͱͰѱԽ͢ΔԘʹΑΔۀඃڧ͕ௐ͞Εɺ͋Βͨͳͱͯ͠ɺ
։ൃɺܖ๏ɺࡁܦίϯηογϣϯʹΑΔऩୣɾฆ૪ͷසൃ͕͞Εͨɻ·ͨɺྲྀҬ



1�

ୈ̏ষɹϑΟʔϧυௐࠪͷՌͱ܇ڭ

��1�  �݄ɺͪͨࢲɺλΠ౦෦͓ΑͼΧϯϘδΞ౦෦Ͱɺؖ ಉͰɺڞՃऀͱࢀΒͷ͔ࠃɺதࠃ
ϑΟʔϧυௐࠪΛ࣮ͨ͠ࢪɻࢀՃऀͷத৺ɺ��1�  1� ݄ͷࡍࠃϫʔΫγϣοϓʹग़੮ͨؖ͠ࠃ
ͷ/(0ϝϯόʔɺதࠃͷδϟʔφϦετͱห࢜ޢɺϝίϯɾΥονͷελοϑɺͦͯ͠ɺϥΦε
ͷϝσΟΞؔऀͰ͋ͬͨɻ͜ΕʹɺλΠ෦Ͱɺಉ͘͡ࡢ1�݄ʹདྷͨ͠λΠͷॅຽӡಈՈ͕ɺ
ΧϯϘδΞ෦ͰɺΧϯϘδΞͷ/(0͕ؔऀՃΘͬͨɻ
λΠ౦෦Ͱɺ1��� ͷຊͷԉॿҊ݅Ͱ͋ΔγϦϯτϯμϜͱɺੈք͕ۜߦ 1��� 
ʹࢧԉͨ͠ύΫϜϯμϜͷӨॅڹຽΛ๚ͶͨɻΧϯϘδΞ౦෦Ͱɺݐઃ։࢝લͷηαϯԼྲྀ
�μϜʢΧϯϘδΞɺதࠃɺϕτφϜۀاͷڞಉग़ࢿʹΑΔҊ݅ʣͱɺத͕ۀاࠃௐࠪதͷεϨϙο
ΫԼྲྀ �μϜͷݐઃ༧ఆΛ๚ͨ͠ɻ
ɹௐࠪͷతͷͻͱͭɺؖࠃͱதࠃͷࢀՃऀʹɺ։ൃͷӨڹɺಛʹɺਫྗൃిμϜͷࣗવݯࢿͷ
ѱӨڹΛΑΓਂ͘ཧղͯ͠Β͏͜ͱͩͬͨɻ·ͨɺؖࠃɺதࠃɺຊͷࢢຽʹΑΔϝίϯՏ։ൃ
ͷ׆ࢹಈͷڧԽɺӨॅڹຽͷࢧԉͷݕ౼ɺྲྀҬࠃͱؖࠃɺதࠃͷࢢຽࣾձͷؔྗڠͷࡧ
తͰ͋ͬͨɻҎԼɺલͷଧ߹ͤͷ੮ͰɺࢀՃऀ͔Β͕͋ͬͨௐࠪͷظͰ͋Δɻ

1 μϜͷӨॅڹຽ͕ɺ๏Λ׆༻ͯ͠ղܾΛ͔ΔಓΛ୳Δɻ
2 தࠃͷࢢຽࣾձʹ܇ڭͱͯ͑͠ΒΕΔΑ͏ͳɺྲྀҬࢢຽࣾձͱͷରɻதࠃͷ্ྲྀμϜͷԼྲྀ
ͷӨڹΛཧղ͢Δɻ

Δ͔Λ͍ͯݟʹΛɺԼྲྀͷΧϯϘδΞॅຽ͕ͲͷΑ͏ڹԉ͢ΔϥΦεͷμϜͷӨࢧຽ͕ͷࠃؖ 3
ཧղ͢Δɻ

ઃ͕ຊ֨Խ͢ΔηαϯԼྲྀݐଓ͘ύΫϜϯμϜͱɺ͜Ε͔Β͕ڹӨͯܦઃ͞Ε͔ͯΒΛݐ 4
�μϜͷྫࣄΛൺֱ͢Δɻ

5 ϝίϯՏ։ൃʹؔ͢ΔΞυϘΧγʔ׆ಈ͕·ͩ͋·ΓݟΒΕͳ͍ؖࣾࠃձΘΔϝοηʔδΛ
Δɻ͚ͭݟ

6 ʮ։ൃʯͱݺΕΔͷʹ͍ͭͯɺਓͼͱ͕ͲͷΑ͏ʹ͍ͯ͑ߟΔͷ͔ΛΔɻ
7 ྲྀҬ։ൃͷࢧԉࠃͰ͋ΔɺؖࠃɺதࠃɺຊͷਓͨͪͱͱʹݱΛ๚͢Δ͜ͱͰ૬ޓཧղͷ
ํ๏Λ͚ͭݟΔɻ

8 .3$ػ͢Δͷ͔ɺͳͲϝίϯՏͷਫݯࢿΛΊ͙ΔҬؒྗڠʹ͍ͭͯΔɻ

̏� ̍��ఔͱࢀՃஂମ

ఔɹ
౦λΠɾϜϯྲྀҬ

��1�  �݄ 18ʢ݄ʣ
ɾλΠɾόϯίΫू߹
�݄ 1�ʢՐʣ
ɾࣗݾհͱࢀՃऀͷظͷ֬ೝ
ɾϘϯϥνϟλχݝҠಈʢۭ࿏ʣ
ɾଞͷࢀՃऀ͕߹ྲྀޙɺಉݝϐϒϯϚϯαϋϯ܊Ҡಈʢ࿏ʣɻύΫϜϯμϜͷӨॅڹຽͱձ߹
ɾϝίϯɾΥον͕ɺύΫϜϯμϜʹ͍ͭͯ֓આɻө૾Λؑʢ౦λΠࡏதɺίϯδΞ
Ϝ܊ധʣ



1�

� ݄ �� ʢਫʣ
ɾύΫϜϯμϜɺγϦϯτϯμϜΛ๚
ɾγϦϯτϯμϜͷӨڹଜҠಈɻӨॅڹຽͱձ߹
�݄ �1ʢʣ
ɾφʔνϡϜνϣϯଜͰΧϯϓΠ͞ΜʢύΫϜϯμϜͷӨॅڹຽʣͷΛฉ͘
ɾ;ΓฦΓͷձ߹

౦ΧϯϘδΞɾηαϯɺεϨϙοΫɺηίϯྲྀҬ

�݄ ��ʢۚʣ
ɾϘϯϥνϟλχݝνϣϯϝοΫ͔ΒϥΦεʹҠಈʢ࿏ʣ
ɾίʔϯύϖϯୌΛޙࡦࢄɺετΡϯτϨϯभ͔ΒΧϯϘδΞʹೖࠃʢ࿏ʣ
ɾ�4 ՏอશωοτϫʔΫʢ�41/ʣελοϑΒ͕߹ྲྀޙɺηαϯԼྲྀ �μϜͷݐઃ༧ఆͱεϨί
ʔଜʢӨڹଜʣΛ๚ɻॅຽදΒͱަྲྀձʢεϨίʔଜധʣ
�݄ ��ʢʣ
ɾεϨίʔଜॅຽ͔Βɺݐઃ༧ఆۙͷെ࠾ͳͲͷΛฉऔΓɻଜΛ͠ࡦࢄɺॅຽͷੜۀͳͲ
Λ؍
ɾϥλφΩϦभʹҠಈɻࡁܦίϯηογϣϯʹΑΔӨڹΛ๚ʢόϯϧϯധʣ
�݄ ��ʢʣ
ɾધͰεϨϙοΫΛ্
ɾεϨϙοΫԼྲྀ �μϜʹΑΓҠస͢ΔτΡϚΠଜͷॅຽ͔ΒฉऔΓ
ɾݐઃ༧ఆͱਫ਼ྶͷΛ๚
ɾϧϯύοτଜҠಈɻύΫϜϯμϜө૾ͷ্өձʹࢀՃʢϧϯύοτଜͱόϯϧϯʹധʣ
�݄ ��ʢ݄ʣ
ɾϧϯύοτଜͰɺ�41/΄͔ओ࠵ͷॅຽަྲྀձͱฏߦਐʹࢀՃ
ɾόϯϧϯʹҠಈ
ɾ;ΓฦΓͷձ߹ɻަྲྀ༦৯ձʢόϯϧϯധʣ
�݄ ��ʢՐʣ
ɾຊମɺϘϯϥνϟλχݝʹͬͨʢ࿏ʣޙɺࠃؼʢۭ࿏ʣɻ
ɾҰ෦ɺϓϊϯϖϯʹҠಈʢ࿏ʣɻཌɺࠃؼʢۭ࿏ʣɻ

Ճஂମɹࢀ
ՃஂମɺҎԼͷ௨Γࢀ 1ɻרͷʹɺ֤ஂମͷհΛ͍ͯ͠ࡌܝΔɻ

ؖ国

・The &nergy and Climate 1olicy Institute for Just Transition（&C1I）

・O%" Watch

カンボジア

・"merican Friends 4ervice Committee（"F4C）カンボジア事所

タイ

・౦北タイ � 民ネットワークॅݝ

த国

・CaiYin .edia

・The Center for -egal "ssistance to 1ollution Victims（C-"1V）

1�

ୈ̏ষɹϑΟʔϧυௐࠪͷՌͱ܇ڭ

��1�  �݄ɺͪͨࢲɺλΠ౦෦͓ΑͼΧϯϘδΞ౦෦Ͱɺؖ ಉͰɺڞՃऀͱࢀΒͷ͔ࠃɺதࠃ
ϑΟʔϧυௐࠪΛ࣮ͨ͠ࢪɻࢀՃऀͷத৺ɺ��1�  1� ݄ͷࡍࠃϫʔΫγϣοϓʹग़੮ͨؖ͠ࠃ
ͷ/(0ϝϯόʔɺதࠃͷδϟʔφϦετͱห࢜ޢɺϝίϯɾΥονͷελοϑɺͦͯ͠ɺϥΦε
ͷϝσΟΞؔऀͰ͋ͬͨɻ͜ΕʹɺλΠ෦Ͱɺಉ͘͡ࡢ1�݄ʹདྷͨ͠λΠͷॅຽӡಈՈ͕ɺ
ΧϯϘδΞ෦ͰɺΧϯϘδΞͷ/(0͕ؔऀՃΘͬͨɻ
λΠ౦෦Ͱɺ1��� ͷຊͷԉॿҊ݅Ͱ͋ΔγϦϯτϯμϜͱɺੈք͕ۜߦ 1��� 
ʹࢧԉͨ͠ύΫϜϯμϜͷӨॅڹຽΛ๚ͶͨɻΧϯϘδΞ౦෦Ͱɺݐઃ։࢝લͷηαϯԼྲྀ
�μϜʢΧϯϘδΞɺதࠃɺϕτφϜۀاͷڞಉग़ࢿʹΑΔҊ݅ʣͱɺத͕ۀاࠃௐࠪதͷεϨϙο
ΫԼྲྀ �μϜͷݐઃ༧ఆΛ๚ͨ͠ɻ
ɹௐࠪͷతͷͻͱͭɺؖࠃͱதࠃͷࢀՃऀʹɺ։ൃͷӨڹɺಛʹɺਫྗൃిμϜͷࣗવݯࢿͷ
ѱӨڹΛΑΓਂ͘ཧղͯ͠Β͏͜ͱͩͬͨɻ·ͨɺؖࠃɺதࠃɺຊͷࢢຽʹΑΔϝίϯՏ։ൃ
ͷ׆ࢹಈͷڧԽɺӨॅڹຽͷࢧԉͷݕ౼ɺྲྀҬࠃͱؖࠃɺதࠃͷࢢຽࣾձͷؔྗڠͷࡧ
తͰ͋ͬͨɻҎԼɺલͷଧ߹ͤͷ੮ͰɺࢀՃऀ͔Β͕͋ͬͨௐࠪͷظͰ͋Δɻ

1 μϜͷӨॅڹຽ͕ɺ๏Λ׆༻ͯ͠ղܾΛ͔ΔಓΛ୳Δɻ
2 தࠃͷࢢຽࣾձʹ܇ڭͱͯ͑͠ΒΕΔΑ͏ͳɺྲྀҬࢢຽࣾձͱͷରɻதࠃͷ্ྲྀμϜͷԼྲྀ
ͷӨڹΛཧղ͢Δɻ

Δ͔Λ͍ͯݟʹΛɺԼྲྀͷΧϯϘδΞॅຽ͕ͲͷΑ͏ڹԉ͢ΔϥΦεͷμϜͷӨࢧຽ͕ͷࠃؖ 3
ཧղ͢Δɻ

ઃ͕ຊ֨Խ͢ΔηαϯԼྲྀݐଓ͘ύΫϜϯμϜͱɺ͜Ε͔Β͕ڹӨͯܦઃ͞Ε͔ͯΒΛݐ 4
�μϜͷྫࣄΛൺֱ͢Δɻ

5 ϝίϯՏ։ൃʹؔ͢ΔΞυϘΧγʔ׆ಈ͕·ͩ͋·ΓݟΒΕͳ͍ؖࣾࠃձΘΔϝοηʔδΛ
Δɻ͚ͭݟ

6 ʮ։ൃʯͱݺΕΔͷʹ͍ͭͯɺਓͼͱ͕ͲͷΑ͏ʹ͍ͯ͑ߟΔͷ͔ΛΔɻ
7 ྲྀҬ։ൃͷࢧԉࠃͰ͋ΔɺؖࠃɺதࠃɺຊͷਓͨͪͱͱʹݱΛ๚͢Δ͜ͱͰ૬ޓཧղͷ
ํ๏Λ͚ͭݟΔɻ

8 .3$ػ͢Δͷ͔ɺͳͲϝίϯՏͷਫݯࢿΛΊ͙ΔҬؒྗڠʹ͍ͭͯΔɻ

̏� ̍��ఔͱࢀՃஂମ

ఔɹ
౦λΠɾϜϯྲྀҬ

��1�  �݄ 18ʢ݄ʣ
ɾλΠɾόϯίΫू߹
�݄ 1�ʢՐʣ
ɾࣗݾհͱࢀՃऀͷظͷ֬ೝ
ɾϘϯϥνϟλχݝҠಈʢۭ࿏ʣ
ɾଞͷࢀՃऀ͕߹ྲྀޙɺಉݝϐϒϯϚϯαϋϯ܊Ҡಈʢ࿏ʣɻύΫϜϯμϜͷӨॅڹຽͱձ߹
ɾϝίϯɾΥον͕ɺύΫϜϯμϜʹ͍ͭͯ֓આɻө૾Λؑʢ౦λΠࡏதɺίϯδΞ
Ϝ܊ധʣ
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̏� ̎��๚ʹ͍ͭͯ

౦北タイ・ムンྲྀҬ
ϜϯɺλΠࠃͷϝίϯՏྲྀࢧͷ͏ͪɺ࠷େͷྲྀҬ໘ੵΛͭ࣋ɻϜϯͷ͞ΒʹྲྀࢧΛͳ͢ν
ʔΛ;͘ΊɺλΠྖͷϝίϯՏ։ൃͷओཁͳͱͳ͖ͬͯͨͰ͋Δɻաڈʹɺ౦λΠΛ
େنʹᕲᕱ͢ΔʮίʔϯɾνʔɾϜϯಋਫܭըʯʹΑͬͯɺෳͷμϜͱେنᕲᕱ༻ਫͷݐઃ͕
͞Ε͍͕ͯͨߏ �ɺμϜͷڥɾࣾձӨڹͰඃΛड͚ͨॅຽʹΑΔରӡಈ͕ܹԽɺܭըɺ
தஅͨ͠··Ͱ͋Δɻ

γϦϯτϯμϜ � ɺ1��� ɺλΠʹର͢Δຊॳͷԁआۀࣄͱͯ͠ɺϜϯྲྀࢧͷϥ
ϜυϜϊΠʹݐઃ͞Εͨɻݐઃ࣌ɺਫྗൃి͕ओͳతͰ͕͋ͬͨɺஷਫ͕େͰ͋ΔͨΊɺਫ
ᕲᕱʹར༻͞Ε͍ͯΔɻࠓͰɺपลͰೋ࡞ظظסͷࡊഓ͕ߦ͘ΘΕ͍ͯΔ͕ɺݐઃ࣌ɺ
ஷਫʹ͋ͨΔॴʹॅΜͰ͍ͨଟ͘ͷॅຽཱ͕ୀ͖ͷࣦΛ͍ڧΒΕͨɻ࣌ɺλΠࣄ܉
ಠࡋମ੍Լʹ͋Γɺ·ͨɺ࢈ڞԽ͢ΔपลࠃͷӨڹΛ͙ͨΊɺಛʹɺڥࠃʹ͍ۙଜ෦Ͱɺݫॏ
ͳࢹମ੍͕ෑ͔Ε͍ͯͨɻͦͷͨΊɺॅຽμϜܭըͷใΛಘΔ͜ͱɺۀࣄʹҙݟΛ͢Δ͜ͱ
Ͱ͖ͳ͍··Ҡసͨ͠ɻͱ͜Ζ͕ɺ͕༻ҙͨ͠ҠసෆໟͰɺଟ͘ͷॅຽ͕ͦͷΛΕɺ
टόϯίΫʹग़Ք͗ʹग़ΔͳͲɺශࠔԽΛ༨ّͳ͘͞Εͨ �ɻͦͷޙɺ1��� ͷʮ�݄ͷྲྀ݂݅ࣄʯ
ͷল͔Βੜ·Εͨ 1��� ݑ๏ͷීٴӡಈ͕γϦϯτϯμϜͷӨڹʹಧ͍ͨࡍɺʮ͔Βਖ਼
ͳิঈΛಘΔݖར͕͋Δʯͱॅ͍ͨͮؾຽͨͪɺݐઃ͔Β ��ิͯͬࢸʹޙঈཁٻӡಈΛ࢝Ίͨ �ɻ
ΒֶͿ͔ྫࣄΛͨΒ͔͢ɺγϦϯτϯμϜͷΘͨͬͯҬʹඃʹؒظ։ൃ͕ɺ͍͔ʹͨͬޡ
ଟ͍ɻ܇ڭ͖

γリントンダム（ࠨ）と大なஷ水（ӈ）

ॅ民のٞ߅行動（όンコク、��11 ）



1�

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ　
ύΫϜϯμϜɺੈքۜߦͷࢧԉΛड͚ͨۀࣄͰɺେܕਫྗൃిμϜΛΊ͙Δࢍ൱͕྆͠ͷ͗Λ
͚ͣΔओઓͱͯ͠ɺੈքతʹΒΕΔέʔεͱͳͬͨɻϜϯͷԼྲྀҬɺϝίϯՏྲྀҬ༗ͷڕ
͕๛͔ͳॴͰ͋Δɻͦ͜ʹμϜ͕ݐઃ͞ΕͨͨΊɺੜଶܥഁյ͞ΕɺۀړͰੜྲྀ͍ͨͯ͠׆Ҭॅ
ຽɺඋ͑ͳ͘ශࠔԽͨ͠ɻݐઃલʹμϜͷར͔Γ͕͞ΕɺӨ͕ڹաখධՁ͞Ε͍ͯͨͨ
Ίɺର͢Δॅຽগͳ͔ͬͨɻ͔͠͠ɺμϜͷӡస։ޙ࢝ʹඃࡏݦ͕Խ͔ͯ͠Βɺେنͳิ
ঈཁٻӡಈ͕͜ىΓɺޙʹɺμϜఫڈΛٻΊΔӡಈʹൃల͠ɺӡಈɺࠓܧଓ͍ͯ͠Δɻ

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
　　　　　　　　　　　パクムンダム　水ด（ࠨ）࣌と開์࣌（ӈ）

ੈքۜߦɺ1��1 ͷཧࣄձͰɺύΫϜϯμϜݐઃۀࣄͷ༥ࢿΛܾΊͨɻͦͷࡍɺࣄલʹಠࣗ
ͰڥӨڹΛௐ͍ࠪͯͨ͠ถࠃͷཧࣄΛ͡ΊɺυΠπɺΦʔετϥϦΞͷཧ͕ࣄ༥ࢿରʹ·ΘΓɺ
Χφμͷཧ͕ࣄථΛ͕ͨ͠ݖغɺຊͷཧࣄɺࢍ͍ڧҙΛද໌ͨ͠ͱ͑ΒΕ͍ͯΔ �ɻ·ͨɺ
ըͰܭʑͷݩɺߦධՁͰɺੈքۜۀࣄͷޙ �ສ �ઍਓ͕ҠసΛഭΒΕΔ͕ͣͩͬͨɺʮࣾձɾ
หͨ͠ڧʹͨ͠ʯΉ͠Ζྑ͍ϓϩδΣΫτͩͬͨɺͱݶখ࠷Λɺඃྀͯ͠ߟΛڹӨڥ �ɻେܕ
μϜͷڥɾࣾ ձӨڹΛΊ͙ͬͯੈքͰܹ͕ަΘ͞Ε͍ͯͨظ࣌Ͱɺੈքۜߦͷ͜ͷΑ͏ͳݟղɺ
μϜʹऔΓΉ/(0͔Β͍ڧ൷ΛཋͼΔ͜ͱͱͳͬͨɻ·ͨɺύΫϜϯμϜɺʮେ͖ͳஷਫ
Λͣͨ࣋ɺྲྀΕࠐΈࣜ 8Ͱڥʹ༏͍͠ʯͱ͞Εͳ͕Βɺ࣮ࡍʹɺͷੜଶྼܥԽʹΑΔڕ
ͷݮগɺՏपลͰͷՏ؛ۀ࠾औ׆ಈͷଧܸɺʹؔ͢ΔจԽతͳՁͷഁյͱ͍ͬͨݱΛ
Ҿ͖ͨ͜͠ىɻ͜͏͕ͨ͠ऀڀݚ/(0ʹΑͬͯৄࡉʹௐࠪ͞Εͨ͜ͱͰɺϝίϯՏྲྀҬ֤
ॴͰܭը͞Ε͍ͯΔྲྀΕࠐΈࣜμϜ͕ɺڥɾࣾձΛҾ͖ݒ͢͜ى೦͕͍͜ߴͱ͕ɺ໌Β͔ͱͳ
ͬͨͷͰ͋Δɻ
μϜʹର͢ΔॅຽͱॅຽΛ͑ࢧΔ /(0ऀڀݚɺΞʔςΟετΒɺଟͷௐࠪڀݚө૾ɺ
Վͷ੍࡞ͳͲͷ׆ಈΛͨͬߦɻ·ͨɺॅ ຽࣗΒ͕ௐࠪऀͱͳΓɺࣗ ͨͪͷੜ׆ͱμϜͷӨڹΛௐɺ
ͦΕΛʮิॿऀʯͰ͋Δ/(0৬һେֶੜͳͲ͕͢ࡌهΔͱ͍͏ํࣜͰݟΛ·ͱΊͨɻ͜ͷௐࠪ
ํ๏ɺʮλΠόʔϯௐࠪʯʢz5IBJ�#BBO�3FTFBSDI�zʣͱͯ͘͠ΒΕΔΑ͏ʹͳͬͨ 1�ɻλΠόʔ
ϯௐࠪɺͱ͢ΕҰํతʹௐࠪ։ൃͷରͱͳ͖ͬͯͨॅຽ͕ɺࣗ ΒௐࠪޠΓͷओମͱͳΓɺ
ௐࠪͷ݁ՌΛͬͯࣾձʹओுΛૌ͑ͨλΠͰॳΊͯͷྫࣄͱͳΓɺλΠͷॅຽӡಈٴʹ͏ݴͣɺ
ֶज़քͷҰ෦͔Β࣋͞ࢧ͘ڧΕͨɻλΠόʔϯௐࠪɺྲྀҬͷࢢຽࣾձ͔Βܴ͞Εɺಉ༷ͷௐ
͕ࠪϏϧϚɾαϧΟʔϯྲྀҬΧϯϘδΞͰ࣮͞ࢪΕͨɻΧϯϘδΞͰɺʮαϥϓʔϜௐࠪʯ
ʢz4BMB�1IVN�3FTFBSDI11zʣͱ໋໊͞Ε͍ͯΔɻۙ࠷ͰɺϥΦεࠃͰಉ͡ख๏ΛͨͬௐࠪΛ
͡ΊΑ͏ͱ͢Δಈ͖͕͋Δɻ
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̏� ̎��๚ʹ͍ͭͯ

౦北タイ・ムンྲྀҬ
ϜϯɺλΠࠃͷϝίϯՏྲྀࢧͷ͏ͪɺ࠷େͷྲྀҬ໘ੵΛͭ࣋ɻϜϯͷ͞ΒʹྲྀࢧΛͳ͢ν
ʔΛ;͘ΊɺλΠྖͷϝίϯՏ։ൃͷओཁͳͱͳ͖ͬͯͨͰ͋Δɻաڈʹɺ౦λΠΛ
େنʹᕲᕱ͢ΔʮίʔϯɾνʔɾϜϯಋਫܭըʯʹΑͬͯɺෳͷμϜͱେنᕲᕱ༻ਫͷݐઃ͕
͞Ε͍͕ͯͨߏ �ɺμϜͷڥɾࣾձӨڹͰඃΛड͚ͨॅຽʹΑΔରӡಈ͕ܹԽɺܭըɺ
தஅͨ͠··Ͱ͋Δɻ

γϦϯτϯμϜ � ɺ1��� ɺλΠʹର͢Δຊॳͷԁआۀࣄͱͯ͠ɺϜϯྲྀࢧͷϥ
ϜυϜϊΠʹݐઃ͞Εͨɻݐઃ࣌ɺਫྗൃి͕ओͳతͰ͕͋ͬͨɺஷਫ͕େͰ͋ΔͨΊɺਫ
ᕲᕱʹར༻͞Ε͍ͯΔɻࠓͰɺपลͰೋ࡞ظظסͷࡊഓ͕ߦ͘ΘΕ͍ͯΔ͕ɺݐઃ࣌ɺ
ஷਫʹ͋ͨΔॴʹॅΜͰ͍ͨଟ͘ͷॅຽཱ͕ୀ͖ͷࣦΛ͍ڧΒΕͨɻ࣌ɺλΠࣄ܉
ಠࡋମ੍Լʹ͋Γɺ·ͨɺ࢈ڞԽ͢ΔपลࠃͷӨڹΛ͙ͨΊɺಛʹɺڥࠃʹ͍ۙଜ෦Ͱɺݫॏ
ͳࢹମ੍͕ෑ͔Ε͍ͯͨɻͦͷͨΊɺॅຽμϜܭըͷใΛಘΔ͜ͱɺۀࣄʹҙݟΛ͢Δ͜ͱ
Ͱ͖ͳ͍··Ҡసͨ͠ɻͱ͜Ζ͕ɺ͕༻ҙͨ͠ҠసෆໟͰɺଟ͘ͷॅຽ͕ͦͷΛΕɺ
टόϯίΫʹग़Ք͗ʹग़ΔͳͲɺශࠔԽΛ༨ّͳ͘͞Εͨ �ɻͦͷޙɺ1��� ͷʮ�݄ͷྲྀ݂݅ࣄʯ
ͷল͔Βੜ·Εͨ 1��� ݑ๏ͷීٴӡಈ͕γϦϯτϯμϜͷӨڹʹಧ͍ͨࡍɺʮ͔Βਖ਼
ͳิঈΛಘΔݖར͕͋Δʯͱॅ͍ͨͮؾຽͨͪɺݐઃ͔Β ��ิͯͬࢸʹޙঈཁٻӡಈΛ࢝Ίͨ �ɻ
ΒֶͿ͔ྫࣄΛͨΒ͔͢ɺγϦϯτϯμϜͷΘͨͬͯҬʹඃʹؒظ։ൃ͕ɺ͍͔ʹͨͬޡ
ଟ͍ɻ܇ڭ͖

γリントンダム（ࠨ）と大なஷ水（ӈ）

ॅ民のٞ߅行動（όンコク、��11 ）



��

北౦カンボジア・セαン、スレϙック、セコンྲྀҬ

౦ΧϯϘδΞɺετΡϯτϨϯभɺϥλφΩϦभɺϞϯυϧΩϦभͷ �भ͔ΒͳΓɺҟͳΔੜ
ͷ๛͞ͱੜଟ༷ੑͰݯࢿΔɻࣗવ͍ͯ͠ॅډઌॅɾগຽ͕ଟͭ࣋ΛޠݴɺจԽɺ༷ࣜ׆
ΒΕ͓ͯΓɺϥλφΩϦभͱϞϯυϧΩϦभʹɺࠃఱવྛͷ �ׂ͕ଘ͢ࡏΔɻ͜ͷ๛͔͞
Λ͍ͯ͑ࢧΔͷ͕ɺҰଳΛྲྀΕΔηαϯɺεϨϙοΫɺηίϯͷ �Տʢ�41�ʣͰ͋Δɻ�Տ
ɺϕτφϜϥΦεΛྲྀݯͱ͠ɺࡍࠃՏͰ͋Δͱಉ࣌ʹϝίϯՏྲྀҬ࠷େͷྲྀࢧਫܥΛܗ͠
͍ͯΔɻ·ͨɺΧϯϘδΞͷઌॅɾগຽਓޱͷେ෦͕ �ՏྲྀҬʹूத͠ɺͷݯࢿʹґଘ
ͨ͠ੜ׆ΛӦΜͰ͍Δɻ

ηαϯɿϕτφϜத෦ݯʹݪߴΛൃͨ͠ޙɺೆํʹྲྀΕɺϥλφΩϦभΛ௨ͬͯɺετΡϯτ
ϨϯभͰϝίϯՏຊྲྀʹ߹ྲྀ͢Δɻશ ���ᶳͰɺ͏ͪ �1�ᶳ͕ϕτφϜྖΛྲྀΕΔɻྲྀҬ૯
໘ੵ 1ສ 8���ὕͰɺ͏ͪ ���� ͕ϕτφϜɺ ��ˋ͕ΧϯϘδΞྖʹҐஔ͢ΔɻΧϯϘ
δΞྖͷԊ͍Ͱɺ��͔ଜʹ �ສਓʢϥλφΩϦभͷ ��͔ଜʹ �ສਓɺετΡϯτϨϯ
भͷ 1�͔ଜʹ 1ສਓʣ͕Β͢ɻ

εϨϙοΫɿϕτφϜத෦ݯʹݪߴΛൃ͠ɺϞϯυϧΩϦभɺϥλφΩϦभɺετΡϯτϨϯभΛ
ྲྀΕΔɻྲྀҬ૯໘ੵɺ �ສὕɺ͏ͪ 1ສ 8���ὕϕτφϜྖΛྲྀΕ͍ͯΔɻϕτφϜڥࠃ
͔Β ���ᶳͷͰηαϯͱ߹ྲྀͨ͠ޙɺϝίϯՏຊྲྀʹྲྀΕࠐΉɻΧϯϘδΞྖͷԊ͍ʹɺ
�1͔ଜʹ 1ສ 1ઍਓ͕Β͢ɻ

ηίϯɿϕτφϜͷΞϯφϯࢁ ʢ຺ϥΦεͰʮϓʔϧΞϯ຺ࢁʯʣ͔ ΒετΡϯτϨϯभʹྲྀΕࠐΉɻ
εϨϙοΫͱಉ༷ɺηαϯͱ߹ྲྀͨ͠ޙɺϝίϯՏຊྲྀʹ߹ྲྀ͢ΔɻετΡϯτϨϯभͷηίϯ
Ԋ͍ʹɺ�1͔ଜɺ �ສ 8��� ਓ͕Β͢ɻ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
�4 ྲྀҬͰɺ1��� ͔ΒϕτφϜྖͰμϜ։ൃ͕ਐΈɺԼྲྀΧϯϘδΞͷଜམʹਙେͳඃ
ͨͬ·࢝ઃ͕ݐΔɻηαϯͷ্ྲྀͰɺྲྀҬॳͷϕτφϜɾϠϦୌμϜͷ͍ͯ͠΅ٴΛ �ޙͷ
1��� Ҏ߱ɺηαϯྲྀҬͷΧϯϘδΞଆͰɺμϜͷ์ਫʹΑΓ༧ଌ͕͔ͭͳ͍ߑਫ͕සൟʹى
͜ΓɺͷਫΓɺਫݯΛʹཔ͍ͬͯͨਓͼͱͷؒͰ݈߁ඃൃ͕ੜͨ͠ɻ·ͨɺ์ਫʹΑΔՏ
ɻ�ॳɺଜਓͨͪͨ͠ݮܹڕԽͰྼܥෆՄͱͳΔҰํɺͷੜଶ͕࡞མͰɺपลͰͷാ่؛
ɺϠϦୌμϜͷݐઃʹ͍ͭͯͳʹΒ͞Ε͓ͯΒͣɺʮਫ਼ྶͷౖΓ͕ͷҟมΛҾ͖͍ͯ͜͠ىΔʯ

　Ԋいのߴচࣜॅډとଜのࡊാ



�1

ͱͨ͑ߟͱ͍͏ɻ����  �݄ʹɺଜਓ �ਓ͕న͢ࢮΔͳͲɺͦͷޙඃ͕ଓ͍͕ͨɺϕτφϜ
ྖͰͷμϜݐઃɺԼྲྀͷӨڹΛྀ͠ߟͳ͍··ਐ͍ͯ͠ߦΔ�ɻ
ɹϕτφϜଆͷμϜ։ൃʹΑΔʮڥࠃΛӽ͑ͨڥɾࣾձӨڹʯ͕ະղܾͷதͰɺࡏݱɺ�4 ྲྀҬͰ
ͬͱݒ೦͞Ε͍ͯΔͷ͕ɺࠓɺΧϯϘδΞྖͰͷηαϯԼྲྀ �μϜ�ͷݐઃͰ͋Δɻ͜ͷ
μϜɺΧϯϘδΞɺதࠃɺϕτφϜۀاͷڞಉग़ࢿҊ݅ͰɺετΡϯτϨϯभηαϯ܊ɺηαϯ
ͱεϨϙοΫͱͷ߹ྲྀͷ 1��ᶳԼྲྀʹܭը͞Ε͍ͯΔɻݐઃ࣌ʹɺ�ՏԊ͍ʹΒ͢ଜ
ਓ �ઍਓͷେنҠస͕͏ͱ͞Ε͍ͯΔɻ͔͠͠ɺपғͷɺதࠃϕτφϜͷ͕ۀا
ɺॅࡍΕ͕͋Δɻ࣮ڪίϯηογϣϯΛऔಘ͓ͯ͠ΓɺॅຽͷҠస͕ेʹ֬อͰ͖ͳ͍ࡁܦ
ຽʹఏࣔ͞Ε͍ͯΔҠసͷଟ͘ɺۀʹద͞ͳ͍͔ɺࡏݱͷॅډ͔Βԕ͘Εͨॴʹ͋
Δɻͦͦɺ͜͏ͨ͠ใͷେޱ಄Ͱୡ͞ΕͨͷͰɺॅຽͨͪɺ͔Β͔ۀاΒɺ
Ҡసิঈʹؔ͢ΔৄࡉΛ͖ͪΜͱͨ͠ܗͰΒ͞Ε͍ͯͳ͍ɻ
ɹηαϯԼྲྀ �μϜͷ߹ɺΧϯϘδΞࠃͷඃ৺Ͱ͋Δ͕ɺྲྀҬશମͷඃ͕ඇৗʹݒ೦
͞Ε͍ͯΔɻηαϯ͕ϝίϯՏʹ߹ྲྀ͢ΔۙΛμϜͰ͖ͤࢭΊΔͨΊɺྨڕͷճ༡Λ͡Ίɺτ
ϯϨαοϓބϝίϯσϧλͳͲྲྀҬશମͷੜଶܥʹਙେͳඃΛڪ͢΅ٴΕ͕͋Δɻ��1� ͔Β
���� ·ͰʹϝίϯՏྲྀࢧͰݐઃ͕ܭը͞Ε͍ͯΔ ��͔ॴͷμϜͷ͏ͪɺηαϯԼྲྀ �μϜͷӨ
͕ྨڕͬͱେ͖͘ɺྲྀҬʹੜଉ͢Δ͕ڹ ྨڕগ͠ɺݮˋ��� ��छ͕ઈ໓ͷػةʹ͞Β͞ΕΔͱ
ͷࢉࢼ͋Δ�ɻ
ɹεϨϙοΫྲྀҬͰɺμϜܭը͕ਐΜͰ͍Δɻϧϯύοτ܊ͷεϨϙοΫԼྲྀ �μϜɺੜಈ
อ۠ޢʹҐஔ͢ΔͱݴΘΕΔ͕ɺใ΄ͱΜͲެ։͞Ε͍ͯͳ͍ɻӨॅڹຽͱͷٞڠ͓Ζ͔ɺ
ํ͢ہΒ༧උௐ࣮ࠪࢪͷ௨Λड͚͍ͯͳ͔ͬͨɻ��1� ɺϧϯύοτ܊τΡϚΠଜͷॅຽ
͕ͨͪɺதࠃਓ࿑ಇऀʹΑΔௐࠪۀ࡞ͷݱΛܸ͠ɺ͜ͱ͕௨͡ͳ͍தͰۤ࿑ͯ͠ฉ͖ग़͠
ͨ݁ՌɺμϜͷݐઃʹΑͬͯɺ΄Ͳͳ͘ҠసΛഭΒΕΔ͜ͱΛͬͨͱӠ͏ɻ·ͨɺηίϯྲྀҬͷ
ϥΦεྖͰɺηϐΞϯɾηφϜϊΠμϜݐઃܭը�͕ਐ͓ͯ͠ߦΓɺͪ͜Β͕ؖؔۀاࠃ༩͠
͍ͯΔ্ʹɺؖࠃ͕ެతۚࢿΛೖ͢ΔՄੑ͋ΔɻϑΟʔϧυௐࠪʹࢀՃͨؖ͠ࠃͷ/(0
͕ຊ֨తͳ׆ࢹಈΛ࢝ΊΑ͏ͱ͍ͯ͠Δɻ
ɹηαϯԼྲྀ �μϜࡁܦίϯηογϣϯۀࣄʹͱͲ·Βͣɺ�4 ྲྀҬͰɺதۀاࠃͷ׆ಈ͕
ཱͭɻଜʑʹ௨͡Δಓ࿏ͷࣄฮΛ୲͏தۀاࠃ͋ΓɺۙͰɺதࠃਓ࿑ಇऀΛ͚͔ݟΔ
͜ͱଟ͍ɻଜਓʹΑΔͱɺ࿑ಇऀͷଆཧ͞Ε͓ͯΓɺ௨༁ͷਓݶΒΕ͍ͯΔ͜ͱ͔Βɺ
ͷݩͱ͢Β͍͠ɻ·ͨɺͭ࣋͜Α͍΄Ͳͳ͘ɺΛͯͬݴͷਓͼͱͱͷަྲྀ·ͬͨ͘ͱݩ
/(0৬һɺதۀاࠃɺϕτφϜɺؖࠃɺຊͳͲͷۀاͱൺֱͯ͠ɺڥɾࣾձӨڹͷ
ྀ͕͍ͬͦ͏͘͠ɺใެ։ॅຽͱͷରʹফۃతͩͱ͏ݴɻ

̏� ̏��;ΓฦΓɿλΠฤ

λΠͰͷݱ๚Λऴ͑ͨ࣌ͰɺϝίϯՏຊྲྀԼྲྀμϜʹ͍ͭͯɺϝίϯɾΥονͱ౦λΠ
ૌুͷใߦຽωοτϫʔΫ͕ɺͦΕͧΕɺશମ૾ͷઆ໌ͱαΠϠϒϦμϜΛΊ͙ΔλΠͰͷॅݝ�
ಈΛ;Γฦͬͨɻ;Γ׆ಈΛհ͠ɺλΠͰͷϑΟʔϧυௐࠪ׆Ճஂମͷࢀɺ֤ޙɻͦͷͨͬߦΛࠂ
ฦΓͰɺҎԼͷ �ͭͷ࣭ʹରͯ͠ɺࢀՃऀ͕ͦΕͧΕҙݟΛड़ͨɻ

1 ύΫϜϯμϜɺγϦϯτϯμϜͷ͔ྫࣄΒͲͷΑ͏ͳ܇ڭΛಘ͔ͨʁ
Δ͔ʁ͔ͤ׆ʹಈʹͲͷΑ͏׆Λɺࣗͨͪͷ܇ڭɺͦΕΒͷޙࠓ 2
3 ϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃͰɺϝίϯɾΥον͕Ռׂͨ͢ʹ͍ͭͯɺͲͷΑ͏ͳఏҊ͕͋Δ͔ʁ

ҎԼɺࢀՃऀ͔Βग़ͨҙݟͰ͋Δɻ

��

北౦カンボジア・セαン、スレϙック、セコンྲྀҬ

౦ΧϯϘδΞɺετΡϯτϨϯभɺϥλφΩϦभɺϞϯυϧΩϦभͷ �भ͔ΒͳΓɺҟͳΔੜ
ͷ๛͞ͱੜଟ༷ੑͰݯࢿΔɻࣗવ͍ͯ͠ॅډઌॅɾগຽ͕ଟͭ࣋ΛޠݴɺจԽɺ༷ࣜ׆
ΒΕ͓ͯΓɺϥλφΩϦभͱϞϯυϧΩϦभʹɺࠃఱવྛͷ �ׂ͕ଘ͢ࡏΔɻ͜ͷ๛͔͞
Λ͍ͯ͑ࢧΔͷ͕ɺҰଳΛྲྀΕΔηαϯɺεϨϙοΫɺηίϯͷ �Տʢ�41�ʣͰ͋Δɻ�Տ
ɺϕτφϜϥΦεΛྲྀݯͱ͠ɺࡍࠃՏͰ͋Δͱಉ࣌ʹϝίϯՏྲྀҬ࠷େͷྲྀࢧਫܥΛܗ͠
͍ͯΔɻ·ͨɺΧϯϘδΞͷઌॅɾগຽਓޱͷେ෦͕ �ՏྲྀҬʹूத͠ɺͷݯࢿʹґଘ
ͨ͠ੜ׆ΛӦΜͰ͍Δɻ

ηαϯɿϕτφϜத෦ݯʹݪߴΛൃͨ͠ޙɺೆํʹྲྀΕɺϥλφΩϦभΛ௨ͬͯɺετΡϯτ
ϨϯभͰϝίϯՏຊྲྀʹ߹ྲྀ͢Δɻશ ���ᶳͰɺ͏ͪ �1�ᶳ͕ϕτφϜྖΛྲྀΕΔɻྲྀҬ૯
໘ੵ 1ສ 8���ὕͰɺ͏ͪ ���� ͕ϕτφϜɺ ��ˋ͕ΧϯϘδΞྖʹҐஔ͢ΔɻΧϯϘ
δΞྖͷԊ͍Ͱɺ��͔ଜʹ �ສਓʢϥλφΩϦभͷ ��͔ଜʹ �ສਓɺετΡϯτϨϯ
भͷ 1�͔ଜʹ 1ສਓʣ͕Β͢ɻ

εϨϙοΫɿϕτφϜத෦ݯʹݪߴΛൃ͠ɺϞϯυϧΩϦभɺϥλφΩϦभɺετΡϯτϨϯभΛ
ྲྀΕΔɻྲྀҬ૯໘ੵɺ �ສὕɺ͏ͪ 1ສ 8���ὕϕτφϜྖΛྲྀΕ͍ͯΔɻϕτφϜڥࠃ
͔Β ���ᶳͷͰηαϯͱ߹ྲྀͨ͠ޙɺϝίϯՏຊྲྀʹྲྀΕࠐΉɻΧϯϘδΞྖͷԊ͍ʹɺ
�1͔ଜʹ 1ສ 1ઍਓ͕Β͢ɻ

ηίϯɿϕτφϜͷΞϯφϯࢁ ʢ຺ϥΦεͰʮϓʔϧΞϯ຺ࢁʯʣ͔ ΒετΡϯτϨϯभʹྲྀΕࠐΉɻ
εϨϙοΫͱಉ༷ɺηαϯͱ߹ྲྀͨ͠ޙɺϝίϯՏຊྲྀʹ߹ྲྀ͢ΔɻετΡϯτϨϯभͷηίϯ
Ԋ͍ʹɺ�1͔ଜɺ �ສ 8��� ਓ͕Β͢ɻ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
�4 ྲྀҬͰɺ1��� ͔ΒϕτφϜྖͰμϜ։ൃ͕ਐΈɺԼྲྀΧϯϘδΞͷଜམʹਙେͳඃ
ͨͬ·࢝ઃ͕ݐΔɻηαϯͷ্ྲྀͰɺྲྀҬॳͷϕτφϜɾϠϦୌμϜͷ͍ͯ͠΅ٴΛ �ޙͷ
1��� Ҏ߱ɺηαϯྲྀҬͷΧϯϘδΞଆͰɺμϜͷ์ਫʹΑΓ༧ଌ͕͔ͭͳ͍ߑਫ͕සൟʹى
͜ΓɺͷਫΓɺਫݯΛʹཔ͍ͬͯͨਓͼͱͷؒͰ݈߁ඃൃ͕ੜͨ͠ɻ·ͨɺ์ਫʹΑΔՏ
ɻ�ॳɺଜਓͨͪͨ͠ݮܹڕԽͰྼܥෆՄͱͳΔҰํɺͷੜଶ͕࡞མͰɺपลͰͷാ่؛
ɺϠϦୌμϜͷݐઃʹ͍ͭͯͳʹΒ͞Ε͓ͯΒͣɺʮਫ਼ྶͷౖΓ͕ͷҟมΛҾ͖͍ͯ͜͠ىΔʯ

　Ԋいのߴচࣜॅډとଜのࡊാ



��

ʕʕύΫϜϯμϜɺγϦϯτϯμϜͷ͔ྫࣄΒͲͷΑ͏ͳ܇ڭΛಘ͔ͨʁ

ϥΦεͷࢀՃऀɹ֤ࠃͷ։ൃ͕ɺࡍࠃతͳ՝ͱͯ͠औΓ্͛ΒΕΔΑ͏ʹ͢Δඞཁ͕͋Δɻಛ
ʹɺʢࠃͰͷݴͷࣗ༝੍͕͞ݶΕ͍ͯΔʣϥΦεʹͱͬͯɺඞཁͳ͜ͱͩɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ "ɹʮ୭ͷͨΊͷɺ୭ʹΑΔ։ൃ͔ʁʯΛͤ͑͞ߟΒΕͨɻ։ൃɺਓͼͱΛྗͷ͋Δ
ਓͱͳ͍ਓͷ;ͨͭʹ͚ΔɻύΫϜϯμϜͱγϦϯτϯμϜͷ�ͭͷྫࣄɺ·ͩऴΘ͍ͬͯͳ͍ɻ
ҰํͰɺϥΦεͰಉ͜͡ͱ͕͍͖ͯىΔɻ
தࠃͷࢀՃऀ"ɹʢࠓճͷ๚Ͱʣͨ ͘͞Μͷਓʹձ͍ɺ;ͨͭͷ͜ͱΛֶΜͩɻ·ͣɺ�͔ॴͷμϜɺ
͕ܾఆ͠ɺॅຽॅຽͷੜ׆ʹରͯؔ͠৺Λͨ࣋ͳ͔ͬͨɻॅຽɺࣗͨͪͰղܾํ๏Λ୳
͕ͬͨɺܾࡦఆऀͱͷίϛϡχέʔγϣϯ͕ͳ͔ͬͨɻܭըࡦఆͷϓϩηεͰɺิঈͷϓϩη
εͰɺίϛϡχέʔγϣϯ͕ඞཁͩɻ;ͨͭʹɺ։ൃ͕ۀࣄҾ͖͢͜ىฆ૪Λղܾɾ༧͢Δ
ͨΊʹɺΑΓΑ͍γεςϜ͕ඞཁͰ͋Γɺํ๏Λ͍ٞͯ͘͠ඞཁ͕͋ΔɻʹͱͬͯɺࠃΛ
ӡӦ͍ͯͨ͘͠ΊʹɺεςʔΫϗϧμʔʢརऀؔʣͱର͢Δͷඞཁͳ͜ͱͩɻ

ʕʕޙࠓɺͦΕΒͷ܇ڭΛɺࣗͨͪͷ׆ಈʹͲͷΑ͏ʹ͔ͤ׆Δ͔ʁ

தࠃͷࢀՃऀ #ɹࠓճͷݧܦΛࣄهʹͯ͠ɺ౦ೆΞδΞͷਓͼͱ͕ϝίϯՏྲྀҬͷμϜ։ൃʹ͍ͭͯ
ͲͷΑ͏ʹ͍ͯ͑ߟΔͷ͔ɺதࠃͷಡऀʹ͑Δɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ #ɹϝίϯɾΥονͱͷωοτϫʔΫΛڧԽ͠ɺͱʹ׆ಈ͢Δɻ͔ؖࠃΒͷࢀՃऀ
ಉ࢜ͰɺΦϯϥΠϯɾϝσΟΞʹ͠ߘΑ͏ͱ૬ஊΛ͍ͯ͠ΔɻϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃʹ͍ͭͯɺ
Ωϟϯϖʔϯࡍࠃɻηʔϒɾβɾϝίϯ࿈߹�ʹΑΔ͏ߦΔऔΓΈΛ্ͤ͞ຽͷཧղΛࢢͷࠃؖ
ʹҾ͖ଓ͖ࢀՃ͢Δɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ $ɹࠓճͷݧܦΛ͔ͯ͠׆ɺؖࠃۀاͷ։ൃۀࣄΛ͢ࢹΔɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ "ɹͬͱΛ͋͛Δඞཁ͕͋ΔɻύΫϜϯμϜγϦϯτϯμϜͷྺ࢙Λʮաڈͷ͜
ͱʯͰऴΘΒͤͣʹɺࠓͷετʔϦʔͱͯ͑͠Δඞཁ͕͋Δɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ $ɹࠓճͷϑΟʔϧυௐࠪͷใࠂΛॻ͖͍ͨɻϝίϯՏྲྀҬͷͯ͢ͷ։ൃۀࣄΛࢹ
͢Δ͜ͱͰ͖ͳ͍ͷͰɺ͕ؖؔࠃΘΔͷʹযΛͯͯɺ͍͖͍ͨͯ͠ࢹɻؖࠃͷΤωϧΪ
ʔࡦʹ͕͋ΔͷͰɺڀݚࡦΛଓ͚͍ͯ͘ɻ·ͨɺΤωϧΪʔʹ͍ͭͯɺΦϧλφ
ςΟϒʢସҊʣ͍ࣔͯ͘͠ඞཁ͕͋Δɻࠓճͨ͜ݟͱΛࣄهʹͯ͠ɺؖࠃͷࢢຽʹ͍͑ͨɻ
ϥΦεͷࢀՃऀɹϝίϯՏྲྀҬͰͷେن։ൃͷӨڹΛճආɾ؇͢ΔͨΊʹɺಠࣗͷωοτϫʔΫ
ΛߏஙɾڧԽ͢Δඞཁ͕͋Δɻ
λΠͷࢀՃऀɹॅຽͷಆ૪ɺ։ൃۀࣄͷӨڹ؇ࡦͳͲʹ͍ͭͯɺࠓ·ͰͷݧܦΛ·ͱΊΔඞཁ͕͋
Δɻ·ͨɺࣗͨͪͷωοτϫʔΫͷڧԽ͕ٻΊΒΕ͍ͯΔɻࣗͷؒ࣌Λ٘ਜ਼ʹͯ͠ɺͦͷͨΊ
ʹͬͱಇ͘ඞཁ͕͋ΔɻҬॅຽͷಆ૪Λɺࡍࠃతͳ՝ʹ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻ
தࠃͷࢀՃऀ "ɹॅຽͷྗ͕அ͍ͯ͠Δͱͨ͡ײɻͬͱ·ͱ·Δ͖ͩɻ͍Ζ͍Ζͳάϧʔϓ͕
ͬͱͭͳ͕Δ͜ͱͰɺΛେ͖͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔɻʢࠓճɺӨॅڹຽͷ͚͕ͩͩͬͨʣଞ
ͷΞΫλʔͷ͑ߟΓ͍ͨɻห࢜ޢʗ๏Ո͕Ͳ͏͑ߟΔ͔ɺΓ͍ͨͱͨͬࢥɻλΠͰหޢ
ɻͨͬࢥͱ࿈བྷΛऔΔ͖ͩͱ࢜ޢͷหࠃԉ͍ͯ͠Δͱฉ͍͍ͯΔɻଞͷࢧຽΛॅ͕࢜

ʕʕϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃͰɺϝίϯɾΥον͕Ռׂͨ͢ʹ͍ͭͯɺͲͷΑ͏ͳఏҊ͕͋Δ͔ʁ

தࠃͷࢀՃऀ "ɹͬͱ๏ʹؔ͢ΔௐࠪΛ͢Δ͖Ͱͳ͍͔ʁɹλΠͷਓͼͱɺͬͱ๏Λར
༻ͨ͠΄͏͕Α͍ͱ͏ࢥɻΘͳ͚ΕγεςϜΑ͘ͳΒͳ͍ɻϝίϯɾΥονɺॅຽͷ



��

ৗͷੜ׆ͷվળɺྫ͑ɺڭҭͷϨϕϧΞοϓʹͯ͠ྗڠͲ͏͔ʁ
λΠͷࢀՃऀɹϝίϯɾΥον͚ͩͰͳ͘ɺଞͷάϧʔϓʹٻΊ͍ͯΔ͜ͱ͕ͩɺฏͷͨΊʹɺ
ΧϯϘδΞϥΦεؚΊɺॅຽͷಆ͍ͷࢧԉΛͯ͠΄͍͠ɻʢࠓճͷ๚ͷʣใࠂɺ֤ޠࠃʹ
༁ͯ͠ɺࡍࠃతͳͷʹ͍ͯ͘͠ඞཁ͕͋Δɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ $ɹϝίϯɾΥονͷ͜ͱΛਂ͘ཧղ͍ͯ͠ͳ্͍ͰͷΞυόΠε͕ͩɺɺʮి
ຽଆɺʮμϜ͍Βͳ͍ʯͱΩϟϯϖʔϯΛ͖͕ͯͨ͠ɺସҊࢢ͢ΔɻΓͳ͍ʯͱ͕ؾ
ͷఏࣔඞཁͩͱ͏ࢥɻؖࠃͰɺ�ઍਓ΄Ͳͷখ͞ͳଜͰɺΤωϧΪʔͷࣗͨ͠ݱ࣮͕څɻখ͞
ͳྫ͕ͩɺ͜ͷখ͞ͳྫΛੈքத͕͍ͯ͠Δɻࣗͨͪͷஂମɺ͜ͷΑ͏ͳΞϓϩʔνΛͱ
͍ͬͯΔɻμϜʹରͯ͠ฉ͍ͯΒ͑ͳ͍͕ɺସҊΛࣔ͢͜ͱͰɺࢢͷਓͨͪʮͳͥॅ
ຽ͕μϜʹର͢Δ͔ʯཧղΛਂΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ
ϥΦεͷࢀՃऀɹϝίϯɾΥονɺμϜ͚ͩͰͳ͘ɺଞͷΤωϧΪʔͷɺྫ͑ɺൃݪʹͭ
͍ͯ׆ಈ͢Δ͖ͩΖ͏ɻҾ͖ଓ͖͜ͷҬͰಇ͖ɺதࠃɺؖࠃͳͲͱͷωοτϫʔΫΛڧԽ͠
ͯ΄͍͠ɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ "ɹ׆ಈΛଓ͚͍ͯͬͯཉ͍͠ͱ͏ࢥɻଜͷਓͨͪڪාͰޠΕͳ͍͜ͱ͕͋Δ͕ɺ֎
͔ΒདྷͨऀʹΑͬͯྭ·͞ΕΔɻϝίϯɾΥονͷΑ͏ͳখ͞ͳ/(0͕Ͱ͖Δ͜ͱͷൣғݶ
ΒΕ͍ͯΔͩΖ͏͕ɺଜਓͱͱʹาΉ࢟Ͱ͍ͯཉ͍͠ɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ #ɹݱͰಠࣗʹௐࠪͳͲ͕Ͱ͖ΔϝίϯɾΥονͷ׆ಈʹܟҙΛ͍ͯͬ࣋Δɻ͢Ͱ
ʹͨ͘͞ΜͷࣄΛ๊͍͑ͯΔ͜ͱ͕͔ΔͷͰɺ͜ΕҎ্ɺࣄΛ૿͢ఏҊ͠ͳ͍ɻϝίϯɾ
Υον͕ॅຽͱ͍ۙͱ͜ΖͰಇ͍͍ͯΔ͜ͱɺଜਓΛྭ·͍ͯ͠Δɻࠓձͬͨॅຽͷঁੑ
ɻਓͼͱʹ͍ۙͱ͜ΖͰಇ͘͜ͱͰɺਓͼͱ͕Τϯύϫʔ͞Ε͍ͯΔ͍ͨͯͬ࣋ΓΛތʹΔ͜ͱޠ
ͱ͏ࢥɻ
தࠃͷࢀՃऀ #ɹϓϥοτϗʔϜΛͯͬ࡞ɺͦΕͧΕͷ՝Λͬͱେʑతʹൃ৴͢Δඞཁ͕͋Δɻ
ͦ͏͢ΕɺϝσΟΞͷૌ͕͋ྗٻΔͱ͏ࢥɻ

̏� ̐��;ΓฦΓɿΧϯϘδΞฤ

ΧϯϘδΞͰͷϑΟʔϧυௐࠪʹ͍ͭͯɺશఔ͕ऴྃͨ͠ʹࢀՃऀશһͰͨͬߦ;ΓฦΓ
ͷهΛͱʹɺޙɺಉͨ͠ߦ �໊ͷελοϑʢҪɺڮߴʣ͕ରஊ͢Δ͜ͱͰɺՌͱ՝Λ
·ͱΊͨɻରஊɺ͋Β͔͡Ί �ͭͷ࣭Λઃఆ͠ɺͦͷ͑Λ୳ΔܗͰਐΊͨɻҎԼɺରஊͷ
·ͱΊͰ͋Δɻ

ʕʕؖࠃͱத͔ࠃΒͷࢀՃऀʹɺࣗવݯࢿʹґଘ͢Δੜ͕׆μϜ։ൃͰഁյ͞ΕΔ͜ͱͷਂ͕͞ࠁ
Θ͔ͬͨʁɹΘͬͨͱஅͰ͖ΔࠜڌԿ͔ʁɹΘΒͳ͔ͬͨ߹ɺͦͷཧ༝Կ͔ͩͬͨʁ

Δ͑ߟΛڹɾࣾձӨڥՃऀɺ։ൃʹΑΔࢀͷࠃΔɻ͍ؖͯ͡ײɹ͋ΔఔΘͬͨͱڮߴ
/(0ͷ৬һͷͨΊɺ͢Ͱʹഎܠ͕ࣝ͋ݧܦΔɻΧϯϘδΞͷ๊͑ΔͷৄࡉΘΒͳ͔ͬ
ͨͱͯ͠ɺେΘͬͨͱ͏ࢥɻதࠃͷࢀՃऀɺࣗવݯࢿʹґଘͨ͠ਓͼͱͷੜ׆ʹ
͢Δػձ͕গͳ͍ͷ͔ɺʮൃలి͕ؾඞཁͳ͍ʯͱ͍͏ଜਓͷ͑ߟΛཧղ͢Δͷʹۤ࿑͍ͯͨ͠
ɻ͏ࢥɻͨͩ͠ɺཧղ͠Α͏ͱ͍ͯͨ͠ͱͨͬͩࢠ༷
ҪɹؖࠃͷࢀՃऀʹ͍ͭͯɺಉͩײɻϝίϯɾΥονͱڞ௨ͷࢹΛ͢Ͱʹ͍ͯͬ࣋Δɻؖ
ՃऀͷҰਓ͕ɺʮhࢀͷࠃ ͠׆ੜʹͤਓɺϥΦεਓ͕ࠃΔϥΦεΛ๚Ε͍ͨؖͯͬࢥʱͱࠃශ࠷
͍ͯΔͷΛͯݟͼͬ͘Γ͢Δʯͱൃͨ͠ݴͷ͕ҹతͩͬͨɻ͜ͷൃݴʹࣗવݯࢿͷग़ͯ
͜ͳ͍͕ɺʮؖࠃͷΑ͏ͳൃࡁܦలΛ͛ͨࠃͱɺϥΦεͷΑ͏ͳʰශ͍͠ʱࠃͰɺͤ๛͔͞
ࢀ͕ͪͨࢲɺࢹɺʮϥΦεʹʢͦ͜ʣ๛͔͕͋͞Δʯͱ͍͏ํ͑ߟస͍ͯ͠Δʯͱ͍͏ٯ͕
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ʕʕύΫϜϯμϜɺγϦϯτϯμϜͷ͔ྫࣄΒͲͷΑ͏ͳ܇ڭΛಘ͔ͨʁ

ϥΦεͷࢀՃऀɹ֤ࠃͷ։ൃ͕ɺࡍࠃతͳ՝ͱͯ͠औΓ্͛ΒΕΔΑ͏ʹ͢Δඞཁ͕͋Δɻಛ
ʹɺʢࠃͰͷݴͷࣗ༝੍͕͞ݶΕ͍ͯΔʣϥΦεʹͱͬͯɺඞཁͳ͜ͱͩɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ "ɹʮ୭ͷͨΊͷɺ୭ʹΑΔ։ൃ͔ʁʯΛͤ͑͞ߟΒΕͨɻ։ൃɺਓͼͱΛྗͷ͋Δ
ਓͱͳ͍ਓͷ;ͨͭʹ͚ΔɻύΫϜϯμϜͱγϦϯτϯμϜͷ�ͭͷྫࣄɺ·ͩऴΘ͍ͬͯͳ͍ɻ
ҰํͰɺϥΦεͰಉ͜͡ͱ͕͍͖ͯىΔɻ
தࠃͷࢀՃऀ"ɹʢࠓճͷ๚Ͱʣͨ ͘͞Μͷਓʹձ͍ɺ;ͨͭͷ͜ͱΛֶΜͩɻ·ͣɺ�͔ॴͷμϜɺ
͕ܾఆ͠ɺॅຽॅຽͷੜ׆ʹରͯؔ͠৺Λͨ࣋ͳ͔ͬͨɻॅຽɺࣗͨͪͰղܾํ๏Λ୳
͕ͬͨɺܾࡦఆऀͱͷίϛϡχέʔγϣϯ͕ͳ͔ͬͨɻܭըࡦఆͷϓϩηεͰɺิঈͷϓϩη
εͰɺίϛϡχέʔγϣϯ͕ඞཁͩɻ;ͨͭʹɺ։ൃ͕ۀࣄҾ͖͢͜ىฆ૪Λղܾɾ༧͢Δ
ͨΊʹɺΑΓΑ͍γεςϜ͕ඞཁͰ͋Γɺํ๏Λ͍ٞͯ͘͠ඞཁ͕͋ΔɻʹͱͬͯɺࠃΛ
ӡӦ͍ͯͨ͘͠ΊʹɺεςʔΫϗϧμʔʢརऀؔʣͱର͢Δͷඞཁͳ͜ͱͩɻ

ʕʕޙࠓɺͦΕΒͷ܇ڭΛɺࣗͨͪͷ׆ಈʹͲͷΑ͏ʹ͔ͤ׆Δ͔ʁ

தࠃͷࢀՃऀ #ɹࠓճͷݧܦΛࣄهʹͯ͠ɺ౦ೆΞδΞͷਓͼͱ͕ϝίϯՏྲྀҬͷμϜ։ൃʹ͍ͭͯ
ͲͷΑ͏ʹ͍ͯ͑ߟΔͷ͔ɺதࠃͷಡऀʹ͑Δɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ #ɹϝίϯɾΥονͱͷωοτϫʔΫΛڧԽ͠ɺͱʹ׆ಈ͢Δɻ͔ؖࠃΒͷࢀՃऀ
ಉ࢜ͰɺΦϯϥΠϯɾϝσΟΞʹ͠ߘΑ͏ͱ૬ஊΛ͍ͯ͠ΔɻϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃʹ͍ͭͯɺ
Ωϟϯϖʔϯࡍࠃɻηʔϒɾβɾϝίϯ࿈߹�ʹΑΔ͏ߦΔऔΓΈΛ্ͤ͞ຽͷཧղΛࢢͷࠃؖ
ʹҾ͖ଓ͖ࢀՃ͢Δɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ $ɹࠓճͷݧܦΛ͔ͯ͠׆ɺؖࠃۀاͷ։ൃۀࣄΛ͢ࢹΔɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ "ɹͬͱΛ͋͛Δඞཁ͕͋ΔɻύΫϜϯμϜγϦϯτϯμϜͷྺ࢙Λʮաڈͷ͜
ͱʯͰऴΘΒͤͣʹɺࠓͷετʔϦʔͱͯ͑͠Δඞཁ͕͋Δɻ
Ճऀࢀͷࠃؖ $ɹࠓճͷϑΟʔϧυௐࠪͷใࠂΛॻ͖͍ͨɻϝίϯՏྲྀҬͷͯ͢ͷ։ൃۀࣄΛࢹ
͢Δ͜ͱͰ͖ͳ͍ͷͰɺ͕ؖؔࠃΘΔͷʹযΛͯͯɺ͍͖͍ͨͯ͠ࢹɻؖࠃͷΤωϧΪ
ʔࡦʹ͕͋ΔͷͰɺڀݚࡦΛଓ͚͍ͯ͘ɻ·ͨɺΤωϧΪʔʹ͍ͭͯɺΦϧλφ
ςΟϒʢସҊʣ͍ࣔͯ͘͠ඞཁ͕͋Δɻࠓճͨ͜ݟͱΛࣄهʹͯ͠ɺؖࠃͷࢢຽʹ͍͑ͨɻ
ϥΦεͷࢀՃऀɹϝίϯՏྲྀҬͰͷେن։ൃͷӨڹΛճආɾ؇͢ΔͨΊʹɺಠࣗͷωοτϫʔΫ
ΛߏஙɾڧԽ͢Δඞཁ͕͋Δɻ
λΠͷࢀՃऀɹॅຽͷಆ૪ɺ։ൃۀࣄͷӨڹ؇ࡦͳͲʹ͍ͭͯɺࠓ·ͰͷݧܦΛ·ͱΊΔඞཁ͕͋
Δɻ·ͨɺࣗͨͪͷωοτϫʔΫͷڧԽ͕ٻΊΒΕ͍ͯΔɻࣗͷؒ࣌Λ٘ਜ਼ʹͯ͠ɺͦͷͨΊ
ʹͬͱಇ͘ඞཁ͕͋ΔɻҬॅຽͷಆ૪Λɺࡍࠃతͳ՝ʹ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻ
தࠃͷࢀՃऀ "ɹॅຽͷྗ͕அ͍ͯ͠Δͱͨ͡ײɻͬͱ·ͱ·Δ͖ͩɻ͍Ζ͍Ζͳάϧʔϓ͕
ͬͱͭͳ͕Δ͜ͱͰɺΛେ͖͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔɻʢࠓճɺӨॅڹຽͷ͚͕ͩͩͬͨʣଞ
ͷΞΫλʔͷ͑ߟΓ͍ͨɻห࢜ޢʗ๏Ո͕Ͳ͏͑ߟΔ͔ɺΓ͍ͨͱͨͬࢥɻλΠͰหޢ
ɻͨͬࢥͱ࿈བྷΛऔΔ͖ͩͱ࢜ޢͷหࠃԉ͍ͯ͠Δͱฉ͍͍ͯΔɻଞͷࢧຽΛॅ͕࢜

ʕʕϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃͰɺϝίϯɾΥον͕Ռׂͨ͢ʹ͍ͭͯɺͲͷΑ͏ͳఏҊ͕͋Δ͔ʁ

தࠃͷࢀՃऀ "ɹͬͱ๏ʹؔ͢ΔௐࠪΛ͢Δ͖Ͱͳ͍͔ʁɹλΠͷਓͼͱɺͬͱ๏Λར
༻ͨ͠΄͏͕Α͍ͱ͏ࢥɻΘͳ͚ΕγεςϜΑ͘ͳΒͳ͍ɻϝίϯɾΥονɺॅຽͷ
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Ճऀʹ͑Α͏ͱͨ͜͠ͱͩɻ·ͨɺؖࠃͷࢀՃऀɺதࠃͷࢀՃऀͱൺͯɺࣗࠃͷ։ൃͷݱঢ়
Λ൷తʹ͍ͯݟΔɻͷ͋Δؖࠃͷཪฦ͠ͱͯ͠ϥΦεΛݟΔͱɺϥΦεͷ͜ͱ͕ߠఆతʹݟ
͑ͯ͘ΔͷͩΖ͏ɻ
ɹɹ͜Εʹରͯ͠ɺதࠃͷࢀՃऀɺͪΖΜɺࣗࠃʹ͕ͳ͍ͱ͍ͯͬࢥͳ͍͕ɺதࠃͷ
ͱϥΦεΧϯϘδΞͷ๛͔͞Λ݁ͼ͚͍ͭͯͳ͍͕͢ؾΔɻʮதࠃͷ๊͍͑ͯΔͷղܾΛߟ
͑Δ͖͔͚͕ͬɺϥΦεΧϯϘδΞʹ͋ΔͷͰʁʯͱ͍ͯ͑ߟͳ͍༷ͨͬͩࢠɻதࠃͷࢀՃ
ऀɺεϨίʔଜͰ͖͠Γʹɺʮ͓ۚిؾं͕ཉ͘͠ͳ͍ͷʁʯͱଜਓʹ࣭͍ͯͨ͠ɻʮμϜ
։ൃΑ͘ͳ͍ʯͱଜਓʹಉҙͭͭ͠ɺղܾࡦͱͯ͠ଠཅޫൃిΛఏҊ͢ΔͳͲɺʮిؾ͍Βͳ͍ɻ
ͷํ͕͍ͨͤͭʯͱ͍͏ଜਓͷओுΛશʹফԽ͍ͯ͠ͳ͍ҹΛड͚ͨɻʮిؾۚݱઈ
ରʹඞཁʯͱ͍͏લఏ͔Βɺʮࠓͷଜͷੜ׆ͷ··ͰखʹೖΒͳ͍Ͱ͠ΐ͏ʁͲ͏͢Δͷʁʯͱɺ
ଜਓʹ͍Λ͔͚͍͛ͯͨɻࠓճͷࢀՃऀɺҰൠͷதࠃͷਓͼͱΑΓɺதࠃͷݱঢ়Λ૬ରԽ
ͯ͠ɺΛݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δਓͨͪͩͱ͕͏ࢥɺͦΕͰɺଜͷੜ׆ʹԿ͔͕Γͳ͍ͱࢥ
͍ͬͯΔɻࠓͷதࠃͰҰൠతͳ։ൃʹର͢ΔՁ؍ͷʮख͝Θ͞ʯΛମ͕͢ؾͨ͠ײΔɻ
ɹɹҰํͰɺதࠃͷࢀՃऀɺଜਓͷ͜͏ݴͱΛཧղ͠Α͏ͱΊ͍ͯͨɻ;ΓฦΓͷࡍʹɺʮཧղ
͠Α͏ͱͨ͠ʯͱ໌͍ͨͯ͠͠ݴɺΞϑϦΧͰͷݧܦΛࢀর͠ͳ͕Βɺதࠃͷਓͼͱͷ͍ݴͱ
ɻ·ͨɺͰ͍ͨͯͬݴ͕Θ͔Δʯͱ͍ݴΪϟοϓ͕͋Γɺʮํͷʹํ͑ߟͷਓͼͱͷݱ
ͷਫཋͼͳͲָ͠ΜͰ͘Ε͍ͯͨɻͦ͏͍ͬͨɺඇৗʹ͕ͨͯ࣋ײɻதࠃͷࢢʹͳ͍
ੜ༷ࣜ׆Λָ͠ΜͰ͍͚͔ͨͩ͠Εͳ͍͕ɺָ͠ΊΔͷɺͦ͏͍͏ੜ׆ͷՁ͕ཧղͰ͖Δ͔
ΒͩΖ͏ɻ
Λཧղ͠Α͏ͱ͍ͯͨ͠ɻಛʹɺεϨίʔଜॳ͑ߟՃऀɺଜਓͷࢀͷࠃɹ͔ͨ͠ʹɺதڮߴ
ͷ๚͔ͩͬͨΒͩͱ͏ࢥɻଜਓ͕ʮిؾɺʹൺͨΒɺඞཁͳ͍ʯͱࡍͨͬݴɺಉ࣌ʹɺʮి
ͷͰɺʮిͨͬݴΛΒͳ͍ʯͱํ͍ಓর໌ͱɺ͍͍ͤͥςϨϏ͘Β͍ͰɺͦΕҎ্ͷ͍ͷؾ
Δͷͩʯͱ͚͍݁ͮͯͨΑ͏ͩɻ͍ͯͬࢥ͍Βͳ͍ͱؾΛΒͳ͍͔Βɺిํ͍ͷศརͳؾ
ଜʹෆ͍ͯ͠ΔͷͰͳ͘ɺଜͷ๛͔͞Λ࣮ײͰ͖ΔΑ͏ͳॴΛͯݟΒͬͨΓɺΛฉ͍
ͨΓͰ͖ͳ͍͔ͱɺଜਓʹਘͶͯΈ͕ͨɺ͏·͘ฉ͖ग़͢͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨɻ
Ҫɹ୭Ͱɺࣗͷੜ׆͜Ε·Ͱ͖ͬͯͨ͜ͱΛୣΘΕΔͱͳΕ͠߅ɺकΖ͏ͱ͢Δͣ
ͩɻकΖ͏ͱ͢ΔͷɺՁΛݟग़͍ͯ͠Δ͔Β͕ͩɺΧϯϘδΞͷଜਓͷ߹ɺੵۃతʹࠓͷੜ
͠ʹ··ΛकΓ͍ͨʯɺʮͨΓલͩͬͨͷΛͦͷ׆Ͱͷ҆ఆͨ͠ੜ·ࠓΛબͿͱ͍͏ΑΓɺʮ׆
͓͖͍ͯͨʯͱ͍ͯͬئΔɺͱ͍͏ҹͩͬͨɻλΠͷଜਓͱൺΔͱݦஶ͕ͩɺΧϯϘδΞͰɺ
ଜਓ͔Βɺʮࠓ·Ͱͷੜ׆ΛୣΘΕͯେมͩʯͱ͍͏ओுग़ͯ͘Δ͕ɺʮࣗͨͪͷ͍ͯͬ࣋Δૉ
Β͍͠ͷΛͯݟ΄͍͠ʯͱ͍͏ओு͋·Γฉ͔Εͳ͔ͬͨɻ֎෦͔ΒདྷͨਓͨͪʹΞϐʔϧ
͢Δ͚ͩͷੵۃతͳՁΛݟग़͍ͤͯͳ͍ͷ͔ɺදݱͰ͖͍ͯͳ͍͚ͩͳͷ͔ɺஅͰ͖ͳ͔ͬͨɻ
ओு͕͔ͬ͠Γ͍ͯ͠ͳ͚Εɺࣗવݯࢿʹґଘ͢Δੜ׆ͷՁΛݟग़ͤͳ͍ਓͨͪͱͷೝࣝͷΪ
ϟοϓຒΊʹ͍ͩ͘Ζ͏ɻ։ൃ͕֎෦͔Βࠐͪ࣋·Εͯɺଜਓɺ͕ࣗͨͪकΖ͏ͱ͍ͯ͠Δ
ͷΛੵۃతʹ֎෦ʹઆ໌͠ͳ͚ΕͳΒͳ͘ͳͬͨɻͦͷͨΊʹɺͲ͏આ໌ͨ͠Β͍͍ͷ͔Λ
͋Δఔ͢Δඞཁ͕͋ΔɻͨΓલͩͱ͍ͨͯͬࢥͷͷՁΛͯ͠ݟൃ࠶ɺද͠ݱͳ͚Ε
ͳΒͳ͍ͷͩͱ͏ࢥɻ
ϑΟʔϧυௐࠪͷࢀՃऀʹɺࣗવݯࢿʹґଘ͢Δੜഁ͕׆յ͞ΕΔਂ͕͞ࠁΘΒͳ͔ͬͨͱ͠

ͨΒɺࡏݱͷதࠃͰ։ൃʹର͢ΔߠఆతͳՁࢧ͕؍తͳ͜ͱͱɺΧϯϘδΞͷଜਓ͕ͨͪࣗવ
ͳ͍ɺͱ͍͏͕ཧ༝͍͚ͩͯͭݟ༿ΛݴͷՁʹ͍ͭͯ֎෦ͷਓʹઆ໌͢Δ׆ґଘ͢Δੜʹݯࢿ
ͬͨͷ͔Εͳ͍ɻ
͋ͪ࣋ʹΛ͢ͰࢹͷՁΛཧղ͢Δ׆ґଘ͢ΔੜʹݯࢿՃऀɺࣗવࢀͷࠃɹ·ͱΊΔͱɺؖڮߴ
Θ͍ͤͯͨɻதࠃͷࢀՃऀɺͦͷͷཧղʹۤ࿑͍͕ͯͨ͠ɺཧղ͠Α͏ͱྗ͍ͯͨ͠ɻத
ߠͰ։ൃʹର͢ΔࠃɺதࡏݱͷՁͷཧղʹۤ৺͢Δͷɺ׆ґଘ͢ΔੜʹݯࢿՃऀ͕ࣗવࢀͷࠃ
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ఆతͳཧղ͕͋·Γʹࢧతͳ͜ͱʹՃ͑ͯɺΧϯϘδΞͷଜਓ͕ɺࣗͨͪͷੜ׆ͷՁΛൃ࠶
Ͱ͖͍ͯͳ͍͔Β͔Εͳ͍ɺͱ͍͏͜ͱʹͳΔɻݱɾදݟ

ʕʕؖࠃͱத͔ࠃΒͷࢀՃऀ͕ɺॅຽͷओுͷதͰͬͱͨ͠ײڞͷԿ͔ʁ

ʯͱ͍͏ͩΖ͏ɻઌͷ࣭ΛΊ͙ΔΓऔΓʹ͋ͬͨ͢͜ىʣμϜ։ൃΛنɹʮʢେڮߴ
Α͏ʹɺಛʹɺதࠃͷࢀՃऀʹɺॅຽͷʮࠓͷੜ׆ͰेͰɺిؾͦΕ΄Ͳඞཁͳ͍ʯͱ͍͏
ओு͕ΘΓʹ͔͕ͬͨ͘ɺʮഁڥյΛ͏μϜ։ൃʹΑΔൃలΑ͘ͳ͍ʯͱ͍͏Ͱɺڞ
௨ͷೝ͕ࣝಘΒΕͨɻͨͩ͠ɺଠཅޫൃిΛղܾࡦͱͯ͠ఏҊ͍ͯͨ͠Α͏ʹɺʮൃలిؾඞཁʯ
ͱ͍͏લఏʹཱ͍ͬͯΔͷͰɺ͠ॅຽ͕μϜʹର͍ͯ͠ͳ͚Εɺ͋ͷ๛͔ͳଜࣗવ͕μϜ
ʹΉ͜ͱΛ͔ͨ͠ࢹͲ͏͔͔Βͳ͍ɻ
ҪɹμϜʹ͍ͭͯɺϑΟʔϧυௐࠪʹট͍ͨ࣌ͷલఏͰ͋ͬͨɻதࠃͷࢀՃऀɺதاࠃ
Δͱ͍͏͜ͱΛΑΓ໌֬ʹҙࣝͨ͠ͷͰͳ͍ͩΖ͏͔ʁɹ;ΓฦΓ͍ͯ͜͠ىͰΛݱ͕ۀ
ͷࡍɺʮதࠃۀاɺॅຽͷΛฉ͜͏ͱ͠ͳ͍ʯͱ͍͏Λͱ͍ͯ͋͛ͯͨ͠ɻ

ʕʕͬͱ͠ײڞͳ͔ͬͨͷԿ͔ʁ

Ҫɹਫ਼ྶʹ͍ͭͯɺதࠃͷࢀՃऀʹ͖ͬͺΓͱɺʮதࠃਓਫ਼ྶΛ৴͡ͳ͍ʯͱݴΘΕͨɻଜਓ
ͷ৴͍ͯ͡ΔͷʹڵຯΛͯͬ࣋Β͑Δ͔ͱ͕ͨͬࢥɺ·ͬͨ͘ޮٯՌͩͬͨɻࣗਫ਼ྶΛ৴
͡ͳ͍͠ɺଜਓͷ৴ڼཧղͰ͖ͳ͍Α͏Ͱɺʮதࠃਓʹ͑Α͏͕ͳ͍ʯͱ͍ͨͯͬࠔɻ
Ҽʹͳ͍ͬͯΔͱݪͰ͞·͟·ͳൃੜͷݱ͕ࠃɺத͢΅ٴΛڹࣾձʹѱӨڥɹμϜ͕ڮߴ
͍͏ײڞΛಘͨͱ͕͏ࢥɺॅຽ͕ੜ׆ͷதͰॏ͢ࢹΔʹ͍Δਫ਼ྶͷʹରͯ͠ɺײڞΑΓ
ΛੜΜͩɺͱ͍͏·ͱΊʹͳΓͦ͏ͩɻࠔ

ʕʕؖࠃͱதࠃͷࢀՃऀ͕ɺޙࠓͷ۩ମతͳ׆ಈʹίϛοτ͔ͨ͠ʁɹίϛοτ͠ͳ͔ͬͨ߹ɺͦ
ͷཧ༝Կ͔ʁ

ࢪಈΛ࣮׆ͷ๏͕͋Δ͔ௐΔ͜ͱɺ·ͨɺಉ͡Α͏ͳࠃͰ͖Δத༺׆Ճऀɺࢀͷࠃɹதڮߴ
͢ΔࡍʹɺதۀاࠃͱͷରͷհΛ୲͏ͱଋͯ͘͠Εͨɻ੍ͷগͳ͍ϒϩάΛ௨ͯ͠ɺ
ճςʔࠓՃऀ͔Βɺࢀͷࠃ͋ͬͨɻҰํͰɺؖݴΛจষԽɾൃ৴ͯ͠Ώ͘ͱ͍͏ൃݧճͷମࠓ
ϚʹͳͬͨμϜҊ݅ͷؖࠃͷ۩ମతͳؔΘΓ͕ෆ໌ͳͨΊɺ۩ମతͳ׆ಈͷٴݴͳ͔͕ͬͨɺ
ϝίϯՏྲྀҬશମͷ։ൃʹ͜Ε͔ΒΛ͍͚ͯ͘ͱଋͯ͘͠ΕͨɻϝίϯՏྲྀҬͷࣸ
ਅలͷڞಉ։࠵ͷఏҊ͋ͬͨɻ
ҪɹؖࠃͷࢀՃऀͷ߹ɺ͜ͱ͞Β໌͠ݴͳͯ͘ɺ͜Ε͔ΒϝίϯՏྲྀҬ։ൃͷ׆ࢹಈʹ
ίϛοτ͢Δͱ͍͏͜ͱͳͷͩΖ͏ɻࠓճͷ๚͕ɺޙࠓͷ׆ಈͷͷ͖͔͚ͬͰͳ͍ͱ͍͏
͜ͱ͔Εͳ͍ɻؖࠃͰϝίϯՏྲྀҬ։ൃʹڵຯͷ͋ΔஂମͱɺϝίϯɾΥονϝίϯՏྲྀ
Ҭͷ։ൃʹऔΓΜͰ͍ΔଞͷஂମΛͭͳ͍͛ͯ͘ɺͱ͍ͨͯͬݴ 1�ɻ
ɺ։ൃ࠵ڞͷจষԽɺࣸਅలͷݧՃऀͦΕͧΕͷؔ৺ɾઐྖҬʹΑͬͯɺ๏ͷௐࠪɺମࢀɹڮߴ
Ҋ݅ͷࢹɺωοτϫʔΫԽͷଅਐͳͲʹର͢ΔίϛοτϝϯτఏҊ͕͋ͬͨͱ͍͏͜ͱʹͳΔɻ

ʕʕؖࠃͱதࠃͷࢢຽࣾձͱωοτϫʔΫԽΛਐΊ͍ͯ͘ࡍʹɺͲͷΑ͏ͳ՝͕ೝࣝͰ͖͔ͨʁ

ͰɺʮࣗࠃΔਓ͕·ͩগͳ͍ͱͷ͜ͱͩͬͨɻத͚ຽஂମɺւ֎ʹΛࢢಈ͢Δ׆Ͱࠃɹؖڮߴ
વݯࢿʹཔͬͨ๛͔ͳੜ׆ʯͱ͍͏ଊ͑ํ͕Ұൠࢢຽʹཧղ͞ΕΔͷ૬͍༷ͨͬͩ͠ࢠɻ·
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Ճऀʹ͑Α͏ͱͨ͜͠ͱͩɻ·ͨɺؖࠃͷࢀՃऀɺதࠃͷࢀՃऀͱൺͯɺࣗࠃͷ։ൃͷݱঢ়
Λ൷తʹ͍ͯݟΔɻͷ͋Δؖࠃͷཪฦ͠ͱͯ͠ϥΦεΛݟΔͱɺϥΦεͷ͜ͱ͕ߠఆతʹݟ
͑ͯ͘ΔͷͩΖ͏ɻ
ɹɹ͜Εʹରͯ͠ɺதࠃͷࢀՃऀɺͪΖΜɺࣗࠃʹ͕ͳ͍ͱ͍ͯͬࢥͳ͍͕ɺதࠃͷ
ͱϥΦεΧϯϘδΞͷ๛͔͞Λ݁ͼ͚͍ͭͯͳ͍͕͢ؾΔɻʮதࠃͷ๊͍͑ͯΔͷղܾΛߟ
͑Δ͖͔͚͕ͬɺϥΦεΧϯϘδΞʹ͋ΔͷͰʁʯͱ͍ͯ͑ߟͳ͍༷ͨͬͩࢠɻதࠃͷࢀՃ
ऀɺεϨίʔଜͰ͖͠Γʹɺʮ͓ۚిؾं͕ཉ͘͠ͳ͍ͷʁʯͱଜਓʹ࣭͍ͯͨ͠ɻʮμϜ
։ൃΑ͘ͳ͍ʯͱଜਓʹಉҙͭͭ͠ɺղܾࡦͱͯ͠ଠཅޫൃిΛఏҊ͢ΔͳͲɺʮిؾ͍Βͳ͍ɻ
ͷํ͕͍ͨͤͭʯͱ͍͏ଜਓͷओுΛશʹফԽ͍ͯ͠ͳ͍ҹΛड͚ͨɻʮిؾۚݱઈ
ରʹඞཁʯͱ͍͏લఏ͔Βɺʮࠓͷଜͷੜ׆ͷ··ͰखʹೖΒͳ͍Ͱ͠ΐ͏ʁͲ͏͢Δͷʁʯͱɺ
ଜਓʹ͍Λ͔͚͍͛ͯͨɻࠓճͷࢀՃऀɺҰൠͷதࠃͷਓͼͱΑΓɺதࠃͷݱঢ়Λ૬ରԽ
ͯ͠ɺΛݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δਓͨͪͩͱ͕͏ࢥɺͦΕͰɺଜͷੜ׆ʹԿ͔͕Γͳ͍ͱࢥ
͍ͬͯΔɻࠓͷதࠃͰҰൠతͳ։ൃʹର͢ΔՁ؍ͷʮख͝Θ͞ʯΛମ͕͢ؾͨ͠ײΔɻ
ɹɹҰํͰɺதࠃͷࢀՃऀɺଜਓͷ͜͏ݴͱΛཧղ͠Α͏ͱΊ͍ͯͨɻ;ΓฦΓͷࡍʹɺʮཧղ
͠Α͏ͱͨ͠ʯͱ໌͍ͨͯ͠͠ݴɺΞϑϦΧͰͷݧܦΛࢀর͠ͳ͕Βɺதࠃͷਓͼͱͷ͍ݴͱ
ɻ·ͨɺͰ͍ͨͯͬݴ͕Θ͔Δʯͱ͍ݴΪϟοϓ͕͋Γɺʮํͷʹํ͑ߟͷਓͼͱͷݱ
ͷਫཋͼͳͲָ͠ΜͰ͘Ε͍ͯͨɻͦ͏͍ͬͨɺඇৗʹ͕ͨͯ࣋ײɻதࠃͷࢢʹͳ͍
ੜ༷ࣜ׆Λָ͠ΜͰ͍͚͔ͨͩ͠Εͳ͍͕ɺָ͠ΊΔͷɺͦ͏͍͏ੜ׆ͷՁ͕ཧղͰ͖Δ͔
ΒͩΖ͏ɻ
Λཧղ͠Α͏ͱ͍ͯͨ͠ɻಛʹɺεϨίʔଜॳ͑ߟՃऀɺଜਓͷࢀͷࠃɹ͔ͨ͠ʹɺதڮߴ
ͷ๚͔ͩͬͨΒͩͱ͏ࢥɻଜਓ͕ʮిؾɺʹൺͨΒɺඞཁͳ͍ʯͱࡍͨͬݴɺಉ࣌ʹɺʮి
ͷͰɺʮిͨͬݴΛΒͳ͍ʯͱํ͍ಓর໌ͱɺ͍͍ͤͥςϨϏ͘Β͍ͰɺͦΕҎ্ͷ͍ͷؾ
Δͷͩʯͱ͚͍݁ͮͯͨΑ͏ͩɻ͍ͯͬࢥ͍Βͳ͍ͱؾΛΒͳ͍͔Βɺిํ͍ͷศརͳؾ
ଜʹෆ͍ͯ͠ΔͷͰͳ͘ɺଜͷ๛͔͞Λ࣮ײͰ͖ΔΑ͏ͳॴΛͯݟΒͬͨΓɺΛฉ͍
ͨΓͰ͖ͳ͍͔ͱɺଜਓʹਘͶͯΈ͕ͨɺ͏·͘ฉ͖ग़͢͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨɻ
Ҫɹ୭Ͱɺࣗͷੜ׆͜Ε·Ͱ͖ͬͯͨ͜ͱΛୣΘΕΔͱͳΕ͠߅ɺकΖ͏ͱ͢Δͣ
ͩɻकΖ͏ͱ͢ΔͷɺՁΛݟग़͍ͯ͠Δ͔Β͕ͩɺΧϯϘδΞͷଜਓͷ߹ɺੵۃతʹࠓͷੜ
͠ʹ··ΛकΓ͍ͨʯɺʮͨΓલͩͬͨͷΛͦͷ׆Ͱͷ҆ఆͨ͠ੜ·ࠓΛબͿͱ͍͏ΑΓɺʮ׆
͓͖͍ͯͨʯͱ͍ͯͬئΔɺͱ͍͏ҹͩͬͨɻλΠͷଜਓͱൺΔͱݦஶ͕ͩɺΧϯϘδΞͰɺ
ଜਓ͔Βɺʮࠓ·Ͱͷੜ׆ΛୣΘΕͯେมͩʯͱ͍͏ओுग़ͯ͘Δ͕ɺʮࣗͨͪͷ͍ͯͬ࣋Δૉ
Β͍͠ͷΛͯݟ΄͍͠ʯͱ͍͏ओு͋·Γฉ͔Εͳ͔ͬͨɻ֎෦͔ΒདྷͨਓͨͪʹΞϐʔϧ
͢Δ͚ͩͷੵۃతͳՁΛݟग़͍ͤͯͳ͍ͷ͔ɺදݱͰ͖͍ͯͳ͍͚ͩͳͷ͔ɺஅͰ͖ͳ͔ͬͨɻ
ओு͕͔ͬ͠Γ͍ͯ͠ͳ͚Εɺࣗવݯࢿʹґଘ͢Δੜ׆ͷՁΛݟग़ͤͳ͍ਓͨͪͱͷೝࣝͷΪ
ϟοϓຒΊʹ͍ͩ͘Ζ͏ɻ։ൃ͕֎෦͔Βࠐͪ࣋·Εͯɺଜਓɺ͕ࣗͨͪकΖ͏ͱ͍ͯ͠Δ
ͷΛੵۃతʹ֎෦ʹઆ໌͠ͳ͚ΕͳΒͳ͘ͳͬͨɻͦͷͨΊʹɺͲ͏આ໌ͨ͠Β͍͍ͷ͔Λ
͋Δఔ͢Δඞཁ͕͋ΔɻͨΓલͩͱ͍ͨͯͬࢥͷͷՁΛͯ͠ݟൃ࠶ɺද͠ݱͳ͚Ε
ͳΒͳ͍ͷͩͱ͏ࢥɻ
ϑΟʔϧυௐࠪͷࢀՃऀʹɺࣗવݯࢿʹґଘ͢Δੜഁ͕׆յ͞ΕΔਂ͕͞ࠁΘΒͳ͔ͬͨͱ͠

ͨΒɺࡏݱͷதࠃͰ։ൃʹର͢ΔߠఆతͳՁࢧ͕؍తͳ͜ͱͱɺΧϯϘδΞͷଜਓ͕ͨͪࣗવ
ͳ͍ɺͱ͍͏͕ཧ༝͍͚ͩͯͭݟ༿ΛݴͷՁʹ͍ͭͯ֎෦ͷਓʹઆ໌͢Δ׆ґଘ͢Δੜʹݯࢿ
ͬͨͷ͔Εͳ͍ɻ
͋ͪ࣋ʹΛ͢ͰࢹͷՁΛཧղ͢Δ׆ґଘ͢ΔੜʹݯࢿՃऀɺࣗવࢀͷࠃɹ·ͱΊΔͱɺؖڮߴ
Θ͍ͤͯͨɻதࠃͷࢀՃऀɺͦͷͷཧղʹۤ࿑͍͕ͯͨ͠ɺཧղ͠Α͏ͱྗ͍ͯͨ͠ɻத
ߠͰ։ൃʹର͢ΔࠃɺதࡏݱͷՁͷཧղʹۤ৺͢Δͷɺ׆ґଘ͢ΔੜʹݯࢿՃऀ͕ࣗવࢀͷࠃ
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ͨɺࠃͰଟ͘ͷࣾձΛ๊͍͑ͯΔͷͰɺւ֎ͷʹΛ͚Δͷ͍͠ͱͷ͜ͱͩͬ
ͨɻͨͩɺए͍ੈɺւ֎ͰͷதࠃۀاͷߦಈͷͨΊʹࣗࠃͷΠϝʔδ͕ѱ͘ͳΔ͜ͱΛ
Α͓ͯͬ͘ࢥΒͣɺͦ͏ͨ͠ࢹ͔Βɺதࠃۀاͷߦಈʹݒ೦Λ͍ͯͬ࣋Δͱͷ͜ͱͩͬ
ͨɻଜͷ๛͔ͳੜ׆ਫ਼ྶ৴ڼΛཧղͯ͠Β͏͜ͱࠔͩΖ͏͕ɺए͍ੈΛରʹͯ͠ɺத
ಈΛ௨ͯ͡ɺωοτϫʔΫԽ͕ਤΕͳ͍͔׆Δͱ͍ͬͨ͢ىשಈʹ͍ͭͯҙࣝΛߦͷۀاࠃ
ͱͨ͑ߟɻ
ҪɹࢀՃऀɺ;ΓฦΓͷͰɺͦΕͧΕͷࢢຽࣾձʹ͍ͯ͠ࡏΔ՝Λͯ͘͠Εͨɻ
ʮؖࠃͰɺӳޠͷͰ͖ΔӡಈՈ͕গͳ͍ͨΊɺւ֎ͷʹΛ͚ΒΕͳ͍ʯͱ͍͏ൃ͕ݴҹ
ʹ͍ͯͬΔɻதࠃͰɺʮʹରͯ͠൷͢ΔϝσΟΞ͕গͳ͍ʯɺʮ൷͢Δ͜ͱࣗମ͕ࠔʯ
ͱ͍࣏ͬͨతεϖʔεͷ੍͕ਂͨͬͩ͏ͦࠁɻϝίϯɾΥον͕ؖࠃதࠃͷࢢຽஂମͱ׆
ಈ͢Δࡍʹɺ͜͏ͨ͠՝ແࢹͰ͖ͳ͍ͰɺʮͦΕͧΕͷࢢຽࣾձ͕͍ͯͬ࣋Δಛʯͱݴ
͍͔͑ͯΑ͍ͩΖ͏ɻ
ల͖ͯͨ͠ͷͰൃࡁܦʹٸͷΑ͏ͩɻ͖ɺ͔ͳΓ͍ͯͯࣅͷຊͱࠓɺࣾձશମ͕ࠃؖ

ੈ࣍Խ͍ͯ͠ΔͷͩΖ͏ɻ·ͨɺӡಈՈͷੈؒͷ֨ࠩɺࡏݦ͕ࠃͳͲͷࡴԽɺࣗྸߴ
Λ͖ͪΜͱҭͯΑ͏ͱ͠ͳ͍ͱ͍͕͍ͬͨ͋ͬͯͨɻதࠃͰɺ࣏తͳεϖʔεʹ੍
͕͋Δ͜ͱɺ։ൃʹର͢ΔՁ؍ͷҧ͍Λ௧ͨ͠ײɻͪ͜Β͕͍ͯͬࢥΔҎ্ʹɺ։ൃશൠʹର͠
ͯϓϥεͷՁ؍Λ͍ͯͬ࣋ΔΑ͏ͩɻͦΕΛຒΊ͍ͯ͘ͷ͕ޙࠓͷ՝ͩΖ͏ɻ
ࠃͱʹਓͼͱͷؔ৺ࠃɺதࠃຽࣾձ͕໘͢Δ՝͕ු͖ூΓʹͳͬͨɻؖࢢɹͦΕͧΕͷڮߴ
ʹ͍͔ͯͬΔΑ͏Ͱɺ͜ͷຊͱڞ௨͍ͯͨ͠ɻதࠃͰɺࢢຽӡಈϝσΟΞ͕
ࠃΔΑ͏ͩɻ͕ؖ͋؍ͱʹՃ͑ͯɺ։ൃʹରͯ͠ѹతͳϓϥεͷՁ͍͜ڱಈ͢Δεϖʔε͕׆
Ͱɺྺ࢙తͳಠࡋɾຽओԽӡಈ͕/(0ηΫλʔͷ֦େʹసԽ͢ΔաఔͰੈؒ֨ࠩͳͲ͕՝
ͱͳ͍ͬͯΔɻͦΕͧΕͷࢢຽࣾձͷಛΛྀͨ͠ߟωοτϫʔΫԽ͕·ΕΔɻ

ʕʕϝίϯɾΥονͷޙࠓͷ৫ɾ׆ಈΛ্͍ͯ͑͘ߟͰɺߟࢀͱͳΔ࣮ࣄҙݟͱͯ͠ͲͷΑ͏
ͳͷ͕͔͋ͬͨʁ

ɹΧϯϘδΞͷଜਓڮߴ �41/ ͕ɺ֎෦͔Βͷ๚ऀΛड͚ೖΕΔ͜ͱʹ͍ͨͯͬࢥ΄Ͳ͕ݧܦͳ
͍͜ͱ͕͖ͬΓͨ͠ɻؖࠃͷࢀՃऀ͔Βɺʮޙࠓɺ๚͢Δଜର͢ΔଜਓͷݧܦʹΑͬͯ
ରͷΛ͚ͯɺ֎෦ऀͱͷձ߹ͷݧܦͷগͳ͍ଜਓͷҙݟௌ͚ΔΑ͏ʹͨ͠Βྑ͍ͷͰʯ
ͱ͍͏ఏҊ͕͋ͬͨɻଜਓΛ͚ͳ͍·Ͱɺͪ͜Β͕ฉ͖͍ͨ͜ͱ࣭༰ɺਐΊํͳͲΛࣄ
લʹ͕ۀ࡞͓ͯ͘͠౼ݕඞཁͩͱͨ͡ײɻ
Ҫɹ֎෦ऀͷୡɺͪͨࢲͷ՝Ͱ͋Δ͕ɺ�41/ɺଜଆͷ՝Ͱ͋Δͱ͏ࢥɻϝίϯɾ
Υον͚ͩͷ՝Ͱ͑ݴɺύΫϜϯμϜͷྫࣄͱൺֱ͢ΔͱɺݱͰ 1�Ҏ্ؔΘ͖ͬͯͨ
ελοϑͷ׆ಈͷՌͱͯ͠ɺ୭ʹԿΛฉ͚͍͍͔Θ͔͍ͬͯΔɻ�4 ྲྀҬͰɺ·ͩͦͷϨϕϧ
ʹୡ͍ͯ͠ͳ͍ɻؒ࣌ͷઙ͞ɺޠݴͷͳͲ͕ࠜఈʹ͋ΔͩΖ͏ɻࠓ͍͔ͨͨ͠ͳ͍ͱͯ͠ɺ
ϜϯྲྀҬͷ׆ಈϨϕϧʹ·Ͱ͏͍ͯͬ࣋͜ͱ͢ΕɺϥλφΩϦͰΔ͖͜ͱͨ͘͞Μ͋Δɻ
ͷࠃɺͱΓΘ͚ؖࠃؖࠃɹதڮߴ /(0ͱɺ։ൃۚࢿʹؔΘΔڥɾࣾձྀࡦͷڧԽͳͲɺ
ΒΕͨɻΧϯϘδΞͷଜਓʹɺ֎෦ऀʹରͯࣗͨ͠͡ײಇ͢Δҙ͕ٛڠ௨ͷ՝ΛΊ͙ͬͯڞ
ͪͷݟղΛޮՌతʹ͑ΔྗͷڧԽΛࢧԉ͢Δඞཁ͕͋Δͱͨͬࢥɻ

̏� ̑��Ռͱ܇ڭ
ɹ
ɹ·ͣɺλΠͱΧϯϘδΞͰͷϑΟʔϧυௐࠪΛ௨ͯ͡ɺࢀՃऀͦΕͧΕ͕ɺμϜ։ൃʹΑΔਓͼͱ
ͷΒ͠ͷӨڹʹର͢ΔཧղΛਂΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻࣄલʹ֬ೝͨ͠ࢀՃऀͷظͱɺ;ΓฦΓͷ



��

ձ߹ͰͷൃݴΛൺֱ͢Δͱɺʢ1ʣதࠃɺؖࠃͷࢢຽࣾձʹ͑Δ܇ڭΛಘΔ͜ͱɺʢ�ʣϝίϯՏྲྀҬ
ʹ͓͚ΔΞυϘΧγʔ׆ಈͷͻͱͭͷ͋Γํͱͯ͠ϝίϯɾΥονͷݧܦΛΔ͜ͱɺʢ�ʣؖ ɺࠃɺதࠃ
ຊɺϝίϯՏྲྀҬͷ/(0͕ͱʹݱΛ๚͢Δ͜ͱͰɺڠಇͷՄੑΛ୳Δ͜ͱͱ͍ͬͨͰɺ
త͋Δఔୡ͞ΕͨͱࢥΘΕΔɻதࠃͷϝσΟΞͱ/(0ɺؖ ͷࠃ /(0͔ΒͷࢀՃऀͦΕͧΕ͕ɺ
ϑΟʔϧυௐࠪͷՌͱ܇ڭΛ͔͢׆۩ମతͳ׆ಈΛݟग़͠ɺকདྷతͳڠಇͷՄੑΛٞ͢Δ͜ͱ
Ͱ͖ͨɻ
ҰํͰɺϝίϯՏͷਫݯࢿΛΊ͙ΔҬؒྗڠɺڥࠃΛӽ͑ͨڥʹର͢ΔҬॅຽͷࢹ

ʹ͍ͭͯɺࢀՃऀͷظ΄ͲʹٞͷΛఏڙͰ͖ͳ͔ͬͨɻ·ͨɺݶΒΕͨͷࢀՃऀͷൃݴ
ΛͬͯɺͦΕͧΕͷࠃͷશମ૾Λਪ͠ྔΔʹϦεΫ͕͋Δ͕ɺࠓճͷࢀՃऀʹ͑ݴͯͬݶɺؖ
ͨࢲ೦ʹ͍ͭͯɺݒΒ͠ͷՁͦΕΛഁյ͢Δ։ൃͷͨࠜ͟͠ʹݯࢿՃऀ͕ɺࣗવࢀΒͷ͔ࠃ
ͪͱ͍ۙࢹΛ͍ͯͬ࣋Δͷʹର͠ɺத͔ࠃΒͷࢀՃऀɺࡁܦΛ͏։ൃΛલఏͱͯ͠ɺ։ൃ
ΓɺϝίϯɾΥον͕ϑΟʔϧυௐࠪΛ௨͕ͯ͑͋͡Δ͍ͯݟΛڹɾࣾձӨڥΑΔʹۀࣄ
͔ͨͬͨࣗવݯࢿͱॅຽͷΒ͠ͱͷؔͷ͋ΓํͦͷՁʹ͍ͭͯɺ͖͑Εͳ͔͕ͬͨ͋ײΔɻ
͜ΕΒͷʹ͍ͭͯɺୈ̑ষͷ·ͱΊͰ͞ΒʹਂΊ͍ͨɻ

【脚注】

1　 国名をあいうえお順に並べ、各国内で団体名をアルファベット順に並べた。

�　 コーン・チー・ムンಋ水ܭըにͭいては、http���XXX�mekongXatch�org�report�tC�channel�html を参র

。してʮγリントンダムʯと改名しているףタイ国Ԧঁの名を、ޙΕたが、ͦのݺは、ʮラムドムϊイ水力ൃిダムʯと࣌ઃݐ 　�

�　 ダムݐઃ࣌のॅ民のݧܦにͭいては、ҎԼを参র。http���XXX�mekongXatch�org�report�thailand�sirinthorn�html（日本ޠ）http���

XXX�internationalrivers�org�Clogs�����sirindhorn�dam�a⒎ected�communities�still�seeking�Kustice�and�compensation（ӳޠ）

�　 Өॅڹ民のが多く、ෳのάルーϓがଘ在し、ิঈは·ͩ行きΘたっていない。フィールド調査࣌、ॅ民のิঈཁٻ運動はґવとし

てଓいていた。

�　 メコン・Υッチは、���� ࠒ、ੈ քۜ行の日本ཧ事ࣨをಜするࡒল（࣌は、大ଂল）に、͜ の࣌のهにͭいてい合Θͤたが、

ʮࢿྉはっていないʯとのճをडけた。

�　 World Bank 	1���
 Recent &Yperience Xith Involuntary Resettlement� Thailand � 1ak .un� http���documents�XorldCank�org�curated�

en�1��������������recent�eYperience�involuntary�resettlement�thailand�pak�mun

�　 ྲྀΕࠐみࣜ（run�of�river）のダムとは、大きなஷ水を持たͣに、Տྲྀྔを利༻してൃిするため環境に༏しいと͞Εるが、実際には、

をͤきࢭめる͜とで生態系に多大なӨڹをもたらす。

�　 タイޠで、ʮॅ民による調査ʯのҙຯ

Εた調査は、タイの͞ࢪで実·ࠓ 　�1 NGO、-iving River 4iam の )1 に掲͞ࡌΕている（本จは、タイޠ。Ұ෦にӳޠのࢿྉがあり）。

http���XXX�livingriversiam�org�en�tCr�htm を参র

11　 カンボジアޠで、ʮॅ民による調査ʯのҙຯ

1�　 � ՏのӳޠදهがいͣΕも z4z で࢝·るため、ʮ�4ʯと૯শ͞Εる。

1�　 ��1�  � ݄ 1� 日ʙ 1� 日、ؖ国Տ水ݯネットワーク（,orea NetXork for River and Watershed）が、ιルで開࠵したୈ 1� ճՏ

の日࣍会ٞ（1�th ,orea River %ay 4eoul Conference ��1�）では、�41N とメコン・Υッチ͔らද各 1 名がটᡈ͞Ε、参加したؖ国の

。業の関༩にͭいてし合う機会があったا・民とメコンՏ開ൃの現ঢ়やؖ国政ࢢ

��

ͨɺࠃͰଟ͘ͷࣾձΛ๊͍͑ͯΔͷͰɺւ֎ͷʹΛ͚Δͷ͍͠ͱͷ͜ͱͩͬ
ͨɻͨͩɺए͍ੈɺւ֎ͰͷதࠃۀاͷߦಈͷͨΊʹࣗࠃͷΠϝʔδ͕ѱ͘ͳΔ͜ͱΛ
Α͓ͯͬ͘ࢥΒͣɺͦ͏ͨ͠ࢹ͔Βɺதࠃۀاͷߦಈʹݒ೦Λ͍ͯͬ࣋Δͱͷ͜ͱͩͬ
ͨɻଜͷ๛͔ͳੜ׆ਫ਼ྶ৴ڼΛཧղͯ͠Β͏͜ͱࠔͩΖ͏͕ɺए͍ੈΛରʹͯ͠ɺத
ಈΛ௨ͯ͡ɺωοτϫʔΫԽ͕ਤΕͳ͍͔׆Δͱ͍ͬͨ͢ىשಈʹ͍ͭͯҙࣝΛߦͷۀاࠃ
ͱͨ͑ߟɻ
ҪɹࢀՃऀɺ;ΓฦΓͷͰɺͦΕͧΕͷࢢຽࣾձʹ͍ͯ͠ࡏΔ՝Λͯ͘͠Εͨɻ
ʮؖࠃͰɺӳޠͷͰ͖ΔӡಈՈ͕গͳ͍ͨΊɺւ֎ͷʹΛ͚ΒΕͳ͍ʯͱ͍͏ൃ͕ݴҹ
ʹ͍ͯͬΔɻதࠃͰɺʮʹରͯ͠൷͢ΔϝσΟΞ͕গͳ͍ʯɺʮ൷͢Δ͜ͱࣗମ͕ࠔʯ
ͱ͍࣏ͬͨతεϖʔεͷ੍͕ਂͨͬͩ͏ͦࠁɻϝίϯɾΥον͕ؖࠃதࠃͷࢢຽஂମͱ׆
ಈ͢Δࡍʹɺ͜͏ͨ͠՝ແࢹͰ͖ͳ͍ͰɺʮͦΕͧΕͷࢢຽࣾձ͕͍ͯͬ࣋Δಛʯͱݴ
͍͔͑ͯΑ͍ͩΖ͏ɻ
ల͖ͯͨ͠ͷͰൃࡁܦʹٸͷΑ͏ͩɻ͖ɺ͔ͳΓ͍ͯͯࣅͷຊͱࠓɺࣾձશମ͕ࠃؖ

ੈ࣍Խ͍ͯ͠ΔͷͩΖ͏ɻ·ͨɺӡಈՈͷੈؒͷ֨ࠩɺࡏݦ͕ࠃͳͲͷࡴԽɺࣗྸߴ
Λ͖ͪΜͱҭͯΑ͏ͱ͠ͳ͍ͱ͍͕͍ͬͨ͋ͬͯͨɻதࠃͰɺ࣏తͳεϖʔεʹ੍
͕͋Δ͜ͱɺ։ൃʹର͢ΔՁ؍ͷҧ͍Λ௧ͨ͠ײɻͪ͜Β͕͍ͯͬࢥΔҎ্ʹɺ։ൃશൠʹର͠
ͯϓϥεͷՁ؍Λ͍ͯͬ࣋ΔΑ͏ͩɻͦΕΛຒΊ͍ͯ͘ͷ͕ޙࠓͷ՝ͩΖ͏ɻ
ࠃͱʹਓͼͱͷؔ৺ࠃɺதࠃຽࣾձ͕໘͢Δ՝͕ු͖ூΓʹͳͬͨɻؖࢢɹͦΕͧΕͷڮߴ
ʹ͍͔ͯͬΔΑ͏Ͱɺ͜ͷຊͱڞ௨͍ͯͨ͠ɻதࠃͰɺࢢຽӡಈϝσΟΞ͕
ࠃΔΑ͏ͩɻ͕ؖ͋؍ͱʹՃ͑ͯɺ։ൃʹରͯ͠ѹతͳϓϥεͷՁ͍͜ڱಈ͢Δεϖʔε͕׆
Ͱɺྺ࢙తͳಠࡋɾຽओԽӡಈ͕/(0ηΫλʔͷ֦େʹసԽ͢ΔաఔͰੈؒ֨ࠩͳͲ͕՝
ͱͳ͍ͬͯΔɻͦΕͧΕͷࢢຽࣾձͷಛΛྀͨ͠ߟωοτϫʔΫԽ͕·ΕΔɻ

ʕʕϝίϯɾΥονͷޙࠓͷ৫ɾ׆ಈΛ্͍ͯ͑͘ߟͰɺߟࢀͱͳΔ࣮ࣄҙݟͱͯ͠ͲͷΑ͏
ͳͷ͕͔͋ͬͨʁ

ɹΧϯϘδΞͷଜਓڮߴ �41/ ͕ɺ֎෦͔Βͷ๚ऀΛड͚ೖΕΔ͜ͱʹ͍ͨͯͬࢥ΄Ͳ͕ݧܦͳ
͍͜ͱ͕͖ͬΓͨ͠ɻؖࠃͷࢀՃऀ͔Βɺʮޙࠓɺ๚͢Δଜର͢ΔଜਓͷݧܦʹΑͬͯ
ରͷΛ͚ͯɺ֎෦ऀͱͷձ߹ͷݧܦͷগͳ͍ଜਓͷҙݟௌ͚ΔΑ͏ʹͨ͠Βྑ͍ͷͰʯ
ͱ͍͏ఏҊ͕͋ͬͨɻଜਓΛ͚ͳ͍·Ͱɺͪ͜Β͕ฉ͖͍ͨ͜ͱ࣭༰ɺਐΊํͳͲΛࣄ
લʹ͕ۀ࡞͓ͯ͘͠౼ݕඞཁͩͱͨ͡ײɻ
Ҫɹ֎෦ऀͷୡɺͪͨࢲͷ՝Ͱ͋Δ͕ɺ�41/ɺଜଆͷ՝Ͱ͋Δͱ͏ࢥɻϝίϯɾ
Υον͚ͩͷ՝Ͱ͑ݴɺύΫϜϯμϜͷྫࣄͱൺֱ͢ΔͱɺݱͰ 1�Ҏ্ؔΘ͖ͬͯͨ
ελοϑͷ׆ಈͷՌͱͯ͠ɺ୭ʹԿΛฉ͚͍͍͔Θ͔͍ͬͯΔɻ�4 ྲྀҬͰɺ·ͩͦͷϨϕϧ
ʹୡ͍ͯ͠ͳ͍ɻؒ࣌ͷઙ͞ɺޠݴͷͳͲ͕ࠜఈʹ͋ΔͩΖ͏ɻࠓ͍͔ͨͨ͠ͳ͍ͱͯ͠ɺ
ϜϯྲྀҬͷ׆ಈϨϕϧʹ·Ͱ͏͍ͯͬ࣋͜ͱ͢ΕɺϥλφΩϦͰΔ͖͜ͱͨ͘͞Μ͋Δɻ
ͷࠃɺͱΓΘ͚ؖࠃؖࠃɹதڮߴ /(0ͱɺ։ൃۚࢿʹؔΘΔڥɾࣾձྀࡦͷڧԽͳͲɺ
ΒΕͨɻΧϯϘδΞͷଜਓʹɺ֎෦ऀʹରͯࣗͨ͠͡ײಇ͢Δҙ͕ٛڠ௨ͷ՝ΛΊ͙ͬͯڞ
ͪͷݟղΛޮՌతʹ͑ΔྗͷڧԽΛࢧԉ͢Δඞཁ͕͋Δͱͨͬࢥɻ

̏� ̑��Ռͱ܇ڭ
ɹ
ɹ·ͣɺλΠͱΧϯϘδΞͰͷϑΟʔϧυௐࠪΛ௨ͯ͡ɺࢀՃऀͦΕͧΕ͕ɺμϜ։ൃʹΑΔਓͼͱ
ͷΒ͠ͷӨڹʹର͢ΔཧղΛਂΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻࣄલʹ֬ೝͨ͠ࢀՃऀͷظͱɺ;ΓฦΓͷ
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ୈ̐ষɹϝίϯՏྲྀҬʹΒ͢ਓͼͱͷࣗવݯࢿཧͱར༻Λอো͢Δ։ൃࡦͱʁ
ɹʙϝίϯՏྲྀҬʹର͢Δ։ൃԉॿࡦͷ՝ͱࢢຽࣾձ͔Βͷఏݴʙ

ҎԼɺ��1� ɺຊ͕ൃදͨ͠ʮh άϦʔϯɾϝίϯʹ͚ͨ 1� ʱΠχγΞςΟϒʯ
ʹରͯ͠ɺୈ̎ষͰใͨ͠ࠂ ��1�  1� ݄ͷࡍࠃϫʔΫγϣοϓͰͷٞͳͲΛ౿·͑ɺ��1� 
�݄ɺʮh ຽʹΑΔάϦʔϯɾϝίϯɾΠχγΞςΟϒࢢ ɹɦϝίϯͷະདྷɺͪͨࢲͷະདྷʙϝίϯՏ
ྲྀҬ։ൃΛ͢ূݕΔ౦ΞδΞࢢຽωοτϫʔΫͷڧԽʹ͚ͯʯͱͯ͠·ͱΊͨจষͰ͋Δɻࡍࠃϫ
ʔΫγϣοϓͷՌͱͯ͠ɺ͜͜ʹհ͢Δ 1ɻ

ɹதࠃೆ౦෦ɺϏϧϚɺϥΦεɺλΠɺΧϯϘδΞɺϕτφϜΛྲྀΕΔࡍࠃՏϝίϯՏͷྲྀҬͰɺ
�ઍສਓͷਓͼͱ͕ɺՏྛʹ༝དྷ͢Δࣗવݯࢿʹґଘͨ͠ੜ׆Λଓ͚͍ͯΔɻ͔͠͠ɺࠓɺ
ϝίϯՏͷຊྲྀɾྲྀࢧҰଳͰɺਫྔͱਫ࣭͕ܶతʹมԽ͠ɺਫݯࢿ࢈ྛݮ͕ݯࢿগ͠ɺՏ؛Տ
Λܸ͠ɺ৯ܭͱੜ׆ͷྼԽɺਓͼͱͷੜݯࢿɾڥՄͳ͕ফ໓ͭͭ͋͠Δɻࣗવ࡞ߞͰޱ
ྉͷ҆શอোΛ༳Δ͕͠ɺઌॅɾগຽɺঁੑɺࢠͲɺࡁܦతශࠔͳͲɺࣾձతͳऑऀͷੜଘ
Λࠜఈ͔Β͔͔͠ڴͶͳ͍ɻࣗવڥɾݯࢿͷྼԽͷݪҼɺࡁܦ༏ઌͷҬ౷߹େن։ൃɺ
Խ͍ͯ͠Δ͕ɺྲྀࡶมಈͱ͍ͬͨཁҼՃΘͬͯɺ·͢·͢ෳީؾԽେྔফඅͳͲʹɺۀԽɾࢢ
ҬશମͰՃ͢Δେنਫྗൃిॴͷݐઃ͕ͱΓΘ͚େ͖ͳͱͳ͍ͬͯΔ �ɻ

ɹϝίϯՏྲྀҬͰɺେنਫྗൃిॴͷݐઃ͕ਐΉഎܠʹɺҎԼͷ՝͕͋Δɻ
ͷݯࢿͷՁɺࣗવ༷ࣜ׆ґଘͨ͠ੜʹݯࢿͷଆʹɺࣗવۀاઃΛਪਐ͢Δݐըɾܭ 1
ཧͷ൱͕ྲྀҬʹॅΉਓͼͱʹٴ΅͢Өڹʹର͢Δೝ͕ࣝेͰͳ͍ɻ

2 ैདྷͷۀઌਐࠃʹՃ͑ͯɺྲྀҬ֎ͷ৽͔ࠃڵΒɺଟֹͷ։ൃྲྀ͕ۚࢿೖ͍ͯ͠Δɻ
3 ྲྀҬͷॅຽɾࢢຽ͕ɺ։ൃΛΊ͙ΔҙܾࢥఆʹࢀՃ͢Δػձ͕ݶΒΕ͍ͯΔ �ɻ

ɾࣗવͷอશͱཧͷͨڥຽɺ͜Ε·ͰɺྲྀҬͷࣗવࢢϝίϯՏྲྀҬ֎ͷॅຽɾͪͨࢲ
Ίʹྗ͖͕ͯͨ͠ɺࠓɺΑΓൣʹɺີۓͰɺܧଓతͳωοτϫʔΫΛ௨ͯ͠׆ಈ͢ΔඞཁʹഭΒ
Ε͍ͯΔɻڥࠃΛӽ͑ͯࡏݦԽ͢ΔڥɾࣾձӨڹɺ৽͔ࠃڵΒͷྲྀۚࢿೖͱ͍ͬͨ՝ʹରॲ͢
ΔͨΊʹɺؔؒࠃͷॅຽɾࢢຽ͕ೝࣝΛڞ༗͠ɺڠಇ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻϝίϯՏྲྀҬʹΒ
͢ਓͼͱ͕ҭΜͰ͖ͨੜ༷ࣜ׆ܙΛଚॏͭͭ͠ɺऀؔۀاͱରΛਐΊɺྲྀҬͷະདྷΛ
Ώ͔ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻͯͬ࡞ܗ
ં͠ɺ����  11 ݄ɺຊɺϝίϯՏྲྀҬࠃʢதࠃΛͷͧ͘ʣͷ։ൃԉॿͷܧଓͷҰ

ͱͯ͠ɺʮh ͋;ΕΔϝίϯʢάϦʔϯɾϝίϯʣʹ͚ͨ 1�ʱΠχγΞςΟϒʯʢʮάϦʔϯɾ
ϝίϯɾΠχγΞςΟϒʯʣΛൃදͨ͠ �ɻάϦʔϯɾϝίϯɾΠχγΞςΟϒɺࣗવڥɺੜଟ
༷ੑɺਫݯࢿཧͷॏཁੑΛڧௐͭͭ͠ɺϝίϯՏͷࣗવڥɾྲྀ͕ݯࢿҬʹॅΉਓͼͱʹͨΒ
ࢢɻ·ͨɺྲྀҬ֎ͷॅຽɾ͍͕͍ͨݴɺࣾձɺจԽɺਫ਼ਆతՁΛแׅతʹଊ͍͑ͯΔͱࡁܦ͢
ຽ͕։ൃΛΊ͙ΔҙܾࢥఆʹࢀՃ͢ΔΈΛఏ͍ͯ͠ڙͳ͍ �ɻ͜ͷ··ͰɺάϦʔϯɾϝίϯɾ
ΠχγΞςΟϒͷޙࠓɺͱΓΘ͚ʮϝίϯྗڠͷͨΊͷ౦ژઓུʯʢ��1�  1� ݄ʣͰ͏ݴɺʮϝ
ίϯՏҕһձͷΈʹ͓͚ΔɺϝίϯՏຊྲྀͰͷਫྗൃిҊ݅ʹΑΔӨڹΛؚΉɺϝίϯՏͷ࣋ଓ
Մͳཧͱ։ൃʹؔ͢ΔௐࠪͷͨΊͷߦಈͱાஔʯ͕ͲͷΑ͏ʹਐల͢Δͷ͔͕ةͿ·ΕΔ �ɻͦ
͜Ͱɺͪͨࢲɺ͜Ε·Ͱͷ߹͍ʹͱ͖ͮɺʮࢢຽࣾձʹΑΔάϦʔϯɾϝίϯɾΠχγΞςΟϒʯ
ͱͯ͠ɺҎԼʹఏ͢ݴΔɻ͜ΕΒͷ՝͕ɺۀاΛ͡ΊɺϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃʹؔΘΔਓͼ
ͱͱͷରͷͰਅʹ͠߹ΘΕΔ͜ͱΛ͏ئɻ



��

1 ϝίϯՏྲྀҬʹॅΉਓͼͱͷੜ׆ɺੜܭɺੜ໋ɺՏɺྛɺͷͨΒࣗ͢વݯࢿʹਂ͘
ґଘ͢ΔɻϝίϯՏɺԿઍສͷॅຽΛ͑ࢧΔࡁܦɺࣾձɺจԽɺਫ਼ਆతͳՁΛͭ࣋ɻ͜ͷ
͜ͱΛɺϝίϯՏྲྀҬͷະདྷΛٞ͢Δࡍͷࠜఈʹਾ͑Δ͖Ͱ͋Δɻ

2 ϝίϯՏͷࣗવڥɾݯࢿͷ࣮ଶͱՁશʹ໌Β͔ʹͳ͍ͬͯͳ͍ɻ͕ࣝݟෆे
ͳͰੵۃతʹௐࠪΛ͍ߦɺͱΓΘ͚ॅຽ͕ओମతʹ͏ߦௐࠪʹɺࢧԉΛఏ͢ڙ͖Ͱ͋Δɻ

3 େن։ൃɺͱΓΘ͚ਫྗൃిॴͷݐઃɺࣗવڥɾݯࢿΛഁյ͠ɺྲྀҬͷॅຽɺͱ͘ʹઌॅɾ
গຽɺঁੑɺࢠͲɺࡁܦతශࠔͳͲͷੜଘΛ͔͢ڴɻ౦λΠɾύΫϜϯμϜΛ͡Ίɺ
ͦ͏࣮ͨ͠ྫɺྲྀҬͰ͢Ͱʹଘ͢ࡏΔɻ͜͏࣮ͨ͠ྫ͔Β܇ڭΛֶͿ͖Ͱ͋Δɻ

ධՁʢ4USBUFHJD�&OWJSPONFOUBM�"TTFTTNFOUڥઓུతͨ͠ࢪ3$͕࣮. 4 ʹ 4&"ʣͷఏݴʢʮຊྲྀμ
ϜʹؔΘΔܾఆ 1�ؒԆ͢ظ͖Ͱ͋Δʯʣʹ͋ΔΑ͏ʹ �ɺϝίϯՏຊྲྀͰͷਫྗൃిॴ
ͷݐઃɺแׅతͳௐ͕࣮ࠪ͞ࢪΕΔ·ͰԆ͢ظ͖Ͱ͋Δɻ

ఆɺࡦͷࡦ؇ڹΛͨΒ͢ͱͱʹɺӨྲྀҬͷॅຽʹਙେͳඃڹɾࣾձӨڥΛӽ͑ͨڥࠃ 5
߹ҙɺ࣮͕ࢪඇৗʹࠔͰ͋ΔɻਫྗൃిॴͷڥӨڹධՁʢ&OWJSPONFOUBM�*NQBDU�"TTFTTNFOU
ʹ &*"ʣʹɺظతɾྦྷੵతͳӨڹͱͱʹɺڥࠃΛӽ͑ΔڥɾࣾձӨڹͷධՁΛ͚ٛɺ
ඃࡏݦ͕Խͨ͠ࡍͷ؇ࡦΛඋ͓͖ͯ͘͠Ͱ͋Δɻ

6 ྲྀҬॾࠃͰɺ։ൃΛΊ͙ΔҙܾࢥఆʹෆՄܽͳຽओత੍ͱखଓ͖ɺͱΓΘ͚ใެ։ɺදݱ
ͷࣗ༝ɺॅຽࢀՃɺۀاͷΞΧϯλϏϦςΟ͕ेʹཱ֬͞Ε͍ͯͳ͍ɻेͳใΛ
దͳλΠϛϯάͱํ๏Ͱެ։͠ɺ࣮࣭ͷͱͳͬͨॅຽࢀՃ͕࣮͢ݱΔΑ͏ɺ·ͨɺ͞·͟·
ͳҙݟΛൃ͢Δॅຽɾࢢຽ͕ڴഭѹͱ͍ͬͨਓݖ৵۰ʹΘͳ͍Α͏ɺ੍खଓ͖Λඋ
͖͢Ͱ͋Δɻ

7 .3$ ʹ্ྲྀࠃͷதࠃͱϏϧϚ͕ਖ਼ࣜʹՃໍ͓ͯ͠Βͣɺٞڠखଓ͖ 8 ʹෆेͳ͕ଟ͍ɻ
αΠϠϒϦμϜܭըͰɺॅຽɾࢢຽͷҙݟ͔Γ͔ɺΧϯϘδΞɺϕτφϜ྆Ճໍࠃͷ
ରݒ೦ͷΛөͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨɻࡏݱͷٞڠखଓ͖ͷ՝Λ͠ূݕɺՃໍ͕ࠃվ
ળʹ߹ҙ͢Δ·Ͱɺ.3$ʹ͓͍ͯਫྗൃిॴܭըʹ͍ͭͯٞ͢ڠΔ͖Ͱͳ͍ɻ

8 ։ൃΛΊ͙Δҙܾࢥఆɺॅຽͷ౷తͳܙɺৗͷݧܦʹͱͮ͘ߟɺͦͯ͠ઐՈʹΑ
ΔௐࠪͳͲɺݱଘ͢ΔใݟΛ͖ͪΜͱੳͨ͠͏͑ͰɺԼ͞ΕΔ͖Ͱ͋Δɻ

9 ਫྗൃిॴݐઃͷࠜڌͱͳΔిྗधཁɺެ։ɾಁ໌ੑͷ͍ߴखଓ͖Λ௨ͯ͠༧ଌ͢Δ͜ͱͰɺ
ಛఆͷਓͼͱͷརࢥͰͳ͘ɺΑΓ࣮ݱతͳిྗ։ൃܭըΛ࡞͢Δج൫ʹͳΔɻಉ࣌ʹɺ
ిྗ։ൃܭըࡦɺܕࢄͰ࠶ੜՄͳిྗݯधཁௐΛͱʹࡦఆ͞ΕΔ͖Ͱ͋Δɻ

10 ʮಁ໌ʯͰʮ࣋ଓՄʯͳਫྗൃిͱ͍ͬͨ֓೦ɺڕಓͳͲͷٕज़͍·ͩʹఆ͕͍ٛ͋·͍Ͱɺ
ޮՌͷূݕෆेͰ͋Δɻͱ͘ʹڕಓʹ͍ͭͯɺࡏݱͷٕज़ͷਫ४ͰɺϝίϯՏͷ๛ͳਫ
ͷอશෆՄͳ͜ͱ͕໌Β͔ʹͳ͍ͬͯΔɻϝίϯՏ։ൃΛɺޮՌͷٙΘ͍֓͠೦ٕݯࢿ࢈
ज़ͷ࣮ݧʹ͢Δ͜ͱආ͚Δ͖Ͱ͋Δɻ

Ҏ্ͷఏݴΛ࣮͢ݱΔͨΊʹɺྲྀͪͨࢲҬ֎ͷॅຽɾࢢຽɺҎԼͷ׆ಈΛਐΊͯΏ͘ɻ

1 ϝίϯՏྲྀҬͷࣗવڥɾݯࢿΛ࣋ଓతʹ׆༻ɾཧ͍ͯ͠ΔਓͼͱͷࣝܙΛະདྷʹੜ͔
͢ํ๏ɾઓུΛ໌Β͔ʹ͢Δɻ

2 ࣗવڥɾݯࢿͱੜ׆ɾੜଘͱͷີͳͭͳ͕ΓͱͦͷՁɺͦͷରۃʹ͋Δɺڥɾݯࢿͷྼ
ԽʹΑΔࡁܦɺࣾձɺจԽɺਫ਼ਆ্ͷଛࣦʹ͍ͭͯɺ͋ΒΏΔػձΛ௨ͯ͠ɺྲྀҬ֎ͷɾ
ΊͯΏ͘ɻٻຽͷཧղΛࢢΑͼҰൠ͓ऀؔۀا

3 ॅຽɾࢢຽͷݧܦɺܙɺ૾ྗΛͯ͠ۦɺෳࡶԽ͢Δڥɾࣾձอޢͷ՝ʹରॲ͢ΔΑ͏ɺ
౦ΞδΞͷࠃʑͰɺϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃΛٞڠɾ͢ূݕΔωοτϫʔΫΛڧԽ͢Δɻ

�8

ୈ̐ষɹϝίϯՏྲྀҬʹΒ͢ਓͼͱͷࣗવݯࢿཧͱར༻Λอো͢Δ։ൃࡦͱʁ
ɹʙϝίϯՏྲྀҬʹର͢Δ։ൃԉॿࡦͷ՝ͱࢢຽࣾձ͔Βͷఏݴʙ

ҎԼɺ��1� ɺຊ͕ൃදͨ͠ʮh άϦʔϯɾϝίϯʹ͚ͨ 1� ʱΠχγΞςΟϒʯ
ʹରͯ͠ɺୈ̎ষͰใͨ͠ࠂ ��1�  1� ݄ͷࡍࠃϫʔΫγϣοϓͰͷٞͳͲΛ౿·͑ɺ��1� 
�݄ɺʮh ຽʹΑΔάϦʔϯɾϝίϯɾΠχγΞςΟϒࢢ ɹɦϝίϯͷະདྷɺͪͨࢲͷະདྷʙϝίϯՏ
ྲྀҬ։ൃΛ͢ূݕΔ౦ΞδΞࢢຽωοτϫʔΫͷڧԽʹ͚ͯʯͱͯ͠·ͱΊͨจষͰ͋Δɻࡍࠃϫ
ʔΫγϣοϓͷՌͱͯ͠ɺ͜͜ʹհ͢Δ 1ɻ

ɹதࠃೆ౦෦ɺϏϧϚɺϥΦεɺλΠɺΧϯϘδΞɺϕτφϜΛྲྀΕΔࡍࠃՏϝίϯՏͷྲྀҬͰɺ
�ઍສਓͷਓͼͱ͕ɺՏྛʹ༝དྷ͢Δࣗવݯࢿʹґଘͨ͠ੜ׆Λଓ͚͍ͯΔɻ͔͠͠ɺࠓɺ
ϝίϯՏͷຊྲྀɾྲྀࢧҰଳͰɺਫྔͱਫ࣭͕ܶతʹมԽ͠ɺਫݯࢿ࢈ྛݮ͕ݯࢿগ͠ɺՏ؛Տ
Λܸ͠ɺ৯ܭͱੜ׆ͷྼԽɺਓͼͱͷੜݯࢿɾڥՄͳ͕ফ໓ͭͭ͋͠Δɻࣗવ࡞ߞͰޱ
ྉͷ҆શอোΛ༳Δ͕͠ɺઌॅɾগຽɺঁੑɺࢠͲɺࡁܦతශࠔͳͲɺࣾձతͳऑऀͷੜଘ
Λࠜఈ͔Β͔͔͠ڴͶͳ͍ɻࣗવڥɾݯࢿͷྼԽͷݪҼɺࡁܦ༏ઌͷҬ౷߹େن։ൃɺ
Խ͍ͯ͠Δ͕ɺྲྀࡶมಈͱ͍ͬͨཁҼՃΘͬͯɺ·͢·͢ෳީؾԽେྔফඅͳͲʹɺۀԽɾࢢ
ҬશମͰՃ͢Δେنਫྗൃిॴͷݐઃ͕ͱΓΘ͚େ͖ͳͱͳ͍ͬͯΔ �ɻ

ɹϝίϯՏྲྀҬͰɺେنਫྗൃిॴͷݐઃ͕ਐΉഎܠʹɺҎԼͷ՝͕͋Δɻ
ͷݯࢿͷՁɺࣗવ༷ࣜ׆ґଘͨ͠ੜʹݯࢿͷଆʹɺࣗવۀاઃΛਪਐ͢Δݐըɾܭ 1
ཧͷ൱͕ྲྀҬʹॅΉਓͼͱʹٴ΅͢Өڹʹର͢Δೝ͕ࣝेͰͳ͍ɻ

2 ैདྷͷۀઌਐࠃʹՃ͑ͯɺྲྀҬ֎ͷ৽͔ࠃڵΒɺଟֹͷ։ൃྲྀ͕ۚࢿೖ͍ͯ͠Δɻ
3 ྲྀҬͷॅຽɾࢢຽ͕ɺ։ൃΛΊ͙ΔҙܾࢥఆʹࢀՃ͢Δػձ͕ݶΒΕ͍ͯΔ �ɻ

ɾࣗવͷอશͱཧͷͨڥຽɺ͜Ε·ͰɺྲྀҬͷࣗવࢢϝίϯՏྲྀҬ֎ͷॅຽɾͪͨࢲ
Ίʹྗ͖͕ͯͨ͠ɺࠓɺΑΓൣʹɺີۓͰɺܧଓతͳωοτϫʔΫΛ௨ͯ͠׆ಈ͢ΔඞཁʹഭΒ
Ε͍ͯΔɻڥࠃΛӽ͑ͯࡏݦԽ͢ΔڥɾࣾձӨڹɺ৽͔ࠃڵΒͷྲྀۚࢿೖͱ͍ͬͨ՝ʹରॲ͢
ΔͨΊʹɺؔؒࠃͷॅຽɾࢢຽ͕ೝࣝΛڞ༗͠ɺڠಇ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻϝίϯՏྲྀҬʹΒ
͢ਓͼͱ͕ҭΜͰ͖ͨੜ༷ࣜ׆ܙΛଚॏͭͭ͠ɺऀؔۀاͱରΛਐΊɺྲྀҬͷະདྷΛ
Ώ͔ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻͯͬ࡞ܗ
ં͠ɺ����  11 ݄ɺຊɺϝίϯՏྲྀҬࠃʢதࠃΛͷͧ͘ʣͷ։ൃԉॿͷܧଓͷҰ

ͱͯ͠ɺʮh ͋;ΕΔϝίϯʢάϦʔϯɾϝίϯʣʹ͚ͨ 1�ʱΠχγΞςΟϒʯʢʮάϦʔϯɾ
ϝίϯɾΠχγΞςΟϒʯʣΛൃදͨ͠ �ɻάϦʔϯɾϝίϯɾΠχγΞςΟϒɺࣗવڥɺੜଟ
༷ੑɺਫݯࢿཧͷॏཁੑΛڧௐͭͭ͠ɺϝίϯՏͷࣗવڥɾྲྀ͕ݯࢿҬʹॅΉਓͼͱʹͨΒ
ࢢɻ·ͨɺྲྀҬ֎ͷॅຽɾ͍͕͍ͨݴɺࣾձɺจԽɺਫ਼ਆతՁΛแׅతʹଊ͍͑ͯΔͱࡁܦ͢
ຽ͕։ൃΛΊ͙ΔҙܾࢥఆʹࢀՃ͢ΔΈΛఏ͍ͯ͠ڙͳ͍ �ɻ͜ͷ··ͰɺάϦʔϯɾϝίϯɾ
ΠχγΞςΟϒͷޙࠓɺͱΓΘ͚ʮϝίϯྗڠͷͨΊͷ౦ژઓུʯʢ��1�  1� ݄ʣͰ͏ݴɺʮϝ
ίϯՏҕһձͷΈʹ͓͚ΔɺϝίϯՏຊྲྀͰͷਫྗൃిҊ݅ʹΑΔӨڹΛؚΉɺϝίϯՏͷ࣋ଓ
Մͳཧͱ։ൃʹؔ͢ΔௐࠪͷͨΊͷߦಈͱાஔʯ͕ͲͷΑ͏ʹਐల͢Δͷ͔͕ةͿ·ΕΔ �ɻͦ
͜Ͱɺͪͨࢲɺ͜Ε·Ͱͷ߹͍ʹͱ͖ͮɺʮࢢຽࣾձʹΑΔάϦʔϯɾϝίϯɾΠχγΞςΟϒʯ
ͱͯ͠ɺҎԼʹఏ͢ݴΔɻ͜ΕΒͷ՝͕ɺۀاΛ͡ΊɺϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃʹؔΘΔਓͼ
ͱͱͷରͷͰਅʹ͠߹ΘΕΔ͜ͱΛ͏ئɻ
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【脚注】

。したߋやの൪߸などҰ෦を変هにあたって、ද࠶ 　1

�　 最ۙでは、をめ͙るฆ૪が大きなとなっている。͜Εは、民ؒࢿやࡁܦコンセッγϣンによる大نϓランテーγϣ

ンの運Ӧ、୯Ұ࡞のഓ、ܖ農業などがҾきىす利༻の変化、のઈ対・૬対的ෆがݪҼとなっている。·た、大ن

水力ൃి所のݐઃによる大なの水や大نなॅ民Ҡసも、をめ͙るฆ૪を生ͤ͡͞ている。ࢢ෦では、࢈業化がもたらす

大気、水、のԚછがਂࠁ化しており、ඃをडける人ͼともൣғにٴΜでいる、͞らに、メコンݍには、チϟオϓラϠーՏ、イラ

ワディ（ΤーϠワディ）、αルィン（タンルィン）といった大Տに༝དྷするࣗવ環境・ݯࢿにґଘしてらすॅ民も多い。͜

うした՝にऔり組む人ͼとともڠ働するඞཁがあるҰํで、͜͜にあげた提言の内༰には、ଞの՝にద༻Մなも多い。

�　 最ۙでは、環境や人権の保ޢをૌえる人ͼとがڴഭ、ѹ、͞ࡴΕる事件が目ཱͪ、参加の機会はむしΖڱめらΕていると言える。

�　 外ল（����  a）ʮୈ 1 ճ日本・メコンҬॾ国ट会ٞ౦ژએ言（Ծ༁）ʕڞ௨のൟӫするະདྷのための৽たなパートナーγッ

ϓのཱ֬ʕʯ（http���XXX�mofa�go�Kp�mofaK�area�K@mekong@k�s@kaigi�K@mekong��@ts@ka�html）を参র

�　 外  ল（����  C）ʮ 日 メ コ ン 行 動 ܭ ը ��（ Ծ ༁ ）ʯ（http���XXX�mofa�go�Kp�mofaK�area�K@mekong@k�s@kaigi�K@mekong��@��@

ka�html）では、ʮメコンՏの水ݯࢿཧଅ進に向けたڠ力ʯ、ʮメコンՏのߑ水・ׇ 水ཧٴͼ؇和ʯに言ٴしている。·た、外ল（��1� ）ʮά

リーン・メコンに向けた 1� ʯイニγアティϒに関する行動ܭըでは、ʮメコンՏҕһ会（.RC）によるׇ水ɼߑ水対策に関するϓϩジ

Σクトの実ࢪʦのʧ支援ʯ、ʮメコンՏの生多༷ੑ保全のҰ環としてɼメコンՏ୶水イルカ保ޢʯ、ʮメコンՏҕһ会を௨͡て૯合水ݯࢿ

ཧ（IWR.）のアϓϩーチʦのʧଅ進ʯに言ٴしている。

�　 外ল（��1� ）ʮ日メコンڠ力のための౦ژઓུ ��1�（Ծ༁）ʯ（http���XXX�mofa�go�Kp�mofaK�area�K@mekong@k�s@kaigi���Koint@

statement@Kp��html）を参র

 จは、z%ecisions on mainstream dams should Ce deferred for a period of ten yearsʜXith revieXs every three years to ensure thatݪ 　�

essential deferment ʖ period activities are Ceing conducted e⒎ectivelyz�（International Centre for &nvironmental .anagement� ��1�� 

4trategic &nvironmental "ssessment of )ydropoXer on the .ekong .ainstream� Final Report .ekong River Commission、�� ท http���

XXX�cdri�org�kh�shdmekong���4trategic���&nvironmental���"ssessment���Final���Report@.RC�pdf）

�　 ʮࠂ、事લٞڠ、合ҙखଓきʯ（1rocedures for Notipcation 1rior Consultation and "greement ＝ 1N1C"）とݺΕるٞڠखଓきは、

1��� のʮメコンڠʯ（.ekong "greement）ୈ � 条にもとͮき、加ໍ国に՝͞Εたखଓき্のٛである。加ໍ国は、メコンՏ本ྲྀ

における開ൃ事業に関して、.RC にࠂしたうえで、合ಉでਫ਼査・ٞڠを行い、ͦの事業の実ࢪおよͼ実ࢪ条件にͭいて合ҙをܗする。
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�1

ୈ̑ষɹ౦ΞδΞɾϝίϯՏྲྀҬࠃͷࢢຽࣾձͷ࿈ܞΛͯ͠ࢦ
ɹʙྲྀަݧܦΛ;ΓฦΔελοϑ࠲ஊձ͔Βʙ

��1�  8݄ �� ɺ1ؒͷۀࣄͷՌͱ՝Λ;ΓฦΔతͰɺϝίϯɾΥονͷελοϑ
ʹΑΔ࠲ஊձΛ։ͨ͠࠵ɻ࠲ஊձͰͷ͔ٞΒ͖ͨͯ͑ݟʮະདྷͷలʯΛհ͠ɺຊใࠂॻͷ݁
ͼͱ͍ͨ͠ɻ·ͱΊʹ࠲ஊձͱͦͷهͱ͍͏ࣜܗΛબΜͩͷɺࡍࠃϫʔΫγϣοϓͱϑΟʔϧυ
ௐ͕ࠪ͞·͟·ͳݧܦΛੜΈɺελοϑͦΕͧΕʹͨΒͨ͠ଟ༷ͳߟΞΠσΞΛͻͱͭແବ
ʹͨ͘͠ͳ͔͔ͬͨΒͰ͋Δɻ·ͨɺϝίϯɾΥον͕ӡಈମͰ͋ΔҎ্ɺ͔Γ͘͢·ͱΊΔ
ΑΓɺελοϑؒͰ͍ޓͷݟղΛڞ༗͢ΔػձΛͭ࣋͜ͱʹͦ͜ҙ͕ٛ͋Δ͔Βͩɻελοϑ͕ൃ
͍ͨ͢͠ɻ૯ͯ͡ɺҎԼʮ͠༺׆ͷ߹͍ʹޙࠓɺ͚͓ͯ͠ʹղΛจ຺ͱͱݟͨ͠
·ͱΊʯͰͳ͘ɺ͍ ͣΕฉ͔ΕΔͰ͋Ζ͏ຊใࠂॻʹର͢Δײҙݟ౿·͑ͯɺޙࠓϝίϯɾ
ΥονͰ߹͍Λܧଓͤͯ͞Ώͨ͘Ίͷʮ։͔Εͨهʯͱཧղ͍͚ͯͨͩ͠Ε͍͞Θ͍Ͱ͋
Δɻ

ʻࢀՃऀʢ͍͋͏͓͑ॱʣʼ
ɾԕ౻་ࢠɿ౦ॅࡏژɺࡏ৬ �ϲ݄
ɾޱ༝߳ɿλΠɾϘϯϥνϟλχॅࡏɺࡏ৬ 1�
ɾ౦ஐඒɿϥΦεɾϏΤϯνϟϯॅࡏɺࡏ৬ 1�
ɾڮߴඒࢠɿΧϯϘδΞɾϥλφΩϦॅࡏɺࡏ৬ 1
ɾҪརɿλΠɾόϯίΫॅࡏɺࡏ৬ 1�

̑� ̍ɽۀࣄͷՌ

ʕʕࠓճɺ࣮׆ͨ͠ࢪಈΛ௨ͯ͡ɺͲΜͳՌ͕ಘΒΕͨͩΖ͏͔ʁ

	 l ྲྀҬͷ /(0z ͱͯ͠ͷϝίϯɾΥονͷׂ
Ҫɹ·ͣɺηʔϒɾβɾϝίϯ࿈߹͕ωοτϫʔΫͱͯ͠ҡ࣋ɺػɺ֦େ͢Δ͜ͱʹɺϝίϯɾ
Υονͱͯ͠ݙߩͰ͖ͨͱ͏ࢥɻϝίϯɾΥον͕ຊͷ/(0Ͱ͋Δͱ͍͏ݪΛอͪͭͭɺ
ϝίϯՏྲྀҬͰ׆ಈ͢Δஂମͱͯ͠ͷׂՌ͍ͨͯ͠ΔͷͰͳ͍͔ʁɹগͳ͘ͱɺ֎෦͔Βɺ
ͦͷΑ͏ʹظ͞ΕΔ෦͕૿͍͑ͯΔͷͰͳ͍ͩΖ͏͔ʁ

	 Γ࡞ͷ/(0ɾδϟʔφϦετͱͷؔࠃɾதࠃؖ
Ҫɹ·ͨɺؖࠃͷ/(0ʹ͍ͭͯɺޙࠓɺڠಇͰ͖ͦ͏ͳஂମɾݸਓ͕ಛఆͰ͖ͨɻ
౦ɹಉͩײɻۙ࠷ɺࡍࠃϫʔΫγϣοϓʹট͍ͨؖࠃͷ/(0͔ΒɺʮϏΤϯνϟϯΛ๚͢ΔͷͰձ
͓͏ʯͱ࿈བྷ͕͋ͬͨ͠ɺݸਓతͳͭͳ͕Γ͕Ͱ͖ɺإͷ͑ݟΔؔʹൃలͨ͠ɻ͜Εେ͖ͳ
Ռͩͱ͏ࢥɻλΠͷݱ๚Λ࣮ࡍͨ͠ࢪʹɺؖ ಈํ๏ɺಛʹɺ׆Ճऀ͕ɺϝίϯɾΥονͷࢀͷࠃ
ॅຽͱͷڠಇʹॏΛஔ͍͍ͯΔΛཧղͯ͘͠Εͨ͜ͱ͕ɺ;ΓฦΓͷͰ໌֬ʹग़͖ͯͨɻ
ॅຽͷΛฉ͘͜ͱͷॏཁੑ͑ΒΕͨͱ͏ࢥɻϝίϯɾΥον͕ॅຽͱڠಇ͢Δ࢟Λݟ
ͯΒ͏͜ͱ͕Ͱ͖ͨͷΑ͔ͬͨɻࡍࠃϫʔΫγϣοϓͰҹʹ͍ͯͬΔͷɺޙ࠷ͷ;Γฦ
Γͷࡍʹ͋ͬͨɺʮಉ͡Α͏ͳҙࣝͷਓͼͱͱͭͳ͕͍ͬͯΔ͜ͱͰྭ·͞ΕΔʯͱ͍͏ൃͩݴɻ
ਓͱਓͱͷͭͳ͕ΓΛ࡞ΔͷɺϝίϯɾΥονͰͳ͚ΕͰ͖ͳׂ͍Ͱͳ͍͕ɺͦ͏͍ͬ
ͨͭͳ͕Γ͕֬ೝͰ͖ͯɺ࣍ͷ׆ಈʹਐΉͷͰͳ͍ͩΖ͏͔ʁ
ͷ࢜ޢͷδϟʔφϦετหࠃՃͨ͠தࢀʹ๚ݱɹՌͱ͍͏ΑΓ՝͔͠Εͳ͍͕ɺڮߴ

��

【脚注】

。したߋやの൪߸などҰ෦を変هにあたって、ද࠶ 　1

�　 最ۙでは、をめ͙るฆ૪が大きなとなっている。͜Εは、民ؒࢿやࡁܦコンセッγϣンによる大نϓランテーγϣ

ンの運Ӧ、୯Ұ࡞のഓ、ܖ農業などがҾきىす利༻の変化、のઈ対・૬対的ෆがݪҼとなっている。·た、大ن

水力ൃి所のݐઃによる大なの水や大نなॅ民Ҡసも、をめ͙るฆ૪を生ͤ͡͞ている。ࢢ෦では、࢈業化がもたらす

大気、水、のԚછがਂࠁ化しており、ඃをडける人ͼともൣғにٴΜでいる、͞らに、メコンݍには、チϟオϓラϠーՏ、イラ

ワディ（ΤーϠワディ）、αルィン（タンルィン）といった大Տに༝དྷするࣗવ環境・ݯࢿにґଘしてらすॅ民も多い。͜

うした՝にऔり組む人ͼとともڠ働するඞཁがあるҰํで、͜͜にあげた提言の内༰には、ଞの՝にద༻Մなも多い。

�　 最ۙでは、環境や人権の保ޢをૌえる人ͼとがڴഭ、ѹ、͞ࡴΕる事件が目ཱͪ、参加の機会はむしΖڱめらΕていると言える。

�　 外ল（����  a）ʮୈ 1 ճ日本・メコンҬॾ国ट会ٞ౦ژએ言（Ծ༁）ʕڞ௨のൟӫするະདྷのための৽たなパートナーγッ

ϓのཱ֬ʕʯ（http���XXX�mofa�go�Kp�mofaK�area�K@mekong@k�s@kaigi�K@mekong��@ts@ka�html）を参র

�　 外  ল（����  C）ʮ 日 メ コ ン 行 動 ܭ ը ��（ Ծ ༁ ）ʯ（http���XXX�mofa�go�Kp�mofaK�area�K@mekong@k�s@kaigi�K@mekong��@��@

ka�html）では、ʮメコンՏの水ݯࢿཧଅ進に向けたڠ力ʯ、ʮメコンՏのߑ水・ׇ 水ཧٴͼ؇和ʯに言ٴしている。·た、外ল（��1� ）ʮά

リーン・メコンに向けた 1� ʯイニγアティϒに関する行動ܭըでは、ʮメコンՏҕһ会（.RC）によるׇ水ɼߑ水対策に関するϓϩジ

Σクトの実ࢪʦのʧ支援ʯ、ʮメコンՏの生多༷ੑ保全のҰ環としてɼメコンՏ୶水イルカ保ޢʯ、ʮメコンՏҕһ会を௨͡て૯合水ݯࢿ

ཧ（IWR.）のアϓϩーチʦのʧଅ進ʯに言ٴしている。

�　 外ল（��1� ）ʮ日メコンڠ力のための౦ژઓུ ��1�（Ծ༁）ʯ（http���XXX�mofa�go�Kp�mofaK�area�K@mekong@k�s@kaigi���Koint@

statement@Kp��html）を参র

 จは、z%ecisions on mainstream dams should Ce deferred for a period of ten yearsʜXith revieXs every three years to ensure thatݪ 　�

essential deferment ʖ period activities are Ceing conducted e⒎ectivelyz�（International Centre for &nvironmental .anagement� ��1�� 

4trategic &nvironmental "ssessment of )ydropoXer on the .ekong .ainstream� Final Report .ekong River Commission、�� ท http���

XXX�cdri�org�kh�shdmekong���4trategic���&nvironmental���"ssessment���Final���Report@.RC�pdf）

�　 ʮࠂ、事લٞڠ、合ҙखଓきʯ（1rocedures for Notipcation 1rior Consultation and "greement ＝ 1N1C"）とݺΕるٞڠखଓきは、

1��� のʮメコンڠʯ（.ekong "greement）ୈ � 条にもとͮき、加ໍ国に՝͞Εたखଓき্のٛである。加ໍ国は、メコンՏ本ྲྀ

における開ൃ事業に関して、.RC にࠂしたうえで、合ಉでਫ਼査・ٞڠを行い、ͦの事業の実ࢪおよͼ実ࢪ条件にͭいて合ҙをܗする。

ৄ ࡉ は、.RC 1rocedures for Notipcation 1rior Consultation and "greement http���XXX�mrcmekong�org�assets�1uClications�policies�

1rocedures�Notipcation�1rior�Consultation�"greement�pdf を参র



��

͍͓ͯʹɺΧϯϘδΞࡏݱɻ͏ࢥͱ͖ͨͯ͑ݟ͕গ͠ࢹ؍ͷਓͨͪͷՁࠃΛ௨ͯ͠ɺதݴൃ
தࠃۀاͷಇ͖͔͚ΛͲͷΑ͏ʹ͑ߦΑ͍ͷ͔ɺํ๏Λ͍ͯ͠ࡧΔͷͰɺ͜ͷॏ
ཁͩͱ͏ࢥɻྲྀҬͷੜ׆ͷ๛͔͞Λૌ͑Δ͚ͩͰɺதࠃͷਓͼͱʹΛཧղͯ͠Β͏ͷෆ
ेͩͱ͍͏͜ͱ͕͔ͬͨɻ

̑� ՝͖ͨͯ͑ݟΒ͔ۀࣄ��̎

ʕʕٯʹɺ՝ͳΜ͔ͩͬͨʁ

	 தࠃͷಇ͖͔͚
౦ɹதࠃۀاͷಇ͖͔͚Λ͑ߟΔࡍͷ՝͕ࡏݦԽͨ͠ͱ͏ࢥɻϝίϯՏྲྀҬࠃͷத͔ࠃ
ΒͷࢿʹΑΔਫྗൃిͷʹ͍ͭͯɺதࠃͷࢀՃऀ͔Β͑ߟΛฉ͖͍ͨͱ͕͍ͨͯͬࢥɺظ
ͨ͠΄Ͳػձ͕ͳ͔ͬͨɻͦͷΑ͏ͳٞΛަΘ͢ʹɺ͞Βʹͭͳ͕ΓΛਂΊͳ͍ͱ͍͚ͳ͍ͷ
͔Εͳ͍ɻ͋Δ͍ɺதࠃͷࠃࣄ͔ΒɺϝίϯՏྲྀҬͷͲ͜ΖͰͳ͍ͷ͔Εͳ͍ɻ
ͪΖΜɺผͷஂମݸਓʹ৮͢ΕɺҧͬͨԠ͕ಘΒΕΔՄੑ൱ఆͰ͖ͳ͍ɻ͍ͣΕʹ
ͤΑɺϝίϯɾΥονͷதࠃறࡏελοϑ͕৬ͯ͠Ҏ߱ɺதࠃͷ͕͔Γ͕΄ͱΜͲͳ͍ঢ়
ଶʹ͋Δɻͦ͏ͨ͜͠ͱ͔ΒɺࠓճͷۀࣄΛ௨ͯ͠ɺதࠃͰͷ׆ಈʹ͍ͭͯɺ࣍ͷ׆ಈʹ݁ͼ
͚ͭݟͷ/(0ͳͲͱؔ৺ͷॏͳΔ෦Λࠃ௨ཧղʹ·Ͱൃల͠ͳ͔ͬͨɻ͋ΒͨΊͯதڞͭ͘
Δඞཁ͕͋Δ͕ɺࠓͷϝίϯɾΥονͷਓతݯࢿͰ͍͕͢͠ؾΔɻ
Ҫɹ͔Ͷ͔ͯΒݴΘΕ͍ͯΔ͜ͱ͕ͩɺதࠃͰڥΛ൷తʹٞ͢Δ͜ͱͰ͖ΔΑ͏ͩɻ
ͪΖΜɺͦΕ͚ͩɺࠃͷڥ͕ਂࠁͳͷͩΖ͏ɻϝίϯՏྲྀҬ͔Βத͍ͯ͜͠ى͕ࠃΔ
Λಥ͖͚ͭΔͱ͍͏׆ಈͷํ͋Δ͕ɺͪ͜Β͔Βதࠃͷࠃʹؔ৺ཧղΛࣔ͢ͱ͍
ͬͨาΈدΓΛͨ͠ํ͕ɺதࠃͷ/(0ͱڠಇ͍͢͠ͷͰͳ͍͔ͱͨ͡ײɻ͍ ͣΕʹͯ͠ɺҰ࣌ɺ
ଟ͘ͷ/(0͕தࠃͷಈʹҙΛ͍ɺதࠃͷ/(0ͱͭͳ͕Ζ͏ͱ͍͕ͯͨ͠ɺࠓɺதࠃʹର



��

͢ΔऔΓΈ͕ݸผԽ͍ͯͯ͠ɺதࠃͷࠃͷ༷͕ࢠ͔Γʹ͍͘ɻ
౦ɹࡍࠃϫʔΫγϣοϓʹࢀՃͨ͠ถࠃͷஂମ "NFSJDBO�'SJFOET�4FSWJDF�$PNNJUUFF�ʢ"'4$ʣɺத
ɺத͠ࢪΒΛରʹϝίϯՏྲྀҬͷϑΟʔϧυτϦοϓΛ࣮ऀڀݚͷ/(0ɺδϟʔφϦετɺࠃ
ਓͼͱΛ૿ͦ͏ͱͭ࣋͠ɾࣾձͷൃੜͱղܾʹؔ৺ΛڥΑΔϝίϯՏྲྀҬͰͷʹۚࢿͷࠃ
͍ͯΔ͕ɺ֎ࠃਓ͕தࠃࠃͰ׆͏ߦಈͷͻͱͭͷܗͱͯ͠ߟࢀʹͳΔɻ

̑� Ͱม͑Δ͜ͱ͕͍͠՝ͪͨࢲ��̏

ʕʕޙࠓͷ׆ಈΛ͑ߟΔʹ͋ͨͬͯɺϝίϯɾΥονͷྗͰม͑Δ͜ͱ͕ͳ͔ͳ͔͍͠՝
ೝ͓͖ࣝͯͩ͘͠ͱ͕͏ࢥʁ

	 քݶຽࣾձͷࢢ։ൃɺنʹਐΉେٸ
Ҫɹେن։ൃͷ͕͗ͯ͢ɺࢢຽࣾձʹͱͬͯɺޙୀہ໘ʹ͋Δͱ͍ͯ͡ײΔɻ͔ࠓΒࢥ
͑ɺ1�લɺμϜରӡಈ͕ྗΛہͨͬ࣋໘ͩͬͨɻࡏݱɺ͍ͨΜͳͰμϜݐઃͳ
Ͳ͕ਐΜͰ͍ΔɻͨͩɺͲͷΑ͏ͳ͚͔͖͕ͬ݅ࣄͰྲྀΕ͕มΘΔ͔༧ଌͰ͖ͳ͍͕ɺ͜ͷ··
ͷঢ়͍͕ͭگ·Ͱଓ͘ͱ͑ࢥͳ͍ɻ
ޱɹ1�લɺถ͕ࠃμϜࡦసͨ͠Өڹ͋ͬͨɻைมΘΔͷͰɺͦ͏͍͏ࢹͰɺ
Ͱ͋Δɻํ͑ߟΔ͢ײڞͳʹΛ͓͔ͯ͘͠ΛΈཱͯΔͷࠓ
౦ɹͰ͖Δ͜ͱΛ͍ͬͯ͘ظ࣌ͳͷ͔ͱ͏ࢥɻ
Ҫɹྫ͑ɺࠓճͷΧϯϘδΞͷ૯બڍͷ݁Ռ͕ࣄલʹ༧ଌͰ͖Δͱ͔ɺޙࠓͲͷΑ͏ͳ࡞༻Λٴ
Δͱ͔ɺைͷมԽΛ͋ΔఔಡΊΔΑ͏ʹͳΕɺϝίϯɾΥον৫ͱ͚͓ͯ͑ߟ͔͢΅
ͯ͠͞ΒʹεςοϓΞοϓͰ͖ΔͷͩΖ͏ɻ
ԕ౻ɹை͕มΘΔΑ͏ʹ׆ಈ͢Δඞཁ͋ΔͷͰͳ͍͔ʁ
ޱɹͪͨࢲͷ׆ಈͰ͍͠ͱ͏ࢥɻࠓࡢͷϏϧϚͷݧܦΛͱʹ͑ߟΔͱɺ࣏తͳ੍͕ଟ͍
தͰɺຽओԽ͕ਐΜͩڥʹ࣌ʹΛ͚Δ͜ͱͷॏཁੑΛ͑ΔΑ͏ʹ׆ಈ͖ͯͨ͠ɻຽओ
ԽʹݙߩͰ͖ͨͱࢥΘͳ͍͕ɺࠃঢ়گͷมԽ͕๚Εͨ࣌ʹɺϏϧϚͰେن։ൃʹΑΔڥɾ
ࣾձӨڹͷճආͱܰݮʹऔΓ͏ͱ͍͏ํੑ໌֬ʹͰ͖͍ͯͨͱ͏ࢥɻ
ԕ౻ɹͦ͏͍͏׆ಈ͕தࠃͰՄͳͷͩΖ͏͔ʁɹͰɺத͕ࠃʢ෦͔ΒʣมΘ͍ͬͯ͘Α͏Ͱ
ͳ͚Ε͍͚ͳ͍ͩΖ͏ɻ
Ҫɹຊͷࢢຽࣾձͷݱঢ়ؾʹͳΔͱ͜Ζͩɻࡦఏ׆ݴಈʹର͢ΔɺຊͰͷࢧԉۚࢿௐୡ
͕͍ͨ͠ΊɺϝίϯɾΥονͷ׆ಈͱجۚࢿ൫͕ෆ҆ఆͳঢ়ଶ͕ଓ͍͍ͯΔɻͦͷͰ͑ݴɺ
1�ޙʹɺؖࠃதࠃͷࢢຽࣾձͷํ͕ੵۃతʹ׆ಈ͍ͯ͠ΔͷͰͳ͍͔ͱ͑ࢥΔ΄Ͳɺࠓ
ճͷۀࣄͷࢀՃऀʹݸਓͱͯ͠ͷҙࣝྗͷ͞ߴΛͨ͡ײɻࠓճͷࢀՃऀɺͦΕͧΕͷࠃͷࢢ
ຽࣾձͷજࡏతՄੑͷ΄ΜͷҰ෦ͩͱ͏ࢥɻ

̑� ̐�ɹࠓճͷ׆ಈͷҙٛ

ʕʕ͜͏ͨ͠׆ಈͷҙٛʹ͍ͭͯɺͲ͏͑ߟΔ͔ʁ

	 ຽؒۀاͷಇ͖͔͚ɺӨॅڹຽͷࢧԉ
ҪɹϝίϯՏྲྀҬ։ൃʹؔΘΔຽؒۀاͷಇ͖͔͚ɺຊͷຽؒۀاʹର͢Δͷ;͘Ίͯɺ
ඞཁੑՄੑ͍ߴɻμϜΛ͡ΊେنൃిॴͷݐઃΛਖ਼Խ͢ΔΤωϧΪʔηΫλʔͷߏ
ࣗମͷऔΓΈɺిྗधཁɺిྗࢿɺૹిݐઃͱ͍ͬͨ՝ʹͬͱਅਖ਼໘͔ΒऔΓΉ
͖Ͱͳ͍ͩΖ͏͔ʁɹ/(0ͷωοτϫʔΫԽΑΓɺӨॅڹຽʹର͢ΔࢧԉΛڧԽ͢Δ͖Ͱͳ

��

͍͓ͯʹɺΧϯϘδΞࡏݱɻ͏ࢥͱ͖ͨͯ͑ݟ͕গ͠ࢹ؍ͷਓͨͪͷՁࠃΛ௨ͯ͠ɺதݴൃ
தࠃۀاͷಇ͖͔͚ΛͲͷΑ͏ʹ͑ߦΑ͍ͷ͔ɺํ๏Λ͍ͯ͠ࡧΔͷͰɺ͜ͷॏ
ཁͩͱ͏ࢥɻྲྀҬͷੜ׆ͷ๛͔͞Λૌ͑Δ͚ͩͰɺதࠃͷਓͼͱʹΛཧղͯ͠Β͏ͷෆ
ेͩͱ͍͏͜ͱ͕͔ͬͨɻ

̑� ՝͖ͨͯ͑ݟΒ͔ۀࣄ��̎

ʕʕٯʹɺ՝ͳΜ͔ͩͬͨʁ

	 தࠃͷಇ͖͔͚
౦ɹதࠃۀاͷಇ͖͔͚Λ͑ߟΔࡍͷ՝͕ࡏݦԽͨ͠ͱ͏ࢥɻϝίϯՏྲྀҬࠃͷத͔ࠃ
ΒͷࢿʹΑΔਫྗൃిͷʹ͍ͭͯɺதࠃͷࢀՃऀ͔Β͑ߟΛฉ͖͍ͨͱ͕͍ͨͯͬࢥɺظ
ͨ͠΄Ͳػձ͕ͳ͔ͬͨɻͦͷΑ͏ͳٞΛަΘ͢ʹɺ͞Βʹͭͳ͕ΓΛਂΊͳ͍ͱ͍͚ͳ͍ͷ
͔Εͳ͍ɻ͋Δ͍ɺதࠃͷࠃࣄ͔ΒɺϝίϯՏྲྀҬͷͲ͜ΖͰͳ͍ͷ͔Εͳ͍ɻ
ͪΖΜɺผͷஂମݸਓʹ৮͢ΕɺҧͬͨԠ͕ಘΒΕΔՄੑ൱ఆͰ͖ͳ͍ɻ͍ͣΕʹ
ͤΑɺϝίϯɾΥονͷதࠃறࡏελοϑ͕৬ͯ͠Ҏ߱ɺதࠃͷ͕͔Γ͕΄ͱΜͲͳ͍ঢ়
ଶʹ͋Δɻͦ͏ͨ͜͠ͱ͔ΒɺࠓճͷۀࣄΛ௨ͯ͠ɺதࠃͰͷ׆ಈʹ͍ͭͯɺ࣍ͷ׆ಈʹ݁ͼ
͚ͭݟͷ/(0ͳͲͱؔ৺ͷॏͳΔ෦Λࠃ௨ཧղʹ·Ͱൃల͠ͳ͔ͬͨɻ͋ΒͨΊͯதڞͭ͘
Δඞཁ͕͋Δ͕ɺࠓͷϝίϯɾΥονͷਓతݯࢿͰ͍͕͢͠ؾΔɻ
Ҫɹ͔Ͷ͔ͯΒݴΘΕ͍ͯΔ͜ͱ͕ͩɺதࠃͰڥΛ൷తʹٞ͢Δ͜ͱͰ͖ΔΑ͏ͩɻ
ͪΖΜɺͦΕ͚ͩɺࠃͷڥ͕ਂࠁͳͷͩΖ͏ɻϝίϯՏྲྀҬ͔Βத͍ͯ͜͠ى͕ࠃΔ
Λಥ͖͚ͭΔͱ͍͏׆ಈͷํ͋Δ͕ɺͪ͜Β͔Βதࠃͷࠃʹؔ৺ཧղΛࣔ͢ͱ͍
ͬͨาΈدΓΛͨ͠ํ͕ɺதࠃͷ/(0ͱڠಇ͍͢͠ͷͰͳ͍͔ͱͨ͡ײɻ͍ ͣΕʹͯ͠ɺҰ࣌ɺ
ଟ͘ͷ/(0͕தࠃͷಈʹҙΛ͍ɺதࠃͷ/(0ͱͭͳ͕Ζ͏ͱ͍͕ͯͨ͠ɺࠓɺதࠃʹର



��

͍ͩΖ͏͔ʁɹͦ͏͍͏͜ͱΛͨ͑ߟɻ
ԉ͢Δ͜ͱ͕ɺࢧՃ͍ͯ͠ΔɻωοτϫʔΫΛࢀɹΧϯϘδΞͰɺ/(0ͷωοτϫʔΫʹॅຽ͕ڮߴ
ॅຽΛࢧԉ͢Δ͜ͱʹͭͳ͕Δͱ͑ߟΔɻ
ҪɹઌൠͷϕτφϜͰͷηʔϒɾβɾϝίϯ࿈߹࣍૯ձʹΧϯϘδΞͷॅຽද͕ࢀՃͨ͠ࡍʹɺ
ϝίϯɾΥονͱͯ͠ɺμϜҊ݅ͷϑΝΫτγʔτΛϕτφϜޠΫϝʔϧޠͰ४උ͢Δ
ͳͲɺ४උஈ֊Ͱ͔ͳΓ͔ࡉͳࢧԉΛͨ͠ɻͲΕ͚ͩͷࢧԉΛ͢ΕɺͲΕ͚ͩͷ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͔
͕͔͕ͬͨ͢ؾΔɻͨͩɺࠓඞཁͳࢧԉͩͱ͏ࢥҰํͰɺ͋·Γ͍͔ࡉͱ͜Ζʹ·ͰཱͪೖΔ
ͷ͕ϝίϯɾΥονͷׂͳͷ͔ɺஅ͕͔ͭͳ͍໘͋Δɻ/(0ͷதͰɺॅຽͷΛห͠ɺ
ͦͷྗͰࣾձΛม͑ͯΏ͘ͱ͍͏ຊདྷͷׂΛ͖ͪΜͱՌ͍ͨͤͯͳ͍ஂମ͋Δͱ͏ࢥɻ͜ͷ
ɺࣗΒͷ׆ಈΛ;ΓฦΔྐͱ͍ͨ͠ɻ

	 ϝίϯҬͷʮ๛͔͞ʯͷه
Ҫɹݱͷ๛͔͞ͷهʹɺϝίϯɾΥονͷϦιʔεΛ͔͚͍͗ͯ͢Δͱ͍͏͜ͱͳ͍ͩΖ
͏͔ʁ
౦ɹϝίϯɾΥονͱͯ͠هԽ͢Δඞવੑ͋ͬͨɻμϜ։ൃ͕Կ݅ಈ͖ग़͍ͯ͠Δͱ͜ΖͰɺ
ࣗવݯࢿʹؔͯ͜͠Ε͚ͩͷهΛఏڙͰ͖ΔͷΑ͔ͬͨͱ͏ࢥɻө૾࡞Γɺݱͷਓͼͱͱ
ͭͳ͕ΔͨΊʹॏཁͩɻॅຽͷͷࢧԉͷڧԽʹ͍ͭͯɺϥΦεͷݱঢ়Λ͑ߟΔͱɺຊ
ͯͬࢥΔඞཁ͕͋Δͱ͑ߟ༩͍ͯ͠ΔμϜҊ݅ͰɺϝίϯɾΥονʹͳʹ͕Ͱ͖Δ͔Λ͕ؔۀا
͍Δɻ

̑� ̑�ɹʮະདྷͷలʯʙͪͨࢲԿΛ͢ࢦͷ͔ʁ

ʕʕޙ࠷ʹɺͪͨࢲ͜Ε͔ΒԿΛ͢ࢦͷ͔͍͖͓ͨͯ͑ߟɻʮྲྀަݧܦʯ͕ࠓճͷۀࣄͷతͩ
͕ͬͨɺ͋ ΒͨΊͯɺޙࠓͷࢢຽωοτϫʔΫͱͯ͠ͷڠಇʹ͍ͭͯɺͲͷΑ͏ͳల͕͔ͨ͑ݟʁ

	 தࠃͷࢢຽࣾձͱͷڠಇ
Ҫɹதࠃͷ/(0ʹ͍ͭͯɺ·ͩɺͭͳ͕Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δஂମ͕͋Δͱ͏ࢥɻʹɺதࠃ
লͱڥল͕ࠓ ΨΠυϥΠϯ͕͢ͰʹଘࢿΛެදͨ͠ΓɺάϦʔϯɾ༥ࢦอશڥʹ݄�
ࠃɺதͯͬΛࢦΘΔಈ͖͕͋ΔͷͰɺྫ͑ɺͦ͏͍ͬͨؔʹޢɾࣾձอڥΓͳͲɺͨ͠ࡏ
ͷ/(0ͱڠಇͰ͖ͳ͍͔ͱ͔ɺϝίϯɾΥονͷ׆ಈͷํ͔͠׆Λ͍ͨ͑ߟɻ



��

ޱɹྲྀҬɾࡍࠃ /(0ʹΑΔதࠃͷ /(0ͷಇ͖͔͚ɺࠓͲ͏ͳ͍ͬͯΔͷ͔ʁɹ্ྲྀຊྲྀμ
Ϝͷਐঢ়گͳͲɺۙ࠷Ξοϓσʔτ͕ͳ͞Ε͍ͯͳ͍ɻ
౦ɹҎલɺຖͷΑ͏ʹɺόϯίΫͳͲͰɺதࠃͷରϝίϯݍɾ༥ࢿͷʹؔ͢Δηϛφʔ
ձ͕ٞ։͞࠵Ε͍ͯͨɻϥΦεʹ͍ͭͯɺதࠃͷ/(0ɺ(MPCBM�&OWJSPONFOUBM�*OTUJUVUFʢ(&*ʣ
͕ఫୀͨ͜͠ͱ͋Γɺཱͬͨ׆ಈ͕ͳ͍ɻ
ԕ౻ɹத͚ͩࠃΛରͱͨ͠׆ಈ͍͠ͷͰɺؖࠃࠐ͖רΜͩํ͕Α͍ͷͰͱ͕͏ࢥɻ
Ҫɹؖࠃͷ/(0͔Βɺதࠃͷಇ͖͔͚ͱ͍͏ࢹग़͖ͯʹ͍͘ͱ͏ࢥɻઌൠɺιϧͰؖࠃ
ͷ/(0ͱ͠߹͖͕ͬͯͨɺதࠃͷօແͩͬͨɻேΛΊ͙Δ �ΧٞڠࠃͷΑ͏ͳ࣏
తͳ՝ͱҧͬͯɺϝίϯՏͷڥͰதࠃʹಇ͖͔͚Δࡍʹɺؖࠃͷ/(0ͱͷڠಇ͕ॏཁʹ
ͳΔͱ͍͏ͷΠϝʔδ͠ʹ͍͘ɻҰํͰɺࡍࠃ։ൃؔػɺͱΓΘ͚ "%#ͷಇ͖͔͚Λ௨ͨ͡ڠ
ಇՄͰͳ͍ͩΖ͏͔ʁɹͨͩ͠ɺ͜ΕதࠃؖࠃͰͷ "%#࣍૯ձ։࠵ͳͲ͖͔͚͕ͬ͋
ͬͨํ͕Α͍ͱ͏ࢥɻೋؒࠃԉॿ͕Ҿ͖͍ͯ͠ىΔͷํ͕ਂͩ͠ࠁɺϝίϯɾΥον͕ओಋ
ʹͷ/(0ͱ͍ͬ͠ΐࠃதࠃؖͯ͠ "%# ʹಇ͖͔͚Δͱ͍ͬͨ͜ͱͷ༏ઌॱҐ͘ߴͳ͍ɻؖ
ಇͷ͖͔͚ͬʹͳΔ͔Εͳ͍ɻ͋Δ͍ɺిྗͱڠͷ/(0͔Βಈ͖͕ग़Εɺࠃதࠃ
ΤωϧΪʔࡦͱ͍ͬͨࡦϨϕϧͷ՝ʹɾதɾ͕ؖڞಉͰऔΓΈɺͦͷ͏͑Ͱ "%#Λަ͑
ͯٞ͢Δͱ͍ͬͨ͜ͱՄੑ͕͋Δͷ͔Εͳ͍ɻ
౦ɹதࠃʹற͢ࡏΔελοϑ͕͍ΕɺϝίϯɾΥονͷ׆ಈҧͬͯ͘Δɻ͔ͭͯதࠃʹελο
ϑ͕ற͍࣌ͨͯ͠ࡏͷ׆ಈͷ͕ͯͬ͋ূݕΑ͍ͱ͏ࢥɻ
ޱɹඞͣ͠ελοϑ͕ற͢ࡏΔඞཁͳ͍ɻௐࠪྗ͕͋ΕΑ͍ͱ͏ࢥɻ֎෦͔ΒͰ͖Δ͜ͱ
ͱͯ͠ɺΧϯϘδΞͰத͕ۀاࠃਐΊΔμϜ։ൃͳͲͷݸผͷۀࣄʹؔ͢ΔใΛதࠃͷδϟʔφ
Ϧετʹఏ͢ڙΔ͜ͱͰɺதࠃࠃͰͷϝίϯՏྲྀҬͷ։ൃͷؔ৺ΛߴΊΔ͜ͱʹͭͳ͛Β
Εͳ͍ͩΖ͏͔ʁ

	 ಇڠຽࣾձͱͷࢢͷࠃؖ
౦ɹؖࠃͷ/(0ͱͷڠಇʹ͍ͭͯɺϝίϯɾΥονͷݧܦΛհͰ͖Δ͠ɺΠϕϯτ׆ಈ
ʹটͯ͠Α͍ɻ
Ҫɹؖࠃͷ /(0ͱɺϝίϯɾΥον๊͕͍͑ͯΔຊࣾձɺຊͷ /(0ͱͯ͠ͷ՝ʢ
Δɻ͕͋ྗڹఆʹӨܾࢥɺ։ൃΛΊ͙Δҙ͠ڙΛఏۚࢿଟֹͷ։ൃʹࠃͱͯ͠ϝίϯՏྲྀҬࠃઌਐۀ
ͦͷҰํͰɺࢢຽࣾձ͕ւ֎ͰͷͰ͖͝ͱʹ͋·ΓΛ͚Α͏ͱ͠ͳ͍ɺͳͲʣͱڞ௨͕͋Δɻ
+*$" ͱ ,0*$"1 ʹڞ௨͕͋Δɻ͜͏ͨ͠ڞ௨ʹ͍ͯͮجɺҰॹʹ׆ಈͰ͖Δ͜ͱ͕͋Δͱײ
ͨ͡ɻྫ͑ɺ+#*$  +*$" ͷࣾڥձྀΨΠυϥΠϯʹؔ͢ΔɺϝίϯɾΥον;͘Ίͨ
ຊͷ/(0ͷಇ͖͔͚ͷڞݧܦ༗͕͑ߟΒΕΔɻ,0*$" ؖࠃ༌ग़ೖۜߦʹ͖ͪΜͱͨ͠ڥɾ
ࣾձྀΨΠυϥΠϯ͕͔͋ͬͯ͠Δ͖ͩ͠ɺதࠃͷւ֎ྗڠɾڥࢿอࢦޢάϦʔϯɾ
༥ࢿΨΠυϥΠϯΛΊ͙ΔݧܦΛڞ༗͠߹ͬͨΓɺཧղΛਂΊͨΓɺ͜͏ͨ͠πʔϧΛͦͯͬΕ
ͧΕͷࠃͷʹಇ͖͔͚͍ͯ͘ʹͲ͏͢Ε͍͍ͷ͔ɺ֤ࠃͰͷݧܦΛͲͷΑ͏ʹ͔͢׆ͷ͔ɺ
ͱ͍ͬͨΛ͠߹͑ΔͩΖ͏ɻ

ʕʕʮలʯΛɺޙࠓ 1ఔͷظతͳͷͱɺظతͳͷʹ͚ͯ·ͱΊͱ͍͕ͨ͠ʁ

	 ظతͳ׆ಈͷల
Ҫɹઌʹ৮Εͨɺதࠃͷڥอશࢦͷཧɺɾதɾؖʹؔ࿈͢Δ։ൃؔػͷΨΠυϥΠϯʹ
͙͢ʹΞΫηεͰ͖ΔαΠτ͕͋ΕΑ͍ͱ͏ࢥɻ·ͨɺ֤ࠃͷڥɾࣾձྀج४ʹؔͯ͠ɺ
ຊͷऀؔۀاͷҙ্ࣝΛਤΔηϛφʔͳͲΛ։ͯ͠࠵͓͠Ζ͍ɻ
ޱɹؖࠃͷ/(0ʹɺ͜Ε·ͰϝίϯɾΥον͕͖ͨͯͬߦࡦఏݴຊͱͷରͷܦ
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͍ͩΖ͏͔ʁɹͦ͏͍͏͜ͱΛͨ͑ߟɻ
ԉ͢Δ͜ͱ͕ɺࢧՃ͍ͯ͠ΔɻωοτϫʔΫΛࢀɹΧϯϘδΞͰɺ/(0ͷωοτϫʔΫʹॅຽ͕ڮߴ
ॅຽΛࢧԉ͢Δ͜ͱʹͭͳ͕Δͱ͑ߟΔɻ
ҪɹઌൠͷϕτφϜͰͷηʔϒɾβɾϝίϯ࿈߹࣍૯ձʹΧϯϘδΞͷॅຽද͕ࢀՃͨ͠ࡍʹɺ
ϝίϯɾΥονͱͯ͠ɺμϜҊ݅ͷϑΝΫτγʔτΛϕτφϜޠΫϝʔϧޠͰ४උ͢Δ
ͳͲɺ४උஈ֊Ͱ͔ͳΓ͔ࡉͳࢧԉΛͨ͠ɻͲΕ͚ͩͷࢧԉΛ͢ΕɺͲΕ͚ͩͷ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͔
͕͔͕ͬͨ͢ؾΔɻͨͩɺࠓඞཁͳࢧԉͩͱ͏ࢥҰํͰɺ͋·Γ͍͔ࡉͱ͜Ζʹ·ͰཱͪೖΔ
ͷ͕ϝίϯɾΥονͷׂͳͷ͔ɺஅ͕͔ͭͳ͍໘͋Δɻ/(0ͷதͰɺॅຽͷΛห͠ɺ
ͦͷྗͰࣾձΛม͑ͯΏ͘ͱ͍͏ຊདྷͷׂΛ͖ͪΜͱՌ͍ͨͤͯͳ͍ஂମ͋Δͱ͏ࢥɻ͜ͷ
ɺࣗΒͷ׆ಈΛ;ΓฦΔྐͱ͍ͨ͠ɻ

	 ϝίϯҬͷʮ๛͔͞ʯͷه
Ҫɹݱͷ๛͔͞ͷهʹɺϝίϯɾΥονͷϦιʔεΛ͔͚͍͗ͯ͢Δͱ͍͏͜ͱͳ͍ͩΖ
͏͔ʁ
౦ɹϝίϯɾΥονͱͯ͠هԽ͢Δඞવੑ͋ͬͨɻμϜ։ൃ͕Կ݅ಈ͖ग़͍ͯ͠Δͱ͜ΖͰɺ
ࣗવݯࢿʹؔͯ͜͠Ε͚ͩͷهΛఏڙͰ͖ΔͷΑ͔ͬͨͱ͏ࢥɻө૾࡞Γɺݱͷਓͼͱͱ
ͭͳ͕ΔͨΊʹॏཁͩɻॅຽͷͷࢧԉͷڧԽʹ͍ͭͯɺϥΦεͷݱঢ়Λ͑ߟΔͱɺຊ
ͯͬࢥΔඞཁ͕͋Δͱ͑ߟ༩͍ͯ͠ΔμϜҊ݅ͰɺϝίϯɾΥονʹͳʹ͕Ͱ͖Δ͔Λ͕ؔۀا
͍Δɻ

̑� ̑�ɹʮະདྷͷలʯʙͪͨࢲԿΛ͢ࢦͷ͔ʁ

ʕʕޙ࠷ʹɺͪͨࢲ͜Ε͔ΒԿΛ͢ࢦͷ͔͍͖͓ͨͯ͑ߟɻʮྲྀަݧܦʯ͕ࠓճͷۀࣄͷతͩ
͕ͬͨɺ͋ ΒͨΊͯɺޙࠓͷࢢຽωοτϫʔΫͱͯ͠ͷڠಇʹ͍ͭͯɺͲͷΑ͏ͳల͕͔ͨ͑ݟʁ

	 தࠃͷࢢຽࣾձͱͷڠಇ
Ҫɹதࠃͷ/(0ʹ͍ͭͯɺ·ͩɺͭͳ͕Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δஂମ͕͋Δͱ͏ࢥɻʹɺதࠃ
লͱڥল͕ࠓ ΨΠυϥΠϯ͕͢ͰʹଘࢿΛެදͨ͠ΓɺάϦʔϯɾ༥ࢦอશڥʹ݄�
ࠃɺதͯͬΛࢦΘΔಈ͖͕͋ΔͷͰɺྫ͑ɺͦ͏͍ͬͨؔʹޢɾࣾձอڥΓͳͲɺͨ͠ࡏ
ͷ/(0ͱڠಇͰ͖ͳ͍͔ͱ͔ɺϝίϯɾΥονͷ׆ಈͷํ͔͠׆Λ͍ͨ͑ߟɻ
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͏ɻ
ޱɹຊͷ͕ؔۚࢿΘΒͳ͍ۀࣄʹରͯ͠ɺ͜Ε·Ͱຊۀاʹର͖ͯͨͯͬ͠ߦత
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ϝίϯɾΥονɺ͜Ε·ͰࢢຽࣾձωοτϫʔΫͰਖ਼໘͔ΒऔΓ্͛ΒΕͯ͜ͳ͔ͬͨྲྀࢧμϜ
։ൃͷӨڹͱͳͲΛ՝ͱͯ͠औΓ্͛ɺωοτϫʔΫΛ֦େɾڧԽ͢Δʮ͓હཱͯʯͷׂ
Λॏͯ͠ࢹҰఆͷՌΛಘͨͱ͍ͯͬࢥΔɻ·ͨɺຊɾ֎লͱͷެ։ٞڠʹ͓͍ͯɺຊ
ͷԉॿࡦͷΛಥ͘ΑΓɺϝίϯՏ։ൃͱ͍͏ࡦϨϕϧʹ͓͍ͯɺຊͷՌ͖ͨ͢
ޙࠓɺϝίϯɾΥονͷݧͷཱ͕ٞͨ͠ɻ͜ΕΒͷମ͖Δ͜ͱͰલ͢ݴతͳׂΛఏۃੵ
ͷ׆ಈׂΛ͑ߟΔ্Ͱͷࡐྉͱͳͬͨɻ
Ҫɹநతͳํ͍ݴʹͳΔ͕ɺ͕ͪͨࢲ͍ͯ͠ࢦΔͷɺ݁ہɺʮػ͢ΔຽओओٛʯͰͳ͍ͩ
Ζ͏͔ʁɹ͏গ͠۩ମతͳ׆ಈͷݩ࣍Ͱ͑ݴɺྫ͑ɺதࠃʹ͍ͭͯɺதࠃࠃͷڥͱ
։ൃԉॿɾւ֎ࢿΛͭͳ͛ͨํ͕ɺதࠃͷࢢຽࣾձͱͷڠಇΛ࣮͠ݱ͍͢ͱ͏ࢥɻͦͷͨΊ
ʹɺதࠃͷࠃΛཧղ͢Δ࢟ɾ׆ಈ͕ඞཁʹͳΔɻ·ͨɺதࠃؖࠃͷ։ൃԉॿɾࢿͷඃ
͕ۀاࠃؖࠃ߹ɺதͨ͑ߟΛड͚͍ͯΔϝίϯՏྲྀҬͷॅຽʹରͯ͠Կ͕Ͱ͖Δͷ͔ͱ
͢Ͱʹ͍ͯͬ࣋Δࡦखଓ͖Λॅຽ͕ͨͪ׆༻͠ɺࣗͨͪͰΛ͋͛ɺͦͷ͕ܾࡦఆऀʹಧ
͖ɺΛղܾͰ͖Δػձ࡞ΓΛ͢Δ͜ͱʹҙ͕ٛ͋ΔͷͰɺͱ͍ͯ͑ߟΔɻͦ ಈΛ௨ͯ͠ɺ׆ͨ͠͏
ຽࣾձͷྗ͕ఈ্͛͞ΕͯΏ͘ͷͰͳ͍ͩΖ͏͔ʁࢢͷࠃ֤
ʮະདྷʯͱ͍͏͜ͱͰ͑ݴɺީؾมಈͷͳͲ͔Βɺ͜Ε·Ͱ ��� ؒͷΑ͏ͳແઅૢͳ։ൃ
ۀԽෆՄͳ͜ͱ͕͖ͬΓ͖͍ͯͯ͠Δɻ͜Ε͔ΒɺݶΒΕͨݯࢿΛ͏·͘׆༻͢Δඞཁ
ʹ·͢·͢ഭΒΕͯ͘Δ͠ɺͦͷͨΊʹɺʮݶΒΕͨݯࢿΛ׆༻͢Δʯ͕ʮ͢Β͍͠ʯͱ͍
͏Ձͷస͕ͳ͞Εͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻຊͰʮͳ͔͍ͭ͠ະདྷʯͱ͍͏͕ํ͍ݴͰ͖͕ͯͨɺʮະ
དྷʯΛࠓͱΓͳ͍ͨ͠ࢥʹۭ࣌ඳ͘ͷͰͳͯ͘ɺࠓɺੜ͖͍ͯΔࣗͷΘΓʹ͜Ε͔Βੜ͖
ͯΏ͘ਓͨͪͷ͜ͱΛ͔ු͍ࢥΔΑ͏ͳଶ͕ඞཁͳͷͩͱ͏ࢥɻͪΖΜɺ͜ ͏ͨ͠நͰɺ
։ൃͷਅͬͨͩதʹ͋Δதࠃͷਓͨͪͱ͕͔Έ߹Θͳ͍ɻͦΜͳ࣌ʹɺϝίϯՏྲྀҬͷࢸΔͱ͜
ΖͰݟΒΕΔਓͼͱͷΒ͠ݧܦɺҙ͕ݟ۩ମతͳώϯτϞσϧΛ༩͑ͯ͘ΕΔͱ͏ࢥɻͦ͏ߟ
͑Δͱɺະདྷɺ࣮ʮࠓɺͦ͜ʹ͋ΔʯΑ͏ʹ͏ࢥɻϝίϯɾΥον͜Ε·Ͱɺʮ։ൃۀࣄ
ͷݱʯɺʮݱͷਓͼͱͷײڞཧղʯɺʮݱͷঢ়گͷ۩ମతͳվળʯͱ͍ͬͨ͜ͱΛॏ͖ͨͯ͠ࢹɻ
͜Ε͕ͨͿΜؒҧ͍ͬͯͳ͍͜ͱΛ֬ೝͰ͖ͨͱ͏ࢥͷͰɺ͜ͷΞϓϩʔνͨ࣋͠ݎ··ɺࠓճߟ
͑ग़͞Ε͍ͨΖ͍Ζͳ׆ಈΛ࣮ߦʹҠ͍͚ͯ͠Εͱ͏ࢥɻ
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ɿࡍࠃϫʔΫγϣοϓɾϑΟʔϧυௐࠪࢀ�ՃஂମҰཡ 1

アメリカ合ऺ国

"merican Friends 4ervice Committee（"F4C）

ถ国に本෦をஔく、ٱ߃平和とൃ展を目ࢦす国際 NGO。メコンՏྲྀҬ国では、開ൃ事業がҾき͜ىす対ཱのղফに

যをあて活動している。主な活動は、調査研究、ॅ民と政策ܾఆ者との対のઃఆ、にऔり組むݩ団体への

支援である。

International Rivers（IR）

IR は、Տの保全とՏにཔってらす人ͼとの権利をकる国際 NGO である。持ଓՄなੈքの実現のため、ഁյ

的なダム開ൃにࢭࣃめを͔け、水やΤネルΪーのղܾを目ࢦしている。

オーストラリア

オクスファム・オーストラリア（OYfam "ustralia）

OYfam "ustralia は、オックスファム国際連合のҰһとして、メコンՏྲྀҬの人ͼとがࣗらの生活に関ΘるܾఆをԼ

す͜とのできる公正なੈքを目ࢦし、ྲྀҬの人ͼとのج本的な権利の実現、環境の維持を目的として活動している。

·た、ͦうした活動のҰ環として、ʮメコンՏྲྀҬの水とࣗવݯࢿのガόナンス・ϓϩάラムʯを実ࢪしている。

ؖ国

&nergy and Climate 1olicy Institute for Just Transition（&C1I）

&C1I は、ΤネルΪー政策センター 	C&1
 のもとにઃཱ͞Εた NGO ʗ調査研究所である。現在主ྲྀのूதܕΤネルΪ

ー政策を、社会正ٛにͮجく民主的なものに変ֵする͜とを目的としている。活動のࠜ本に、ʮ૾ੑʯ、ʮไਫ਼ਆʯ、ʮ連

ଳʯといったՁをਾえ、調査研究を௨して、気候変動の社会的ӨڹやΤネルΪーة機に対ॲするための社会的なٞ

のがりとਂ·りを目ࢦし、͜うした՝に関するସҊを、社会正ٛの؍͔ら୳ٻしൃ展ͤ͞る力をଓけて

いる。

O%" Υッチ（O%" Watch）

O%" Watch は、人権、平、連合のՁにཱ٭した活動を行うࢢ民団体である。ؖ国政の O%" 政策に関して

。したใൃ৴などを行っているࢦ民の力向্を目ࢢ活動と政策提言を行う΄͔、開ൃに関৺のあるࢹ

カンボジア

�4 Տ保全ネットワーク（�4 Rivers 1rotection NetXork ＝ �41N）

�41N は、カンボジア北౦෦ラタナΩリभにڌをஔくҬ NGO である。セαン্ྲྀのベトナムྖ内にݐઃ͞Ε

たダムによってඃをडけた、ԼྲྀカンボジアのセαンྲྀҬॅ民を支援するため、���1 、ʮセαン保全ネット

ワーク（41N）ʯとしてઃཱ͞Εた。ॅ民とともに政や事業者に対してアドボカγー活動を行っている。ઃཱҎ߱、

活動Ҭをスレϙック、セコンྲྀҬへとげ、���� 、ʮ�4	 セαン、スレϙック、セコン 
 保全ネットワークʯ

へと֦大した。

"merican Friends 4ervice Committee（"F4C）カンボジア事所＊

"F4C カンボジア事所は、カンボジアへのத国ࢿ本のࢿが、持ଓՄで社会的をՌたすものとなるよう、現
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͏ɻ
ޱɹຊͷ͕ؔۚࢿΘΒͳ͍ۀࣄʹରͯ͠ɺ͜Ε·Ͱຊۀاʹର͖ͯͨͯͬ͠ߦత
ͳ׆ಈͰͳ͘ɺؒతͳಇ͖͔͚ʹͳΒ͟ΔΛಘͳ͍ɻ·ͨɺຊʹಇ͖͔͚Δʹͯ͠ɺఏ
Λ௨ͯ͡ɺۀࣄྲྀަݧܦճͷࠓ͔ΒΈཱͯΔඞཁੑ͕ੜ͡Δɻͦͷɺࢹ༰Λैདྷͱҧͬͨݴ
ϝίϯɾΥονɺ͜Ε·ͰࢢຽࣾձωοτϫʔΫͰਖ਼໘͔ΒऔΓ্͛ΒΕͯ͜ͳ͔ͬͨྲྀࢧμϜ
։ൃͷӨڹͱͳͲΛ՝ͱͯ͠औΓ্͛ɺωοτϫʔΫΛ֦େɾڧԽ͢Δʮ͓હཱͯʯͷׂ
Λॏͯ͠ࢹҰఆͷՌΛಘͨͱ͍ͯͬࢥΔɻ·ͨɺຊɾ֎লͱͷެ։ٞڠʹ͓͍ͯɺຊ
ͷԉॿࡦͷΛಥ͘ΑΓɺϝίϯՏ։ൃͱ͍͏ࡦϨϕϧʹ͓͍ͯɺຊͷՌ͖ͨ͢
ޙࠓɺϝίϯɾΥονͷݧͷཱ͕ٞͨ͠ɻ͜ΕΒͷମ͖Δ͜ͱͰલ͢ݴతͳׂΛఏۃੵ
ͷ׆ಈׂΛ͑ߟΔ্Ͱͷࡐྉͱͳͬͨɻ
Ҫɹநతͳํ͍ݴʹͳΔ͕ɺ͕ͪͨࢲ͍ͯ͠ࢦΔͷɺ݁ہɺʮػ͢ΔຽओओٛʯͰͳ͍ͩ
Ζ͏͔ʁɹ͏গ͠۩ମతͳ׆ಈͷݩ࣍Ͱ͑ݴɺྫ͑ɺதࠃʹ͍ͭͯɺதࠃࠃͷڥͱ
։ൃԉॿɾւ֎ࢿΛͭͳ͛ͨํ͕ɺதࠃͷࢢຽࣾձͱͷڠಇΛ࣮͠ݱ͍͢ͱ͏ࢥɻͦͷͨΊ
ʹɺதࠃͷࠃΛཧղ͢Δ࢟ɾ׆ಈ͕ඞཁʹͳΔɻ·ͨɺதࠃؖࠃͷ։ൃԉॿɾࢿͷඃ
͕ۀاࠃؖࠃ߹ɺதͨ͑ߟΛड͚͍ͯΔϝίϯՏྲྀҬͷॅຽʹରͯ͠Կ͕Ͱ͖Δͷ͔ͱ
͢Ͱʹ͍ͯͬ࣋Δࡦखଓ͖Λॅຽ͕ͨͪ׆༻͠ɺࣗͨͪͰΛ͋͛ɺͦͷ͕ܾࡦఆऀʹಧ
͖ɺΛղܾͰ͖Δػձ࡞ΓΛ͢Δ͜ͱʹҙ͕ٛ͋ΔͷͰɺͱ͍ͯ͑ߟΔɻͦ ಈΛ௨ͯ͠ɺ׆ͨ͠͏
ຽࣾձͷྗ͕ఈ্͛͞ΕͯΏ͘ͷͰͳ͍ͩΖ͏͔ʁࢢͷࠃ֤
ʮະདྷʯͱ͍͏͜ͱͰ͑ݴɺީؾมಈͷͳͲ͔Βɺ͜Ε·Ͱ ��� ؒͷΑ͏ͳແઅૢͳ։ൃ
ۀԽෆՄͳ͜ͱ͕͖ͬΓ͖͍ͯͯ͠Δɻ͜Ε͔ΒɺݶΒΕͨݯࢿΛ͏·͘׆༻͢Δඞཁ
ʹ·͢·͢ഭΒΕͯ͘Δ͠ɺͦͷͨΊʹɺʮݶΒΕͨݯࢿΛ׆༻͢Δʯ͕ʮ͢Β͍͠ʯͱ͍
͏Ձͷస͕ͳ͞Εͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻຊͰʮͳ͔͍ͭ͠ະདྷʯͱ͍͏͕ํ͍ݴͰ͖͕ͯͨɺʮະ
དྷʯΛࠓͱΓͳ͍ͨ͠ࢥʹۭ࣌ඳ͘ͷͰͳͯ͘ɺࠓɺੜ͖͍ͯΔࣗͷΘΓʹ͜Ε͔Βੜ͖
ͯΏ͘ਓͨͪͷ͜ͱΛ͔ු͍ࢥΔΑ͏ͳଶ͕ඞཁͳͷͩͱ͏ࢥɻͪΖΜɺ͜ ͏ͨ͠நͰɺ
։ൃͷਅͬͨͩதʹ͋Δதࠃͷਓͨͪͱ͕͔Έ߹Θͳ͍ɻͦΜͳ࣌ʹɺϝίϯՏྲྀҬͷࢸΔͱ͜
ΖͰݟΒΕΔਓͼͱͷΒ͠ݧܦɺҙ͕ݟ۩ମతͳώϯτϞσϧΛ༩͑ͯ͘ΕΔͱ͏ࢥɻͦ͏ߟ
͑Δͱɺະདྷɺ࣮ʮࠓɺͦ͜ʹ͋ΔʯΑ͏ʹ͏ࢥɻϝίϯɾΥον͜Ε·Ͱɺʮ։ൃۀࣄ
ͷݱʯɺʮݱͷਓͼͱͷײڞཧղʯɺʮݱͷঢ়گͷ۩ମతͳվળʯͱ͍ͬͨ͜ͱΛॏ͖ͨͯ͠ࢹɻ
͜Ε͕ͨͿΜؒҧ͍ͬͯͳ͍͜ͱΛ֬ೝͰ͖ͨͱ͏ࢥͷͰɺ͜ͷΞϓϩʔνͨ࣋͠ݎ··ɺࠓճߟ
͑ग़͞Ε͍ͨΖ͍Ζͳ׆ಈΛ࣮ߦʹҠ͍͚ͯ͠Εͱ͏ࢥɻ
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調査の実ࢪ、カンボジアのӨॅڹ民とத国ہやத国ジϟーナリストとの対ઃఆなどを௨͡て、૬ޓཧղをਂめ

る活動を行っている。

タイ

Community Resource Centre（CRC）

CRC は、όンコクに本ڌをஔく NGO である。環境権や人権をഭ͞Εている人ͼとに対して๏的な支援を行って

いる。ラオス・αイϠϒリダムのように国境をӽえてൃ生するඃにͭいても、๏を༻いた支援活動を行っている。

.ekong 4uC�region 4ocial Research Center（.44RC）

.44RC は、タイのボンラチϟタニ大学教ཆ学෦にଐする、メコンՏྲྀҬに関する調査研究機関である。ྲྀҬの学

者による大メコンݍに関する研究の励、ྲྀҬの学者や研究者、学生ؒにおけるใڞ༗のଅ進とڧ化、ྲྀҬの教育

機関との連ܞଅ進、リιースセンターを活༻したメコンՏྲྀҬに関するใへのアクセスੑ向্などを目ࢦしている。

౦北タイ � 民ネットワークॅݝ

メ コ ン Տ Ԋ い の ౦ 北 タ イ � 、oei、Nhongkhai、Buengkarn、Nakhon 1hanom、.ukdaharn、"mnaKchareon-）ݝ

UConratchathani）のࢢ民によって݁͞Εたॅ民組৫ؒネットワーク。メコンՏԊいにらす人ͼとの生活調査や

ͦの内༰のීٴ、Ҭのネットワーク化ଅ進により、メコンՏ本ྲྀダムに対するࢢ民͔らのใ提供を行うとಉ࣌に

提言活動も行っている。

த国

CaiYin .edia（财新网）＊

CaiYin .edia は、北ژに本社をஔくத国の大ख৽ฉ社のͻとͭで、த国の・༥ࢿ事業に関するใಓやใをઐに

ѻうメディアάルーϓである。ಠࣗのใಓをൃする力があり、த国ࡁܦならͼに社会変化にਫ਼௨したઐࢴとして

ධՁがߴい。

The Center for -egal "ssistance to 1ollution Victims（C-"1V）＊

C-"1V は、環境保ޢや公にऔり組むத国の NGO である。1��� 、Ұ人のத国人๏Ոがॅ民の環境公ඃ

๏࢘め、現在では、த国政とத国政๏大学͔らঝೝ͞Εた࢝をडけるϗットラインを開ઃした͜と͔ら活動を

組৫である。所ଐするห࢜ޢʗ๏Ոが、த国国内の環境や公ඃに対して、ඃॅ民に๏্の支援を行っ

ている。

オクスファム߳ߓ（OYfam )ong ,ong）

オックスファムは、ශࠔのແい、より公平なੈքを目ࢦし、ੈք各で、（1）్্国の持ଓՄな開ൃへの支援、（�）

緊急ࡂへの対応、（�）国内外でのアドボカγー、（�）国内での啓蒙ීٴの � छの活動にऔり組Μでいる。OYfam 

)ong ,ong は、�� ͔国を支援するオックスファム国際連合のҰһとして 1��� にઃཱ、୯体の NGO としては、

�� ҬҎ্のශࠔを支援している。

日本

国ཱ環境研究所（NI&4）

NI&4 は、ಛఆҬにおける環境に加えて国際的なもѻう日本の主ཁな環境研究機関である。現在は、メコ

ンՏྲྀҬとͦの生態系にযをあてたʮྲྀҬ生態系機研究ϓϩάラムʯを;くむ 1� 件の研究事業を実ࢪしている。

のղ໌は、͜のڹのճ༡とダムによるӨྨڕ � ؒの事業の主ཁな目的のͻとͭである。
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【脚注】
1　 国名をあいうえお順に並べ、各国内で団体名をアルファベット順に並べた。団体名の＊は、フィールド調査のみに参加した団体を示す。
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A View to the Future
～ Possibilities and Directionality of Policy Proposal Activities by Mekong Watch ～
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I ntroduction

In Asia, particularly the six countries of the Mekong B asin, i.e., China, B urma/ Myanmar1, L aos, Thailand, 
Cambodia and V ietnam, development and investment for acquisition of natural resources including water, soil, 
forests and minerals by public institutions and the private sector are Àourishing more and more. The government 
and private sector of Japan have also been attaching more importance to the Mekong B asin as an area providing 
resources, production bases and markets, and government and corporate strength is being employed to promote 
establishment of infrastructure, particularly in the fields of transportation and electric power.

In the shadow of this lively economic activity, though, deterioration of the environment and natural 
resources is advancing. It is those rural people who depend to a high degree on natural resources that became 
more impoverished and the gap between them and the middle class in the cities, who benefit from economic 
development, is increasing. The backlash has been increasing from people whose livelihoods are threatened, aided 
by increased critical awareness worldwide of environmental destruction and economic inequalities, so disputes 
between the government�private sector and local inhabitants over the use of water, forests and soil have intensified. 
In the Mekong Basin, environmental protection has become a bigger issue than ever, along with how the profits 
from economic development can be distributed fairly among the countries of the basin. 

To prevent negative effects of development on the environment and society, and to deal with the resulting 
damage, the governments and international institutions of advanced industrial nations have established various 
standards and policies2 to protect the environment and society. This has been the combined result of civil 
society organizations (CSO s) and researchers teaming up to analyze painful experiences of people affected by 
development thus far, relay and debate them, and work out solutions.

In the case of development proj ects in the Mekong B asin, however, those standards have generally remained 
weak in the face of the sudden, huge influence brought to bear by the newly aiding and investing countries 
like China, South K orea, Thailand and V ietnam. There is room for improvement even in the standards for 
environmental and social protection in the advanced industrial countries, and their implementation is not sufficient, 
however currently, in order to withstand the lively economic activities of developing countries, there is growing 
pressure on advanced industrialized nations to relax their own standards, which had been strengthening until now. 
While there are growing concerns about global scale environmental destruction on the one hand, where actual 
individual cases of development are taking place, there is still a strong tendency to put economic growth and 
corporate profits before considerations of the projects’ impact on the environment and society. If this continues, 
the knowledge accumulated by people for the realization of sustainable development and the efforts to popularize 
it could end in failure.

This report, “A V iew to the Futureʙ Possibilities and Directionality of Policy Proposal Activities by Mekong 
Watchʙ ,” is a compilation of information recorded while discussing the current status and future of the Mekong 
B asin with people in civil society in the basin and East Asia through two activities. The first activity was an 
international workshop held in Tokyo for exchanges among researchers and NG O s active in East Asia, for the 
purpose of strengthening the civil society network involved with the basin� and the second activity was a field 
survey conducted with the collaboration of NG O s, j ournalists and legal experts in China and South K orea, in 
which we interviewed inhabitants being affected by development proj ects in Thailand and Cambodia.

We invited many mentors and friends from Asia, Europe and America with much experience and knowledge, 
and working j ointly with them on proposal activities and surveys, we considered the current status and future 
of the Mekong B asin and the organization “Mekong Watch”. Such an extravagant proj ect would never have 
materialized without the generous support and encouragement of The Toyota Foundation. We take this opportunity 
to express our profound appreciation. We also received aid from the Mitsui &  Co., L td. Environment Fund for 
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conducting the survey and holding the meetings for compiling the knowledge presented in this report. The views 
and assertions expressed herein, however, are all those of Mekong Watch, and we give notice that they have no 
connection with the foundations providing aid.  The workshop and field survey would not have been possible 
without the cooperation of many people. In particular, we received considerable help from the villagers affected 
by the Pak Mun Dam in Thailand and the people who helped coordinate our activities there, the villagers affected 
by the L ower Sesan 2 Dam and L ower Srepok 3 Dam in Cambodia and the people of the 3S Rivers Protection 
Network, all of whom shared their time with us while making a living and fighting difficult battles. We feel we 
have received favors in the course of our activities that can never be repaid, but we will nonetheless try to repay 
them little by little through our future activities.

E ndnotes

1 B elow, standardized as “B urma.”

2 The obj ect of “environmental protection” includes human beings, but below it will be called “environmental and social protection” 

so as to correspond to “environmental and social impacts.” H ere, the term “social protection” will be in the general sense and not 

necessarily consistent with social protection in the field of development.
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C hapter 1    N atural E nvironment and S ocial C onditions in the Mekong Basin

At the NPO  Mekong Watch, we have engaged in activities limited to the Mekong B asin. There are two 
reasons for this, one is to ascertain the value of the Mekong River’s rich natural resources and environment in 
supporting people’s livelihood and the other is because Japan has had deep connections to development proj ects1 
in this region geographically and historically. This chapter provides an outline of basic information on the 
Mekong B asin, where we are conducting our activities, the connections between Japan and the basin, and the 
current state of each country of the basin. Additionally, in the context of the situation and trends, we provide a 
simple summary of what we are aiming for and how we are conducting our activities.

1 . 1 .  C haracteristics  of the Mekong R iver— Biological Diversity

The Mekong is an international river, 
flowing through six countries, China 
(Q inghai and Y unnan provinces), B urma, 
L aos, Thailand, Cambodia and V ietnam, 
on its way to the sea. The basin covers an 
area of 795,000 km2, which is more than 
twice the size of Japan’s territory (377,947 
km2), and the river stretches for a length 
of 4,909 km in total2. The upper reaches of 
the Mekong lie in China, where it is called 
" L ancang Jiang."  After leaving China, it 
Àows along the border between Laos and 
B urma, then along the border between 
Laos and Thailand. Then, it Àows back into Laos, into Cambodia, and from there into Vietnam. In Cambodia, it 
is connected to the country`s emblematic Lake Tonle Sap. In Vietnam, it is known by a name which translates as 
" Nine Dragons"  and forms the Mekong Delta, the world`s largest rice-growing region, before finally emptying 
into the South China Sea.According to data registered in Fishb ase (2009), a comprehensive database covering 
��� rivers and �� lakes of the world, the Mekong, with ��� fish species, is second only to the Amazon, in which 
�,��� species have been confirmed, so it boasts a worldwide number two ranking in terms of fish biodiversity. 
According to a World Wildlife )und �WW)� report, ��� new fish species have been discovered during the last 
ten years in the Mekong Basin. At one time, it looked likely that the number of fish species in the Mekong River 
would reach �,���, but currently it is e[pected that ��� freshwater fish species inhabit the river, with oceanic 
fish which occupy the Mekong near its mouth part of the time bringing the total to as many as �,��� species3. 
In addition to these fish species, it has ��,��� plant, ��� mammal, �,��� bird, and ��� reptile and amphibian 
species4, and is a “biodiversity hotspot.”

1 . 2 .  L ivelihood of C ommunities R ely ing on N atural R esources

With the exclusion of the mountainous areas of the upper reaches, the Mekong is not a wild natural river 
difficult for people to approach, but rather e[tremely intimately connected with human livelihood. The richness 
of the river’s fish fauna has spawned fishing industries in many villages in the basin, and professions that 
use the difference in water levels between the dry and rainy seasons under the influence of the monsoon— 
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riverbank farming and ranching, gathering of plants—have supported the people’s livelihood. Edible wild 
plants, mushrooms, tree sap gathered in the forests of the basin have provided food fuel and medicine to the 
people. These products also provide a means for important cash income to the local communities of L aos and 
Cambodia, as will be described below. Also, L ake Tonle Sap, which is connected to the Mekong and shows large 
Àuctuations between the rainy and dry seasons, is a treasure trove of fish and plays an important role in both the 
food supply and the economy of Cambodia. And finally, the Mekong Delta at the lowest reaches of the river is 
one of the world’s foremost rice-producing regions. The population living in the basin that enj oys the Mekong 
River’s benefits is said to number about �� million.

Many diverse fish species live in the Mekong Basin and are abundantly used by people. The economic value 
of the fish harvest taken by fishing industry is about ��.�a�.� billion5 annually, and the retail value is about 
��.�a�.� billion. )or e[ample, the freshwater fish production, including farmed fish, of Cambodia is said to 
account for ��.�a��� or �a��� of the country’s GD3�. It is hard to grasp the actual conditions of small-scale 
fishers, and these figures are all estimates, but even from such insufficient data, we can understand the economic 
importance of the Mekong River fisheries.

It has also been learned that about ��� varieties of non-timber forest products �NT)3s�7 are used in L aotian 
farming villages. Among the diverse NTFP species, aquatic animals (such as fish, frogs, shrimp, snails and 
shellfish� and land animals �birds and rodents� are all regarded as forest products. These provide an important 
source of protein in the people’s daily meals8. There are 25 NTFP species that are mostly in commercial use, 
and NTPF provide an important income source to the rural communities. Food products are sold in markets 
domestically, while spices and medicinal plants that are used in pharmaceuticals are exported to neighboring 
countries, including Thailand, China and V ietnam. B enzoin resin is exported to France as an ingredient for 
perfumes, and aromatic woods are exported to Japan and Arab countries.9

Fish and forest products have value beyond economic. U ntil as late as 50 years ago, bartering of products 
such as fish, rice, forest products and salt was conducted over a wide region including southern central Laos 
and northeastern Thailand. During times when the people lived nearly self-sufficiently, in order to ensure 
sufficient food, the people spent a considerable part of their time gathering it. In villages where farming was the 
main occupation, it could be difficult to obtain supplementary foods during busy periods such as planting and 
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harvesting of rice fields. On the other hand, villages along rivers where many fish could be caught customarily 
processed the fish in salted, fermented foods or by drying, and traded them for necessities. In times when there 
was no trading on the market through the medium of cash, foods were distributed throughout the region by 
means of barter. Regional specialties were also important and were taken when visiting familiar or new places 
and traded, and the broadening of knowledge achieved among the L ao peoples living in northeastern Thailand 
and southern central L aos was considered socially and culturally important. 

The lowest reaches of the Mekong, where it fans out at the mouth in the Mekong Delta, form a vast, fertile 
wetland. The delta spans �� provinces, and includes a population of ��.� million people, which is ��� of the 
total population of Vietnam. It has an area of about ��,��� km2 in total, about 2 million hectares of which is used 
as farmland. The main crop produced in the delta is rice, and it accounts for ��� of Vietnam’s grain production. 
In addition, ��� of Vietnam’s fish catch and ��� of its fruit production comes from the delta, and it provides 
not only a food supply domestically, but also plays an important role in exports.10

In these ways, the environment of the Mekong Basin is closely tied with and supports the livelihoods of the 
people living there.

1 . 3 .  C onnections to J apan

Trade has Àourished between Japan and the countries of the Mekong Basin from long ago. Also, there is 
a history that prior to World War II, Japan, which wanted to ensure access to natural resources made military 
inroads into various countries of Southeast Asia, including those of the Mekong Basin. In connection with 
its geographical location, the Mekong B asin is  still an important production base and market for Japan’s 
manufacturing industries, so strong ties are being maintained economically. 

After peace was established in Cambodia, bringing an end to the continued war in Indochina, Japan’s 
government became actively involved in the region in the field of development assistance, starting from the 
1990s. Aid was provided through institutions such as the Asian Development B ank (ADB ) in the form of 
multilateral Official Development Assistance �ODA�, and Japan has also continued to be the biggest donor of 
bilateral O DA to L aos, Cambodia and V ietnam.

L ooking back on the history of development of the Mekong B asin, one can also see Japan’s deep 
involvement. It was a Japanese consulting firm, Nippon Koei Co., Ltd., that drew up plans for development of a 
group of hydroelectric dams on tributaries of the Mekong River in the ����s. In the ����s to ��s, construction 
work in accordance with those plans was executed in Thailand and L aos through Japanese O DA. Japan’s 
government and private corporations have been actors with a big influence on development in the Mekong 
B asin.

1 . 4 .  C hanging F ocus of Development

From the outset of the 21st century, there have been big changes in the circumstances of the Mekong B asin. 
This was because assistance and investment from China and ODA from South Korea came to have a big effect 
on the Mekong Basin. )or e[ample, investment from China in Laos reached �� billion in ����11. The total value 
of ODA from South Korea is still only around one tenth that of Japan, but it has grown from about ���� million 
in ���� to ��.��� billion in ����, and their policy is to use most of it in Asia12. Moreover, investment by private 
companies of V ietnam and Thailand in L aos and Cambodia is increasing. Construction of the X ayaburi Dam 
on the main stream of the Mekong River is progressing with a Thai company as the implementing entity, and 
financing provided by a consortium of private Thai banks.
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Such changes in the development implementers is manifesting vividly in the current conditions of 
development in the middle to lower reaches of the Mekong River main stream. There are currently plans for 
development in twelve places (including the X ayaburi Dam in L aos, which is under construction), the blueprints 
for which were drawn up in the 1950s under American and European initiatives, but among the implementing 
bodies for their development are listed names of Chinese, V ietnamese and Thai public institutions and private 
companies in place of American, European or Japanese governmental or international development agencies13.

What has led the World Bank and other development agencies to stop providing financing and aid to the 
proj ects that brings severe environmental and social impacts, like dams on the main stream of the Mekong 
River, was that citizens from around the world lobbied the development agencies and governments to prevent 
environmental and social destruction, and it can be said to be the result of efforts by the development agencies 
themselves to raise their standards of environmental and social protection policies14. Now, however, the local 
communities and CSO s active in the Mekong B asin are faced with the rapid rise of strong actors who have not 
developed such policies and are inclined to avoid dialogs with civil society.

1 . 5 .  A Bird’ s- E y e V iew  of C onditions in the Basin

The following is a compilation of the environmental and social problems faced by each country of the 
Mekong B asin, development and aid conditions that have influence on the solutions to those problems, and 
the characteristics of the civil societies aiming to solve those problems. Regarding Japan, the state of affairs 
regarding aid, investment and lending for development of the Mekong River and the characteristics of civil 
society are described. These observations are not based on surveys and statistics, but are mostly information 
and knowledge gained through experience in the middle of Mekong Watch’s activities in the basin. Every 
attempt was made to observe things from a broad point of view, but we cannot deny that there will be points 
that strongly reÀect our concerns and the inclinations of individuals and organizations engaged in activities or 
collaboration. Nonetheless, it is useful to have a bird’s eye view of conditions in the basin from one direction. 
Furthermore, since Mekong Watch use this information and knowledge as the basis in planning and executing 
each activity, we thought it significant to include here.
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E nvironmental and 
S ocial P rob lems

C onditions of
Development and Aid

C haracteristics of
C ivil S ociety

C hina ( Y unnan)
źHigh livelihood of environmental 
and social problems arising from the 
construction of dams on the upper 
reaches of the Mekong River (L ancang 
Jiang in China.)

źDevelopment of dams on the Lancang Jiang 
is progressing (the Manwan, Dachaoshan, 
Jinghong and X iaowan dams are operating).
źAgricultural investment in neighboring 
countries (B urma, L aos and Cambodia) is 
expanding.
źRegarding dams in operation or under 
construction domestically, concerns about 
impacts on downstream countries are 
increasing.

źDue to political circumstances, monitoring 
of events in the country can be difficult for 
CSO s.
źInformation on development and 
environmental problems is hard to obtain.
źNGOs within the country give priority to 
talks with the government and corporations 
over monitoring matters abroad.
ź3ressure from NGOs has gotten the 
government to create environmental 
protection policies for ventures abroad.
źNegative impacts of public and private 
overseas investments have begun to be 
reported in the country’s media.
źEfforts to resolve the country’s 
environmental and pollution problems are 
being enlivened through the application of 
j udiciary law.

Burma
źThere are many development 
proj ects underway or in planning, with 
environmental destruction and land 
expropriation occurring and expected to 
increase in the future.
źThere are states in which minority 
groups dominate, where there are 
disputes involving armed clashes 
with government troops. ConÀicts are 
becoming more severe, especially in 
areas with natural resources.

ź)oreign capital investment and funding for 
development of natural resources has been 
increasing.
źGovernments and international agencies are 
resuming full-scale aid in response to moves 
toward democratization.
źLegal and policy frameworks for 
compensating local communities incurring 
damages or to prevent environmental and 
social impacts are weak.

źLand e[propriation problems have surfaced 
nationwide and villagers have begun raising 
their voices.
źAside from areas with conÀicts, local 
communities have become better able to 
express opposition to development proj ects 
than before.
źNo framework has been developed yet for 
environmental and social protection, and there 
are few measures that can be taken.
źThere have been no big changes in areas 
with conÀicts.

L aos
źLocal communities have become 
less financially secure as a result of 
hydropower proj ect impacts.
źThere are concerns about water 
pollution and health effects from mine 
development, urbanization and dam 
construction.
źBank erosion and effects on 
ecosystems are being seen as a result of 
L ancang Jiang dam construction.
źIndustrial plantations and cash crop 
agriculture have brought loss of land and 
forests to local communities.
ź)loods and droughts are becoming 
more common.
źIllegal logging �especially for 
rosewood) by persons connected with 
local communities, corporations and the 
government is increasingly widespread.
źThe government is becoming more 
powerful.

źThe country yearns to shake itself free of 
its L east Developed Country (L DC) status by 
2020.
źIt enjoys GD3 growth in e[cess of ��, 
but on the other hand, the foreign investment 
that supports this growth is exacerbating land 
deprivation.
źSince the completion of the Nam Theun � 
(NT2) dam, there has been a rush to construct 
lots of other dams.
źThe environmental impact assessment drawn 
up in the planning and investigation stages for 
the NT2 and resettlement policies for local 
communities have not been followed.
źInfrastructure and plantation development 
funded by China, V ietnam and Thailand is 
increasing.
ź3rivate Japanese companies have started 
investing in hydropower.
źThe government is strongly promoting 
damming of the lower reaches of the Mekong 
(X ayaburi Dam, Don Sahong Dam.)
źAid for plantation projects in connection 
with REDD+  is increasing.
źCorruption and dependence on aid are 
prevalent.
źAlthough natural resources are essential to 
rural communities’ livelihood, the effects of 
development are not being considered.

źLocal communities cannot easily obtain 
information on the negative effects of 
development proj ects.
źAffected villagers have begun speaking out, 
but this has not brought about any coherent 
movements yet.
źMany locally active NGOs are wary of 
government intrusion and suppression, so they 
act cautiously in many cases. 
źOpportunities for talks with NGOs and 
government officials about land and forest 
problems are increasing, but after incidents 
such as the expulsion of the director of a 
Swiss NGO and abduction of a social activist 
in 2012, they were swiftly curtailed.
ź)rom the end of ����, the government 
stepped up its surveillance of CSO s.
źMutual assistance is decreasing in rural 
villages.
źThe number of certified non-profit 
associations (NPA) is increasing.
źIn conducting investigations similar to 
investigations by local communities in 
Thailand, which were launched by movements 
protesting dams in Thailand, the NPAs are 
indicating strong concern.

Tab le: P rob lems, C onditions and C haracteristics of Mekong R iver Basin
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Thailand
źEnvironmental and social impacts of 
past large-scale development have not 
been resolved.
źRural communities are e[pressing 
concern about the environmental and 
social impacts of development on the 
upper and middle reaches of the Mekong 
main stream.
źE[pansion of industrial parks and 
construction of thermal power stations 
are having negative effects on the health 
of communities in the region and their 
means of subsistence.
źWater shortages and disputes over 
water are arising accompanying 
industrialization.
źDisputes between local communities 
and the government or private companies 
over land are intensifying.
źLaws and institutions are 
comparatively well developed, but cannot 
be said to function sufficiently.
ź)loods and droughts have become 
more common and severe.
źCoastal erosion is becoming more 
serious.

źLarge-scale development by private 
initiatives �I33s and others� is advancing.
ź3rivate Japanese companies are engaged 
in financial participation in electric power 
development proj ects.
źThe Electric Generating Authority of 
Thailand �EGAT� makes e[cessive electric 
power demand forecasts.
źElectric power importation from neighboring 
countries is increasing.
źThe government is trying to promote plans 
for nuclear power.
źNew development of renewable energy is 
increasing slightly.
źThere is high potential for further energy 
efficiency.
ź)inancial aid and technical assistance, both 
public and private, for large-scale development 
from neighboring countries is prominent.
źWater resource development projects of the 
past, such as inter-basin diversion proj ects, 
have been revived because of the effects of the 
great Àoods of ����.
źAsia’s first partial opening of dam gates �at 
the Pak Mun Dam) was accomplished at the 
request of local communities.

źCivil society confrontations continue, 
revolving around opinions on the Thaksin 
administration.
źCivil society concerns are directed toward 
the political stand-off and economic measures.
ź3eople at universities are teaming up with 
NGOs and playing a role in solving problems 
the local communities are facing.
źVillager organizations headed by strong 
leaders put pressure on the government while 
receiving aid from NGOs and independent 
agencies, and are establishing strategies 
for activities that result in concessions and 
solutions to problems.
źThere are strong e[pectations of solutions 
through j udiciary means.
źNGOs are playing a role in urging 
interaction and cooperation between civil 
society and the NGOs of the Mekong Basin.
źCivil society concerns about the dams on 
the middle and lower reaches of the Mekong 
main stream are rising, and they are starting to 
put pressure on private banks.
źCivil society concerns and fears over public 
and private foreign investment are increasing.
źVillager organizations involved in 
environmental protection are diversifying 
(including the region’s urban middle class 
in addition to the former agricultural 
organizations, for example.)

C amb odia
źDue to evictions as the result of 
large-scale development, economic 
land concessions, urbanization and 
redevelopment and speculative land 
enclosures, many local communities 
throughout the nation are losing their 
homes and means of subsistence.
źBecause the government is transferring 
land and forest use rights to foreign 
corporations, local communities are 
losing access to natural resources and 
means of subsistence.
źIn the upper reaches of a tributary of 
the Mekong in the northeastern part of the 
country (the 3S region), environmental 
and social problems of Àooding and 
deteriorating water quality due to a 
hydroelectric dam across the border in 
V ietnam have not been resolved.
źEnvironmental and social impacts 
are occurring due to hydroelectric dam 
development both in and out of the 
country.
źConcerns over environmental and 
social impacts from accelerating natural 
resource development (petroleum, natural 
gas, minerals) are increasing.
źThe aquatic resources of Lake Tonle 
Sap are deteriorating due to infrastructure 
development and agricultural chemical 
use. Decreased aquatic resources and 
poverty are encouraging poaching, illegal 
fishing and deforestation of Àoodplains.
źThere are many socially vulnerable 
people, such as indigenous minority 
tribes, the poor, the disabled and women 
heads of households, and the damages 
from development get foisted onto them.

źSuppression of citizen activists and 
journalists by the Hun Sen regime is 
intensifying.
źIn the general election of July ����, the 
opposition Cambodian National Rescue Party 
made gains. While this may cause the base of 
Hun Sen regime to waver, it may take strong 
measures to bolster its base on the other hand.
źThe government depends on development 
aid, and corruption is prevalent throughout the 
system.
źBilateral aid from development agencies is 
promoting proj ects to construct or repair the 
transportation network in all areas.
źDevelopment around Lake Tonle Sap is 
advancing.
źLarge-scale development �particularly 
hydroelectric dams), such as the L ower Sesan 
2 Dam, is advancing with aid and investment 
from China and V ietnam.
źLand acquisitions by foreign capital are 
increasing.
źChina has strong inÀuence in the 
government’s decision-making (foreign policy, 
etc.), not limited to development proj ects.
ź3lans for dams on the Mekong main stream 
within the country may go forward.
źMost of the population lives in rural areas, 
and although they lead lives dependent 
on natural resources, there are not much 
cosideration on the impacts of development.
źThe government has been e[pressing official 
concerns and opposition to the construction of 
the X ayaburi Dam.

źThe judiciary is dysfunctional, and there 
is widespread mistrust of the system among 
citizens.
źIt is possible for NGOs and the media to 
criticize the government, but this freedom is 
limited.
źLocal NGOs are aware of development 
agencies as a means of putting pressure on 
their own country’s government.
źThe NGOs have channels for participating 
in aid policy drafting and revision by 
government and international agencies.
ź3ersonnel e[changes occur between the 
government and NGOs.
źThere is a strong tendency for NGOs to 
enforce basic services that the government 
is supposed to provide its citizens as part of 
development proj ects.
źNetworks have been established among 
NGOs sector by sector.
źIn response to large-scale development, 
local communities often take a more radical 
stance than NGOs, and there are issues with 
NGOs’ strategic planning and grasp of the real 
situation.
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V ietnam
ź3roblems of local communities 
(especially indigenous and minority 
tribes) losing their means of subsistence 
due to large-scale development are 
becoming more serious.
źIndustrial plantations are e[panding.
źSalt damage in the delta region is 
increasing.
źThere are notable press restrictions, 
with freedom of assembly and speech 
restricted and suppressed.

źEstablishment of infrastructure through 
domestic funding is increasing.
ź3lans for nuclear power plant construction 
are supported by Japan and other countries.
źThe Japanese government accounts for a 
large percentage of aid to the electric power 
sector.
ź3rivate corporations from Japan �banks and 
others) are showing a high degree of interest in 
the electric power sector.
źVietnam’s largest electric power Electricity 
V ietnam (EV N) and private V ietnamese 
companies are investing abundantly in the 
electric power sector in neighboring countries.
źAid for plantation projects in connection 
with REDD+  is increasing.
źThe government has officially e[pressed 
concerns and opposition to construction of the 
X ayaburi Dam.

źThere is strong  interest on criticism and 
advocacy about dam construction on the 
Mekong main stream.
źAdvocacy regarding the problems the 
V ietnamese public and private sectors are 
causing at home and abroad is not very active.
źResearchers have strong concern about 
development issues and are cooperating with 
NGOs.
źEven the Communist 3arty-related media 
are reporting on problems with dams.
źThe citizens are actively sharing 
information through blogs.

Basin/  Trans- b oundary  I ssues
źThere are concerns about downstream 
effects of dam construction on the 
L ancang Jiang and upstream dredging.
źThere are concerns about effects on 
Cambodia from development of dams on 
tributaries in V ietnam and L aos.
źThere are concerns about downstream 
effects from development in the Nuj iang/
Thanlwin B asin.
źThere are concerns about effects on the 
entire basin from construction of dams 
in the middle to lower reaches of the 
Mekong main stream.
ź)ish and rare plants and animals have 
been decreasing throughout the basin.
źEnvironmental and social impacts have 
occurred in the countries of the basin as 
a result of investment and funding for 
development from China, V ietnam and 
Thailand.

źThe movement of people and goods is 
accelerating and investment in the region 
is becoming more lively in anticipation of 
the inauguration of the ASEAN Economic 
Community (AEC) in 2015.
źThe surveys by the Mekong River 
Committee (MRC) are important, but the role 
they play in the administration of the basin is 
limited.
źIn the Strategic Environmental Assessment 
(SEA) commissioned by the MRC, there was a 
proposal to delay construction of dams on the 
main stream for ten years, and the World B ank 
and U S government expressed their support for 
it.
źThe Electricity Generating Authority of 
Thailand �EGAT� is actively promoting 
development of dams on the Thanlwin River.
ź3lans for dams on the middle and lower 
reaches of the Mekong main stream are 
advancing rapidly, and the L aotian government 
has started construction of the X ayaburi Dam.
ź8nder the prete[t of confronting emerging 
donor countries, there is a movement among 
development agencies and the governments 
of advanced industrial nations to weaken the 
enforcement of environmental and social 
protection policies.
źA subsidiary of EGAT and a private Thai 
bank are actively funding the development of 
dams in the basin.
źThe Asian Development Bank is proactively 
expanding the Asian bond market and working 
toward a common currency.

źA network has been formed among 
international NGOs, the Cambodian 
government, �S region NGOs and local 
communities to deal with 3S (Sesan, Srepok 
and Sekong rivers) issues, but it has not 
brought about solutions to the problems.
źA villagers group in northern Thailand has 
been continuously monitoring the effects of 
dams in China and on the lower reaches of 
the Mekong main stream, and it is expanding 
a network among local communities in 
northeastern Thailand.
źA campaign to monitor and oppose dams on 
the middle and lower reaches of the Mekong 
main stream has been launched and is 
continuing, centered around Thai, Cambodian 
and Vietnamese NGOs and international 
NGOs.
źThai NGOs are stepping up their 
monitoring of environmental and social 
effects of development in neighboring 
countries (aside from dams on the lower 
reaches of the Mekong main stream) resulting 
from development funding from Thailand.
źChinese NGOs have begun to be concerned 
about the Àow of development funding from 
their country abroad, but no organizations can 
be seen that can keep up continued activity.
źRegarding downstream effects of 
development in China and Vietnam, the NGOs 
of both countries fail to share their awareness 
sufficiently.
źInternational NGOs, which have been 
monitoring development agencies, are less 
concerned about China than before. O n 
the other hand, their interest in B urma has 
increased.
źThere are many villager organizations and 
NGOs that have doubts about the utilization 
and validity of government agencies’ 
environmental and social protection policies 
and their ability to participate in revision 
of these policies, and cases in which these 
policies have been utilized are limited.
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Thailand
źEnvironmental and social impacts of 
past large-scale development have not 
been resolved.
źRural communities are e[pressing 
concern about the environmental and 
social impacts of development on the 
upper and middle reaches of the Mekong 
main stream.
źE[pansion of industrial parks and 
construction of thermal power stations 
are having negative effects on the health 
of communities in the region and their 
means of subsistence.
źWater shortages and disputes over 
water are arising accompanying 
industrialization.
źDisputes between local communities 
and the government or private companies 
over land are intensifying.
źLaws and institutions are 
comparatively well developed, but cannot 
be said to function sufficiently.
ź)loods and droughts have become 
more common and severe.
źCoastal erosion is becoming more 
serious.

źLarge-scale development by private 
initiatives �I33s and others� is advancing.
ź3rivate Japanese companies are engaged 
in financial participation in electric power 
development proj ects.
źThe Electric Generating Authority of 
Thailand �EGAT� makes e[cessive electric 
power demand forecasts.
źElectric power importation from neighboring 
countries is increasing.
źThe government is trying to promote plans 
for nuclear power.
źNew development of renewable energy is 
increasing slightly.
źThere is high potential for further energy 
efficiency.
ź)inancial aid and technical assistance, both 
public and private, for large-scale development 
from neighboring countries is prominent.
źWater resource development projects of the 
past, such as inter-basin diversion proj ects, 
have been revived because of the effects of the 
great Àoods of ����.
źAsia’s first partial opening of dam gates �at 
the Pak Mun Dam) was accomplished at the 
request of local communities.

źCivil society confrontations continue, 
revolving around opinions on the Thaksin 
administration.
źCivil society concerns are directed toward 
the political stand-off and economic measures.
ź3eople at universities are teaming up with 
NGOs and playing a role in solving problems 
the local communities are facing.
źVillager organizations headed by strong 
leaders put pressure on the government while 
receiving aid from NGOs and independent 
agencies, and are establishing strategies 
for activities that result in concessions and 
solutions to problems.
źThere are strong e[pectations of solutions 
through j udiciary means.
źNGOs are playing a role in urging 
interaction and cooperation between civil 
society and the NGOs of the Mekong Basin.
źCivil society concerns about the dams on 
the middle and lower reaches of the Mekong 
main stream are rising, and they are starting to 
put pressure on private banks.
źCivil society concerns and fears over public 
and private foreign investment are increasing.
źVillager organizations involved in 
environmental protection are diversifying 
(including the region’s urban middle class 
in addition to the former agricultural 
organizations, for example.)

C amb odia
źDue to evictions as the result of 
large-scale development, economic 
land concessions, urbanization and 
redevelopment and speculative land 
enclosures, many local communities 
throughout the nation are losing their 
homes and means of subsistence.
źBecause the government is transferring 
land and forest use rights to foreign 
corporations, local communities are 
losing access to natural resources and 
means of subsistence.
źIn the upper reaches of a tributary of 
the Mekong in the northeastern part of the 
country (the 3S region), environmental 
and social problems of Àooding and 
deteriorating water quality due to a 
hydroelectric dam across the border in 
V ietnam have not been resolved.
źEnvironmental and social impacts 
are occurring due to hydroelectric dam 
development both in and out of the 
country.
źConcerns over environmental and 
social impacts from accelerating natural 
resource development (petroleum, natural 
gas, minerals) are increasing.
źThe aquatic resources of Lake Tonle 
Sap are deteriorating due to infrastructure 
development and agricultural chemical 
use. Decreased aquatic resources and 
poverty are encouraging poaching, illegal 
fishing and deforestation of Àoodplains.
źThere are many socially vulnerable 
people, such as indigenous minority 
tribes, the poor, the disabled and women 
heads of households, and the damages 
from development get foisted onto them.

źSuppression of citizen activists and 
journalists by the Hun Sen regime is 
intensifying.
źIn the general election of July ����, the 
opposition Cambodian National Rescue Party 
made gains. While this may cause the base of 
Hun Sen regime to waver, it may take strong 
measures to bolster its base on the other hand.
źThe government depends on development 
aid, and corruption is prevalent throughout the 
system.
źBilateral aid from development agencies is 
promoting proj ects to construct or repair the 
transportation network in all areas.
źDevelopment around Lake Tonle Sap is 
advancing.
źLarge-scale development �particularly 
hydroelectric dams), such as the L ower Sesan 
2 Dam, is advancing with aid and investment 
from China and V ietnam.
źLand acquisitions by foreign capital are 
increasing.
źChina has strong inÀuence in the 
government’s decision-making (foreign policy, 
etc.), not limited to development proj ects.
ź3lans for dams on the Mekong main stream 
within the country may go forward.
źMost of the population lives in rural areas, 
and although they lead lives dependent 
on natural resources, there are not much 
cosideration on the impacts of development.
źThe government has been e[pressing official 
concerns and opposition to the construction of 
the X ayaburi Dam.

źThe judiciary is dysfunctional, and there 
is widespread mistrust of the system among 
citizens.
źIt is possible for NGOs and the media to 
criticize the government, but this freedom is 
limited.
źLocal NGOs are aware of development 
agencies as a means of putting pressure on 
their own country’s government.
źThe NGOs have channels for participating 
in aid policy drafting and revision by 
government and international agencies.
ź3ersonnel e[changes occur between the 
government and NGOs.
źThere is a strong tendency for NGOs to 
enforce basic services that the government 
is supposed to provide its citizens as part of 
development proj ects.
źNetworks have been established among 
NGOs sector by sector.
źIn response to large-scale development, 
local communities often take a more radical 
stance than NGOs, and there are issues with 
NGOs’ strategic planning and grasp of the real 
situation.
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J apan
NA (with regard to the Mekong B asin)

źThere is an increasing tendency for ODA to 
supply aid to Japanese companies (resumption 
of foreign investment and lending, public-
private partnership (PPP) cooperative 
preparatory surveys, etc.)
źInfrastructure e[port and nuclear power 
export policies are being continued.
źODA and public funding with regard to 
climate change issues is increasing.
źMekong summit meetings and foreign 
ministers’ conferences are becoming routine.
źThe Japanese government’s interest and 
presence in Mekong B asin development is 
decreasing relatively.

źThere are relatively many NGOs and 
citizens that feel concerned about exportation 
of nuclear power and package-type 
infrastructure.
źCritical inspections revealing waste in 
public funding have taken root.
źWhile there are opinions critical of 
O DA, there are also strong opinions on the 
importance of national interests.
źSince the Great East Japan Earthquake and 
Tsunami and nuclear accident, concern about 
overseas issues has decreased.

1 . 6 .  Mekong W atch’ s E fforts S o F ar

Mekong Watch conducts activities with the aim of “enabling the people living in the countries of the 
Mekong B asin to enj oy the richness of the region’s natural environment and a way of life deeply rooted in 
it, without being subj ected to the adverse effects of development15.´ In order to achieve this vision, we have 
implemented the following:  (1) a survey proj ect to investigate the relationship between the people of the 
Mekong B asin and its natural resources, (2) monitoring of economic cooperation and investment that has a bad 
effect on local communities’ livelihood and access to natural resources, (3) awareness raising and provision 
of information to the people of Japan on issues related to the environment and development of countries in 
the Mekong Basin, and ��� proposal of policies to government agencies, multilateral financial institutions and 
private companies.

Although the conditions in each country of the Mekong B asin differ, requiring different approaches and 
output in accordance with the characteristics of civil society, there was a basic pattern to our activities. This 
was to gain understanding and record information through first-hand investigation of the lifestyles and use of 
natural resources in local communities;  and in cases where development proj ects had gotten fully underway, 
causing damage to the environment or society, to cooperate with the affected communities or NGOs and 
researchers, both in the country and abroad, who were assisting the communities in order to analyze the proj ect 
and its impact on the environment and society, the developing entities and flow of funding, and applicable 
environmental and social protection policies and their infringement;  and then using the results of these analyses 
to put pressure on the Japanese government, aid agencies, private companies and other involved organizations.

There were differences in our approaches and output, for example, in Thailand, where it is possible for local 
communities and NGOs to apply pressure by themselves on their own country’s public and private sector. In 
such cases, we conducted local surveys on development issues, held various talks with villagers and supportive 
NGOs, transmitted locally obtained information in Japanese, deepened the understanding of the people 
involved in Japan, and put pressure on the government agencies, corporations or other developing entities.

In Laos, we collaborated with regional administrators and researchers, inputted the results of the surveys 
and research into the central government’s development policies, or we recorded on video or in writing the 
actual state of omnipresent rich natural environments or sustainable resource management, and by transmitting 
a positive message that L aos should cherish the richness it possesses, we aroused concerns about effects on 
the environment and society. In Cambodia, in the conte[t of the increase in NGO activities to proactively 
hold discussions with international agencies, Mekong Watch has provided information and suggestions to 
the  assisting NGOs and the communities impacted by the development promoted by the ADB or Japan 
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International Cooperation Agency 
�JICA� , so that they could request the 
agencies to abide by the environmental 
and social protection policies��. At 
the same time, Mekong Watch has 
informed the Japanese Ministry of 
Finance, who have j urisdiction over the 
development agencies, about problems 
with the proj ects via forums for regular 
discussions17, and have spent much 
effort urging for improvements and 
solutions.

In Japan, we have drawn lessons from our e[periences in the countries of the Mekong Basin and worked 
toward improvement of policies for considering the environment and society that govern O DA policies and 
public aid for corporate activities. We have also conveyed information and analyses on development in the 
basin to civil society via public seminars or electronic media, and are striving to encourage awareness among 
citizens. What we give the highest priority to, however, is the reduction or avoidance of environmental, societal 
and human rights problems.

The visions, activities and approaches summarized here are valid as of this time, and we believe they 
will be the nucleus of our future activities18. At the same time, how to advance our strategies and methods of 
activities, taking into account the situation in the basin in recent years, especially the radical changes in the 
developing entities, is becoming an urgent issue for reducing or avoiding problems on the scene. This is where 
the motivation for putting together our “V iew to the Future” resides.

1 . 7 .  Tow ard N ew  E fforts

For the past several years, Mekong Watch has made efforts with its traditional activities, and has also 
been actively participating in the activities of the Mekong B asin civil society network called Save the Mekong 
Coalition (StM)19. StM is an easy-going network of people aiming for sustainable development of the Mekong, 
and it includes NGOs, communities of the basin, researchers, journalists, and artists and other creative people. 
An issue of particular importance to this network is how to deal with the plans for construction of dams on the 
main stream of the Mekong. Thus it has been conducting a variety of activities for the purpose of preventing 
hasty dam construction, by holding regular meetings to exchange information and analyze conditions, creating 
j oint activities and strategies, putting pressure on the Mekong River Commission (MRC)20, holding events such 
as photographic displays to raise citizen awareness, collecting signatures for petitions, etc..

Regarding plans for dam construction on the main stream, no direct involvement of international 
institutions, i.e., the World B ank and ADB , or the government and corporations of Japan is known, and the 
main developing entities are the governments of countries in the basin and corporations and banking groups 
of developing countries. Therefore, by participating in StM’s activities, we believe Mekong Watch’s activities 
can make clear progress in new directions. The activities Mekong Watch has proactively led as a member of 
StM include the international workshop, “Establishing East-Asia Civil Society Network to Discuss Sustainable 
Natural Resources Management in Mekong,” held in Tokyo in December 2012, to which we invited the 
community organizations, NGOs and researchers participating in StM to hold lively discussions on efforts to 
deal with main stream dams. The contents of the discussions will be introduced in the next chapter (Chapter 2) 
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of this report, and are also reÀected in the proposals in Chapter �, ³The Mekong’s )uture, Our )utureʙ Toward 
a Strengthened East Asian Citizens Network for Discussing Development of the Mekong B asin ʙ .” We also 
conducted joint field surveys, visiting the sites of development in Thailand and Cambodia together with Chinese 
and South Korean NGOs, legal specialists and journalists, particularly as part of the network formed among East 
Asian civil society. In Chapter �, we will present the results of this survey.

E ndnotes

1 The term “development” has various possible meanings. “Development” as the focus of our activities refers to large-scale 

development proj ects such as creation of large plantations or establishment of infrastructure through construction of hydroelectric 

dams.

2 Mekong River Commission (MRC). 2005. O verview of the Hydrology of the Mekong B asin. 5 pp. http: / / www.mekonginfo.org/
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� International Center for Environmental Management �ICEM�. ����. Mekong River Commission ( MRC)  Strategic Environmental 

Assessment ( SEA)  for Hydropower on the Mekong Mainstream: Fisheries B aseline Assessment W orking P aper.  V ientiane, L ao 

PDR:  MRC.

4 Thompson, C. 2008. First Contact in the G reater Mekong. World Wildlife )und �WW)� Greater Mekong 3rogramme.

� Herein all dollar figures indicate 8S dollars.

� Ibid. ICEM. ����.

� There have been various debates on the definition of NT)3, but here it indicates products derived from forests, not including 

wood, that people use.

� )oppes, J., and S. Ketphanh. ����. N T FP  U se and Hou sehold Food Secu rity in L ao P D R. Forest Research Centre (FRC) and 

SNV  Netherlands Development O rganization.ɹhttp���www.mekonginfo.org�mrcBen�doclib.nsf���BC�D�������B�CAB�������

�����AC����)ILE�)8LLTE;T.pdf

� National Agriculture and )orestry Research Institute �NA)RI�, National Agriculture and )orestry E[tension Service �NA)ES�, 

and National U niversity of L ao PDR (NU O L ). 2005. I mproving L ivelihoods in the U plands of the L ao P D R, V olu me 2 : O ptions 

and O pportu nities. Vientiane, Lao 3DR� NA)RI.

10 Mekong Watch. L ivelihoods and Environmental I ssu es in V ietnam’ s Mekong River D elta.ɹ http: / / www.mekongwatch.org/

platform/ bp/ j apanese2-7.pdf (in Japanese) or http: / / www.mekongwatch.org/ platform/ bp/ english2-7.pdf (in English)

11 “Chinese investment rises in L aos”. V ientiane T imes. 2013/ 1/ 24

12 Japan External Trade O rganization (JETRO ). Sou th K orean O D A P olicies and Sou th K orean Corporate O verseas CSR 

P olicies. (in Japanese, year of publication unknown)

13 See http: / / www.mekongwatch.org/ report/ tb/ lower.html and other reports.

14 For guidelines on environmental and social consideration, see the Mekong Watch website:  http: / / www.mekongwatch.org/

activity/ policy.html

15 For more on Mekong Watch’s vision, see http: / / www.mekongwatch.org/ about/ vision.html

�� )or e[ample, Mekong Watch has put pressure on the ADB over the issue of resettlement of local communities due to a railway 

renovation project funded by them. )or details, see http���www.mekongwatch.org�report�cambodia�GMSRailway.html

�� In April ����, the Ministry of )inance started  a regular meeting with NGOs. The main purposes are to promote the e[change 

of information and opinions between the Japanese government and NGOs�citizens regarding the projects and policies of 

multilateral development banks and bilateral O DA, and to enhance the transparency of policy making by the government. For 

details, see http: / / www.j acses.org/ sdap/ mof/

18 See Mekong Watch’s annual activities reports, put out each year in both Japanese and English, which provide a full picture 
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of our activities. For Japanese, see http: / / www.mekongwatch.org/ about/ report.html and English http: / / www.mekongwatch.org/

english�about�inde[.html�SEC�

19 For details, see http: / / www.savethemekong.org/

20 An inter-governmental agency established in 1995 by the four downstream countries of L aos, Thailand, Cambodia and 

V ietnam, entrusted with j oint management of the Mekong River.
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C hapter 2    R eport on I nternational W orkshop and S trategy  Meeting

In December 2012 in Tokyo, we held the international workshop titled “Establishing East-Asia Civil Society 
Network to Discuss Sustainable Natural Resources Management in Mekong.” NG O  members, community 
representatives, researchers and j ournalists were invited from 8 countries (China, South K orea, countries of the 
Mekong B asin, the U S, Australia and Japan) to hold discussions and exchange information, with three main 
goals:  (1) strengthening citizen networks among the countries of the basin, Japan, China, South K orea, Europe 
and America, (2) sharing lessons from Japan’s economic “development” and what roles the public and private 
sector and civil society should take in the basin’s development, and (3) clarifying the issues the citizens of each 
country should be tackling with regard to sustainable natural resource use in the basin and factors hindering 
it. We also held a strategy meeting to consider issues centered on dam development in the Mekong B asin. The 
conclusions of that together with the results of the workshop were presented as proposals from citizens to the 
Ministry of Foreign Affairs of Japan.

P rograms
W ednesday , Decemb er 1 2 , 2 0 1 2
ɾInternational Workshop “Establishing East-Asia Civil Society Network to Discuss Sustainable Natural 
Resources Management in Mekong”

Thursday , Decemb er 1 3 , 2 0 1 2
ɾStrategy Meetings and Policy Dialogues “H ydropower Development in Mekong Mainstream and 
Tributaries and O ur Response”

F riday , Decemb er 1 4 , 2 0 1 2
ɾStrategy Meetings and Policy Dialogues “H ydropower Development in Mekong Mainstream and 
Tributaries and O ur Response” (continued from the day before)
ɾSeminar at the H ouse of Councillors, the National Diet of Japan “Current Conditions and Future of 
Development in the Mekong B asin ʙ Citizen’s Networks of the Mekong and East Asia and the Role of 
Japan” (supported by the Ministry of Foreign Affairs of Japan)

* O rganiz ations that have participated are as listed in the Appendix  of this report.

2 . 1 .  I ssues C onfronting the Mekong Basin 

At the workshop, first, participants from Laos, Thailand, Cambodia and Vietnam gave reports on sustainable 
natural resource use in the basin and factors hindering it, the impacts river development is having on people’s 
lives, and efforts by civil society to tackle these issues. Next, reports were heard from an NG O  active in China 
on trends in China’s investment in countries of the Mekong B asin, and an NG O  from South K orea on actions 
regarding South K orean O DA and the role of NG O s. Mekong Watch reported on its investigations into the 
impacts of proj ects supported by the Asian Development B ank (ADB ) and the results of the approaches the 
Japan International Cooperation Agency (JICA) and the Japan B ank for International Cooperation (JB IC) has 
taken for the improvement of their standards for environmental and social consideration, and we presented one 
example of advocacy activities to donor country governments.

Small group discussions were held to receive reports from different countries and sort out the problems 
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confronting each country of the basin and the basin overall, and to share ideas and deepen understanding on 
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regarding South K orean O DA and the role of NG O s. Mekong Watch reported on its investigations into the 
impacts of proj ects supported by the Asian Development B ank (ADB ) and the results of the approaches the 
Japan International Cooperation Agency (JICA) and the Japan B ank for International Cooperation (JB IC) has 
taken for the improvement of their standards for environmental and social consideration, and we presented one 
example of advocacy activities to donor country governments.

Small group discussions were held to receive reports from different countries and sort out the problems 



�8

the basin’s communities which depend on natural resources derived from the river, and in particular, since it 
threatens the economic activities and food security of the poorest segment of the population, a fundamental 
rethinking is needed.

2 The discussion procedures for member countries stipulated by the MRC do not function sufficiently well, so 
there is a need to draw lessons from the sequence of events so far and improve the procedures themselves.

3 At the MRC conference held in Laos on January �� and ��, ����, Japan’s government should play an 
active role in problem solving. Specifically, the MRC should ��� when providing financial aid for additional 
impact assessments of main stream dams, a) allow communities and civil society to participate in talks on 
the assessments, b) let the member countries be useful and effective in policy making for the dam plans, 
and c) make it a condition that until the additional assessments are completed, discussions of other main 
stream dams are not to be initiated� and ��� have the Laotian government immediately halt construction 
work on the X ayaburi Dam and urge the member countries to reopen talks for the purpose of forming an 
agreement.

2 . 3 .  R esults and L essons 

The reports by participants from countries of the basin further confirmed the impacts of planned dam 
construction on the Mekong main stream, particularly that of the X ayaburi Dam, which is now under 
construction, and that countermeasures are a common topic of discussion in civil society. Concern is also being 
drawn to how to respond to the state of progress of other dams on the main stream or tributaries. Regarding 
development on the tributaries, there are reports from Cambodian NG O s and local community leaders of impacts 
from the plans for the Lower Sesan � Dam, which are progressing in the northeastern part of that country, and 
because it will have an immense impact on the Mekong B asin overall4, the need for civil society’s inclusion in 
serious talks from now on is being stressed. 

Among the issues affecting the entire basin, decreased numbers of fish species due to habitat destruction 
caused by dam construction, and damage to agriculture from salt intrusion aggravated by the greater difficulty of 
obtaining water and nutrient inÀu[ to the Mekong Delta are emphasized� and a new problem that is frequently 
noted is land expropriation and disputes over land due to farm development, contract agriculture, and economic 
land concessions. An additional problem pointed out is that governments and corporations of developing nations, 
which increase their inÀuence through the development of the basin, are more reluctant to hold talks with civil 
society than are governments and corporations of advanced industrialized nations or international institutions.

As a country which will be affected by the dam development on the main stream, Vietnam is becoming an 
aggressor itself by threatening the livelihoods of local communities in northeastern Cambodia through the 
development of a dam in the Central H ighlands within its own borders. As has become apparent here, in order 
to solve such problems, education for “identity as citizens with regional and inter-generational sensitivities, 
responsibilities, and visions,” surpassing the short-term profits or interests of each country/  government 
against those of the others, is essential. Cultivating identities like this is a potential with a higher possibility of 
achievement through the connections among civil society in each country than through governments or private 
corporations. During our meeting, there were also offers from Vietnamese participants for cooperation toward 
problem solving in response to reports from Cambodia. Many individual instances of such cooperation could 
add up to synergy throughout the basin.

The participation of China and South K orea has expanded the network and led to actual j oint action (proposals 
to Japan’s Ministry of )oreign Affairs and a joint survey in the region�. Voices were heard from the South 
K orean participants that they are considering such j oint efforts in their own country too, tangential to efforts by 
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Japanese NG O s to hold discussions with the Japanese government and strengthen development agency standards 
for environmental and social protection. The South K orean government is fashioning its own O DA after Japan’s, 
and fields in which the citizens of both countries can share knowledge and cooperate is e[panding. Regarding 
the impact on countries downstream from dam development on the upper reaches of the Mekong�Lancang Jiang 
in China, on the other hand, conditions in China are making it more difficult even to hold discussions with the 
government. In the opinion of the Chinese participants, although the creation of more chances for talks among 
the government, corporations and NG O s of China on themes that are easy for China to handle, not limited to the 
hydropower sector, seems useless at first glance, it will have effects over the long term.

Regarding Japan, it is fruitful to convey the voices of the basin’s local communities and NG O s directly to the 
persons in charge in Japan’s government through the forum of public discussions with the Ministry of Foreign 
Affairs. Previously, it has been noted that making proposals for roles that the Japanese government ought to be 
actively fulfilling gets more attention than criticizing Japan’s ODA policies, which occupy the mainstream. A 
classic example of this is that when the Japanese government decided to provide funding for impact assessments 
by the MRC of main stream dams, it requested that local communities be ensured adequate participation, that 
the Laotian government suspend construction work on the ;ayaburi Dam, and that the MRC not initiate talks on 
plans for other main stream dams.

E ndnotes

1ɹ The MRC is requesting financial aid from the Japanese government for a survey on the impacts of a dam on the main stream 

which was agreed to at a board of directors meeting in December 2011.

2ɹ See “Seminar at the H ouse of Councillors, the National Diet of Japan;  Current Conditions and Future of Development in the 

Mekong B asinʙ Citizen’s Networks of the Mekong and East Asia and the Role of Japanz

http: / / www.mekongwatch.org/ events/ lecture01/ 20121214.html 

Takahiro Shiota, Southeast Asia Section Chief;  and Ryo K uroishi of the International Cooperation B ureau (both as of then) 

attended from the Ministry of Foreign Affairs. About 30 general citizens also attended.

3ɹ See http���www.mekongwatch.org�3D)�CSOBMekongDamLetterBtoBGoJ.pdf for the complete proposals document �in 

English).

4ɹ It is estimated that the number of fish species in the basin overall would decrease by �.��.  )or more information, see Guy 

Z iv et al. (2012) Trading-off Fish B iodiversity, Food Security, and H ydropower in the Mekong River B asin. P N AS ��� ���� ����-
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C hapter 3    R esults and L essons from the F ield S urvey s

    In March 2013, we conducted field surveys j ointly with participants from South K orea and China in the 
northeastern part of Thailand and northeastern part of Cambodia. The core participants comprised of South 
K orean NG O  members, Chinese j ournalists and lawyers, Mekong Watch staff, and a L aotian media member. 
In addition, Thai community activists who had also come to Japan in December 2012 participated in the Thai 
surveys, and Cambodian NG O  members participated in the Cambodian surveys.
    In northeastern Thailand, we visited communities affected by the Sirindhorn Dam, a Japanese- government-
aided proj ect in the 1960s, and the Pak Mun Dam, funded by aid from the World B ank in the 1990s. In 
northeastern Cambodia, we visited the sites of the L ower Sesan 2 Dam j ust prior to commencement of its 
construction (funded j ointly by Cambodian, Chinese and V ietnamese companies), and the L ower Srepok 3 Dam, 
which was being surveyed by a Chinese company.
   O ne of the aims of the surveys was to have the South K orean and Chinese participants gain a deep 
understanding of the effects of development, particularly the negative impacts of hydroelectric dams on natural 
resources. O ther aims were to strengthen Mekong River development monitoring activities by South K orean, 
Chinese and Japanese citizens, consider assistance to the affected communities, and seek cooperative relationships 
between the civil societies of countries of the basin and those of South K orea and China. The anticipations of 
the participants at the preparatory meeting j ust prior to getting started are as follows.

1) Seek for the ways the local communities affected by the dams could solve the problems by utilizing laws.
2) There would be conversations with civil society of the basin which could be relayed as lessons to Chinese 
civil society. They would come to understand the downstream effects of China’s upstream dams.
3) They would come to understand how the local communities downstream in Cambodia see the effects of a 
dam in L aos being supported by aid from South K orea’s public and private sectors.
4) They would compare the cases of the Pak Mun Dam, which continued to have an impact many years after it 
was constructed, with the L ower Sesan 2 Dam, on which construction will get fully underway in the future.
�� They would find a message for South Korean society, where advocacy activities are rarely seen, regarding 
development of the Mekong River.
6) They would learn what people think about the matter called “development.”
7) B y going together with people from the donor nations of South K orea, China and Japan to visit sites of 
development in the basin receiving aid from those nations, they would find means of mutual understanding.
8) They would learn about cooperation within the region regarding aquatic resources of the Mekong River, such 
as whether the MRC was functioning.

3 . 1 .  P rogram and P articipating O rganiz ations

P rogram
Mun River B asin in Northeastern Thailand
March 18, 2013 (Mon)
  Meeting up in B angkok, Thailand
March 19 (Tue)
  Self introductions and identifying participant anticipations
  Transferring to U bon Ratchathani Province (by air)
  Joining up with other participants, transferring to Phibun Mangsahan District (by land). Meeting with local 
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community affected by the Pak Mun Dam.
  O utline of the Pak Mun Dam issues given by Mekong Watch. V ideo viewing (lodging in K hong Chiam District 
during stay in northeastern Thailand).
March 20 (Wed)
  V isiting the Pak Mun Dam and Sirindhorn Dam
  Transferring to a village affected by the Sirindhorn Dam. Meeting with affected community.
March 21 (Thu)
  L istening to a talk by Ms. K ampui (one of the villagers affected by the Pak Mun Dam) in Nachumchon V illage.
  Meeting for reÀection

Sesan, Srepok and Sekong River B asins in Northeastern Cambodia
March 22 (Fri)
  Transferring from Chong Mek, U bon Ratchathani Province to L aos (by land)
  H iking to K hone Phapheng Falls, followed by entry to Cambodia through Stung Treng Province (by land)
  Meeting up with 3S Rivers Protection Network (3SPN) staff, followed by visiting the planned construction 
site of the L ower Sesan 2 Dam and Srekor V illage (an affected village). Social gathering with community 
representatives (lodging in Srekor V illage).
March 23 (Sat)
  L istening to accounts by the people of Srekor V illage of problems with deforestation in the vicinity of the 
planned construction. Taking a walk through the village and observing the community’s way of life.
  Transferring to Ratanakiri Province. V isiting an area affected by economic land concessions (lodging in 
B anlung).
March 24 (Sun)
  Travelling up the Srepok River by boat.
  L istening to accounts by inhabitants of Thmei V illage which is being relocated due to the L ower Srepok 3 
Dam.
  V isiting the planned construction site and a small shrine for the spirits.
  Transferring to Lumphat Village. 3articipating in a viewing of a video film about the 3ak Mun Dam �some 
lodging in L umphat V illage, some in B anlung).
March 25 (Mon)
  Social gathering with the community in L umphat V illage hosted by 3SPN and others.
  Transferring to B anlung.
  Meeting for reÀection. Social dinner party �lodging in Banlung�.
March 26 (Tue)
  Main group returning to U bon Ratchathani Province (by land), then home (by air).
  Some members transferring to Phnom Penh (by land) and returning home the next day (by air).

P articipating O rganiz ations

The participating organizations were as follows1. An introduction to each of these organizations is included in 
the appendix at the end of this report.
C amb odia
American )riends Service Committee �A)SC� , Cambodia Office
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C hina
Caixin Media
The Center for L egal Assistance to Pollution V ictims (CL APV )

S outh K orea
The Energy and Climate Policy Institute for Just Transition (ECPI)
O DA Watch

Thailand
Northeast Community Network of 7 Provinces in Mekong River 

3 . 2 .  S ites V isited

Mun River basin in northeastern Thailand
    O f all the Mekong’s tributaries within Thailand, the Mun River has the largest watershed area. Together with 
the Chi River, a tributary of the Mun River, it is the main sphere of Mekong River development within Thailand. 
In the past, there were plans for construction of several dams and large-scale river diversion as part of the 
K hong-Chi-Mun Proj ect for large-scale irrigation in northeastern Thailand2, but opposition movements by local 
communities that would have been affected by the environmental and social effects of the dam have resulted in 
long-term suspension of the plans.

P rotest activities b y  local community  memb ers ( Bangkok, 2 0 1 1 )

    The Sirindhorn Dam3 was constructed in the 1960s on the L am Dom Noi River, a tributary of the Mun 
River, and was the Japanese government’s first international yen loan proj ect in Thailand. At the time of its 
construction, the main purpose was hydropower, but since it created a vast reservoir, the water came to be used 
for irrigation as well. Currently double-cropping and dry-season vegetable farming are widely practiced nearby, 
but many communities living where the reservoir would exist were forced to relocate or lost their farmland. At 
that time, Thailand was under a military dictatorship, and in order to guard against communist inÀuence from 
neighboring countries, citizens were subj ected to a regimen of strict surveillance, especially in farming areas 
near the country’s borders. For that reason, the local communities were relocated without ever being given 
access to information on the dam’s plans or any chance to express their opinions on the proj ect. The places the 
government had prepared for their relocation, however, were barren land, so many communities abandoned 
those, some emigrating to B angkok to look for work, and inevitably wound up impoverished4. L ater, when the 
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movement for propagation of the 1997 Constitution, which was born in response to the “B lack May” incident 
of 1992, reached the area affected by the Sirindhorn Dam, the local communities realized that they had a right 
to obtain fair compensation from the government, and they launched a movement seeking compensation thirty 
years after the dam’s construction5. There are many lessons that can be learned from the case of the Sirindhorn 
Dam about how much damage an area can suffer over the long term from misbegotten development.

    The Pak Mun Dam is a proj ect that received World B ank aid, and its case is known worldwide as a maj or 
battlefield where opinions for and against large-scale hydropower dams compete fiercely. The lower reaches 
of the Mun River are one of several places in the Mekong B asin with abundant fish. B ecause the dam was 
constructed there, the ecosystem was destroyed, and local communities of the basin who had been making their 
living by fishing were thrust into poverty with no warning. 3rior to its construction, only the dam’s benefits were 
widely discussed, and its effects were underestimated, so few of the communities opposed it. After the dam 
started operation, however, and the damage became apparent, a large-scale movement seeking compensation 
arose, which later evolved into a movement seeking the dam’s removal, and that movement continues even now.

The P ak Mun Dam  W hen the gates are closed ( left)  and opened ( right)

S irindhorn Dam ( left)  and its ex tensive reservoir ( right)
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    In 1991, the World B ank made the decision to fund the Pak Mun Dam proj ect at a meeting of the B oard of 
Directors. At that time, the Executive Director representing America, which had already conducted its own 
environmental impact assessment, opposed funding it, together with the Executive Directors from G ermany 
and Australia. Canada’s abstained from voting, but Japan’s is said to have expressed strong agreement6. Also, 
in a later assessment of the proj ect, the World B ank insisted against reason that the original plans called for 
resettlement of 25,000 people, but it was a relatively good proj ect in which “social and environmental effects 
were considered and damage was kept to a minimum7.” At the time, there was heated debate worldwide on the 
environmental and social impacts of large dams, so this kind of opinion from the World B ank was met with 
severe criticism from NG O s struggling with dam issues. Moreover, though it was widely known that the Pak 
Mun Dam did not have a large reservoir and was a run-of-river type dam that was environmentally friendly8, 
in reality, it brought on a decline in fish numbers due to deterioration of the river’s ecosystem, with riverbank 
farming and gathering activities near the river impacted, and cultural value connected with the river destroyed. A 
detailed investigation by researchers and NG O s into these problems made it clear that intake-type dams planned 
in various places in the Mekong River basin had a high risk of causing environmental and social problems.
    The communities opposing the dams and the NG O s, researchers and artists supporting these communities 
are conducting activities such as investigative research, video production and songwriting. In addition, the 
community members are becoming investigators themselves, surveying the effects of the dams on their own 
livelihoods, and gathering knowledge by means of having NG O  staff and college students record it as their 
“assistants.” This investigative method is widely known as “Thai B aan Research9, 10.” It is likely that Thai B aan 
Research will help the local communities, who have been unilaterally subj ected to investigation or development, 
become the investigators and authors of their own tales. It is the first case of the Thai people appealing their 
causes to society on the basis of their own research results, and they are strongly supported by some in 
the academic world, not to mention Thailand’s local community movements. Thai B aan Research is being 
welcomed by civil society of the basin, and similar research is being conducted in the Thanlwin B asin in B urma 
and in Cambodia as well. In Cambodia, it is being called “Sala Phum Research11.” Recently, there is a movement 
to start research using the same methods in L aos too.

Sesan, Srepok and Sekong river basins in northeastern Cambodia
    Northeastern Cambodia comprises the three provinces of Stung Treng, Ratanakiri and Mondulkiri, which are 
characterized by the presence of many indigenous minority tribes which have different lifestyles, cultures and 
languages. The area is also known for the abundance of its natural resources and its biodiversity, and about 40%  
of Cambodia’s natural forests are found in Ratanakiri and Mondulkiri provinces. Supporting this abundance are 
three rivers, the Sesan, Srepok and Sekong rivers (3S)12. The three rivers have their headwaters in V ietnam and 
L aos, so they are international rivers, and at the same time, they comprise the biggest tributary system in the 
Mekong B asin. Also, most of Cambodia’s indigenous and minority tribe population is concentrated in the three 
river basins, where they lead lives dependent on the rivers’ resources.

The S esan R iver: )rom its headwaters in the Central Highlands of Vietnam, the Sesan Àows to the southwest, 
crosses Ratanakiri Province and j oins the Mekong River in Stung Treng Province.  It has a total length of 462 
km, of which 210 km lies within V ietnam. Its basin covers a total area of about 18,570 LN�, of which about 
60%  is located in V ietnam and about 40%  in Cambodia. There are 75 villages along the river in Cambodia, 
where about 30,000 people live (Ratanakiri Province has 60 villages with about 20,000 people, and Stung Treng 
Province, 15 villages with about 10,000 people.)
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The S repok R iver: This river also arises from the Central Highlands of Vietnam, Àowing through Mondulkiri, 
Ratanakiri and Stung Treng provinces. The total area of its watershed is about 30,000 LN�, of which about 
18,000 LN� is in V ietnam. At the 245 km point from the border with V ietnam, it j oins the Sesan River, which 
then Àows into the Mekong main stream. Within Cambodia, there are �� villages along its banks, in which about 
11,000 people live.

The S ekong R iver: )rom the Annamite Range in Vietnam and Laos, the Sekong River Àows into Stung Treng 
Province. L ike the Srepok River, it j oins the Sesan River, which then j oins the Mekong River. In Stung Treng 
Province, there are 31 villages along the Sekong River, where about 28,400 people live.

ɹA stilted house on a riverside ( left)  and a vegetab le garden in the village ( right)

    In the 3S B asin, dam development has proceeded since the 1990s in V ietnam, causing great damage to the 
villages downstream in Cambodia. Three years after construction of the <ali )alls Dam, the basin’s first dam, 
upstream on the Sesan River in V ietnam, water releases from the dam have caused frequent unpredictable 
Àooding in the Sesan Basin on the Cambodian side of the border, muddying the river’s water and harming the 
health of people who rely on the river for their water. The water releases also cause bank erosion, making the 
cultivation of fields near the river impossible to continue, while fish numbers have declined drastically due to 
deterioration of the river’s ecosystems. At first, the villagers knew nothing about the construction of the <ali 
Falls Dam, so they thought the spirits had been angered and were causing the changes in the river. In March 
2000, six villagers drowned, and damage continued to occur after that, but construction of the dam in V ietnam 
continued with no consideration given to its effects downstream.
    While the trans-boundary environmental and social impacts from dam development in V ietnam remain 
unresolved, the greatest concern currently in the 3S B asin is construction of the L ower Sesan 2 Dam, this 
one in Cambodia’s territory. This dam is planned for j oint funding by Cambodia, Chinese and V ietnamese 
companies and will be located �.� km downstream of the conÀuence of the Sesan and Srepok rivers in Sesan 
District, Stung Treng Province.  When it is built, it will require a large-scale relocation of about 5,000 villagers 
living along the banks of the two rivers. All of the land nearby, however, has been acquired by Chinese and 
V ietnamese companies in economic land concessions, and there are concerns that sufficient land for the 
communities’ relocation cannot be ensured.  In fact, many of the relocation sites designated for the communities 
are either unsuitable for agriculture or located too far away from their current homes. To begin with, most of the 
information they receive is spread by word of mouth, so the communities are not receiving information on their 
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relocation or compensation in any proper form from the government or companies.
    It is feared that damage may occur within Cambodia from the L ower Sesan 2 Dam, but there are extremely 
big concerns about damage to the entire basin.  Water would be impounded by the dam near the conÀuence of 
the Sesan and Mekong rivers, so first of all, fish would not be able to move freely, and there are concerns that 
this would result in great harm to ecosystems throughout the basin, including L ake Tonle Sap and the Mekong 
Delta. O f the 27 dams planned for construction on Mekong River tributaries between 2015 and 2030, the L ower 
Sesan � Dam would have the biggest impact, and there is an estimation that the number of fish living in the 
basin would decrease by �.��, and �� fish species would face the danger of e[tinction.
    Plans for dams on the Srepok River are also progressing.  It is said that the L ower Srepok 3 Dam in L umphat 
District is to be located inside a wildlife refuge, but almost no information has been released. Regarding 
preliminary surveys to be conducted, the local authorities have not been informed of any, much less the 
affected communities. In late 2010, the inhabitants of Thmei V illage in L umphat District observed Chinese 
workers engaged in soil testing of the site, and through laborious communications with no common language, 
they learned from these workers that they would soon be forced to relocate due to the dam’s construction.  In 
addition, plans for construction of the Sepian-Senam Noi Dam are in progress in L aos on the Sekong River.  
B ecause a South K orean company is involved in this, the South K orean government might also be providing 
public financing.  The South Korean NGOs who participated in the field survey are trying to launch full-Àedged 
monitoring activities.
    Activities of Chinese companies in the 3S B asin stand out and are not limited to the L ower Sesan 2 Dam and 
economic land concessions. Chinese companies have taken on the j ob of constructing and paving roads through 
the villages, and Chinese workers are frequently seen in the vicinity. According to the villagers, the workers 
themselves are being supervised, and there are limited numbers of interpreters, so their interaction with the local 
people can be said to be practically nil, and it is difficult to have contact with them. In addition, local NGO staff 
say that compared to V ietnamese, South K orean, Japanese and other countries’ companies, Chinese companies 
give less consideration to environmental and social impacts, and they are unmotivated to reveal information or 
hold discussions with local communities.

�.�. 5eÀections� ThaiOanG SXUve\

    At the end of our visit to sites in Thailand, Mekong Watch and the Northeast Community Network of 7 
Provinces in Mekong River gave their respective reports and overall impressions, the former on the dams on the 
lower reaches of the Mekong main stream, and the latter on the administrative litigation in Thailand regarding 
the Sirindhorn Dam. After that, the activities of each of the participating organizations were introduced, and 
everyone reÀected on the field survey activities in Thailand. During these reÀections, the participants gave their 
respective opinions on the following three questions.

1) What lessons did you learn from the cases of the Pak Mun Dam and the Sirindhorn Dam?
2) H ow will you make use of these lessons in your future activities?
3) What proposals can you give regarding the role Mekong Watch can play in development issues in the Mekong 
B asin?

The participants gave their opinions as follows.

――What lessons did you learn from the cases of the 3ak Mun Dam and the Sirindhorn Dam?
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L aotian participant: The development problems of each country need to be taken up as international issues. 
This is particularly needed for L aos (where freedom of speech is restricted internally).
S outh K orean participant A: It made me wonder, “Development for whom and by whom? ” Development 
divides people into two groups, the powerful and the powerless. The two cases of the Pak Mun Dam and 
Sirindhorn Dam are not over with yet. Meanwhile, the same thing is happening in L aos.
C hinese participant A: I met many people (during our visit) and learned two things.  First, the government 
made the decision to build the two dams, and showed no concern about the local communities or their 
livelihoods. The communities sought ways to resolve the problems by themselves, but there was no 
communication with the policy makers. Communication is necessary during both the policy planning process 
and the compensation process. Second, in order to prevent or resolve disputes, a better system is needed, and 
methods for this need to be discussed. Even from the government’s standpoint, in order to govern the country, 
they need to talk with the stakeholders.

――How will you make use of these lessons in your future activities?

C hinese participant B: I will write an article about my experiences here, and tell Chinese readers what the 
people of Southeast Asia think about dam development in the Mekong B asin.
S outh K orean participant B: We will strengthen our network with Mekong Watch and engage in j oint 
activities. All of the participants from South K orea are discussing posting (articles on Mekong issues) in our 
on-line media. Regarding development problems in the Mekong B asin, we will carry out activities to raise 
awareness of citizens in South K orea. We will participate in international campaign through StM.
S outh K orean participant C : We will make use of our experience here to monitor the development programs 
of the South K orean government and corporations.
S outh K orean participant A: We need to speak out more. We shouldn’t let the history of the Pak Mun Dam 
and Sirindhorn Dam be relegated to “the past”;  we need to relay their current stories.
S outh K orean participant C : I want to write a report on this field survey. I cannot watch all of the development 
proj ects in the Mekong B asin, so I want to concentrate on the ones South K orea is involved in and monitor 
them. There are problems with South K orea’s energy policies, so I will continue researching policy matters. 
Also, regarding energy problems, it is necessary to point out alternatives. I will write my observations of this 
trip in an article and tell them to South K orea’s citizens.
L aotian participant: To avoid or mitigate the effects of large-scale development in the Mekong B asin, we need 
to build and strengthen our own network.
Thai participant: Regarding policies to mitigate the effects of large-scale development and local communities’ 
struggles, we need to bring together our experiences thus far. In addition, we need to strengthen our network.  
We must sacrifice our time and work harder for that purpose. We need to make the local communities’ struggles 
an issue of international concern.
C hinese participant A: I felt that the local communities’ strength was divided. They should get together 
more. B y linking various groups together, they can make their voices bigger. (We only heard from the affected 
villagers this time, but) I would like to know what other actors, for instance, lawyers and legal experts, think. 
I have heard that lawyers are also assisting the local communities in Thailand. I think they should also contact 
lawyers in other countries.

――What proposals can you give regarding the role Mekong Watch can play in development issues in the 
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Mekong B asin?

C hinese participant A: Shouldn’t you investigate the law more?  I think the Thai people should resort more to 
legal means. If you don’t use the law, the system will not improve. H ow about if Mekong Watch improved the 
daily lives of the local communities, for example, by cooperating to raise their level of education?
Thai participant: I am asking this more of the other groups rather than Mekong Watch, but I would like you 
to aid the local communities more, including those in Cambodia and L aos, in their battles for equality. The 
reports (on our visits this time) need to be translated into each of the languages in order to make the effort more 
international.
S outh K orean participant C : This is my advice without a deep understanding of Mekong Watch, but the 
government is announcing that there is not enough electricity. The citizens are running campaigns saying 
“We don’t need dams,” but I think you need to indicate alternatives. In South K orea, a small village with 
about 2,000 people achieved energy independence. It is j ust a small example, but this small example is being 
noticed all around the world. O ur organization is taking this kind of approach. If we oppose a dam, no one will 
listen, but by pointing out alternatives, people living in cities can get a deeper understanding of “why the local 
communities are opposed to dams.”
L aotian participant: Mekong Watch should engage in activities related to other energy problems, not only 
dams, such as nuclear energy, for example. I would like you to continue working in this region and strengthen 
your network with China and South K orea.
S outh K orean participant A: I want you to continue your activities. There are things the villagers cannot 
say out of fear, but they are encouraged by people visiting from outside. Small NG O s like Mekong Watch are 
limited in what they can do, but I would like you to continue walking together with the villagers.
S outh K orean participant B: I have respect for Mekong Watch’s activities because you are able to investigate 
local conditions on your own terms. I know you already have a lot of work to do, so I will not propose that you 
increase your work beyond that. B y working in a place near the local communities, Mekong Watch encourages 
the villagers. The local ladies we met today had pride in what they were saying. B y working near the people, I 
think you empower the people.
C hinese participant B: Y ou need to create a platform and send more sweeping messages on the various issues. 
If you do that, I think it will have appeal for the media.

�.4. 5eÀections� &aPEoGia SXUve\

    The results of the field survey in Cambodia and issues it brought up were compiled through a conversation 
between two of our staff (Mr. Doi and Ms. Takahashi), who had participated in the survey, on the basis of the 
recorded reÀections by all participants on the final day of the schedule. )or their conversation, five questions 
had been prepared beforehand, and they were asked to think of responses to them. B elow is a summary of their 
conversation.

――Was the gravity of the damage from dam development to the livelihoods of people dependent on natural 
resources conveyed to the participants from South K orea and China?  What basis is there to j udge that it was 
conveyed?  If it was not conveyed, what was the reason for that?

Takahashi: I felt it was conveyed to some degree. The South K orean participants were members of an NG O  
that thinks about environmental and social impacts of development, so they already had background knowledge 
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and experience. Even if the details of the problems facing Cambodia did not come across, the gist was conveyed. 
Perhaps the Chinese participants have had few opportunities to observe livelihoods of people dependent on 
rivers and natural resources, but it looked like they were struggling in  understanding the thoughts of villagers 
who said they didn’t need development or electricity. I think, though, they were trying to understand.
Doi: I had the same feeling as you about the South K orean participants. They are already coming from a 
viewpoint in common with Mekong Watch. I found it impressive that one of the South K orean participants 
remarked, “South K orean people visiting L aos, which they think is ‘ the poorest country,’ are surprised when 
they see L aotian people living happily.” In their remarks, the topic of natural resources does not come up 
directly, but they were similar to what we had intended, as we tried to convey to the participants the point of 
view, if paraphrased in the South K orean context, that South K orea is an economically advanced country and 
L aos is a “poor” country, yet in terms of happiness and wealth, the reverse might be true, or the viewpoint that 
it is L aos that has wealth. Also, compared to the Chinese participants, the South K orean participants are looking 
more critically at the state of their own country’s development. When they look at L aos as the opposite of South 
K orea with its problems, they come to see L aos in a positive light.
    In contrast, although of course the Chinese participants do not think their own country has no problems, I feel 
they haven’t contrasted China’s problems with the richness of L aos and Cambodia. It looked like they were not 
considering whether L aos and Cambodia might provide clues to solve the problems China faces. The Chinese 
participants repeatedly asked the villagers in Srekor V illage, “Don’t you want money or electricity or cars? ” 
While they agreed with the villagers that dams were not good, by proposing things like solar power generation 
as a solution to villagers who maintained that they didn’t need electricity and the river was more important, 
I get the impression they were not completely assimilating what the villagers were saying. They came with 
the assumption that electricity and cash were absolute necessities, and they kept pestering the villagers with 
questions like, “If you keep living like you currently do in the village, you won’t obtain anything, will you?  
What will you do? ” I think the participants this time were better able to see the problems and consider them 
relative to the current situation in China than the average person in China would have been, but even so, they 
thought something was missing in the life of the village. I feel that I faced the “stubbornness” of the general 
sense of values regarding development in China currently.
    O n the other hand, the Chinese participants tried to understand what the villagers were saying. During the 
reÀections, they asserted that they had tried to understand, and while referring to their e[periences in Africa, 
one of them said there was a gap between what Chinese people were saying and the way of thinking of the local 
people, and that they understood what both sides were saying. They also enj oyed swimming in the river. I had 
a really good feeling from that. It may be j ust having them enj oy a way of life that they don’t have in China’s 
cities, but in enj oying it, perhaps they can understand the value of that way of life.
Takahashi: It is true that the Chinese participants tried to understand the villagers. In particular, I think it was 
that our visit to Srekor Village came on the first day of the survey. When the villagers said, ³Compared to the 
river, electricity is unnecessary,” at the same time they said, “We don’t know how to use electricity except for 
lighting, and perhaps television at the most,” so it seems the Chinese participants came to the conclusion that 
the villagers j ust thought they didn’t need electricity because they didn’t know how to make convenient use of 
it. I thought we could have them see a place where they could really experience the richness of the village, and 
not a village lacking things, and have them listen to what the villagers said, but I was  unable to get convincing 
information.
Doi: Anybody who might be deprived of their own way of life and what they were doing until now will resist 
and try to protect it. That they are trying to guard it means they see value in it, but in the case of Cambodian 
villagers, they give the impression that they are not so much making a proactive choice for their current lifestyle 
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think you empower the people.
C hinese participant B: Y ou need to create a platform and send more sweeping messages on the various issues. 
If you do that, I think it will have appeal for the media.

�.4. 5eÀections� &aPEoGia SXUve\

    The results of the field survey in Cambodia and issues it brought up were compiled through a conversation 
between two of our staff (Mr. Doi and Ms. Takahashi), who had participated in the survey, on the basis of the 
recorded reÀections by all participants on the final day of the schedule. )or their conversation, five questions 
had been prepared beforehand, and they were asked to think of responses to them. B elow is a summary of their 
conversation.

――Was the gravity of the damage from dam development to the livelihoods of people dependent on natural 
resources conveyed to the participants from South K orea and China?  What basis is there to j udge that it was 
conveyed?  If it was not conveyed, what was the reason for that?

Takahashi: I felt it was conveyed to some degree. The South K orean participants were members of an NG O  
that thinks about environmental and social impacts of development, so they already had background knowledge 
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as passively hoping to keep their lifestyle, which had been stable until now, or j ust to leave everything as it 
always has been. It is striking in contrast to the Thai villagers, that the villagers in Cambodia are appealing with 
regard to the distress of being deprived of their traditional lifestyle, but we don’t hear them appeal very much to 
the wonderful things they have that they want people to see. Either they have not discovered the positive values 
they can advocate to visitors from outside, or they j ust haven’t found a way to express them? I couldn’t tell. If 
you cannot state your case clearly, it is hard to fill the gap between your awareness of the value of a lifestyle 
dependent on natural resources and the perceptions of people who haven’t discovered it. The villagers must 
assert to outsiders the value of what they are defending from development being brought in from the outside. In 
order to do that, it will be necessary to some extent to devise ways of explaining this. I would like to encourage 
them to rediscover the value of things they take for granted and express that.
    If the graveness of the damage to lifestyles dependent on natural resources is not conveyed to the participants 
of field surveys, it is perhaps due to  an overwhelmingly affirmative view of development to people in modern 
China, and because  the Cambodian villagers have not found the words to explain to outsiders the value of their 
lifestyle dependent on natural resources. 
Takahashi: To sum up, the participants from South K orea were already coming from a point of view in 
which they understood the value of lifestyles dependent on natural resources. It was more difficult for the 
Chinese participants to understand that point, but they made an effort to understand it. The reason the Chinese 
participants had difficulty understanding the value of lifestyles dependent on natural resources would be that in 
China an affirmative view of development is e[cessively dominant, and it may also be because the Cambodian 
villagers could not rediscover and express the value of their own lifestyles.

――With which of the communities’ assertions did the South Korean and Chinese participants sympathize the 
most?

Takahashi: It would be that “(large-scale) dam development is causing problems.” As came up in our 
conversation about the previous question, it was difficult to convey the communities’ assertion that they were 
satisfied with their current lifestyle and did not need electricity that much, especially to the Chinese participants, 
but we got shared recognition that growth in the form of dam development which results in environmental 
destruction is not good. H owever, as seen in the proposal for a solution by using solar energy, they started with 
the premise that “development and electricity are necessities,” so if the communities had not been opposed to 
the dams, we don’t know whether they would have seen the problem with those tranquil  villages and abundant 
nature being submerged by a dam.
Doi: Problems with dams were one of the things mentioned when we invited them to j oin our field survey. 
Could it have been that the Chinese participants became more clearly aware of problems being caused locally by 
Chinese companies? During the reÀections, one of the problems they brought up was ³the Chinese government 
and companies do not try to listen to the voices of the local communities.”

――With what did they sympathize the least?

Doi: Regarding the spirits, the Chinese participants Àat out said, ³Chinese do not believe in spirits.´ We thought 
they would be interested in what the villagers believed in, but it was completely the opposite. They themselves 
do not believe in spirits, so they cannot understand the villagers’ faith, and they were  at a loss to try to explain it 
to the Chinese.
Takahashi: I think we obtained sympathy for the points that dams were having a bad effect on the environment 
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and society and that China is the source of various problems locally, but regarding talk about spirits in the 
forests that the local communities view as important in their lives, it looks like we have to conclude that it gives 
rise to more bewilderment than sympathy.

――Did the South Korean and Chinese participants commit themselves to any definite future activities? If they 
did not, what was the reason?

Takahashi: The Chinese participants promised to look into laws in China that could be applied and to play 
an intermediary role in talks with Chinese companies when we undertake similar activities in the future. They 
also said they would document and share their experiences this time through a blog as it has few restrictions. 
Meanwhile, although the South Korean participants did not mention any specific activities, since there were no 
clear connections between South K orea and the dams which were the theme of this survey, they did promise us 
to continue to turn their attention to development problems throughout the Mekong B asin. They also proposed 
to hold a j oint exhibition of photography of the Mekong B asin.
Doi: In the case of the South K orean participants, even if they do not declare anything in particular,  it probably 
means that they are committed to activities for monitoring development in the Mekong B asin in the future. It 
might simply mean that this visit has not enlightened them to engage in any new future activities. They also 
said they would link other groups in South K orea with interest in the development of the Mekong B asin with 
Mekong Watch and other organizations grappling with development issues in that region13.
Takahashi: The participants made commitments or proposed activities in their respective fields of specialization 
and interest, such as investigating laws, writing about their experiences, holding photographic exhibitions, 
monitoring development plans, or promoting networking.

――What kinds of issues did we recognize in promoting networking with the civil societies of South Korea and 
China?

Takahashi: Citizens organizations active in South K orea have few people with interest in happenings overseas. 
In China, it is quite difficult for the average citizen to see things from the point of view of ³a rich life dependent 
on natural resources.” Also, they face many social problems in their own country, so it is hard for them to turn 
their attention to problems abroad. The younger generation, however, are not happy to see China getting a 
bad image because of the behavior of their country’s government and companies in other countries, so from 
that point of view they are concerned about the behavior of China’s government and companies. It would be 
difficult to get them to understand the rich life of the villages and their animistic faith, but I think we could form 
networks through activities to awaken awareness among the younger generation about the conduct of China’s 
government and companies.
Doi: During the reflections, the participants told us about problems and issues in their own respective civil 
societies. When one said, “In South K orea, few activists can speak English, so they don’t pay attention to 
problems overseas,” that left an impression. In China, they were saying, “Few in the media criticize the 
government,” and “Criticism in itself is difficult,” so it seems restriction of the political arena is serious. In 
Mekong Watch’s activities with citizen organizations in South K orea and China, it can be said in other words 
that each of these civil societies has its own characteristics, and we cannot ignore such issues.
    South K orean society overall resembles that of Japan currently, in that they are quite inward-looking. They 
experienced rapid economic development, so aging of society, suicides and other internal problems have become 
evident. They also said a generation gap has become a problem among activists, with no attempt to foster 
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younger generation activists properly. In China, restrictions on the political arena and differences in values 
regarding development are keenly felt. They had a more positive view of development overall than we had 
imagined. Filling these gaps will be a future issue.
Takahashi: The issues each of the civil societies is facing were made clear. People’s concerns in both South 
K orea and China are directed toward internal problems, and this is something they have in common with 
Japan. In China, not only do citizens movements and the media have limited space for activities, the sense of 
values toward development is overwhelmingly positive. In South K orea, in the process of transforming into 
expansion of the NG O  sector, it seems that the historic anti-autocracy and democratization movements wound 
up with a generation gap and other issues. It would be desirable to create a network which takes these different 
characteristics of civil societies into account.

――What facts and opinions came up, that Mekong Watch could refer to when considering its future 
organizational structure and activities?

Takahashi: It became clear that the Cambodian villagers and 3SPN had been less experienced than we have 
assessed with accepting visitors from the outside. The South K orean participants proposed dividing villagers 
into groups according to the level of experience they have so that there would be a chance to hear the opinions 
of villagers who have little experience in meeting outsiders. Even if we do not go as far as dividing up the 
villagers, I feel it would be necessary to make an effort to consider beforehand what we would like to ask them, 
the content of the questions, the procedure, etc. 
Doi: I think communication with outsiders is an issue both we, on the one hand, and the 3SPN and villages, on 
the other, are facing. Talking of issues for Mekong Watch, we can compare the case of the Pak Mun Dam, where 
as a result of our staff’s local activities for more than ten years now, we know whom and what to ask. In the 
3S B asin, by contrast, we have not reached that level yet. At the root of this is the short time we’ve been there, 
along with language problems. Currently there is nothing we can do about it, but if we want to increase our 
activities to the level they are in the Mun River basin, there are many things we should be doing in Ratanakiri.
Takahashi: I felt that collaboration with the Chinese and South K oreans, especially the South K orean 
NG O s, regarding common issues such as strengthening policies for environmental and social consideration 
in connection with development funding would be significant. I think it will be necessary to support stronger 
capabilities among the Cambodian villagers to effectively convey their own views to outsiders.

3 . 5 .  C onclusions

    )irst, through the field surveys in Thailand and Cambodia, the participants were able to deepen their respective 
understanding of the impacts of dam development on people’s livelihoods. In comparing the anticipations of the 
participants, elicited beforehand, with their remarks during the meetings for reÀection, we think we achieved our 
goal to some degree in terms of increasing the possibility for collaboration in that (1) they learned lessons that 
they can relay to civil society in China and South K orea, (2) they learned from the experience of Mekong Watch 
as an example of advocacy activities in the Mekong B asin, and (3) NG O s from South K orea, China, Japan and 
the Mekong B asin could get together to visit the sites. The participants from Chinese media and NG O s from 
South Korea were each able to think of specific activities for making use of the lessons and results of the field 
surveys, and were able to discuss possibilities for future collaboration.
    O n the other hand, we were unable to provide as much of a forum for discussion as the participants had 
hoped regarding the point of view of the local communities on trans-boundary environmental problems or 
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local cooperation regarding the Mekong River’s aquatic resources. Also, it is risky to conj ecture about a 
country’s overall image from the remarks of a limited number of participants, but  if we limit the scope to the 
participants of this field survey, the participants from South Korea came from a point of view similar to ours 
in that they could see the value of a life based on natural resources and were concerned about development 
destructive toward that, while the participants from China tended to see the environmental and social impacts 
from development proj ects but assume that development would bring economic growth, and Mekong Watch was 
unable to convey to them the value of the connection between the livelihoods of the local communities and the 
natural resources to the degree that we had hoped in this field survey. We want to discuss this point in greater 
depth in Chapter 5’s conclusions.
 

E ndnotes

�  The order of countries and organization names is purely alphabetical, and does not reÀect their relative importance.

2  For more on the K hong-Chi-Mun Proj ect, see http: / / www.mekongwatch.org/ report/ tb/ channel.html

3  During its construction, the Sirindhorn Dam was called the “L am Dom Noi H ydroelectric Dam,” but it was later renamed after 

Princess Sirindhorn of Thailand.

4  For experiences of the local communities during the dam’s construction, see http: / / www.mekongwatch.org/ report/ thailand/

sirinthorn.html (in Japanese),

 or http: / / www.internationalrivers.org/ blogs/ 294/ sirindhorn-dam-affected-communities-still-seeking-j ustice-and-compensation (in 

English).

5  There were many local communities affected and several groups exist, but they still have not received compensation. At the 

time of our field survey, movements seeking compensation for the local communities continued as actively as before.

�  Around the year ����, Mekong Watch inquired about the record on this with the Ministry of )inance, which oversaw the office 

of Japan’s World B ank Executive Director, but received their reply of “the data no longer exist.”

7  World B ank (1998) Recent Experience with Involuntary Resettlement:  Thailand - Pak Mun. http: / / documents.worldbank.org/

curated/ en/ 1998/ 06/ 693488/ recent-experience-involuntary-resettlement-thailand-pak-mun

8  Run-of-river dams lack a large reservoir and utilize the river flow volume to produce electricity, so they are considered 

environmentally friendly, but in reality, by stemming the Àow they have a big impact on the ecology of the river.

9  Meaning “research by the local communities” in Thai.

10  Investigations conducted to date appear on the Thai NG O , L iving River Siam’s website.  See http: / / www.livingriversiam.org/

en-tbr.htm

11  Meaning “research by the local communities” in Cambodian.

12  All three rivers’ names begin with “S,” so they have been given the generic name “3S.”

13  O ne representative each from 3SPN and Mekong Watch were invited to the 12th K orea River Day Seoul Conference 2013, 

which was held in Seoul by the K orea Network for River and Watershed on August 13~ 15, 2013, where they had an opportunity 

to speak to the participating South K orean citizens about the contribution of South K orea’s government and companies to the 

current status of Mekong River development.
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C hapter 4    W hat Development P olicies W ould E nsure the Management and U tiliz ation of 
N atural R esources b y  the P eople L iving in the Mekong Basin?
～ P rob lems w ith Developmental Aid P olicies and P roposals from C ivil S ociety  
w ith R egard to the Mekong Basin～

The following is a compilation of writings issued in September 2013 under the title of “The Citizens’ G reen 
Mekong Initiative:  The Mekong’s Future, O ur Future ʙ Toward a Strengthened East Asian Citizens Network 
for Discussing Development of the Mekong B asinʙ ,” based on discussions at the international workshop held 
in December 2012, mentioned in Chapter 2 of this report, regarding the “' A Decade Toward the G reen Mekong'  
Initiative” announced by the Japanese government in 2010. It is being presented here as one of the results of the 
international workshop1.

+ + + + + + + + + +

In the basin of the Mekong River, an international river, which Àows through southeastern China, Burma�
Myanmar, L ao PDR, Thailand, Cambodia and V ietnam, about 60 million people make their living as they 
always have, dependent on the natural resources from the river and its forests. At this time, however, the water 
of the entire Mekong River System with its mainstream and tributaries is changing dramatically in terms of 
both volume and quality, its aquatic and forest resources are decreasing, and arable land is disappearing along 
its banks and at its mouth. Degradation of the natural environment and resources has a direct impact on the 
people’s lives and means of livelihood, shakes their food security and can fundamentally threaten the existence 
of the socially vulnerable such as indigenous or minority peoples, women, children and the economically 
impoverished. Causes of the degradation of the natural environment and resources include regional integration 
and large-scale development in which economic considerations are given priority;  urbanization;  industrialization;  
and mass consumption, with climate change as another factor bringing more and more complexity;  but above all, 
the biggest problem is the construction of large-scale hydroelectric facilities, which is accelerating throughout 
the entire basin2.

The following problems form the context to progress on large-scale hydroelectric power construction in the 
Mekong B asin.
1) Insufficient awareness, on the part of governments and companies promoting planning and construction, 

of the value of lifestyles dependent on natural resources and the effect on the lives of the basin’s local 
communities of the success or failure at managing natural resources.

2) The inÀu[ of large amounts of development funding, not only from industrialized nations as before, but also 
from emerging powers both within and outside the basin.

3) L imited opportunities for participation by the basin’s local communities and citizens in decision-making 
regarding development3.

We the local communities and citizens, both within and outside the Mekong B asin, have been striving to 
conserve and manage the natural environment and resources of the basin, but now there is a pressing need for 
action through a continuous and closer network, which can cover a broader range. In order to deal with the 
problems of inÀu[ of funds from emerging powers and the cross-border environmental and societal impacts, 
the citizens of the countries involved must share their awareness and work together. V aluing the lifestyles and 
knowledge fostered by the people who make their living in the Mekong B asin, we must promote a dialog with 
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representatives of governments and the private sector and work towards shaping the future of the basin.
It was in November 2009 that as part of continuation of developmental aid to countries of the Mekong 

B asin (excluding China), the Japanese government announced the ten-year “G reen Mekong Initiative4.” While 
the G reen Mekong Initiative stresses the importance of maintaining the natural environment, biodiversity 
and aquatic resources, it cannot be said to comprehensively capture the economic, social, cultural and 
spiritual benefits that the Mekong River’s natural environment and resources offer to people living in the 
basin. Moreover, it does not provide a framework for participation by local communities and citizens within 
and outside of the Mekong B asin in decision making with regard to development5.If left as it is, the future 
outcome of the G reen Mekong Initiative, in particular, the course of development of “Actions and measures 
for investigation with regard to sustainable management and development of the Mekong River, including the 
inÀuences of hydroelectric power projects on the Mekong River basin, within the framework of the Mekong 
River Committee,” as stated in “Tokyo Strategies for Japan-Mekong Cooperation” (O ctober 2012) is in doubt6. 
Therefore, on the basis of our talks thus far, we make the following recommendations under the name of the 
Citizens’ G reen Mekong Initiative. We request that these issues be discussed in earnest in conversations with 
governments, corporations and other people involved in the development of the Mekong B asin:  

1) The livelihoods, means of support, and life itself of the people living in the Mekong B asin are deeply 
dependent upon natural resources provided by rivers, forests and the land. The Mekong River has economic, 
societal, cultural and spiritual value in supporting tens of millions of people. This should lie at the foundation of 
discussions regarding the future of the Mekong B asin.
2) The actual condition and value of the natural environment and resources of the Mekong River have not 
yet been fully elucidated. Areas in which knowledge and information are insufficient should be proactively 
investigated, and support should be provided, particularly for independent investigations by the local 
communities.
3) L arge-scale development, particularly construction of hydroelectric facilities, destroys the natural 
environment and resources, and threatens the existence of the basin’s inhabitants, particularly indigenous and 
minority peoples, women, children and the economically impoverished. Such cases have already occurred in the 
basin, the Pak Mun Dam in northeastern Thailand, for one. L essons should be learned from such cases.
4) As is also stated in a recommendation in the Strategic Environmental Assessment (SEA) commissioned by 
the Mekong River Committee (MRC) that decisions on dams of the mainstream should be deferred for ten 
years7, construction of hydroelectric facilities on the Mekong River mainstream should be postponed until 
comprehensive investigations can be implemented.
5) Trans-boundary environmental and social impacts bring enormous harm to the basin’s inhabitants, and 
measures to mitigate these effects are extremely difficult to create, agree on and enforce. In environmental 
impact assessments (EIA) for hydroelectric facilities, evaluation of the long-term and cumulative effects should 
be required along with assessment of cross-border effects on the environment and society, and mitigating 
measures should be provided in case damage manifests.
6) In the countries of the Mekong B asin, democratic systems and procedures that are essential for decision-
making on development are lacking;  particularly, disclosure of information, freedom of expression, citizen 
participation and government and corporate accountability have not been sufficiently established. Sufficient 
information should be disclosed in a timely manner using appropriate methods, and systems and procedures 
should be provided so that substantive citizen participation can be achieved and so that human rights violations 
such as threats or suppression of inhabitants and citizens who express various opinions do not occur.
7) The upstream countries of China and B urma are not official members of the MRC, and the consultation 
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1) Insufficient awareness, on the part of governments and companies promoting planning and construction, 

of the value of lifestyles dependent on natural resources and the effect on the lives of the basin’s local 
communities of the success or failure at managing natural resources.

2) The inÀu[ of large amounts of development funding, not only from industrialized nations as before, but also 
from emerging powers both within and outside the basin.

3) L imited opportunities for participation by the basin’s local communities and citizens in decision-making 
regarding development3.

We the local communities and citizens, both within and outside the Mekong B asin, have been striving to 
conserve and manage the natural environment and resources of the basin, but now there is a pressing need for 
action through a continuous and closer network, which can cover a broader range. In order to deal with the 
problems of inÀu[ of funds from emerging powers and the cross-border environmental and societal impacts, 
the citizens of the countries involved must share their awareness and work together. V aluing the lifestyles and 
knowledge fostered by the people who make their living in the Mekong B asin, we must promote a dialog with 
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procedures8 are also insufficient in many ways. In the planning for the X ayaburi Dam, voices from the 
governments of Cambodia and V ietnam, both member nations, expressing concerns or opposition could not be 
reÀected, let alone the opinions of the local communities and citizens. The MRC should not be discussing plans 
for further hydroelectric dams until the current problems in the consultation procedures are reviewed and the 
member nations agree to improvements.
8) Decision-making on development should be conducted on the basis of a proper analysis of currently existing 
information and knowledge such as the inhabitants’ traditional knowledge and everyday experiences and surveys 
by experts.
9) Demand for electricity—the grounds for constructing hydroelectric powers, can be predicted using procedures 
that are highly open and transparent to provide a basis for creating more realistic plans for electric power 
development rather than serving the profits or intentions of particular groups of people. At the same time, plans 
and policies for electric power development should be drawn up based on de-centralized and renewable energy 
sources and demand-side management.
10) The concepts of “transparent and sustainable” hydroelectric power and techniques such as fish ladders 
are not yet clearly defined, and their effectiveness has not been sufficiently verified. Regarding fish ladders, 
in particular, it has become clear that at the current level of the technology they cannot preserve the Mekong 
River’s rich aquatic resources. In developing the Mekong River, care should be taken to avoid using it as a test 
site for concepts and technologies of dubious effectiveness.

In order to bring the above proposals to fruition, we local communities and citizens both within and outside of 
the basin will proceed with the following activities:

1) Elucidate methods and strategies for making future use of the knowledge and wisdom of the people using 
and managing the natural environment and resources of the Mekong B asin sustainably.

2) U se every opportunity to seek the understanding of representatives from governments and the private 
sector and citizens in general, both within and outside of the basin, regarding the close connection between 
the natural environment and resources and the people’s livelihoods and existence and the value of that 
connection, and on the contrary, the economic, social, cultural and spiritual damage that would occur 
through degradation of the environment and resources.

3) Strengthen the network in East Asian countries for discussing and examining development problems in the 
Mekong B asin, so as to deal with complex issues of environmental and societal preservation, while making 
best use of the inhabitants’ and citizens’ experience, knowledge and imaginative powers.

 

E ndnotes

1ɹ In transcribing this document, some of the expressions and numbers on the footnotes have been changed.

2ɹ Recently, disputes over land have become a big problem. These are being caused by land use changes resulting from the operation of 

large-scale plantations, mono-cropping and contract farming through private investment and economic land concessions, as well as absolute 

and relative shortages of land. L and disputes have also been brought about by inundation of large land areas and massive relocation of 

inhabitants due to construction of large-scale hydroelectric dams. In cities, air, water and soil pollution as a result of industrialization has 

become more severe, causing harm to people over extensive areas, and in the Mekong region, there are many local communities whose lives 

are dependent on the natural environment and resources derived from other large rivers, including the Chaophraya, Irrawaddy (Ayeyarwady) 

and Salween �Thanlwin� rivers. While there is a need to work jointly with the people tackling these issues, there are many points within the 
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recommendations raised herein that can be applied to many of these issues.

3ɹ Recently, there have been prominent cases in which environmentalists and human rights defenders were threatened, suppressed or 

assassinated, and it can be said that chances for citizens’ participation are becoming even narrower.

4ɹ See Ministry of Foreign Affairs, Japan (2009a) ୈ 1ճຊɾϝίϯҬॾࠃटձٞ౦ژએݴʢԾ༁ʣ―ڞ௨ͷൟӫ͢Δ

ະདྷͷͨΊͷ৽ͨͳύʔτφʔγοϓͷཱ֬―ʯ(Declaration of the First Japan-Mekong Region Summit in Tokyo (provisional 

translation) –Establishing a New Partnership for Joint Prosperity in the Future—)ʢhttp���www.mofa.go.jp�mofaj�area�jBmekongBk�sBkaigi�

jBmekong��BtsBka.htmlʣ

5ɹ Ministry of Foreign Affairs, Japan (2009b) ʮϝίϯߦಈܭը 63ʢԾ༁ʣʯ(Japan-Mekong Action Plan 63 (provisional translation

ʢhttp���www.mofa.go.jp�mofaj�area�jBmekongBk�sBkaigi�jBmekong��B��Bka.htmlʣmentions “cooperation for promoting aquatic resource 

management of the Mekong River´ and ³management and mitigation of Àooding and water shortages of the Mekong River.´ Also, the action 

plan for the ³Ten <ears for a Green Mekong´ initiative by the Ministry of )oreign Affairs, Japan ������ mentions ³aid for e[ecuting projects 

related to Àood and drought countermeasures by the Mekong River Committee �MRC�,´ ³Mekong River Irrawaddy dolphin protection as 

part of preserving the biodiversity of the Mekong River” and “promotion of an integrated water resources management (IWRM) approach 

via the Mekong River Committee.”

6ɹ See Ministry of Foreign Affairs, Japan (2012) ʮϝίϯྗڠͷͨΊͷ౦ژઓུ 2012ʢԾ༁ʣʯ(Tokyo Strategy for Japan-Mekong 

Cooperation (provisional translation))ʢhttp���www.mofa.go.jp�mofaj�area�jBmekongBk�sBkaigi���jointBstatementBjp�.htmlʣ

7ɹ The original text reads, “Decisions on mainstream dams should be deferred for a period of ten years…with reviews every three years to 

ensure that essential defermentʖ period activities are being conducted effectively.”ʢInternational Centre for Environmental Management 

2010. Strategic Environmental Assessment of Hydropower on the Mekong Mainstream: Final Report, Mekong River Commission, 24 pp., 

http���www.cdri.org.kh�shdmekong��.Strategic���Environmental���Assessment���)inal���ReportBMRC.pdfʣ

8ɹ The consultation procedures, known as ³3rocedures for Notification, 3rior Consultation and Agreement ʹ PNPCA,” are procedural 

duties incumbent on the member states on the basis of Article � of the Mekong Agreement of ����. The member states hold joint 

investigations and consultations to form agreements on the e[ecution of development projects on the Mekong River mainstream, or 

conditions for their e[ecution, upon notifying the MRC of those projects. )or further details, see MRC 3rocedures for Notification, 

3rior Consultation and Agreement http���www.mrcmekong.org�assets�3ublications�policies�3rocedures-Notification-3rior-Consultation-

Agreement.pdf
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C hapter 5   Aiming for C oordination among C ivil S ocieties of 
E ast Asian and Mekong Basin C ountries
ʙ A Staff 5oXnG�TaEOe TaON foU 5eÀection to ([change ([SeUiencesʙ

The Mekong Watch staff held a round-table talk on August ��, ����, to reÀect on the results of the past 
year’s programs and the challenges we encountered. We would like to present our ³View to the )uture´ that 
resulted from our discussion at the round-table talk to conclude this report. The reason we chose to conclude with a 
record of our round-table talk is that the international workshop and field survey gave us a variety of e[periences, 
and we would not want to waste a chance to present any one of the diverse observations and ideas on them brought 
up by each staff member. Also, as Mekong Watch is an action-oriented organization, we thought this opportunity 
for mutual sharing of views among the staff would have more significance than summing it up in a more easily 
understood way. By recording the conte[t along with the content of the staff’s views, we also facilitate the use of 
this information in future discussions. Therefore, what follows is not a ³complete summary´ but we hope it will be 
understood as an ³open record´ for the purpose of continuing our discussion within Mekong Watch in the future, 
based on the thoughts and opinions e[pressed regarding this report which will be heard soon.

P articipants ( in alphab etical order)

ɾDoi, Toshiyuki� Stationed in Bangkok, Thailand� length of service, �� years.
ɾEndo, Satoko� Stationed in Tokyo� length of service, � months.
ɾHigashi, Satomi� Stationed in Vientiane, Laos� length of service, �� years.
ɾKiguchi, <uka� Stationed in 8bon Ratchathani, Thailand� length of service, �� years.
ɾTakahashi, )umiko� Stationed in Ratanakiri, Cambodia� length of service, �.� years.

5 . 1 .  P roj ect Achievements

――What results did we obtain from the activities undertaken this time?

	 Mekong W atch’ s R ole as a “Basin N G O ”
Doi: )irst, I think Mekong Watch was able to contribute to the maintenance, functioning and e[pansion of the StM 

as a network. Though it maintains its identity as a Japanese NGO, isn’t Mekong Watch filling a role as an 
organization active in the Mekong Basin? At least, aren’t such e[pectations increasing from the outside?

	 Building relationships w ith S outh K orean and C hinese N G O s and J ournalists
Doi: We were also able to identify organizations and individuals among South Korea’s NGOs who look like they 

can collaborate with us.
Higashi: I have the same feeling. Recently, I heard from a South Korean NGO we invited to the international 

workshop, who said ³We are visiting Vientiane and want to see you,´ so I linked with them as an individual 
and it developed into a personal friendship. I think this is a big success. When we visited the sites in 
Thailand, the South Korean participants were able to understand Mekong Watch’s methods of conducting 
activities, particularly the emphasis we place on collaborating with local communities, as was clearly 
brought up at the meeting for reÀection. I think we could convey the importance of listening directly to the 
voices of the communities. It is good that we could have them see the collaboration between Mekong Watch 
and the local communities. What impressed me at the international workshop was when someone at the final 
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meeting for reÀection remarked, ³I am encouraged at linking with people who have the same awareness of 
problems.´ Building connections between people is not a role that only Mekong Watch can perform, but 
once we confirm these connections, we can progress with subsequent activities, can’t we?

Takahashi: This may be more of a challenge than a success, but we got a glimpse of viewpoints and values 
of the Chinese people from the remarks by the Chinese journalist and lawyer who participated in the site 
visits. Currently, we are looking for methods and what to say when approaching the Chinese government 
or companies, so this is an important point. Merely appealing to the richness of the livelihoods in the basin 
is insufficient for getting the Chinese people to understand the issues.

5 . 2 .  C hallenges R evealed b y  the P roj ect

――On the other hand, what challenges were there?

	 Advocacy  tow ards C hina
Higashi: I think a challenge became apparent that we face when considering approaching the Chinese 

government or corporations. I wanted to ask the Chinese participants what they thought about problems 
with hydropower resulting from China’s investments in countries of the Mekong Basin, but there was not 
as much of an opportunity as I had hoped. 3erhaps we must deepen our ties with them further by holding 
more discussions. Or perhaps, the Chinese civil society is too busy with problems within China to pay 
attention to those facing the Mekong Basin. Of course, there’s no denying the possibility that we might 
have gotten a different response if we have had contact with other organizations or individuals. Either way, 
ever since the Mekong Watch staff in China left, we’ve had practically no foothold in China. Because of 
that, there has been no growth in shared understanding which would lead to subsequent activities in China, 
even through this project. We need to find areas where our concerns overlap with those of China’s NGOs, 
but I have the feeling that would be difficult given Mekong Watch’s current human resources.

�8

C hapter 5   Aiming for C oordination among C ivil S ocieties of 
E ast Asian and Mekong Basin C ountries
ʙ A Staff 5oXnG�TaEOe TaON foU 5eÀection to ([change ([SeUiencesʙ

The Mekong Watch staff held a round-table talk on August ��, ����, to reÀect on the results of the past 
year’s programs and the challenges we encountered. We would like to present our ³View to the )uture´ that 
resulted from our discussion at the round-table talk to conclude this report. The reason we chose to conclude with a 
record of our round-table talk is that the international workshop and field survey gave us a variety of e[periences, 
and we would not want to waste a chance to present any one of the diverse observations and ideas on them brought 
up by each staff member. Also, as Mekong Watch is an action-oriented organization, we thought this opportunity 
for mutual sharing of views among the staff would have more significance than summing it up in a more easily 
understood way. By recording the conte[t along with the content of the staff’s views, we also facilitate the use of 
this information in future discussions. Therefore, what follows is not a ³complete summary´ but we hope it will be 
understood as an ³open record´ for the purpose of continuing our discussion within Mekong Watch in the future, 
based on the thoughts and opinions e[pressed regarding this report which will be heard soon.

P articipants ( in alphab etical order)

ɾDoi, Toshiyuki� Stationed in Bangkok, Thailand� length of service, �� years.
ɾEndo, Satoko� Stationed in Tokyo� length of service, � months.
ɾHigashi, Satomi� Stationed in Vientiane, Laos� length of service, �� years.
ɾKiguchi, <uka� Stationed in 8bon Ratchathani, Thailand� length of service, �� years.
ɾTakahashi, )umiko� Stationed in Ratanakiri, Cambodia� length of service, �.� years.

5 . 1 .  P roj ect Achievements

――What results did we obtain from the activities undertaken this time?

	 Mekong W atch’ s R ole as a “Basin N G O ”
Doi: )irst, I think Mekong Watch was able to contribute to the maintenance, functioning and e[pansion of the StM 

as a network. Though it maintains its identity as a Japanese NGO, isn’t Mekong Watch filling a role as an 
organization active in the Mekong Basin? At least, aren’t such e[pectations increasing from the outside?

	 Building relationships w ith S outh K orean and C hinese N G O s and J ournalists
Doi: We were also able to identify organizations and individuals among South Korea’s NGOs who look like they 

can collaborate with us.
Higashi: I have the same feeling. Recently, I heard from a South Korean NGO we invited to the international 

workshop, who said ³We are visiting Vientiane and want to see you,´ so I linked with them as an individual 
and it developed into a personal friendship. I think this is a big success. When we visited the sites in 
Thailand, the South Korean participants were able to understand Mekong Watch’s methods of conducting 
activities, particularly the emphasis we place on collaborating with local communities, as was clearly 
brought up at the meeting for reÀection. I think we could convey the importance of listening directly to the 
voices of the communities. It is good that we could have them see the collaboration between Mekong Watch 
and the local communities. What impressed me at the international workshop was when someone at the final 



8�

Doi:  I’ve been hearing for some time that it seems to be okay to discuss environmental problems critically even 
in China. Of course, this may indicate how serious environmental problems are in that country. Activities 
can be done in a way that confronts China with the problems it is causing in the Mekong Basin, but I feel 
that an approach that shows our concern for and understanding of problems within China would facilitate 
collaboration with that country’s NGOs. Either way, for a while, many NGOs were paying attention 
to trends in China and trying to form ties with Chinese NGOs, but now, efforts directed at China have 
become individuated, and it is hard to get a grasp of the situation in China.

Higashi:  The American )riends Service Committee �A)SC�, an organization based in the 8.S. that participated 
in the international workshop, has conducted field trips to the Mekong Basin for Chinese NGOs, journalists 
and researchers, in an attempt to increase the number of people concerned about the occurrence and 
resolution of environmental and social problems in the Mekong Basin being caused by Chinese funding, 
and they can be referred to for ways for foreigners to conduct activities in China.

5.�. ,ssXes :e )inG 'ifficXOt to ,nÀXence

――In thinking about future activities, what challenges do you think we should be aware of that Mekong Watch 
has difficulty changing?

	 R apidly  progressing large- scale development and limitations of civil society
Doi: I feel that the pace of large-scale development is too fast, and civil society is in retreat. Thinking back ten 

years ago, the movement opposing the dams had power. Now, however, dam construction is proceeding at 
a terribly fast pace. It is impossible to tell, however, what incident might provide an impetus for a change 
in the course of things, but I don’t think the situation can continue forever as it is.

K iguchi: Ten years ago, there was a change in American policy to be away from dams, and that also had an 
effect. The tide is turning, so from that perspective, I am sympathetic with the view that we think about 
what we do now to prepare for such tide turnings.

Higashi: I think maybe the time has come for us to do what we can. 
Doi: If we could tell how much the tide will turn, for e[ample, predicting the outcome of the election in 

Cambodia this time and considering how it might influence the country’s future, Mekong Watch could 
make more progress as an organization.

E ndo: Isn’t it also necessary for us to help turn the tide through our activities?
K iguchi: I think it would be difficult to accomplish through our activities. Thinking about our e[periences 

in Burma recently, where there were many more restrictions on political activities, we had to conduct 
activities which could convey the importance of turning their attention to environmental problems as 
democratization proceeds. I don’t think we contributed to democratization, but when changes in conditions 
in that country came about, I think we were able to point to directions to proceed with their efforts so as to 
avoid or reduce environmental and social impacts from large-scale development in Burma.

E ndo: I wonder if those sorts of activities are possible in China. But China probably has to change itself �from 
within�.

Doi: The state of Japan’s civil society is also a concern. It is hard to procure aid or funding in Japan for our 
policy proposal activities, so Mekong Watch continues to e[perience instability in its funding base for 
activities. In this regard, I almost wonder if the civil societies of South Korea and China will be more 
active than ours ten years from now, because I sensed that the participants in this project had awareness 
and capability that were strong as individuals. I think the participants this time represent only one bit of the 
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latent possibilities of the civil societies of their respective countries.

5.4. The Significance of the Activities

――What do we think of the significance of these activities?

	 Approaching private companies, helping affected communities
Doi: Approaching private companies with regard to development of the Mekong Basin, including Japanese 

private companies, is both highly possible and strongly necessary. Shouldn’t we be making more direct 
efforts to take on the issues of electric power demand, investment and power grid construction, and tackle 
the structure of the energy sector itself, which justifies construction of dams and other large-scale electric 
power plants? Shouldn’t we be increasing our support for the affected communities more than building 
networks with NGOs? I’ve thought of these things.

Takahashi: In Cambodia, local communities are networking with NGOs. I think supporting these networks 
translates into support for the local communities.

Doi: Some time ago, when local Cambodian community representatives were participating in StM’s annual 
general meetings in Vietnam, Mekong Watch provided quite detailed support in the preparatory stages, 
such as preparing fact sheets on a problematic dam project in Vietnamese and Khmer languages. I think 
we realized that the more support we provided, the more that could be accomplished. However, while I 
think support is still necessary now, in other ways I have trouble judging whether Mekong Watch’s role is 
to involve itself in so much detail. Even among the NGOs, I think there are some organizations that are not 
properly fulfilling their original role of speaking for the local communities and using that power to change 
society. This point provides food for thought on our own activities.

	 Documenting the “richness” of the Mekong Basin
Doi: I wonder if Mekong Watch is spending too much of its resources on documenting the local richness.
Higashi: Documentation is an unavoidable necessity for Mekong Watch. As a number of dam development 

projects have been underway, I think it is good that we could provide that much documentation on the 
natural resources. Video production is also important in order to link up with the local people. Regarding 
stronger direct support to the local communities, when I think about the conditions in Laos, I think we 
need to consider what Mekong Watch can do about dam projects toward which Japanese companies are 
contributing.
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5 . 5 .  “A V iew  to the F uture”: W hat W ill W e Aim for?

――)inally, I would like to consider what we should be aiming for in the future. The objective of the project 
this time was to ³e[change e[periences,´ but what kind of prospects have you found anew regarding our 
collaboration as a citizens network in the future?

	 C ollab oration w ith C hinese civil society
Doi: Regarding Chinese NGOs, I think there are still organizations we can link up with. Even in the government, 

there are developments towards environmental and social protection, such as the announcement of 
guiding principles for environmental protection by China’s Ministry of Commerce and Ministry of the 
Environment in )ebruary of this year, and the previous establishment of green investment and funding 
guidelines. I would like to consider ways Mekong Watch could make use of these kinds of guidelines, for 
e[ample, by collaborating with Chinese NGOs.

K iguchi: How are approaches of the basin’s and international NGOs to Chinese NGOs going currently? )or 
instance, there have been no updates recently on the progress of dams on the upper course of the main 
stream.

Higashi: 3reviously, seminars and meetings were held annually in Bangkok and other cities on problems with 
China’s investment and funding in the Mekong region. Regarding Laos, there has been no notable activity, 
with the Chinese NGO, Global Environmental Institute �GEI�, having left.

E ndo: Activities which target only China are difficult, so I think it would also be good to include South Korea.
Doi: I think it would be difficult for South Korean NGOs to consider putting pressure on China. Some time 

ago, I was talking to South Korean NGOs in Seoul, but there was no mention whatever of China. 8nlike 
political issues such as the Si[-3arty Talks on North Korea, it is difficult to see collaboration with South 
Korean NGOs as being important when putting pressure on China over environmental problems of the 
Mekong River. On the other hand, wouldn’t it be possible to collaborate when approaching international 
development institutions, especially the ADB? Still, I think it would be better to have an impetus, such 
as an annual general meeting of the ADB in China or South Korea for this to work. 3roblems caused by 
bilateral aid are more serious, and Mekong Watch does not put a high priority on leading an approach 
to the ADB together with South Korean and Chinese NGOs. If South Korean or Chinese NGOs were to 
take the lead, that might provide an incentive to collaborate with them. Or joint efforts could be made 
between Japan, China and South Korea on policy-level issues such as electric grid and energy policy, and 
in addition, discussions involving the ADB might be a possibility.

Higashi: If we had staff stationed in China, Mekong Watch’s activities would also change. I think it is possible 
to consider the activities we were doing when we had staff stationed in China.

K iguchi: It is not absolutely necessary to have staff stationed there. I think it is okay if we are able to conduct 
surveys. As something outsiders can do, by providing Chinese journalists with information on individual 
projects such as dam development that Chinese companies are promoting in Cambodia, wouldn’t that lead 
to heightened concern within China over development problems in the Mekong Basin?

	 C ollab oration w ith civil society  of S outh K orea
Higashi: Regarding collaboration with South Korean NGOs, Mekong Watch could share its e[periences and 

invite them to events or activities.
Doi: The issues of Japanese society that Mekong Watch is dealing with as a Japanese NGO �as an industrially 

advanced nation, it provides large amounts of development funding to the countries of the Mekong Basin 
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Doi: This is putting it abstractly, but isn’t a ³functioning democracy´ what we are aiming for? In the more 
concrete dimension of activities, I think it would be easier to achieve collaboration with China’s civil society, 
for e[ample, by linking the environmental problems that China is e[periencing at home with problems with 
development aid and overseas investment. In order to achieve that, activities from a stance of understanding 
China’s internal issues are needed. Also, when I considered what could be done for the local communities 
of the Mekong Basin that are being hurt by development aid and investment from China and South Korea, 
I thought it might be significant if the local communities made use of the policies and procedures that the 
governments and companies of China and South Korea are already using to raise their own voices, have 
their voices be heard by the policy makers, and create opportunities to resolve the problems. Through such 
activities, couldn’t the civil societies of each country increase their power?

Speaking of the future, some issues, most notably, the problem of climate change, have made it clear 
that the unscrupulous development and industrialization of the past ��� years cannot continue. )rom now 
on, there will be an increasingly pressing need to make good use of limited resources, and for that, we must 
change so that we value ³inventive ideas for using limited resources´ as ³wonderful.´ In Japan, the phrase 
³natsukashii mirai �fondly-remembered future�´ has been coined, but rather than imagining the future as a 
space and time cut off from the present, I think an attitude of imagining the future generations who will be 
living in place of us, who are living now, in the future is necessary. Of course, talking of such an abstract 
concept does not jive with the Chinese people, who are right at the height of development. At those times, I 
think the e[periences, opinions and livelihoods of the people one meets throughout the Mekong Basin would 
provide concrete clues and models. Thinking of that, I realize that the future, in fact, is ³here right now.´ 
Thus far, Mekong Watch has emphasized ³sites of development projects,´ ³sympathy and understanding for 
the local people,´ and ³concrete improvement of local conditions.´ I think we have confirmed that this is no 
mistake, so it would be good to persist with this approach, while at the same time translating the new ideas 
and activities we have thought up this time into action.

E ndnotes

1ɹ The Korea International Cooperation Agency. )or further information see http���www.koica.go.kr�main.html
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Appendix :
L ist of O rganiz ations P articipating in the I nternational W orkshop and F ield S urvey

Australia

O xfam Australia
O[fam Australia is an independent, not-for-profit, secular international development agency. They are a member 
of O[fam International, a global confederation of �� O[fams that work with others to overcome poverty and 
injustice in over �� countries around the world. O[fam Australia’s vision is of a fair world in which people control 
their own lives, their basic rights are achieved, and the environment is sustained. O[fam runs a regional water and 
natural resource governance program in the Mekong.

Burma

)ederation of Workers’ 8nions of the Burmese Citizens �in Japan� )W8BC
)ederation of Worker’s 8nions of the Burmese Citizens �)W8BC� is a labor union for Burmese citizens living in 
Japan. It actively conducts activities to save the environment since the livelihood of the workers is strongly related 
to the clean and fair environment.

C amb odia

American )riends Service Committee �A)SC� 
The American )riends Service Committee �A)SC� is a peace and development organization with programs in the 
8nited States and internationally. A)SC Cambodia is focusing its scope on the Chinese investment in Cambodia, 
monitoring the investment to be responsible and sustainable. It conducts and supports research, provides space and 
opportunities for dialogue among affected communities, the Chinese government or policy makers, and journalists, 
for improving their mutual understandings.

�S Rivers 3rotection Network ��S3N�
�S Rivers 3rotection Network ��S3N� is a Cambodian local civil society organization. It was established as 
the Sesan 3rotection Network at Banlung Town, Ratanakiri 3rovince in ���� in order to assist dam-affected 
communities living along the Sesan River in Cambodia after serious impacts occurred caused by the hydropower 
dam construction upstream in Vietnam. The network was registered as the �S �Sesan, Srepok, and Sekong� Rivers 
3rotection Network in ���� and has e[panded its activities to all villages along the Sesan, Srepok, and Sekong 
Rivers. 

C hina

Cai[in Media
The Cai[in Media Company Limited is a Beijing-based media group dedicated to providing financial and business 
news and information. It is one of China’s leading news providers. It is famous and respected for its independent 
reports, professional practices, and profound understanding of China
s economic and social transition.
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The Center for Legal Assistance to 3ollution Victims �CLA3V� 
The Center for Legal Assistance to 3ollution Victims �CLA3V� was established in October ����. It was started 
by one Chinese lawyer, setting up a hotline for pollution victims.  Now it is a non-governmental organization 
focusing on environment protection and is registered with the Judicial Ministry of the 3eople’s Republic of China 
and approved by the China 8niversity of 3olitical Science and Law.

O[fam Hong Kong
O[fam is dedicated to fighting poverty and inequity worldwide. This international and independent development 
and humanitarian organization tackles poverty in four main ways� sustainable development in poor communities, 
disaster relief, local and global advocacy, and education of Hong Kong youth. Established in Hong Kong in ����, 
O[fam Hong Kong is a founding member of O[fam, an international confederation that has assisted poor people 
in �� countries. O[fam Hong Kong alone has supported poor people in over �� countries�regions.

J apan

Japan International Volunteer Center
Japan International Volunteer Center �JVC� undertakes various projects such as agriculture, water provision, forest 
preservation�utilization, children
s education, peace building, and emergency relief. Cambodia, Laos, Thailand, 
South Africa, Iraq, 3alestine, Afghanistan, D.3.R.K and Sudan are the current fields of their projects. In Japan, they 
are devoted to enlightenment activities toward a fair and just society through advocacy, development education 
and networking.

National Institute for Environmental Studies �NIES�
The National Institute for Environmental Studies �NIES� is a leading institution for environmental research at local 
to global scales. Currently a total of ten research programs are being implemented, including the Basin Ecosystem 
)unctions Research 3rogram, in which their project focuses on the Mekong Basin and its aquatic ecosystem. 
Elucidation of fish migration and effects of dams on their migration is one of the main objectives of this five-year 
project.

K orea

Energy and Climate 3olicy Institute for Just Transition �EC3I�
The Energy and Climate 3olicy Institute for Just Transition �EC3I� is a research institute attached to the Center 
for Energy 3olitics �CE3�, an NGO aiming to transform the current energy politics dominated by the cartel of 
capital and the powerful, into a more democratic one, based on social justice. The three core values of the CE3 are 
³creativity,´ ³voluntarism,´ and ³solidarity.´ Through its research activities, EC3I is contributing to stimulating 
and deepening social debates and deliberations on the political and social implications of climate change and 
the energy crisis, and to searching and developing progressive alternatives to meet these challenges from the 
perspective of social justice.

ODA Watch
ODA Watch works on reforming aid policies and practices. It is the only CSO in Korea which e[clusively focuses 
its activities on monitoring and lobbying for poverty eradication policies and practices of the Korean government.  
It also makes efforts for capacity building of Korean development CSOs.
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Thailand

COMM8NIT< RESO8RCE CENTRE �CRC�
The Community Resource Centre �CRC� is a non-governmental organization based in Bangkok, Thailand. It 
provides legal aid to communities whose environmental rights or human rights are violated. It also works on legal 
cases which have trans-boundary impacts in the Mekong Region such as the ;ayaburi Dam.

Mekong Sub-region Social Research Center �MSSRC�
Located at the )aculty of Liberal Arts, 8bon Ratchathani 8niversity, the Mekong Sub-region Social Research 
Center �MSSRC� is a research center which mandates research on Mekong themes. It aims at encouraging learning 
about and studying the Greater Mekong Sub-region, promoting and strengthening the sharing of e[periences, 
knowledge and information on the Greater Mekong Sub-region among regional scholars, academics and students, 
fostering networks and collaboration among academic and educational institutions in the region and enhancing 
their research capacity and accessibility of knowledge and information.

Northeast Community Network of � 3rovinces in Mekong River
Northeast Community Network of � 3rovinces in Mekong River consists of community organizations from 
Loei, Nhongkhai, Buengkarn, Nakhon 3hanom, Mukdaharn, Amnajchareon, and 8bon Ratchathani. After its 
establishment, the member communities have been e[changing information, conducting activities to support each 
other, and trying to sort out problems. 

The U nited S tates of America

American )riends Service Committee �A)SC�
The American )riends Service Committee �A)SC� is a peace and development organization with programs in the 
8nited States and internationally. In the Asia-3acific region, a key focus of the organization’s work is related to 
conÀict caused by development projects, particularly in the Mekong region �including Burma�. A)SC works on 
these issues by conducting and supporting research, providing space and opportunities for dialogue, and assisting 
local organizations working with impacted communities. 

International Rivers
International Rivers is a non-governmental organization that protects rivers and defends the rights of communities 
that depend on them. International Rivers works to stop destructive dams and promote water and energy solutions 
for a just and sustainable world.

V ietnam

Research Institute for Climate Change ± Can Tho 8niversity
The Research Institute for Climate Change ± Can Tho 8niversity is the biggest research and training institute of 
the Mekong River Delta working to maintain healthy ecosystems and the sustainability of major river deltas in a 
changing climate.

Organizations with  marks participated in the field survey only.
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